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プロローグ　数字の世界に逃げた少女









　歴代最年少の七賢人〈沈黙の魔女〉モニカ・エヴァレットは、養母ヒルダ・エヴァレットに引き取られる前──まだモニカ・レインだった頃ころ、人間の言葉を忘れていたことがある。

　モニカが一〇歳の時、実父ヴェネディクト・レインが禁術研究罪で処刑された後、母親のいないモニカは父方の叔お父じに引き取られ、毎日叔父に怯おびえて暮らしていた。

　叔父はモニカの父を恨んでいた。

　兄貴が馬鹿な研究をしたせいで自分は犯罪者の弟扱いだ。兄貴のせいで自分の人生は滅め茶ちや苦く茶ちやだ。

　叔父がそう口にする度に、モニカは必死になって反論した。

　父の研究は多くの人の命を救う素晴らしいものだ。父は何も悪いことなんてしていない。

　だがモニカが口を開く度に、叔父はモニカを怒鳴りつけた。

『うるさい。黙れ。余計な口をきくな！』

　罵ば声せいとともに拳こぶしが振り下ろされ、食事を抜かれる。

　しばらく帰ってくるなと家を追い出されてトボトボと街を彷徨さまよい歩くと、街の人間はモニカを見て後ろ指をさす。ヒソヒソ声で囁ささやかれるのは父の悪口ばかり。

　心と体が少しずつ磨耗していく日々の中、やがてモニカは数字の世界に逃避するようになった。

　叔父に殴られた時、真冬の納屋に押し込められた時、モニカは父の書斎で読んだ本の数式や魔術式をひたすら頭の中で繰り返す。そうしていると、体の痛みも冬の寒さも忘れられる。

　数式と魔術式はモニカにとって救いだ。完かん璧ぺきで美しい世界はモニカを傷つけたりしない。ただ完璧で美しいまま、そこにある。

　そうして数字の世界に逃げるようになってしばらくした頃、モニカの認識に歪ゆがみが生じ始めた。

　まず、人間が人間であると認識できなくなった。

　顔の大きさ、目の幅、目め尻じりの角度、鼻の長さ、幅、高さ、顎あごの角度、身長、腕の長さ、脚の長さ……それらの数字は分かるのに、それが人間だと認識できない。

　目に映るもの全すべてが、モニカには数字の塊に見えるのだ。

　次に人間の言葉が認識できなくなった。

　目の前の数字の塊が何か音を発しているのは分かるけれど、その音の意味をモニカの頭は理解できない。

　何を言われたか分からないから、モニカは音の数を数式に組み合わせて計算し、その結果を口にする。

『数字ばかり口にして、気持ち悪い！』

　叔父が罵ののしっても、モニカにはもう、その言葉の意味すら理解できない。

　ただ美しい数字の世界がそこにあるだけだ。







　叔父に引き取られて一年が経たつ頃には、モニカは数字以外何も認識できないほどに壊れていた。

　──世界は数字でできている。

　それは父がよく口にしていた言葉だ。

　モニカはこの言葉に縋すがりつき、現実から目を背けて、自分を傷つけることのない美しい数字の世界に逃げたのだ。

　体は生きるための最低限のことしかできなくなり、元々瘦やせていた体は棒切れのように細くなった。

　モニカの体は日に日に衰え、死に近づきつつある。だが、それがなんだというのだろう。

（数式や魔術式をたくさん覚えたら、きっと、おとうさんは褒めてくれる）

　優しく微笑ほほえんで己の頭を撫なでる父の姿を思い描き、モニカは追い出された家の外壁にもたれて虚うつろに笑った。

「五一四二二九、八三二〇四〇……」

「一三四六二六九」

　モニカが口にした数列の続きを口にする声があった。

　壁にもたれて座り込んでいたモニカは、ノロノロと顔を持ち上げる。

　目の前の数字の塊が、音を発した。

「『サムおじさんの豚』の数式……レイン博士はかせが貴女あなたに教えた数式ね、モニカ」

「……もにか？」

　きちんと名前を呼ばれたのはいつ以来だろう。叔父はモニカのことをグズとかノロマとしか呼ばない。

　父の名を耳にしたのも久しぶりだった。誰だれもが父の名を、口にしてはならない禁忌のように扱っていたから。

　自分の名が、父の名が、数式と魔術式の世界に揺蕩たゆたっていたモニカの意識を現実に引き戻す。

「わたしの、なまえ……おとうさんが、つけてくれた、なまえ……モニカ・レイン」

　久しぶりに数字以外の言葉を口にして、喉のどがカラカラになっていることに気がついた。

　喉の渇きを思い出すと、忘れていた空腹、寒さ、体の痛みも次第に戻ってくる。

　それでもモニカはその目を見開いて、目の前の数字の塊を──否、目の前に立つ人物を見上げた。

　年齢は三〇代半ばぐらい。茶色の髪をきちんとまとめた眼鏡めがねの女性だ。彼女の名をモニカは知っていた。

　かつて父の助手をしていた研究者ヒルダ・エヴァレット。

　ヒルダはモニカの前で膝ひざをつき、首に巻いていたストールをモニカに被かぶせると、モニカの体を抱きしめた。

「貴女のこんな姿を見たら、レイン博士が悲しむわ」

「おとうさん……おとうさん……おとうさん……」

　父のことを口にしても、この人は自分を殴ったり蹴けったりしない。ただ父の死を悼み、モニカのことを慈しむように抱きしめてくれる。

　乾いていたモニカの目に涙が滲にじんだ。

「おとうさん、わるくない、の……おとうさんは……おとうさん、は……」

「えぇ、レイン博士は偉大な人だった」

「おとうさん、もえちゃった、ぜんぶ、ぜんぶ……あ、ぅぁ……ぁ……」

　モニカがしゃくりあげると、その体を抱くヒルダの腕にグッと力がこもった。

　それだけで、ヒルダが父の死を悲しんでいることが伝わってくる。

「……ぇ、ぅあ、ふっ、う、うぇ……おとう、さぁん……おとうさぁん……っ」

　モニカはヒルダの腕の中で、久しぶりに声をあげて泣いた。

　まるで幼い子どものように、わんわんと。







　ヒルダは王立魔法研究所に所属する優秀な研究員で、仕事に忙しい女性だ。

　それでも彼女はモニカを養女として迎え入れ、できる限りの世話を焼いてくれた。

　モニカのために料理をしたり、一緒に菓子を作ったり──結果、台所が炎上したので、ヒルダは大慌てでハウスメイドを雇った。彼女は致命的に家事が苦手な女性だったのである。

　ハウスメイドのおかげで二人の暮らしは劇的に向上し、数ヶ月経つ頃にはモニカもだいぶ言葉を取り戻した。

　ヒルダが研究所で仕事をしている間、モニカはヒルダの部屋にある魔術書を読んで過ごしている。

　ヒルダもハウスメイドのマティルダも優しい人だ。だけどやっぱり外に出て、人と接するのは怖い。

　だからモニカは魔術書を読んで魔術式を解読したり、分解して再構築する方法を考えたりして日々を過ごしていた。

　そんなある日、研究所から帰ってきたヒルダは、モニカが黙々と紙に書いている魔術式を見て目を丸くした。

「その魔術式……座標軸を固定した極小火炎魔術、よね？」

　モニカがコクンと頷うなずくと、ヒルダは怪け訝げんそうに首を傾かしげた。

「この魔術式に関する本は、うちには無かったと思うのだけど……」

「ヒルダさんが、クッキー焼く時に、使ってた、魔術式です」

　まだ幾らかぎこちなさの残る口調で、モニカはポソポソと言う。

「クッキーを焦がさず焼くには、どんな魔術式が最適か、考えてみたら、楽しくて……」

　クッキーを上手に焼くためには、ただ上から火を当てるだけではいけない。全体から満遍なく加熱する必要がある。

　だから熱を逃さないようにするため、モニカは耐熱特化した防御結界を組み合わせる方法を考えた。

　火炎魔術を防御結界で包めば、熱が逃げることなく結界内のクッキーをサックリ美お味いしく焼き上げることができる。

　モニカは拙い口調で己の考えた魔術式の解説をした。

　ヒルダは王立魔法研究所の研究者で一流の魔術師だ。そんなすごい人に自分が考えた魔術式を見せるなんて、正直恥ずかしい。

　まして、この魔術式はクッキー作りにおけるヒルダの大失敗から生まれた魔術式なのだ。

　ヒルダが嫌な気分にならないだろうか、とモニカがビクビクしていると、ヒルダはモニカをギュッと抱きしめた。

「すごいわ、モニカ！　独学で複合魔術を理解して魔術式を組むなんて、誰にでもできることじゃない！」

　キャアキャアとはしゃぐヒルダの背後で、ベテランメイドのマティルダが険しい顔をする。

「ヒルダ様、何をどうしたら、お菓子作りで魔術を使うような事態が起こったのです」

「それが最も合理的な選択だったのよ」

「まさか、台所の壁が焦げているのは……」

　ヒルダは抱きしめていたモニカを解放すると、眼鏡をクイと持ち上げた。

　そうして、困難な実験に挑む研究者の風格を漂わせて言う。

「最も合理的な選択が、必ずしも最善の結果に繫つながるわけではないわ」

「オーブンを使ってください」

　ハウスメイドの提案する最適解を聞き流し、ヒルダはモニカを真まっ直すぐに見つめる。

　優しく慈しむようなその目は、どこか遠くを見ているようでもあった。

　きっとモニカに、亡き父ヴェネディクト・レインの面影を見ているのだ。

「やっぱり貴女には才能があるんだわ。ねぇ、モニカ……」

　ヒルダはモニカの手を取り、提案する。

「私が魔術の基礎を教えるわ。だから、ミネルヴァを受験してみる気はない？」

　ミネルヴァはリディル王国における魔術師養成機関の最高峰だ。

　正直に言うとモニカは学校になんて行きたくなかった。人と関わるのは恐ろしい。ましてミネルヴァは全寮制の学校なのだ。ヒルダと離れ離れになってしまう。

　だけど、このままずっとヒルダの家に引きこもっているわけにはいかないということも、モニカは理解していた。

　ミネルヴァを卒業して魔術師資格を取得すれば、仕事にはそうそう困らない。ヒルダに恩返しもできる。

「ミネルヴァ……受験、しまふ」

　モニカがモジモジしながら頷くと、ヒルダは力強く言った。

「貴女ならきっとすごい魔術師になれるわ！　じゃあ早速、実践ね！　モニカが考えた複合魔術を使って、今からクッキーを焼きましょう！」

「だから、オーブンを使ってください！」

　ハウスメイドの制止を振り切って強行された極小火炎魔術と耐熱防御結界の複合魔術実験は見事成功し、クッキーはムラなく加熱されて立派な消し炭になった。

















一章　私の王子様









　セレンディア学園の学園祭まで残すところあと四日となり、生徒会役員達はいつにも増して忙しく過ごしていた。

　それは生徒会会計であるモニカも変わらない。

　普段は生徒会室で事務仕事をしていることが多いモニカだが、今日は珍しく生徒会室を出て、交渉の仕事に向かっていた。

　なんでも今になって魔法史研究クラブが、学園祭の展示場所と予算に不満を訴えているらしい。

　展示場所云うん々ぬんはともかく、予算については会計のモニカも関わっているところである。

　それ故、モニカが直接赴いて話を聞くことになったのだ。

（ちゃんと交渉できるかな……予算に不満があるみたいだし、怒鳴られたらどうしよう……）

　人見知りで内気なモニカにとって、他人と接する仕事というのはひたすらに苦痛である。

　まして、こちらに不満を抱えている相手との交渉。

　正直恐怖で足が竦すくみそうだったが、モニカはスーハーと深呼吸をして、震える足で魔法史研究クラブの研究室へ向かう。

（セレンディア学園に来たばかりの頃ころよりは、成長してる、はず……っ）

　生徒会会計モニカ・ノートンは仮の姿。モニカの正体は、リディル王国の魔術師の頂点に立つ七賢人〈沈黙の魔女〉モニカ・エヴァレットである。

　モニカは少し前までは人を避けて山小屋暮らしをしていたが、第二王子フェリクス・アーク・リディルを秘密裏に護衛する任務を受けてからというもの、人の多い場所を出歩く機会が増えた。

　つい先日などは不良デビューをし、祭りで賑にぎわう夜の街を歩いたのだ。

　あの晩の出来事を思い出すと、今でもモニカは不思議な気持ちになる。

　夜遊びをした翌日、生徒会室で顔を合わせたフェリクスは、いつも通りの完かん璧ぺきな王子様だった。

　茶目っ気たっぷりに笑い、魔術書に目を輝かせるアイクはもういないのだ。

　それをモニカは少しだけ寂しい、と思った。一緒に遊んだ友達ともう会えなくなる、そういう寂しさだ。

（なんか変な感じ。わたしは殿下の護衛で、殿下には毎日会ってるのに）

　そんなことを考えながら歩いていたら、あっという間に魔法史研究クラブの研究室前に到着してしまった。

　扉を前にモニカはギュッと拳こぶしを握り締め、己がすべきことを再確認する。

（魔法史研究クラブは、展示場所と予算について不満を抱えている。わたしの仕事は、まずは話を聞くこと。対処しきれないと思ったら、話を聞いて一度持ち帰るようにってシリル様も言ってたし……）

　きっと魔法史研究クラブの人間は、生徒会役員であるモニカに敵意を向けてくるだろう。

　敵意に飲まれないようにモニカは意識して背筋を伸ばし、扉をノックした。

「はいはい、お待たせしました……ややや？　貴女あなたは……」

　扉を開けて中から姿を見せたのは、黒髪の小太りな男子生徒だった。顔には丸眼鏡をかけている。

　彼の名は、魔法史研究クラブ長コンラッド・アスカム。これからモニカが話を聞く相手だ。

「生徒会会計のモニカ・ノートンですっ。お話をうかがいに、きましたっ」

　モニカはいつもより心持ちハッキリした声で名乗り、相手の反応を待つ。

　睨にらまれるか、怒鳴られるか──コンラッドの反応はモニカが想定していたどれとも違った。

　コンラッドは落ち着きのある声で「少々お待ちを」と言うと、扉をバタンと閉めたのである。

　閉め出されたモニカがポカンとしていると、中からコンラッドの声が響いた。

「皆の衆っ、生徒会役員様がお見えになったぞぉぉぉっ！」

　コンラッドの力強い声に応じるかのように、男子生徒達の「おぉっ！」という声が聞こえた。

「一番良いクッションを用意しろっ！　あと茶菓子と紅茶もだ！　丁重に……丁っ重におもてなしをするのだぞっ！」

「ただちに用意いたします、クラブ長！」

「対応は常に笑顔だ！　淑女への気遣いを忘れるな！」

「了解であります、クラブ長！」

　モニカが啞あ然ぜんとしていると、すぐに扉が開いた。

　再び姿を見せたコンラッドは、丸々とした顔に愛想笑いを浮かべてモニカを中に招き入れる。

「お待たせいたしました。さぁさぁさぁ、どうぞお入りくださいませ、ノートン嬢」

「は、はい……」

　魔法史研究クラブの研究室は、どことなく手狭な印象のある部屋だった。元々そんなに広い部屋ではない上に、本棚や収納棚が多いせいだ。

　中に入って左手の壁は資料を収納した棚が三つずつ二列並んでおり、それだけで圧迫感がある。

　一方反対側の壁は物が置かれていないが、壁一面に資料がピンで留められていた。その壁際に男子生徒が二人控えている。魔法史研究クラブはクラブ長のコンラッドを含めて、クラブ員が三人しかいない。

　だが、室内には四人目の人物がいた。

　部屋の奥にある応接用のソファに、真っ直ぐな黒髪に瑠る璃り色いろの目の神秘的な美び貌ぼうの令嬢が気け怠だるげに座っている。

「ク、クローディア様……？」

　モニカがその名を口にすると、ハイオーン侯爵令嬢クローディア・アシュリーは目だけを動かしてモニカを見つめ、その美しい顔を絶望に歪ゆがめた。

　気のせいか、室内の湿度が上がったような気がする。

「……なんでニールじゃないの？」

「え、えぇっと？」

　クローディアはクラブや委員会の類には所属していないはずだ。それなのに何な故ぜ、魔法史研究クラブの研究室に彼女がいるのだろう？

　モニカが困惑していると、コンラッドがニコニコしながらモニカにソファを勧めた。

「さささ、お座りくださいノートン嬢。この度はご多忙な生徒会役員様にお越しいただき、恐縮至極にございます、はい」

「あ、はい、えっと……予算と展示場所に、不満があるとうかがったの、ですが」

　モニカがクローディアの隣に座り、おずおずと切り出すと、向かいの席に座ったコンラッドは深々と頷うなずいた。

「えぇ、はい、全くもってその通りなのです。ご存ぞん知じの通り、わたくしども魔法史研究クラブは学園祭で研究内容を展示する予定なのですが……」

　コンラッドは言葉を切り、組んだ指に柔らかそうな顎あごを載せた。

　そうして眼鏡めがねの奥で、つぶらな目をカッと見開く。

「第一展示室の使用許可をいただけないどころか、この研究室で展示をしろと言うではありませんか！　玄関から遠くて場所が分かりづらくて微妙にパッとしない、この研究室で！」

　コンラッドの言う通り、魔法史研究クラブの研究室は一番人の集まる第一展示室の、更に奥の奥にある。

　ならば近くの空き教室を融通できるかというと、そういうわけにもいかない。

「あのっ、警備の都合で閉鎖している廊下や教室もある、ので……今更展示場所を変えるのは、ちょっと……」

　萎い縮しゆくしながらも、モニカは必死で言葉を返す。

　そんなモニカの態度に、コンラッドはいかにも温和そうな笑みで猫ねこ撫なで声ごえを返した。

「はい、そこで我々も奔走し、他の展示場所を探しました。そしてようやく見つけたのが正面玄関横！」

　なるほどコンラッドの言う通り、正面玄関横は少し開けた空間になっている。

　だが研究発表の展示は、一般的に室内でするものだ。

「えっと、セレンディア学園には、野外展示をするための設備は無いと思うのですが……」

「なので追加予算をいただき、野外展示するための設備を整えたいのでございます。今ならギリギリで間に合いますので」

　コンラッドは喉のどから空気を押し出したみたいな、グフッ、グフッという笑い声を漏らし、モニカの横に座るクローディアに目を向ける。

「そしてですね、展示物の解説役を、こちらのクローディア・アシュリー嬢にお願いしようと思っているのでございます」

「ク、クローディア様に？」

「グフッ、〈識者の家系〉の末まつ裔えいで、歩く図書館とも呼ばれるクローディア嬢なら資料の解説も容た易やすいでございましょう？　なにより学園三大美人の一人が野外展示所に立ってくだされば、人が集まること間違い無し！」

　モニカは恐る恐るクローディアを見た。

　クローディアは心の底から面倒臭そうな顔で、ソファにもたれて鬱うつ々うつとした空気を撒まき散ちらしている。

「あのぅ、クローディア様、その話……お受けするんですか？」

　モニカが訊たずねると、クローディアはノロノロと体を起こしてモニカにしなだれ、耳元で低く囁ささやいた。

「受けるわけないでしょ」

　背筋が凍るほど低い声には、珍しく静かな怒りが滲にじんでいた。

「私は、私を便利な図書館扱いする人間が嫌いなの。まして客寄せなんて冗談じゃないわ」

「な、なら、どうして……」

　無駄を嫌うクローディアなら、コンラッドを言い負かして、この場を早々に立ち去るぐらいしそうなところである。それなのに何故、いまだこの部屋に留とどまっているのだろう？

　そんなモニカの疑問を察したのか、クローディアは口の両端を持ち上げてニタァと邪悪に笑った。

「私が不当に拘束されていたら、生徒会役員が助けに来てくれるでしょう？　だから囚とらわれのお姫様の真ま似ね事ごとをして、王子様が助けに来るのを待っていたのだけれど……どうして来たのがニールじゃなくて貴女なのかしら？」

「す、すみません」

　そんな理不尽なと思いつつ、モニカは気弱に謝る。

　婚約者であるニールの登場を期待していたクローディアには申し訳ないが、この場を任されたのはモニカなのだ。

　ここは自分が問題を解決し、クローディアを解放しなくては、とモニカは改めてコンラッドに向き直った。

「えっとですね、展示室使用の優先順位も予算も、全部クラブの実績と人数で決まっている、ので……」

「えぇ、えぇ、ノートン嬢の仰おつしやりたいことは分かります。我がクラブは会員がたった三人。これといった実績もない。そもそも魔法史研究は然さ程ほど大きな分野ではありませんし」

　コンラッドが悲しげに目を伏せたので、モニカの胸は罪悪感に痛んだ。

　そもそも魔法史は基礎魔法学の一分野にすぎないので、発表の場が少ないのだ。それ故、実績が作りづらい。

　そういう現実をモニカはミネルヴァ時代に何度も見てきたので、なおのこと申し訳なく思う。

　なんとか力になれないだろうか……とモニカが考えていると、コンラッドが壁際に控えていた二人の男子生徒に目め配くばせをした。

「そこでですね、実績のない我々の発表内容を、直接生徒会役員の貴女に見ていただきたいのです」

「わたしに、ですか？」

「はい、これを見た上で、我がクラブを再評価していただきたいのでございます！」

　男子生徒二人が、丸めていた資料を素早く広げる。

　コンラッドは流りゆう暢ちようにその研究内容を語り出した。
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　生徒会室で書類に目を通していた生徒会副会長シリル・アシュリーは壁時計をチラチラと見て、眉まゆをひそめた。

　モニカが魔法史研究クラブに事情を聞きに行ってから、もう随分と時間が経たっている。

　モニカは事務処理能力こそ飛び抜けて秀でているが、交渉が苦手だ。

　初対面の人間に挨あい拶さつをするだけでガチガチに固まってしまうような少女が、果たして無事に事情の聞き取りなどできるのだろうか？

（無理に解決しようとはせず、話を聞いてくるだけで良いとは言ったが……）

　魔法史研究クラブのクラブ長は他者を恫どう喝かつするような人物ではないが、それでもモニカの人見知りぶりを考えるとやはり不安だ。

　緊張のあまり泡をふいて気絶しているモニカを想像し、シリルは羽根ペンをペン立てに戻して立ち上がる。

「殿下、少し席を外します」

「うん」

　フェリクスは何故かクスクス笑いながら頷いた。多分、考えを見透かされているのだ。

　気まずくなったシリルは、いつもより心持ち早足で生徒会室を出て、魔法史研究クラブの研究室へ向かう。

　扉をノックすると、クラブ長のコンラッドが満面の笑みで出迎えてくれた。

「これはこれは、アシュリー副会長！　ぐふっ、ぐふふっ、ようこそ魔法史研究クラブへ」

「失礼、こちらにノートン会計が来ているはずだが……」

　コンラッドの背後を覗のぞき込むと、奥のソファに二人の少女の姿が見えた。

　一人はモニカ、もう一人はシリルの義妹のクローディアである。モニカはともかく、何故クローディアがいるのか。

　シリルが怪け訝げんに思っていると、クローディアがソファの背もたれに背中を預け、この世の終わりのような顔で天を仰いだ。

「……なんでお兄様なの」

「何の話だ」

　自分は正当な理由があってこの部屋を訪ねたのである。文句を言われる筋合いは無い。

　シリルがムッとした顔をすると、クローディアはククッと喉を震わせて暗く笑った。

「私は囚われのお姫様で、王子様が助けに来てくれるのを待っているのよ……お、わ、か、り？」

　助けを待つ姫というより、この研究室を不当に占領している邪悪な魔女の笑顔である。

　シリルが困惑していると、モニカがパッと顔を上げてシリルに駆け寄ってきた。

「シリル様！」

　その表情は怯おびえても萎縮してもおらず、寧むしろ活いき活いきとしている。

　元気すぎるぐらい元気なその様子にシリルがホッと胸を撫なで下おろしていると、モニカは手にした資料を掲げて早口に語り出した。

「シリル様、見てくださいっ、これ、この資料っ、すごいんですっ！　王国史における魔術師と魔導具の役割を、すごく分かりやすくまとめていてですねっ！　資料の数字も非常に具体的で、かつグラフの使い方がお上手で……！」

「グフフフフ。いやぁ、それほどでもあるんですけどね。フフフ、グフッ」

　大はしゃぎするモニカの横で、コンラッドがグフグフと得意げに笑う。

　シリルの顔から表情が消え、ヒンヤリとした冷気が漂い始めたのだが、モニカは気づいていない。

「しかもですね、この資料、魔導具と古代魔導具だけでなく、呪じゆ術じゆつ師しが作る呪具についてもきちんと触れているんですっ。魔導具の歴史で呪具について触れている文献はすごく少なくて……」

「ノートン会計」

　シリルの冷ややかな声に、モニカの動きがピタリと止まる。

「展示場所と予算の問題は、どうなった？」

　モニカは資料を握りしめたまま、ぎこちなく視線を彷徨さまよわせた。

「えっと、その、えぇっと……」

　モニカがモゴモゴと口ごもり、クローディアはただ虚うつろに笑う。

　そんないかんともしがたい空気を吹き飛ばすかのように、コンラッドが殊更明るい声でシリルに話しかけた。

「さささ、副会長もどうぞ、こちらにおかけくださいませ」

「私に懐柔は無意味だ。展示場所の変更も、追加予算も認めない」

「まぁまぁまぁ。アシュリー副会長には我が研究会の理念をお聞きいただきたいのです。我が研究会は魔法史を通して偉大なるリディル王国王家の在り方を学び、王家の素晴らしさに対する理解を深めることを目的の一つに掲げておりまして……」
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「このようにリディル王国王家は魔術の名門ローズバーグ家と、国内で唯一の呪術師の家系であるオルブライト家を召し抱えることで、地方貴族や魔術師組合と絶妙なバランスの力関係を保ってきたのでございます」

　コンラッドの解説に、モニカとシリルは真剣な顔でふむふむと頷く。

　魔法史研究クラブの資料は、七賢人であるモニカの目から見ても非常によくできていた。

　なによりコンラッドの解説も上う手まい。既に知っている事実でもコンラッドの解説を聞くと、また新しい発見がある。

　だからついつい解説を聞くのに夢中になってしまい、モニカもシリルも気づかなかった。

　……扉の前で、フェリクスが呆あきれ顔がおで腕組みをしていることに。

「モニカだけでなく、シリルまで……」

　呆れの滲む呟つぶやきに、モニカとシリルは全く同じ動きで振り向く。

「ひぅっ!?　でんでで、でっでっ」

「でっ、殿下っ！　何な故ぜこちらに!?」

　フェリクスはニコリと微笑ほほえみ、目を細めた。

「息ぴったりだね」

　モニカとシリルは仲良く青ざめた。コンラッドの解説に聞き入ってしまい、いつの間にか下校時刻が近くなっている。

　狼狽うろたえるモニカとシリルの横でクローディアが天井を仰ぎ、今にも死にそうな声で笑った。

「なんてことかしら、とうとう本物の王子様が来てしまったわ……私の王子様はいつ来るの？　ねぇ？」

　フェリクスはクローディアをチラリと一いち瞥べつし、視線をモニカとシリルに戻す。

「さて、君達が学園祭前の貴重な時間を費やして何をしていたのか、私に説明してくれるかな？」

「あのぅ、えぇと、そのぅ……」

「いや、いい、ノートン会計。私から説明する」

　シリルがきちんと姿勢を正し、魔法史研究クラブの実情をフェリクスに語った。

　フェリクスは説明を聞きながら、壁に貼られた資料を見ている。

　やがてシリルの説明が一段落すると、コンラッドがここぞとばかりにフェリクスに擦り寄った。

「さささ、生徒会長もどうぞこちらにお座りくださいませ……グフッ」

「必要ないよ。君達の作った資料には、もう目を通したからね。解説は不要だ」

　シリルが事情を説明している間に、フェリクスは壁に貼られた展示資料に目を通し終えたらしい。

　フェリクスはあくまで品良く微笑んだまま、モニカとシリルを交互に見た。

「さて、君達がこの資料を見てどう思ったか、聞かせておくれ？」

「えっと、まとめ方がすごくお上手で……あのっ、もっと沢山の人に見てもらいたい、です」

「この資料で王家に対する理解をより一層深めることができました。王家の人間が通うセレンディア学園の展示物として、相応ふさわしいものであると考えます」

　モニカとシリルの言葉にフェリクスは一つ頷うなずき、コンラッドに向き直る。

「魔法史研究クラブ長、コンラッド・アスカム。展示場所変更と追加予算については、残念ながら許可できない」

　コンラッドが目に見えてガッカリした顔をする。つられてモニカとシリルも肩を落とした。

　魔法史研究クラブの展示資料は、コンラッド達の熱意が伝わってくるものだった。きっと相当な手間と労力を費やしたのだろう。

　それでも学園祭を運営する側の生徒会は、過去の実績を重視せざるをえないのだ。

（こんなに良い資料なのに……）

　優れた研究成果が日の目を見ないことが、モニカには辛つらい。

　俯うつむき唇を嚙かみ締しめていると、フェリクスが室内にいる全員を見回して宣言する。

「それでも生徒の活動を支援するのが生徒会の務めだ。そこで君達に優秀な人材を斡あつ旋せんしよう──我が国が誇る、〈調停者の家系〉の人間を」

　屍しかばねのようにソファの背もたれに突っ伏していたクローディアが体を起こし、ニタリと笑った。
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「はい、事情は分かりました」

　フェリクスに呼び出された生徒会庶務ニール・クレイ・メイウッドはハキハキとした口調で言い、コンラッドと向き合う。

　大柄なコンラッドと、小柄で実年齢より幼く見えるニールとでは、まるで大人と子どもだ。

　それでもニールは臆おくすることなく口を開いた。

「まず展示場所についてですが、変更はできません。ですが、研究内容の一部を第一展示室の自由展示コーナーに置く分には問題ないと思います」

「いやいや、ちょっと待ってくださいませ」

　ニールの言葉をコンラッドが焦った様子で遮る。

「自由展示コーナーに置ける分となると、量が限られて……」

　ニールは「はい」と頷き、壁に貼られた紙に目を向けた。

「自由展示コーナーに出せるのは、この紙一枚分ですね。内容を厳選して上手くまとめてください」

　魔法史研究会の資料は、部屋の扉と同じぐらいの大きさの紙が八枚だ。それを一枚にまとめろというのは、あまりにも酷である。

　不満そうな顔をするコンラッドに、ニールが穏やかに提案した。

「自由展示コーナーに概要をまとめた資料を展示し、その上で詳細な資料はこの研究室で……という風に来賓を誘導しましょう。道に迷わないよう、廊下に案内の紙も貼っておきます」

　あくまで主となる展示場所はこの研究室のまま、この部屋に来賓を誘導する方法をニールは次々と提案していく。

「クラブ長。この研究内容は特に、魔術師関係の方に見てほしいのではありませんか？」

「そ、それは勿もち論ろんでございます」

「では魔術師関係の方が受付をされた際に、案内カードをお渡ししましょう。カードにこの部屋までの簡単な地図と研究内容について記載しておけば、誘導しやすいかと」

　ニールの提案にコンラッドも揺れているようだった。

　展示場所の変更こそ叶かなわずとも、最終的に研究内容を見てもらえるのならコンラッドとしても問題はないはずである。

　だが、コンラッドにはまだ不満があるらしい。

「ご覧の通り、この研究室は壁が少ないでしょう？　ですから展示に向いていなくてですね……」

「では、この棚を動かしてはどうでしょう？」

　食い下がるコンラッドに、ニールがすかさず提案する。

　ニールは左の壁に二列に並ぶ本棚に目を向けた。

「壁際の棚は固定されているので、二列目の棚を反対向きにして布を被かぶせます。そこに資料を貼り付けて展示すれば、いくらか見やすくなるのではないかと。これなら追加で必要になるのは布だけで済みます」

　ニールの提案に、コンラッドを含む魔法史研究クラブ員達は「なるほど」と頷いた。

　ニールはにこやかに言葉を続ける。

「大きめの布は演劇部に余っているのがあるはずです。棚を動かすのは人手がいるので、舞台班に応援を頼みましょう」

　ニールの優れた点はただ新しいやり方を提案するだけでなく、そのために必要な物を明確にし、手配を手伝ってくれるところだ。だからこそ、コンラッド達も提案を受け入れやすい。

　そうして生徒会側が譲れない線を守ったままコンラッドの不満を解消する手腕は、実に見事である。少なくともモニカには絶対にできない対応だ。

　話し合いが一段落したところで、モニカはおずおずとニールに訊たずねた。

「メイウッド様、すごいです。あの、どうしたら、そんなに上手に交渉できるんです、か？」

　モニカの素直な賞賛に、ニールは眉まゆを下げて笑った。どことなく頼りなげな、いつもの彼らしい笑い方だ。

「これは父の受け売りですが……交渉事では、相手が一番譲れない部分は何なのかを見極めることが大事なんだそうです」

　魔法史研究クラブにとって一番譲れない部分は、少しでも多くの人に資料を見てもらうこと。

　だからニールは展示場所を変えずに、人を誘導する方法を提案した。

　ニールはサラリとこなしてみせたが、やはりすごいことだとモニカは思う。

　モニカが尊敬の眼まな差ざしを向けると、ニールは恥ずかしそうに顔を赤くして目を伏せた。

「あの、でも、父に比べたら、僕なんてまだまだで……」

　そういえばフェリクスはニールのことを〈調停者の家系〉と言っていた。もしかしてニールの家は有名なのだろうか？

　七賢人であるモニカは魔法伯という伯爵位相当の地位にあるが、国内貴族の事情や政治情勢には詳しくない。

　モニカの疑問に答えるように、フェリクスが口を挟んだ。

「メイウッド家は代々優秀な調停者を輩出している家系なんだ。彼のお父上のメイウッド男爵は、調停員として諸侯からも一目置かれているんだよ」

「そうよ……」

　いつの間に立ち上がったのか、クローディアがモニカの背後でボソリと囁ささやいた。

「我がアシュリー家が〈識者の家系〉で、メイウッド家が〈調停者の家系〉。揃そろったら無敵って感じよね？」

「お前は何もしていないだろう、クローディア」

　シリルが渋面で呻うめくと、クローディアはここぞとばかりに美しく微笑ほほえむ。

「あら、モニカと一緒に言いくるめられていたのは、どこの誰だれだったかしら……」

「うぐっ」

　口ごもり、シリルは目を逸そらす。

　その横顔は気のせいか、少しだけ落ち込んでいるようにも見えた。

（……シリル様？）

　もしかして、コンラッドに言いくるめられたことを気にしているのだろうか？　だとしたら、真っ先に陥落したモニカも同罪である。

　気になったモニカが声をかけようとすると、コンラッドが揉もみ手でをしながらクローディアに擦り寄った。

「グフッ、ところでですねぇ、クローディア嬢に資料解説をお願いしたいという件については……」

「お、こ、と、わ、り、よ」

「うぅっ、舞踏会では引く手数多あまたの美び貌ぼう、その頭脳は国の宝。〈識者の家系〉の正統な血筋のクローディア嬢がいれば、確実な集客が見込めますのに……」

　悲痛な顔で呻いていたコンラッドはハッと顔を上げ、何故かシリルを見た。

　シリルは何も言わず、ただ俯いている。

　コンラッドはすぐに姿勢を正すと、深々と頭を下げた。

「失礼しました。それではわたくしどもはメイウッド庶務にご提案いただいた方法で、展示の準備を進めさせていただきます」

　どうやらこれで問題は解決したらしい。

　モニカがホッと安あん堵どの息を吐くと、クローディアが蛇のようにするりとニールの腕に絡みつく。

「私の婚約者、素敵でしょう？」

　ニールのふわふわした癖っ毛に頰擦りをし、美貌の令嬢はニタリと邪悪に微笑んだ。
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　──クローディア・アシュリーがニール・クレイ・メイウッドと出会ったのは、一二歳の時のことだ。




〈識者の家系〉の人間であるクローディアは物心ついた頃ころから、暇さえあれば本を読んで育った。

　その姿を見た周囲の大人達はクローディアを本好きの娘と評したが、クローディアは別に読書が好きなわけではない。趣味とも少し違う。

　空腹になったら食事をするのと同じように、知らないことがあったら本を読む。ただそれだけのことなのだ。

　なのにクローディアの周りの人間は自分で調べることをせず、何かあるとすぐに〈識者の家系〉の人間を頼る。

　持ちかけられる相談は、本を開けば分かるようなことばかりだ。

　それなのに、誰も自分で調べようとしない。答えだけを知りたがる。

　どいつもこいつもアシュリー家の人間を〈歩く図書館〉だとしか思っていないのだ。
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　特に感謝されると最悪だ。一度クローディアを頼って感謝した者は、また次から次へとクローディアを頼るようになる。

　だからクローディアは、周りの人間が話しかける気が起きないぐらい陰気に振る舞うことにした。

　それこそ身内が死んだのではないかというぐらい、とびきり陰いん鬱うつに。

　効果は絶大で、クローディアに近づく者はいなくなり、クローディアは一人で本を読む静かな時間を得た。

　クローディアはそのことに心から満足していた。







　ある日、父の友人のメイウッド男爵という男が、息子と一緒に屋敷を訪ねてきた。

　メイウッド男爵は父と同年代とは思えないほど若く見える地味な男で、服装も小ざっぱりとしていた。男爵と言っても、飛び抜けて裕福なわけではないのだろう。

　どこか頼りなげな笑い方は見るからにお人ひと好よしそうな雰囲気で、とても切れ者には見えなかった。

「今日は息子も連れて来たんですよ。ニール、挨あい拶さつを」

　メイウッド男爵が促すと、背後に控えていた小柄な少年が、はにかみながら挨拶をした。

「初めまして、ニール・クレイ・メイウッドと申します。お会いできて大変光栄です」

　まっすぐな目をした少年だ。まだ一〇歳かそこらにしか見えないが、クローディアと同じ一二歳なのだという。幼く見えるのは家系らしい。

　それから応接間に通されたメイウッド男爵とクローディアの父ハイオーン侯爵は、しばし議論を交わした。

　話題は主に、魔術師組合と貴族議会の調停に関するものだ。

　どうやら魔術師組合側は医療用魔術の解禁を議会に求めているらしい。

　メイウッド男爵の仕事は、その会議の調停だ。

　貴族という立場でありながら、決して貴族議会の肩を持つことなく公平に、議論する二者が納得の行く落とし所まで導くのが調停者の役割だった。

「医療魔術を解禁すれば、確かに救われる命はあるでしょう。それは事実です。ですが、まだ早すぎるというのが私の見解です。医療魔術は医学と魔術の双方がある程度成熟し、拮きつ抗こうしている必要がある……が、この国の医療技術はまだ成熟しているとは言い難い」

　メイウッド男爵の言葉に、ハイオーン侯爵は深々と頷うなずいた。

「同感だ。未いまだ地域によっては、気休めの迷信を医術と言う医師が横行している。この状況で医療魔術を解禁したら、迷信と魔術を混同視されかねない」

「まずは人体に対する魔力の有害性……その検証をもっと行う必要があると思うのです。魔術師組合側のデータではまだ不充分だ」

「違いない。その上で、医術と魔術の両方に精通している者の育成を行うべきだな。いずれ、医療魔術が発展していくことは間違いない……が、今はまだその土壌すらできていないのだ。なれば、土壌を耕すことに専念すべきだろう」

　クローディアが大人達の会話を静かに聞いていると、メイウッド男爵が顔を上げて、こちらを見た。

　そして眉を下げて、へらりと笑う。

「すまないね、あまり面白い話でもなかっただろう」

「いいえ、とても面白いわ……充分なデータもないのに医療魔術解禁をゴリ押そうとする魔術師側と、医師と魔術師が組むことで、医師会の利益が魔術師側に流れることを懸念する貴族議会の攻防が透けて見えて」

　クローディアの言葉にメイウッド男爵は少しだけ目を丸くしたものの、特に気を悪くした様子も無く、寧ろ穏やかな顔で笑う。

「聡そう明めいなお嬢さんだ。あぁ、その通り。だからこそ落とし所を決めるのには、慎重にならざるをえないんだ」

　メイウッド男爵の隣に座ったニールは、ただただ驚いたようにクローディアを見ていた。

　あの幼い顔の少年は、どこまで今の話を理解しているのやら。

（どうせ何一つ理解できていないんだわ）

　密ひそかにそんなことを考えていると、父が低い声でクローディアに命じた。

「クローディア。ニール君に屋敷を案内してあげなさい」

　父もクローディアが退屈しているとは思っていないのだろうが、ここから先は、子どもに聞かれると困る話というわけか。

　クローディアが無言で立ち上がると、ニールはあわあわと腰を浮かせる。

「えっと、お、お願いしますっ！」

「…………」

　クローディアはニールに背を向け、廊下に繫つながる扉を開けた。







「見たいところは？」

「えっと、お庭が見てみたいです！」

「……そう」

　圧倒的な蔵書量を誇るアシュリー家を訪れて、書物ではなく庭に興味を持つというのも珍しい。

　いっそ大人しく本でも読んでいてくれれば自分も楽なのだけど、と内心思いつつ、クローディアはニールを庭へ案内した。

　隣り合って歩くと、やっぱりニールは幼く見える。身長もクローディアより低くて、とても同じ歳としには見えない。

　横目にニールを観察していると、ニールは視線に気づいたのか眉を下げて笑う。父親によく似た、頼りなげな笑顔だ。

「クローディア嬢はすごいですね。あんなに難しい話の本質まで摑つかんでいて」

「…………」

「僕、貴族議会の思惑までは考えが及んでいませんでした。医師会と貴族議会の繫がりがそんなに強かったなんて知らなくて……父様が勉強のために同席させてくれたのに、まだまだだなぁ」

　どうやら父親同士の話を、聞いていなかったわけではないらしい。

　ニールは腕組みをして、うーんと唸うなりながら難しい顔をした。

「貴族議会と医師会の繫がりを明確に示すデータってあったかな……現在の医師会のトップは、えーっと……」

　ニールは次から次へと浮かんでくる疑問に唸っているが、その疑問をクローディアに訊たずねようとはしない。

　思わずクローディアは口を開いた。

「訊きかないの？」

「えっ？」

「私は〈識者の家系〉の人間よ。貴方あなたの疑問の殆ほとんどに答えるだけの知識があるわ」

　事実、クローディアはニールが口にしていた疑問の答えを全すべて知っている。

　だがニールは少しだけ考える素振りを見せた後、きっぱりと首を横に振った。

「いいえ、帰って調べます。『分からないことは、まず自分で調べなさい。どうしても分からなかったら、その時は誰かに訊きなさい』と父様に言われているので」

「……そう」

「あっ、あの、ごめんなさい！　クローディア嬢が、折角教えると言ってくださったのに」

　クローディアは教えるとは言っていない。ただ、自分は答えを知っていると言っただけだ。

　だがこの見るからにお人好しそうな少年は、クローディアの発言を善意からのものと解釈したらしかった。

「僕、家に帰っていっぱい調べるので、それでも分からなかった時は教えてください」

　クローディアは肯定も否定もしなかった。意地悪をしたわけではない。判断に迷ったからだ。

　教えるわけないでしょう、と冷たく言ってやれば、きっとこの少年は二度と自分のもとを訪れることはないだろう。それがなんだか妙に惜しいような気がした。

　黙り込んだまま扉を開けたクローディアは、整備された道をまっすぐに歩く。

「ここが庭よ」

「わぁ、薬草がいっぱい！」

　屋敷の庭には観賞用の花と、薬草の類が半分ずつ植えられている。

　後者は薬草に関する本の知識を実践するために、クローディアの父が育てたものだ。父は、この手の知識は実践してこそ価値があると考える人間だった。

「見てください、クローディア嬢。この薬草、切り傷に効くやつですよ！」

「私が知らないわけないでしょう」

「あっ、そっか」

　恥ずかしそうに頰をかきつつ、ニールはその場にしゃがみ込み、花壇の外に生えている雑草に手を伸ばした。

「じゃあ、これは知ってますか？」

「雑草ね」

　お望みなら、その学名を教えてやってもいい。ついでにその繁殖地域も。

　そんなことを考えるクローディアの前でニールは雑草を摘み、その両端をポキリと折った。そうして折った草の端を口に咥くわえて、息を吹く。

　ピィッと高い笛の音がした。

「この草、この辺を潰つぶすと笛になるんです。うちの羊飼いなんかが、よくやってるんですよ」

「……それは初めて知ったわ」

　クローディアが小声で言うと、ニールは嬉うれしそうに草笛を吹く。

　高く澄んだ気持ちの良い音が、青空に響き渡った。







　メイウッド男爵とその息子が帰宅するなり、クローディアは父に申し出た。

「お父様、私、ニールと結婚するわ」

　唐突なクローディアの発言に、ハイオーン侯爵は驚くでも叱しかるでもなく、じっと娘を見つめ返す。

「ニール君は嫡男だから、婿養子に貰もらうわけにはいかんな」

　そのまま否定の言葉が続くと思いきや、ハイオーン侯爵は口くち髭ひげを弄いじりながらボソリと言った。

「我が家を継ぐ、養子を取るか」

　クローディアの母はクローディアを産んですぐに亡くなっており、父は後妻を娶めとらなかったので、現時点でハイオーン侯爵直系の人間はクローディアただ一人である。

　確かにハイオーン侯爵の跡を継ぐ息子を養子にすれば、円満にクローディアは嫁げる。

　だが、本当ならクローディアに婿養子をとってほしいというのが父の本音だろう。

「……否定しないのね」

「あれは、好きになるだろう」

　嚙かみ締しめるように言う父の言葉には妙な実感がこもっている。なるほど、父娘おやこ揃そろってメイウッド家に弱いのだ。

　父は〈識者の家系〉直系の血が途切れることに言及しなかった。血が知識を残すのではなく、記憶が知識を残すのだと知っているからだ。

　ハイオーン侯爵は机から書類を次々と取り出し、呟つぶやいた。

「さて、養子縁組の準備をするか。遠縁でもいいから、向上心のある者がいい」

　こうしてクローディアはニールと婚約することになり、跡継ぎのために当時一三歳だったシリルが養子として引き取られたのだ。
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　魔法史研究クラブでのちょっとした騒動の翌日、クローディアは意外な人物から茶会の招待を受けた。

　茶会の主催者の名は、シリル・アシュリー。クローディアの義兄である。

　シリルは率先して茶会をするような性格ではないし、まして学園祭三日前ともなれば非常に多忙なはずだ。

　そもそもシリルもクローディアも和わ気き藹あい々あいとお茶会をするような性格ではない。つまるところこれは、お茶会という名目の密談である。

　用意された席に腰掛けたクローディアは、心の底から面倒臭そうな表情を浮かべた。

「……昨日きのうのことで、私に苦情でも？」

「違う」

　キッパリと否定するシリルに、クローディアは僅わずかに目を細めた。

「案外冷静ね。コンラッド・アスカムの言葉を引きずっているのかと思ったけれど」

　昨日、魔法史研究クラブのコンラッド・アスカムは、クローディアのことを「〈識者の家系〉の正統な血筋の」と評し、それから気まずそうにシリルを見た。

　シリルがハイオーン侯爵の実子でないことや、知識量でクローディアには及ばないことを知っているからだ。

「アスカムクラブ長に非は無いし、私は何も気にしていない。私が〈識者の家系〉を堂々と名乗れないのは、私の研けん鑽さんが足りないからだ」

　そう言いきるシリルは、少なくともそれほど落ち込んでいるようには見えなかった。

　ならば、何な故ぜ自分が呼び出されたのだろう？

　クローディアが無言でシリルを見つめると、シリルは気難しい顔で切り出した。

「お前に頼みがある」

　表情にこそ出さないが、クローディアはそれなりに驚いていた。

　この義兄はプライドが高く、クローディアを頼るということが滅多に無い。

「珍しいわね。頼られたがりのお兄様が私を頼るなんて……私に何をさせたいのかしら？」

「お前のドレスを貸してくれ」

　クローディアは紅茶のカップを持ち上げた姿勢のまま、たっぷり一〇秒間沈黙した。

　瞬まばたき一つしないクローディアに、シリルの顔が目に見えて強こわ張ばる。

　クローディアは兄の不安を存分に煽あおってから、抑揚の無い声で言った。

「お兄様に女装癖があったなんて知らなかったわ」

　シリルの眉まゆが吊つり上がる。

　恐らく怒鳴ろうとしたのだろう。だがシリルはそれをグッと堪こらえ、感情を押し殺した声で呻うめいた。

「何故、私が着ることが前提になっている」

「あら、お兄様はご存知ないの？　少し前に学園祭の劇のヒロイン……初代国王妃アメーリア役に誰だれが相応ふさわしいかの学園内秘密投票があったのよ」

「それがどうした」

　この様子から察するに、何も知らないのだろう。

　クローディアは口の両端をゆっくりと持ち上げた。

「第一位が生徒会書記ブリジット・グレイアム。……第二位がお兄様よ」

「なん、だと……っ!?」

　初代国王妃アメーリアは凛りんと気高く美しい女性である。繰り返すが女性である。

　それなのに投票で二位に選ばれてしまったこの兄は、自分が女性物のドレスが似合う容姿をしていることを自覚していないのだ。

「ちなみに三位が私よ……。正直、こんなものにランクインしても嬉しくもなんともないけれど、二位、三位にお兄様と私の名前が並んでいた時は、笑いが止まらなかったわ」

　そう言ってクローディアは美しくも心無く笑った。

　シリルは、ただただ啞あ然ぜんとしている。

　その気になればこの件だけで幾らでも兄を揶揄からかえるのだが、無駄話を延々と続けるのもクローディアの趣味ではない。なのでクローディアは心無い笑みを引っ込め、さっさと話を本題に戻した。

「それで、どうしてお兄様はドレスを貸してほしいなんて言いだしたのかしら？」

「その、だな……お前のドレスをノートン会計に貸してやってほしい」

　ノートン会計。モニカ・ノートン。その名前が出たことに、クローディアはさほど驚かなかった。

　プライドの高い義兄が自分を頼るのは、大抵モニカ絡みなのだ。

　数週間前、木材倒壊事件に巻き込まれたモニカを、女子寮まで送ってほしいと頼んだ時もそうだった。

「ノートン会計の境遇と性格を考えるに、学園祭の後の舞踏会で着るドレスを所持していない可能性が高い。だから、その、私の名前は出さずにお前の方から、こう……さりげなく話を振ってドレスを借りるように仕向けてもらえないだろうか」

「…………」

　クローディアが無言を貫くと、シリルは目を泳がせながら早口で言い訳を始めた。

「じょ、女性の衣服について男の私が口を出すのが失礼なのは分かっているが、ノートン会計が制服で舞踏会に出席したら我が生徒会の……つまりは殿下の恥になる。だからこそ殿下の右腕である私が、殿下に恥をかかせぬよう事前に根回しをするのは当然のことであって……」

「ドレスなら、クラスメイトに借りるらしいわよ」

　クローディアの一言に、シリルはピタリと口をつぐんだ。

　その顔が目に見えてホッとしているのが、なんとも分かりやすい。

「そうだったのか。ならば何も問題ないな」

「私のドレスがモニカに入るわけないじゃない……お兄様の方がよっぽど似合うわよ」

「…………」

　長身のクローディアと小柄なモニカは、結構な身長差がある。どちらかというと、男性ながら華きや奢しやなシリルの方がクローディアのサイズに近いのだ。

　瘦やせ型を気にしているシリルはムッとしたように唇を曲げ、それを誤ご魔ま化かすようにシュガーポットの角砂糖をティーカップに落とす。

　ドボンドボンと忙せわしなく落ちていく角砂糖の数を、兄はろくに数えていないのだろう。

「プライドの塊みたいなお兄様が、わざわざ私に頼み事だなんて何事かと思えば……ふぅん、そう」

「言っただろう、これは円滑に学園祭を進めるために……」

「そんなにモニカのドレス姿が見たかったのね」

　角砂糖が高い位置からカップにボチャンと落ち、紅茶の雫しずくがソーサーを濡ぬらした。

　危うくシュガースプーンごとカップに落としかけたシリルは、ギロリとクローディアを睨にらみつける。

「生徒会役員は全生徒の模範でなくてはならない。そのために必要な根回しをしただけで……」

　兄の言い訳に興味は無いので、クローディアは相あい槌づちを打つことを放棄してビスケットをサクサクと齧かじった。

　そうして学園祭の後に行われる舞踏会に想おもいを馳はせ、ふと思い出したことを口にする。

「そういえば、ニールは……」

「なぜ、ここでメイウッド庶務の名前が出てくる」

「私が自分の婚約者を話題にして何が悪いの。それで、今年も学園祭当日のニールは忙しいのかしら？」

「当たり前だろう」

　やっぱりね、とクローディアは声に出さず胸の内で呟く。

　学園祭当日、挨あい拶さつなどの表舞台で一番忙しいのは生徒会長のフェリクスだが、裏方で一番忙しいのが庶務のニールだ。

　備品の管理、食事の手配などもそうだが、それ以外にも何かトラブルがあった時、折衝役になるのが大抵ニールなのである。

　他にも各部門長と密に連絡を取り合って、その情報を生徒会役員と共有したりなど、やることが多い。

　クローディアは長い睫まつ毛げを伏せて、憂いのため息をついた。

「今年もニールは花飾りを用意してくれないのね」

「花飾り？　あぁ、毎年恒例の……」

　セレンディア学園では、学園祭の時に男性から女性に花飾りを贈るという習慣がある。

　この花飾りは「舞踏会で最初に自分とダンスを踊ってほしい」という意味が込められており、受け取った女性がその花飾りを身につけていたら、ダンスの誘いを受けたということになる。

　花飾りは花やリボンの色を、贈り主の目や髪の色に合わせることが多いので、見る者が見れば誰から贈られたかは一いち目もく瞭りよう然ぜん。

　強制参加のイベントではないし、実際に参加しているのはその殆ほとんどが婚約者の決まっている者達だ。

「去年の舞踏会、私はニールと踊っていないのよ」

「メイウッド庶務は多忙だからな」

「花飾りも貰っていない」

「それが何だと言うんだ。花飾りなど、ただのお遊びだろう」

　クローディアは小馬鹿にするように眉まゆ根ねを寄せて、兄を見た。

「……女心が分かってないのね。お、に、い、さ、ま？」

　シリルがムッと黙り込む。

　クローディアは殆ど口を動かさずにボソボソと呟いた。

「花飾りを貰っていない女は、誰からも相手にされない売れ残り扱いされるのよ」

「それは思い込みだ。少なくとも男性側は、そんな風に女性を見たりは……」

「そうよ。男はそう思っていなくとも、女は勝手にそうやって勘ぐり合うの。陰険でしょう？」

　その声に冷ややかさを滲にじませて告げると、シリルは気け圧おされ身じろぎをする。

「だが、お前は……去年の学園祭で、一〇人ぐらいから花飾りを貰っていただろう」

　ニールという婚約者がいるにもかかわらず、自分こそクローディアの婚約者に相応しいと名乗りでる輩やからは毎年後を絶たない。

　クローディアの持つ圧倒的な美び貌ぼうと頭脳は、優秀で美しい子どもを望む者達にとって、喉のどから手が出るほど欲しいのだろう。それだけ〈識者の家系〉の血は、王国内でも一目置かれているのだ。

　地味な男爵令息より自分こそがクローディアの夫に相応しいと考える者は、学園祭の日になるとここぞとばかりに花飾りを持ってクローディアに群がる。

　だが、それがなんだと言うのだ。

「私がニール以外から花を受け取るわけないでしょう」

　クローディアは心底軽けい蔑べつするような目でシリルを見た。今更分かりきっていることを言わせるなと言外に滲ませて。

　シリルは気まずい沈黙を誤魔化すように紅茶を一口啜すすり、慎重に言葉を選びながら言う。

「メイウッド庶務は誠実だ。お前に花飾りを贈らなかったのは、当日忙しくて踊れない可能性が高かったからだろう」

　絶対に踊れるという確証もないのにダンスの予約をするのは失礼だと、ニールが気を回したのは想像に難くない。

　クローディアもそのことは分かっているのだ。

　そうねと短く呟き、クローディアは瑠る璃り色いろの目でぼんやりと外を見る。

「私、お兄様のことは別に好きでも嫌いでもないけれど……」

「突然なんだ」

「ニールを正当に評価してくれるところは、割と好きよ」

　シリルはいつもの彼らしい高慢さで、鼻を鳴らした。

「メイウッド庶務の実力に気づかない奴やつらの目が節穴なだけだ」

「えぇ、そうね」

　穏やかに呟つぶやき、クローディアは紅茶のカップを傾けた。







　義妹と向き合いながら、シリル・アシュリーは一人の少女のことを考える。

　シリルの懸念材料である生徒会会計モニカ・ノートン。

　彼女も誰かから花飾りをほしいと望んだりするのだろうか？　誰からも花飾りが貰もらえないことを、惨めに思ったりするのだろうか？

（いや、そもそも、あのノートン会計がダンスをしたがるはずがないな）

　人前に出ることも社交ダンスも苦手なモニカが、舞踏会を楽しみにしているはずがない。きっと自分の杞き憂ゆうだ。

　そう納得して、シリルは甘ったるい紅茶を飲み干す。

　角砂糖を入れ過ぎた紅茶は、甘党のシリルが顔をしかめるぐらい甘かった。








二章　紫色の愛されたがり









　気持ち良く晴れた青空の下、秋色の枯れ葉に彩られた道を一人の男が歩いていた。

　ヒョロリと瘦せた顔色の悪い男で、ローブのフードを目深に被かぶり、手には長い杖つえを握りしめている。

　男は杖に縋すがりつき、道の端の日陰になっている場所をノロノロと進んでいた。腰を折り、足を引きずるようなその歩き方はナメクジが這はう姿にも似ている。

「あぁ、あぁぁぁ、やっと見えてきた……セレンディア学園」

　男は重い足を止め、フードを被った頭をゆっくりと持ち上げる。

　森を一つ越えた先に見えるのは、宮殿と見み紛まがうような美しい校舎だ。

　まだ距離はだいぶあるが、それでもその建物が素晴らしい物であることは、この距離でも分かる。

　セレンディア学園の校舎を遠目に眺め、男はただでさえ血色の悪い顔を更に青白くした。

「なんだあのキラキラした建物は……あれが学校だと!?　くそぅ、くそぅ、目が潰つぶれそうだ……忌々しい忌々しい忌々しい……あんなキラキラした学校に通う人間なんて、きっとどいつもこいつも、愛されて育ちましたって顔をしてるに決まってる……あぁぁ、妬ねたましい妬ましい妬ましい、呪のろわれろ呪われろ呪われろ……」

　男は憎悪に顔を歪ゆがめ、その目に映る全すべてを呪い続けた。
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「いよいよ明日は学園祭ですね」

　モニカの極秘任務の協力者、ケルベック伯爵令嬢イザベル・ノートンはそう言って、手にしたティーカップをソーサーに戻す。

　学園祭前日の夜、モニカはイザベルの部屋を訪ねて、翌日の学園祭の打ち合わせをしていた。

　打ち合わせ内容は、いかにモニカが正体を隠してフェリクスを守り抜くかだ。

　明日はノートン家の人間も来賓として訪れ、協力してくれるらしいが、基本的にフェリクスの護衛として動くのはモニカだけである。

　フェリクスは恐ろしく察しが良いので、ノートン家の使用人が護衛として動くと気づかれる可能性が高い。

　だからあくまでイザベル達は、周囲に不審な物が無いか警戒しつつ、モニカの正体を隠すために協力する形になる。

「明日は父は来ることができないのですが……代わりにわたくしの母が参ります」

「イザベル様のお母様が、ですか？」

「えぇ、腕の立つ使用人も複数人連れてくるとのことです」

　頷うなずき、イザベルは侍女のアガサに目め配くばせをした。

　アガサはセレンディア学園全体の見取り図を用意して、机に広げる。

　イザベルは見取り図に記された四つの建物を扇子で指し示した。

「セレンディア学園は大まかに分けると、高等科校舎、中等科校舎、図書館棟、舞踏会や式典で使われる大ホールの四つに分けることができます。基本的に生徒はどこにでも出入りできるわけですが、この中で最もお姉様の目が行き届きづらく、また出入りすると不自然で目立ってしまうのが中等科校舎です」

　図書館棟と大ホールは基本的に高等科、中等科で共用となるので、モニカが出入りしてもなんら不自然ではない。

　だが中等科の校舎だけは、どうしても高等科の生徒であるモニカが出入りすると目立ってしまう。必然、警備の目も甘くなる。

　普段ならともかく、学園祭は外部の人間が大勢出入りする場だ。できれば警戒しておきたい。

「そこで我がノートン家は中等科校舎付近を警戒いたします。中等科の校舎なら、フェリクス殿下の目も届きづらいですし、警戒箇所が減ればお姉様の負担も減るかと」

　イザベルの提案はモニカにとって、非常にありがたいものだった。

　学園祭当日はルイスとリンも協力してくれることになっているが、それでもこの少人数でフェリクスの周囲を警戒するには限界がある。

「あ、ありがとうございますっ、イザベル様っ。すごく助かります……でも、あのぅ」

　モニカには疑問に思ったことがあった。

「高等科であるイザベル様のご家族が中等科にいたら、不自然だと思われませんか？」

「その点は全く問題ありませんわ、ご安心ください。……あぁ、それと」

　イザベルは何かを思い出したような顔でポンと手を打ち、モニカを見た。

「いざという時の合図を決めておきましょう、お姉様！」

「合図ですか？」

　はい、と頷きイザベルは思案するように扇子を顎あごに添える。

「もしお姉様に助けが必要になったら……そうですね、左手で耳を触ってください。その時はわたくしか、近くにいるノートン家の者が動きます」

「わ、分かり、ました」

　モニカが頷くと、イザベルは頰に手を当ててクフクフと微笑ほほえんだ。

「最近読んだ小説で、相棒同士がハンドサインを使うシーンがあったのです。ふふ、相棒……なんて素敵な響き……」

　どうやら最近のイザベルのお気に入りは、放浪騎士二人組が旅先で事件を解決する物語らしい。

　相棒、と口にするイザベルはどことなくウットリとした目をしていた。

「本当はお姉様と学園祭を満喫したいのですが、今回は相棒として！　お姉様をバッチリサポートいたしますので、お任せくださいませ！」

　張り切るイザベルに気け圧おされつつも、頼もしいとモニカは素直に思う。

（味方がいるって、すごく心強い……）

　そんな当たり前の事実を新鮮に感じつつ、モニカは「よろしくお願いします」とイザベルに頭を下げた。
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　学園祭当日の朝、モニカはいつもより早く目を覚ました。

　窓の外はまだうっすらと暗く、東の空は夜の群青と朝焼けのピンクが混じった色をしている。

　冬が近づきつつある秋の朝は肌寒く、モニカは寝台に潜り込んでいるであろうネロの温ぬくもりを手探りで探した。だが、寝台の中に黒猫の姿は無い。

「……ネロ？」

　モニカが起き上がると、部屋の隅にひっそりと控えていたメイド服の美女がお辞儀をした。

「おはようございます、〈沈黙の魔女〉殿」

　モニカの同僚〈結界の魔術師〉ルイス・ミラーの契約精霊である風の上位精霊リィンズベルフィード──通称リンは、学園祭前の警備のため、ここ数日ずっと屋根裏部屋に滞在していた。

　目覚めてすぐメイドに挨あい拶さつをされるというのは、貴族の令嬢ではないモニカにはなんとも不思議な感覚である。

　モニカは「おはようございます」と言葉を返し、室内を見回した。やはりネロの姿は無い。

「あのぅ、リンさん……ネロは？」

「黒猫殿でしたら、少し前に朝の散歩に出かけられました」

　散歩と言うが、実質見回りだろう。成程と納得していると、リンが真まっ直すぐにモニカを見つめる。

　リンは基本的に殆ほとんど表情が変わらないのだが、なんとなく、何かを訊ききたそうにしているとモニカは感じた。

「黒猫殿は、〈沈黙の魔女〉殿の使い魔だとお聞きしました」

「え、えぇと、そう、ですね……」

　曖あい昧まいに頷くモニカに、リンは淡々と言う。

「〈星詠みの魔女〉殿の使い魔であるフクロウ殿は人語を語らず、人に化けることもありませんでした。黒猫殿は優秀な使い魔なのですね」

「そ、そういう使い魔なんです……」

　ネロの存在を追及されるだろうか、とモニカは冷や冷やしたが、リンはあっさり「そうですか」と口にしただけだった。

「あの、リンさん……ネロが人の姿になることは……」

「はい、ルイス殿には内緒にしております。黒猫殿は〈沈黙の魔女〉殿の切り札であると、うかがっております故」

　そう言ってリンは己の胸に手を当て、嚙かみ締しめるような口調で呟く。

「切り札、大変心躍る響きです。〈沈黙の魔女〉殿のピンチに、切り札の黒猫殿がスタイリッシュに活躍する時を心待ちにしております」

　モニカがピンチになること前提の事態は、心待ちにしないでほしい。

　なにはともあれ、これ以上の言及は避けられそうだ。モニカが胸むねを撫なで下おろしていると、リンが窓の外に目を向けた。

「ルイス殿が呼んでいます。少しこの場を離れてよろしいでしょうか？」

　モニカは精霊と契約したことがないので実感が湧わかないが、契約を結んだ魔術師と精霊は距離が離れていても、簡単な意思疎通ならできるらしい。

　無論、完かん璧ぺきな意思疎通ではなく、「呼んでいる」という感覚がなんとなく伝わる程度らしいが。

　リンは移動速度が桁けた違ちがいに速いので、少し離れるぐらいなら問題ないだろう。

　モニカは頷きつつ、リンに訊たずねた。

「ルイスさん、もう近くに来てるんですか？」

「はい、昨晩からクレーメの宿に滞在しておられます」

　クレーメはモニカが初めてグレンと出会った場所だ。セレンディア学園から一番近い街なので、今日の学園祭に出席する客人が多数滞在している。

　ルイスもこの客人の一人として、正面から学園祭に乗り込んでくるつもりなのだ。

　学園祭は基本的に招待制だが、国内の有権者は学園に事前に申請をすれば、大抵招待状を貰える。

「ルイスさん、よく招待状貰えましたね……」

　セレンディア学園は、第二王子を擁護するクロックフォード公爵の権力下にある学園だ。そしてルイスは第一王子派の七賢人なのである。

　セレンディア学園の学園祭に第一王子派の人間が出入りすることもないわけではないが、それにしても神経が図太い。

　モニカがしみじみ感心していると、リンは机の上に置いてあった本をさっと掲げた。

　ネロに頼まれてモニカが図書館から借りてきた、ダスティン・ギュンターの冒険小説だ。たまにリンもネロと一緒に読んでいるところを見かける。

「この小説で、豪胆な人間のことを『心臓に毛が生えている』と表現していました。ルイス殿の心臓は、きっと毛がボーボーなのでしょう」

　毛が生えてるどころか鋼鉄製なのではないかと疑いたくなるぐらい、〈結界の魔術師〉ルイス・ミラーは図太い男である。ノミの心臓のモニカとは正反対だ。

「ということで、わたくしは心臓が毛むくじゃらなルイス殿のもとに一度戻ります。何か伝言はございますか？」

　モニカは毛むくじゃらな心臓のイメージを頭から追い払い、リンに頭を下げた。

「きょ、今日はよろしくお願いします、とお伝えください」

「かしこまりました」

　リンは窓を開けると、黄色い小鳥に姿を変えて羽ばたいていった。

　モニカは窓辺にもたれてリンを見送り、ついでに外の空気を胸いっぱいに吸い込んで伸びをする。

（うん、よし）

　朝の空気のおかげで、頭もだいぶ冴さえてきた。

　モニカは制服に着替えると、鍵かぎ付きの引き出しを開ける。

　引き出しの中身は父の形見のコーヒーポット、ラナから貰もらった手紙、ラナと一緒に買った櫛くし、そして数日前にフェリクス──アイクから買ってもらった父の本と、ペリドットのペンダント。どれもモニカの宝物だ。

　学園に来たばかりの頃ころはコーヒーポットだけだったのに、いつのまにか引き出しの中身が増えたことにモニカは感慨を覚えた。

（大事な物が増えたなぁ……）

　モニカが山小屋を出た時、最低限の荷物と一緒に荷物袋に入れたのは、黒猫のネロと父のコーヒーポット。あの頃は、それだけで充分だった。他に大事な物なんて無かった。

　なのに、今は失なくしたくないものが沢山ある。

（……わたしが、守るの。だってわたしは、七賢人〈沈黙の魔女〉だから）

　自分にそう言い聞かせ、モニカは愛用のリボンと櫛を手に取り、髪を結う。ラナに教わった髪型も、初めはもたついていたが、今ではすっかり指がやり方を覚えていた。

　形良くリボンを結んで櫛をしまい、モニカはコーヒーポットを手に取る。朝食の時間までまだだいぶあるので、ゆっくりコーヒーを飲もうと思ったのだ。

　その時、窓がコツコツと鳴った。黒猫姿のネロが窓を叩たたいている。

　モニカが窓を開けてやると、ネロはするりと屋根裏部屋に入り込み、寒そうに体を震わせた。

「うー、寒い、寒すぎる……オレ様冬眠したい」

「見回りしてくれたんだよね、ありがとう……えぇと、お湯飲む？」

　以前コーヒーを飲んで悶もん絶ぜつしていたので、ならばお湯でもとモニカが提案すると、ネロは小さな頭を横に振った。

「うんにゃ、いい。それよりモニカ、大変だ。学園のそばに、なんかすげーやべぇ奴やつがいる」

「えっ」

　モニカは緊張に顔を強こわ張ばらせた。

（まさか、早速不審者が現れるなんて……！）

　しかも間が悪いことに、今はリンが学園を離れているのだ。

　自分がなんとかしなくては、とモニカは拳こぶしを握りしめ、ネロに問う。

「その不審者って、どんな人だった？」

「なんか紫だった」

「紫？　あの、もうちょっと具体的に……」

　何が紫なのだろう、とモニカが困惑していると、ネロは前足で顎を撫でるような仕草をして言う。

「なんかすげー陰気で、『呪のろわれろ呪われろ』ってブツブツ呟つぶやいてて……あぁ、あと、お前が持ってるのとそっくりのローブを着て、杖つえ持ってた」

「……え」

　モニカが持っているのと似たローブ、杖。そして紫。

　その時モニカの頭に、一人の男の名前が浮かんだ。
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「あぁぁぁ、なんてことだ朝が来てしまった……朝日が眩まぶしい、目に痛い……太陽が、世界が俺に優しくない……誰か俺を愛してくれ、愛してると言ってくれ……たまには俺だって黴かびと苔こけとキノコ以外からも愛されたい、愛してると言われたい……あぁ、愛されたい愛されたい愛されたい、普通に太陽の下を歩ける奴らが妬ねたましい憎らしい恨めしい、みんなみんな呪われろ……」

　セレンディア学園の校舎から少し離れた森の中、フード付きローブを身につけ、杖に縋すがりつくようにしてうずくまっているその人物は、「なんかすげーやべぇ奴」というネロの言葉の通り、不穏で陰気で不気味な空気を撒まき散ちらしていた。

　端的に言って、お近づきになりたくない雰囲気である。

　ヒョロリと瘦やせた青白い顔の男で、年齢は二〇歳を少し過ぎた程度。フードの下に見える、ろくに手入れをしていない左右非対称の髪の毛は、驚くことに鮮やかな紫色だ。

　部屋を抜け出したモニカは彼のもとに近づくと、胸にネロを抱いたまま、おずおずと声をかけた。

「……〈深しん淵えんの呪じゆ術じゆつ師し〉様？」

　木の陰に隠れてうずくまっていたその男はピタリと動きを止め、ゆっくり顔を上げてモニカを見る。

　大きく見開かれた目は、まるで宝石のようなピンク色。青白い顔の左頰には呪印と呼ばれる紋様が浮かんでいた。

「俺のことを、知ってる、のか？」

「〈深淵の呪術師〉レイ・オルブライト様、ですよね？　あのぅ、どうしてここに……」

　モニカが控えめに問うと、男は全身を戦慄わななかせ、青白い頰をパッと朱に染めた。

「おっ、女の子がっ、女の子が俺のことを知っていた……しかも名前で呼んでくれた……これはもしかして俺のファンか？　ファンなのか？　なんてことだ、俺が誰かに愛される日が来たなんて、くふ、くふふふふふふ、生きてて良かった……」

　男は不気味な笑みを浮かべ、宝石のような目を爛らん々らんと輝かせて、モニカに詰め寄る。

「頼む、お願いだ。俺のことを愛してると言ってくれ。俺のこと、愛して愛して愛して愛して……」
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「あの、わたし、〈沈黙の魔女〉ですっ、同じ七賢人の……っ」

　男はモニカの言葉に目を丸くして、首を傾かしげる。

「……〈沈黙の魔女〉モニカ・エヴァレット？」

「は、はい」

　モニカが頷うなずくと、男はフゥッフゥッと荒い息を繰り返した。

　そして次の瞬間、必死の形相でモニカに縋りつく。

「た、助けてっ、俺を助けてくれ……っ、頼む、頼むぅぅぅぅぅ！」

「ひぎゃうぁぅぁうぁうぁうぁぅ!?」

　なりふり構わぬ態度の七賢人と、驚きのあまり奇声をあげる七賢人。

　モニカの腕の中で猫の振りをしているネロが、呆あきれたようにニャーウと鳴いた。







　七賢人が一人、三代目〈深淵の呪術師〉レイ・オルブライトは、リディル王国で唯一の呪術師の家系、オルブライト家の当主である。

　魔術師の二つ名は上級魔術師に与えられるもので、自ら申請するか、或あるいは功績のある者に魔術師組合が与えるのが一般的だが、魔術師や呪術師の名家では、時に屋号として二つ名を襲名することがあった。オルブライト家もその一つだ。

　初代〈深淵の呪術師〉は、一〇〇を超える呪術を編み出し、その呪術を自身の体に刻み込んだという。

　王族の人間が幼少期から少量ずつ毒を飲んで、毒に対する耐性をつけるように、初代〈深淵の呪術師〉もまた、自身の体に呪術に対する耐性をつけたのだ。

　そして、その体に刻まれた呪術は次代の〈深淵の呪術師〉に伝承されていく。

　三代目〈深淵の呪術師〉であるレイの体には二〇〇を超える呪術が刻まれており、全身に呪のろいの紋様が浮き出ている。

　故に体内に刻まれた大量の呪術の影響で彼の体は色素異常を起こし、人ならざる髪と目の色をしていた。

　紫の髪の毛とピンク色の目の人間なんてリディル王国広しと言えど、オルブライト家の人間ぐらいのものである。

　ようやく少し落ち着いた様子のレイは、モニカの姿をマジマジと眺めて不思議そうに言った。

「なんで〈沈黙の魔女〉が、セレンディア学園の制服を着てるんだ……？」

　同じ七賢人のレイがモニカに気づかなかったのは、やはり服装が大きな理由らしい。

　潜入任務のことを隠すなら、着替えてくるべきだった、とモニカは今更ながら後悔した。

　ネロが不審者がいると言うから、慌てて制服姿のまま屋根裏部屋を飛び出してしまったのである。

（ど、どうしよう、どうしよう、えっと、何か言い訳っ、言い訳を……っ）

　だが、どんなに頭を捻ひねっても、「制服を着て森を徘はい徊かいするのが趣味なんです！」以上の言い訳は出てこなかった。我ながら苦しすぎる。

　それでもモニカは、もうこれしかない、と僅わずかな希望に賭かけた。

「セレンディア学園の制服って、すごく可愛かわいいです、よね！　だから、わたし着てみたくて……それで、セレンディア学園の生徒の格好をして、えっと、お、お散歩を……っ」

　モニカの腕の中で、ネロが呆れたように、こちらを見上げた。

　その目がこう言っている。もっとましな言い訳はなかったのか、と。

　恥ずかしすぎて消えてしまいたい、と虚うつろに考えるモニカに、レイがボソリと追いうちをかけた。

「〈沈黙の魔女〉は俺と同じで、殆ほとんど外出しないと聞いた……そもそも、もっと遠くの山小屋で暮らしているはずじゃ……」

「それは……えっと……すごく、遠出のお散歩で……」

　噓うそを重ねれば重ねるほど綻ほころびが大きくなっていくのが、自分でもよく分かる。

　もう駄目だ、とモニカは頭を抱えた。

　これ以上の言い訳は、モニカには無理である。こうなったらもう、正直に話して任務に協力してもらうしかない。

（わぁぁぁん、ルイスさんに怒られるぅぅぅ……）

　ルイスの邪悪な笑顔を思い出し、ヒィンと涙目になりつつ、モニカは口を開いた。

「あのですね……実はわたし、〈結界の魔術師〉様の要請を受けて、第二王子の護衛任務をしてまして……」

「護衛任務？　〈沈黙の魔女〉が？」

「ご、極秘の任務なので、他の方には内緒にしてほしいんです。お、お願いしまひゅっ！」

　勢いよく頭を下げたが、返事は無い。

　モニカがビクビクしながらレイを見ると、彼は何故か恍こう惚こつとした顔をしていた。

「女の子に秘密を打ち明けられた……お願いをされた……こ、これって愛されてる、すごく愛されてる感じがする……！　イイ、すごくイイ……くふっ、ふふふふふふ……」

　モニカの腕の中で、ネロがモニカにだけ聞こえる声で「大丈夫かこいつ？」と呟いた。

　失礼でしょ、と小声でネロを窘たしなめ、モニカはレイの様子を見守る。

　レイは両手で頰を押さえて不気味に笑っていた。色々と不安はあるが、とりあえずモニカの秘密は守ってくれそうである。

「あのぅ、〈深淵の呪術師〉様はどうしてセレンディア学園に？　さっき助けてって仰おつしやってましたが……」

「そう、そうなんだ。俺、すごく困ってて……」

　そこでレイは一度言葉を切り、まっすぐにモニカを見据えて懇願した。

「このことはオルブライト家の存続に関わるから、他の奴には秘密にしてほしい……俺も〈沈黙の魔女〉の秘密を守るから……」

　呪術師の名門オルブライト家の存続に関わるということは、おそらく身内の不始末の類だろう。

　モニカが硬い顔で頷くと、レイはボソボソと事情を語り始めた。

「少し古い話になるけれど、今から一〇年前、オルブライト家の弟子の中から裏切り者が出て……」

　リディル王国で呪術の扱いを認められているのは、レイの実家であるオルブライト家のみである。

　だが世の中には無認可であろうと個人で呪術研究をしている者はいるし、そういう者の中には呪術師の頂点に立つオルブライト家に弟子入りを望む者もいる。

　そんな時、オルブライト家は嫁入り、或いは婿入りをしてオルブライト家の一員になることを条件に、外部の者を受け入れることがしばしばあった。

　その裏切り者も、元は外部の人間だったらしい。

「そいつはオルブライト家の呪術に関する知識を盗んだ挙句、先代〈深淵の呪術師〉が作った呪具を複数持ち出して、オルブライト家から逃げ出したんだ」

　オルブライト家は慌てて追っ手を差し向けたが、裏切り者は完全に潜伏してしまい、とうとう見つけ出すことはできなかったのだという。

「オルブライト家は一〇年間その裏切り者を追い続けていたけれど、尻しつ尾ぽは摑つかめずじまいだった……だけどつい最近になって、資金繰りに困ったのか、そいつは盗んだ呪具を手放し始めたんだ。結果、足がついた」

　そこでオルブライト家は秘密裏に追跡を再開し、同時に裏切り者が手放した呪具の回収をしていた。

「……で、その呪具の一つがセレンディア学園に紛れ込んだらしくて」

「うぇえっ!?」

　モニカは思わず声をあげた。

　呪具は魔導具と似ているが、主に「誰かを苦しめること」を目的として作られたものである。

　魔力が封じられたり、行動が制限されたり、或いは体や精神に不調をきたしたり……とにかく持っていると碌ろくなことがないのが呪具なのだ。

　それがセレンディア学園に紛れ込んでいるとなると、結構な一大事である。

「俺は学園祭の客人としてセレンディア学園に入り込み、こっそり呪具の回収をしようと思ってたんだ……だけど……だけど……」

　レイはまるで発作でも起こしたかのようにハァハァと苦しげな呼吸をすると、ローブの胸元を摑み、顔を歪ゆがめて忌々しげに一言。

「セレンディア学園の制服の白さに心が折れた」

　モニカは返す言葉に困った。

　そんなモニカの態度に気づいているのかいないのか、レイは紫色の髪を搔かきむしり、ヒステリックに喚わめき立てる。

「なんだあの白い制服、俺が着たら絶対に恥をかくやつじゃないか……当たり前のように白い制服を着られる奴やつらの神経が理解できない。あぁ、あの白さが目に痛い、憎らしい……くそぅくそぅ、袖そで口ぐちに必ず紅茶の染みができる呪いをかけてやる……呪われろ呪われろ呪われろ、ただし女の子以外」

「あのぅ……」

「しかもあのキラキラした空間……キラキラした人間がいると空気もキラキラするのか？　あんなキラキラ空間に俺がいたら絶対に場違いじゃないか。後ろ指さされて、石を投げられて、笑いものにされるんだろ。知ってるんだからな……あぁぁぁ、なんて恐ろしい場所なんだ、セレンディア学園……あんな空間にいたら俺は溶けてしまう。塩をかけられたナメクジになってしまう……」

「あのぅ、あのぅ……」

　モニカがオロオロと口を挟むと、レイはピンク色の目を爛々と輝かせてモニカに詰め寄り、懇願した。

「そういうことだから、お願いだ……お、俺、あのキラキラした学園に入れるように頑張るから……すごくすごく頑張るから……俺と一緒に呪具を回収してくれ、〈沈黙の魔女〉」
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　三代目〈深淵の呪術師〉レイ・オルブライトから呪具回収の協力を依頼されたモニカは、ひとまずレイと別れ、ネロを胸に抱きながら女子寮に向かう道を歩く。

　レイは学園祭が始まるまでにセレンディア学園に少しでも近づくのだと、死にかけのナメクジのような歩みで学園に這はい寄よっていた。

　宣言通り、すごくすごく頑張っていたが、あの調子だと学園祭の会場に入り、呪具を探し回るのは難しいだろう。

　モニカの腕の中で、ネロがしみじみと呟つぶやいた。

「やっぱ七賢人って、人格破は綻たん者集団なんだな」

「あぅぅぅ……っ」

　返す言葉もない。

　今、モニカのポケットの中には、呪具〈真紅の憤怒〉の複製品が入っている。本物を見つけたらすり替えてくれとレイから託された物だ。

〈真紅の憤怒〉は漆黒の装飾枠の中心に真紅の宝石が嵌はめ込まれた首飾りの形をしていた。

（セレンディア学園の生徒で、こんな装飾品をつけてる人を見たことがない、けど……所有者には既になんらかの影響が出てる可能性が高い）

　この呪具に秘められた呪のろいは「心の余裕を奪う呪い」。身につけていると感情の起伏が激しくなったり、他人に対して攻撃的になったりするらしい。

　呪具は感知の魔術で簡単に見つかるものではないし、学園内を歩き回るしかないだろう。

　呪具探しはルイスにも事情を話して協力してもらうと、レイに伝えてある。

　レイは心底嫌そうに「あいつに借りを作るのか……最悪だ……あいつ嫌いだ……」とのたうち回っていたが、最終的には渋々了承した。探し物をするなら人手は多い方が良い。

（それにしても、呪具なんて……セレンディア学園のどこにあるんだろう？）

　レイの調査によると、その呪具はただの装飾品として古物商に売られたらしい。それが流れに流れて、最終的にセレンディア学園の人間が購入したのだとか。

（見た目は首飾りだから、女子生徒の装飾品が怪しい、よね……）

　フェリクスの護衛をしつつ、周囲の女子生徒の装飾品を見て回るしかないだろう。宝石部分はともかく、黒い装飾枠は独特だから見ればすぐに分かるはずだ。

　考え事をしながら歩いていると、すぐに女子寮が見えてきた。

　時刻はまだ早朝。玄関から出入りすると、寮監に見み咎とがめられてしまう時間帯だ。

「ネロ、乗って」

「おぅ、またアレをやるんだな」

　モニカは肩にネロを乗せると、木の陰に隠しておいた箒ほうきを手に取った。

　箒は魔導具でも何でもないただの箒だ。モニカが寝泊まりしている屋根裏部屋の下にある、物置部屋から拝借したものである。

　モニカは箒にまたがると、無詠唱で飛行魔術を展開する。モニカの体は箒ごとゆっくりと浮上した。

「背筋伸ばして、二進法のリズムでバランス、バランス……」

　最近身につけたばかりの飛行魔術は、まだまだ使いこなせているとは言い難い有り様だった。

　飛行魔術はただ真まっ直すぐ前進するより、ゆっくりと上昇する方がバランスを取るのが難しい。

　左右にグラグラ揺れるモニカの頭に、ネロがしがみついた。

「危なっかしいなぁ。大丈夫かよ」

「だっ、大丈夫…………わひゅぅっ!?」

「うぉい！　オレ様落ちるっ！　落ちるっ！」

　モニカの体が豪快に左に傾き、ネロが悲鳴をあげる。

　モニカは大きく傾いたまま蛇行飛行し、それでもなんとか屋根裏部屋の窓に辿たどり着ついた。

　床に足が着くと同時に、モニカは箒を手放してへたり込む。

「うぅっ、降りる時は、もうちょっと上手にできたのに……」

「降りた時も大概だったからな？　落ちると降りるの中間みたいな感じだったからな？」

　辛しん辣らつなネロのコメントに、モニカはグスンと洟はなを啜すすった。







　早朝の空を飛行魔術でフラフラ飛んでいる小さな魔女の姿を、女子寮の窓からオペラグラスで観察しているメイドがいた。

　まだ年若いそのメイドは、小さな魔女が屋根裏部屋に入ったことを確認すると、窓から離れて姿勢を正す。

　そうして己が仕える主人に、その目で見たものを報告をした。

「間違いありません。あれは生徒会会計モニカ・ノートン嬢です」

「……そう」

　短く相あい槌づちを打ったのは、椅子に腰掛け扇子を広げていた艶つややかな金髪の美び貌ぼうの令嬢。

　生徒会書記ブリジット・グレイアム。

「屋根裏部屋に乗り込みますか、ブリジットお嬢様？」

「いいえ。今はまだ、動く時ではないわ」

　セレンディア学園が誇る三大美人の一人、咲き誇る大輪の薔ば薇らを思わせる華やかな美貌の令嬢は、扇子を口元に当てて思案するように目を伏せた。

　彼女の思惑を隠すかのように白い瞼まぶたが琥こ珀はく色いろの目を覆い、長い睫まつ毛げが目元に影を落とす。

（今はまだ、探りを入れる程度にとどめておきましょう）

　たとえ名家の人間であろうとも、一令嬢でしかないブリジットにできることは限られている。手札はそう多くない。事は慎重に運ぶ必要があった。

（耐えることには慣れているわ。もう一〇年も、耐え続けてきたのだから）

　砂を嚙かむような気持ちで歯嚙みし、ブリジットは扇子を握る手に力を込める。

　瞼の裏側に愛いとしい人の姿を思い描き、その胸に静かな決意を隠しながら。

（……殿下）
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　学園祭当日の朝、誰だれよりも早く生徒会室に到着した副会長シリル・アシュリーは、生徒会役員全員の予定を再確認した。

　別に予定に不安があったわけではないが、何かしていないと落ち着かなかったのだ。

（今日は義ち父ち上うえもいらっしゃる。アシュリー家の名に恥じぬよう堂々と振る舞わねば）

　学園祭にあたって、シリルは二通の招待状を出している。

　一通は義父のハイオーン侯爵宛あて。そしてもう一通は……。

（……来てくださるだろうか）

　シリルは窓の外に目を向けた。学園の門の前には既に幾つもの馬車が停とまっている。

　この距離では見えないと知りつつ、ハイオーン侯爵の紋章が無いか目を凝らしていると、背後で生徒会室の扉が開く音が聞こえた。

　最初に入ってきたのは三年生組。フェリクス、エリオット、ブリジットだ。

「おや、シリル。早かったね」

「おはようございます、殿下」

　シリルが姿勢を正して挨あい拶さつをすると、エリオットが垂れ目を細めて意地悪く笑った。

「どうせ馬鹿みたいに早起きしたんだろ。行事の時は大体いつもそうだもんな」

　余計なお世話だ、とシリルは唇を曲げてエリオットを睨にらむ。

　少し遅れてニールとモニカが入ってきた、ニールはハキハキと、モニカは相変わらずオズオズと挨拶をする。

　モニカの方は緊張に強張った顔をしているのが気になった。初めての学園祭だから不安も多いのだろう。

　先輩として自分がフォローしなくては、とシリルが密ひそかに考えていると、ブリジットが口を開いた。

「今け朝さは、あたくしも早起きをしてしまいましたの。なんと言っても年に一度の学園祭ですもの」

　ホホホと品良く笑い、ブリジットはチラリと横目でモニカを見る。

「そういえば今朝、女子寮の外でノートン会計を見かけましてよ。貴女あなたも緊張して早起きをしてしまったのかしら？」

「へぅっ!?」

　モニカが奇声をあげて、肩を震わせた。

　ブリジットは扇子で口元を隠して、目を細める。

「あんな朝早くに外で何をなさっていたの、ノートン会計？」

「あの、わたし、そのぅ……今朝は……お外で……えっと……」

　モニカは俯うつむきモジモジと指をこねる。焦ったり不安な時によく見せる癖だ。

　シリルがなんとなくその指の動きを目で追っていると、モニカは勢いよく顔を上げて言う。

「ぶ、舞踏会に向けて、社交ダンスの練習を、していましたっ！」

「ノートン会計は、舞踏会を楽しみにしていたのか？」

　思わずシリルが口を挟むと、モニカはぎこちない笑顔でガクガクと頷うなずいた。

「は、はひっ！　舞踏会、楽しみ、ですっ！」

　そう言ってモニカはその場で、ドッタンバッタンとステップを踏んでみせる。

　シリルは顔にこそ出さないが、酷ひどく動揺していた。

　人見知りのモニカは、人の多い舞踏会など出たくないのでは、ぐらいに思っていた。

　だがモニカは舞踏会のために、友人にドレスを借り、こっそりダンスの練習までしていたという。

　後輩が苦手なことに前向きに取り組もうとしていたのに、どうせ興味ないのだろうと決めつけていた己をシリルは恥じた。

（……なんだ、この胸のモヤモヤは）

　モニカはいまだに下へ手たくそなステップを披露し続けていた。まったく酷いステップだ。少し前に自分が手ほどきしてやった時は、もう少しましだったというのに。

（あぁ、そうか）

　シリルは自分の胸のモヤモヤの正体に気がついた。

　モニカが下手なダンスを披露すれば、生徒会の恥になる。自分はそのことが不安だったのだ。だから胸がモヤモヤしたのだ。きっとそうだ。そうに違いない。となれば解決方法は簡単だ。

（私か殿下がリードすれば、ノートン会計のダンスも少しはましになる……殿下の手を煩わせるわけにはいかんから、私が見てやるのが妥当だな）

　人見知りの後輩が前向きに舞踏会に取り組んでいるのなら、それを助けるのは先輩の義務である。

　そう結論づけると、胸のモヤモヤはすっきり解消した。

　シリルが密かにそんなことを考えていると、フェリクスが穏やかに微笑ほほえみ、モニカを見る。

「君にとっては、初めての学園祭だったね。今日は存分に楽しむといい」

「は、はいっ、楽しみ、ますっ！」

　モニカはドタバタステップを止やめて、ブンブンと頷く。尻しつ尾ぽのような髪も勢いよく上下に揺れた。

「さて、いよいよ学園祭本番だ」

　フェリクスの言葉に全員が姿勢を正す。

　セレンディア学園の学園祭はリディル王国の有力貴族だけでなく、諸外国の大使なども招かれている一大イベントだ。失敗は許されない。

「万全の体制で挑み、皆が楽しめる素晴らしい一日になるよう最善を尽くそう」

　はい、と全員が声を揃そろえる。

　シリルも胸を張り、腹の底から声を出した。

　敬愛する殿下のために、そして後輩達のために、己にできる全力を尽くすのだと胸の内で誓いながら。







　生徒会室で朝の打ち合わせを終えた後、シリルは足早に校舎を出て、中庭にある園芸クラブの展示スペースに向かった。

　園芸クラブは寄せ植えの展示や育てた薔薇の寸評会をしており、展示台には幾つもの鉢が並べられている。

　特に薔薇の鉢植えは見事で、香りの強い品種や、変わった花弁の品種など、様々な秋薔薇が展示されていた。

　シリルは展示の最終確認をしている園芸クラブのクラブ長を呼び止めると、誠実な態度で頼み込む。

「失礼、突然こんなことを頼んで申し訳ないが……薔薇の花を一輪、譲ってもらえないだろうか」

　園芸クラブはクラブ長を含め、その殆ほとんどが女子生徒である。

　シリルの申し出に、園芸クラブの少女達は俄にわかに色めき立った。彼女達は学園祭で薔薇の花を用意することの意味を理解しているのだ。

　だが生き真ま面じ目めなシリルは、女子生徒達のざわめきは自分の不ぶ躾しつけな頼みが理由だろうと考えた。

「その、大切に育てた薔薇だということは、分かっているのだが……」

　申し訳なさそうな顔をするシリルに、園芸クラブのクラブ長は目を爛らん々らんと輝かせる。

「えぇ、どうぞどうぞお持ちくださいませ！　どの薔薇になさいますか？」

　クラブ長に丁寧に礼を言い、シリルは庭園の薔薇に目を向けた。

　リディル王国の秋薔薇は全体的に濃い色味の物が多いが、主張の強くない色の方があの少女に似合う気がする。

（薄紅か、淡いオレンジか……）

　庭園を見回したシリルは、純白の薔薇に目を留めた。

　これだ、と直感で思ったのだ。

「あの白い薔薇を」

　シリルの言葉に、女子生徒達が一斉にキャァッと華やいだ声をあげた。








三章　だから貴女は永遠のライバル









　朝の打ち合わせの後、生徒会室に最後まで残っていた生徒会長フェリクス・アーク・リディルは窓の外に目を向けた。

　珍しい品種の薔薇を惜しみなく植えた庭園、名のある職人が作った立派な噴水、柱など細かなところにまで細工を施した美しい建物──贅ぜいの限りを尽くしたこの学園は、フェリクスの祖父であるクロックフォード公爵の権威を示している。

「おいで、ウィルディアヌ」

　フェリクスの声に応こたえるように、ポケットから白いトカゲ──精霊ウィルディアヌが頭を覗のぞかせる。

　フェリクスはウィルディアヌを指先に乗せ、窓の下の光景がよく見えるように手を掲げた。

「昨年よりも、客人が多いようにお見受けします」

　ウィルディアヌの呟つぶやきに、フェリクスは「そうだね」と穏やかに相槌を打つ。

　王宮勤めの人間にとって、セレンディア学園の出身であることは有利に働く。

　そのことを周辺諸国の人間も理解しており、近年は留学生も増えてきた。

　今のセレンディア学園は、外交のための交流を得る場でもあるのだ。

（今日の学園祭では、できるだけ周辺諸国とも繫つながりを持っておきたい。近い内にファルフォリア王国との交渉もあるし）

　今日の学園祭には国内貴族、大商人、神殿関係者、周辺諸国の大使と様々な人間が訪れる。

　限られた時間の中で誰だれと交流し、顔を売るか、常に考えながら動かなくてはいけない。

　そしてこの学園祭の素晴らしさを通して、第二王子フェリクス・アーク・リディルの名を知らしめるのだ。

「さぁ、閣下の期待に応えよう」

　歌うように滑らかな声で宣言し、同時に彼は己に誓う。

「フェリクス・アーク・リディル──この名を、人々の記憶に残すため」

　学園祭開始を告げる鐘が青空に響き渡る。

　その高らかな音を聞きながら、フェリクスは生徒会室を後にした。
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　学園祭の開始を告げる鐘が鳴り、学園の正門が開かれた。

　到着した馬車からは次々と高貴な身なりの者達が降りて、門を潜くぐっていく。

　その光景を校舎の窓から眺めていたモニカは、緊張に拳こぶしを握りしめた。

（いよいよ、始まったんだ……）

　魔術師養成機関ミネルヴァに通っていた頃ころは、学園祭といえば生徒達が忙しく走り回っているイメージが強い。

　かくいうモニカも研究発表に出るのが嫌で、発表に出ろと追いかけてくる教授から逃げるために走り回っていたものである。

　だがセレンディア学園の学園祭は、貴族の子女が通うだけあって雰囲気がミネルヴァとは全然違った。

　セレンディア学園の学園祭は展示物、研究発表、歌、演奏、劇などの舞台がメインになるのだが、裏方や雑用の類は使用人や金で雇った職人も手伝うので、実際に舞台や発表の場に立つ生徒以外は割と自由時間が多い。

　家族が来ている者は久しぶりの家族の時間を楽しむし、将来王宮勤めを考えている者は自己アピールに余念が無い。

　そのどちらとも無縁のモニカは、己がやるべきことを再確認した。

（わたしがやるべきことは、殿下の護衛と、呪具の回収……もうすぐルイスさんが到着するはずだから、一度合流して、呪具のことを相談しよう）

　オルブライト家の裏切り者と呪具に関する問題は、オルブライト家だけでなく七賢人の名誉に関わることだ。リン経由で伝えてもらうより、直接話した方が良いだろう。

　既にネロとリンはそれぞれ猫と小鳥の姿で、学園の屋根と木の上に待機している。

「……リンさん、聞こえますか」

『はい』

　モニカが人のいない空き教室で小さく呟くと、モニカの耳に直接リンの声が届いた。

　風の精霊であるリンは、モニカの小さな声を聞き取ることができるし、直接耳に音を届けることもできる。リンの存在は連携の要かなめだ。

「ルイスさんは……」

『今、受付を終えたところです』

「大事な報告があるので、裏庭の辺りで合流したい、です」

『かしこまりました、ルイス殿にお伝えします』

　それから一分と経たたずに、再びリンの声がした。

『ルイス殿に確認が取れました。先に裏庭で待つようにとのことです』

「分かりました。すぐに向かいます。その間、リンさんは殿下の周囲の警戒をお願いします」

『承知いたしました』

　リンとの連絡を終えると、モニカは空き教室を出て裏庭へ向かった。

（問題は呪具を見つけたとして、どうやって複製品とすり替えるか……）

　うんうんと唸うなりながら廊下を歩いていると、背後からよく通るバリトンの声が響いた。

「モニカ嬢！　モニカ・ノートン嬢！」

　呼び止められ振り向いたモニカは、限界まで目を見開いた。

　早足でモニカに歩み寄ってくるのは、院の黒い制服を身につけた大柄な黒髪の青年。

　先日のチェス大会で対戦し、チェスを前提にモニカに婚約を申し込んだ男──院の高等科一年生ロベルト・ヴィンケルである。

　セレンディア学園の学園祭は基本的に招待制だ。招待状が無いと入ることはできない。それなのにどうして彼がここにいるのか。

　モニカがポカンと口を開けて立ち尽くしていると、ロベルトはモニカの顔をまじまじと眺め、何かに納得したように頷うなずいた。

「やはりモニカ嬢ですね。前回お会いした時と雰囲気が違うので、人違いだったらどうしようかと思っていました」

　そういえばチェス大会の日は化粧をしていたし、髪型も違った。普段のモニカを知らないロベルトが戸惑うのも当然だろう。

「今日の装いも、清潔感があって良いと思います」

「あ、ありがとうございます……」

　モニカがぎこちなく笑いながら後ずさると、その一歩分の距離をロベルトはより大きな一歩で詰めた。

「貴女にまた会いたくて、先生の付き添いという形で、無理やり同行させてもらいました」

　そういえば、近隣校の教師陣にも招待状は配られているのだ。

　今更ながら、モニカは面識のあるミネルヴァの教授が来ている可能性に気づき、さぁっと青ざめた。

（やっぱり、ラナにお化粧してもらうんだった……っ！）

　ラナには夜の舞踏会の前に、ドレスの着付けと化粧をしてもらう約束をしている。だから朝の身支度までしてもらうのは申し訳なくて、遠慮してしまったのだ。そのことが今になって悔やまれる。

　モニカが内心頭を抱えていると、ロベルトは更に一歩距離を詰めた。

　ただの顔見知りが向き合って話すには些いささか近い距離に、モニカの体が震えだす。気分は追い詰められた小動物だ。

「先日の件、考えてもらえたでしょうか？」

「せ、先日の件って……」

「婚約です」

　当然、考えていたはずがない。

　チェス大会の日はバーニーとの邂かい逅こうや、フェリクスの護衛のことで頭がいっぱいだったのだ。正直に言うと、ロベルトのことは忘れかけていたぐらいである。

「あの、わたし、婚約は、その、ちょっと……」

「不都合な点があるのなら遠慮なく仰おつしやってください。自分にできる範囲で対処します。自分の全身全霊を尽くして、貴女を幸せにしてみせます」

　わたしは潜入中の七賢人なので、ちょっと婚約とかは無理です……などと言えるはずもない。

　モゴモゴと口ごもるモニカに、ロベルトはどこまでも実直な態度で言い募る。

「貴女のようなチェスを指す人を、自分は見たことがありません。しかもレディング先生が言うには、貴女はまだチェスを始めたばかりなのだとか。それならきっと、まだまだ成長の余地がある……自分と共にチェスの高みを目指してくれませんか」

　モニカにとってチェスは楽しいものだけれど、あくまで選択授業の一環である。自分の人生を捧ささげる予定はない。

「わ、わたし、えっと……その……」

　なんと言えば、ロベルトは引き下がってくれるのだろう？

　正直モニカが何を言っても、強引に論破されてしまう気がする。

　緊張と混乱にモニカの血の気はどんどんひいていき、目が潤みだした。

　ロベルトに悪意がないことは分かっているのだが、人見知りのモニカにとって、威圧感のあるロベルトは非常に恐ろしい存在だ。

（た、助けを、呼ぶべき……？）

　リンかネロに助けを求めれば、いつぞやのように派手な衣装を身につけて駆けつけてくれるかもしれない。

　或あるいは事前に決めたハンドサインでイザベルに助けを求めれば、悪役令嬢的に華麗に解決してくれるかもしれない。

　だが、ロベルトはフェリクスに向けられた刺客ではない。

　モニカが婚約を迫られている問題は、護衛任務とは無関係。モニカが自分で解決しなくてはいけない問題なのだ。

　モニカは持ち上げかけた左手を下ろした。

　左耳を触るのは、イザベルに助けを求める時のハンドサインだ。だけど、自分の個人的な問題でイザベルに迷惑をかけたくない。

　モニカはヒュウヒュウと頼りなく鳴る喉のどから、必死で声を絞り出した。

「わたし、婚約は、できない、です」

　虫が鳴くようなか細い声の主張に、ロベルトが更に言い募ろうと口を開く。

　だがそんなロベルトの声を、凛りんとよく響く声が遮った。

「ロベルト・ヴィンケル。レディング教諭が校門付近で探していたぞ。黙って引率教師から離れるな」

　背筋の伸びる声に思わずモニカは振り向いた。

　振り向いた先、一つに結った銀色の髪を揺らして早足でこちらに近づいてくるのは、生徒会副会長シリル・アシュリー。

　シリルはロベルトとモニカの間に割って入ると、冷ややかな目でロベルトを見据えた。

「ノートン会計は生徒会役員で、学園祭中は多忙の身だ。私用は日を改めてもらいたい」

「そうだったのですか、そうとは知らず失礼しました」

　ロベルトは困った性格だが、根は真ま面じ目めらしい。

　シリルの言葉に案外あっさり頷くと「それではまた」と言って、早足でその場を立ち去った。

　その背中を見送りながら、モニカは深々と安あん堵どの息を吐く。シリルの前でなかったら、その場にしゃがみこんでいたかもしれない。

　モニカは数回深呼吸をして乱れた呼吸を整えると、シリルを見上げた。

「あ、あのっ、シリル様……」

　シリルは無言でモニカをジロリと見た。その顔がなんだか不機嫌そうに見えて、モニカはつい萎い縮しゆくする。

　きっと自分が迷惑をかけたせいで、シリルは腹を立てているのだ。

「す、すみませんっ、お忙しいシリル様に、ご迷惑をおかけしてっ」

「…………」

　やはりシリルは眉み間けんに皺しわを寄せたまま、無言でモニカの顔を見ている。

　モニカが落ち着かなげにモジモジと指をこねると、シリルは背中に隠していた右手を前に差し出した。

　その手に握られているのは、一輪の白い薔ば薇らだ。

　モニカが目を丸くして白薔薇とシリルの顔を交互に見ると、シリルはハッと何かに気づいたような顔をした。

「しまった、リボン……」

　小声でそう呟つぶやき、シリルは襟元のリボンタイを引き抜く。

　リボンタイを留めるのに使っているブローチは、魔力過剰吸収体質の彼には手放せない魔導具だ。いつも肌身離さず身につけているそれを、シリルはサッとポケットにしまった。

　そうして学年色である青のリボンを棘とげを落とした白薔薇の茎に結び、ピンを付けてモニカに手渡す。

「これをどこかに着けておけ」

「お花を、ですか？　そういえば、他にも着けてる人いますね……」

　主に女子生徒が髪や制服の胸元に花飾りを着けているのを、モニカはちらほらと目にしていた。学園祭のイベントなのだろうか？

　モニカが不思議そうに白薔薇を見ていると、シリルは意外そうな顔をする。

「なんだ、花飾りのことを知らんのか」

「何かのイベントですか？」
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「……いや、知らんならいい」

　首を傾かしげるモニカに、シリルは素っ気なく言い捨てた。だが、その間も彼の視線は落ち着かなげに足元を彷徨さまよっている。

　妙にソワソワした様子のシリルをモニカが丸い目で見上げると、シリルはいつもの彼がするみたいに細い顎あごをツンと持ち上げ、白薔薇をビシリと指さした。

「それは今日一日、貴様が恥をかかずに済む、まじないだ。舞踏会の時も着けておくがいい」

「そ、そんな、おまじないが……！」

　モニカは感心しつつ、手元の花飾りを見下ろす。

　白薔薇の花飾りには、魔術式が仕込まれている様子はない。

　となると魔術的な意味のまじないや呪のろいの類ではなく、風習或いは民俗学的なまじないのことを指すのだろう。

　この花がどういう意味を持つのかは分からないが、これを身につけていると今日のモニカは恥をかかずに済むらしい。

　改めてまじまじと花を眺めたモニカは、柔らかく香る白薔薇に思わず口元を綻ほころばせた。

（お花、きれい……）

　たとえこれがおまじないなのだとしても、誰かから花を貰もらうのは初めてだ。

「シリル様、きれいなお花、ありがとうございます」

　モニカは頰を緩めてへにゃりと笑う。

　シリルは口の端を持ち上げて、満足げに小さく頷いた。

「それでは、私は次の仕事があるので失礼する。困ったことがあったら、私か他の生徒会役員にすぐに言え。ただし、くれぐれも殿下の手は煩わせないように！」

「は、はいっ！」

　なんともシリルらしい言葉を残し、彼は早足でその場を離れた。

　モニカは手にした白薔薇の花飾りを見下ろす。

（えっと、ボレロに留めれば良いのかな）

　慣れない手つきで、モニカは花飾りを留めた。白薔薇は濃い色のボレロに、程良く華やかさを添えてくれる。

　少し前のモニカなら、根拠のないおまじないなんて興味も無かったはずなのに、今はなんだかやけに心強かった。

（学園祭、がんばろう）

　ロベルトとのやりとりで疲弊していた心が、少しだけ元気になった気がする。

　モニカはフスッと鼻から息を吐き、裏庭に向かって歩き出した。

（まずはルイスさんと合流、しないと）

　一階に降りると、既に廊下は多数の客人で賑にぎわっていた。

　以前のモニカなら、その人の多さに萎縮し逃げ出していたところである。

　だが、モニカはこれより賑やかな祭りを経験したばかりなのだ。

（コールラプトンのお祭りに比べたら、全然少ない）

　まだ人の多さに緊張はするけれど、立ち尽くして動けなくなるほどじゃない。

　よし行くぞ、と廊下の角を曲がろうとしたその時、誰かが背後からモニカの腕を摑つかんだ。

「待ちなさい」

　押し殺した低い声には聞き覚えがあった。忘れるはずもない。

　モニカは息を吞のみ、ゆっくりと振り返る。

　モニカの腕を摑んでいるのは、癖のある金髪に眼鏡めがねの少年──チェス大会で決別した元友人、アンバード伯爵令息バーニー・ジョーンズ。

「バーニー……」

　モニカが掠かすれた声でバーニーの名を口にすると、バーニーは前方に目を向けて早口で言った。

「この先にラザフォード先生がいらっしゃいます。見つかったらまずいのでは？」

「えっ」

　魔術師養成機関ミネルヴァのギディオン・ラザフォード教授は、かつてモニカがミネルヴァに在学していた時、世話になった恩師だ。

　常に咥くわえている煙管きせるとボサボサ眉まゆ毛げがトレードマークの老教授で、通り名は〈紫煙の魔術師〉。かつてモニカを七賢人に推薦した人物である。

　これがただの社交の場なら挨あい拶さつに行くところだが、今のモニカは正体を隠した護衛任務中。見つかったら非常にまずい。

　モニカが廊下の角から少し顔を覗のぞかせて観察すると、離れた場所にローブを着た老人の姿があった。

　老いても曲がることなく伸びた背筋も、短く刈った白しら髪がも、トレードマークのボサボサの眉毛も、モニカの記憶のままだ。

（本当にラザフォード先生だ……）

　モニカは廊下の角から頭を引っ込めて、バーニーをチラリと見上げる。

　バーニーはやれやれと言いたげに肩を竦すくめた。

「まずは場所を変えましょう。こんな場所で立ち話はごめんです。それとも……僕とはもう顔も合わせたくありませんか？」

　そう言ってバーニーは皮肉っぽく唇を歪ゆがめて笑う。

　元友人の意地の悪い態度に、もうモニカが萎縮することは無い。

「ううん。わたしも、バーニーに言いたいこと、あったから」

「……そうですか」

　バーニーはそれ以上は何も言わず、ただ視線だけで案内しろと促す。

「こっち」

　モニカが歩き出すと、その後ろをバーニーは無言でついてきた。二人の間に会話は無い。

　学生時代にミネルヴァの廊下を歩いていた頃ころは、二人で横に並んで他愛もないことを話しながら歩いていたけれど、今はこの距離が、合わない視線が、二人の関係なのだ。

　そのことにほんの少しの寂しさを覚えはしたけれど、もうモニカの胸が痛むことはなかった。
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　モニカがバーニーを案内したのは一階の空き教室の一つだ。学園祭期間中は閉鎖されている教室なので、人が来る心配は無い。

「バーニーは、ミネルヴァの先生の付き添いで？」

　先ほどのロベルトのように、招待された教師の付き添いなのかと思っていたのだが、バーニーは首を横に振った。

「いいえ、僕は個人で来ました。あんな事件があったばかりなので、今年のミネルヴァの出席者はラザフォード先生だけです」

　チェス大会の事件で、侵入者の男はミネルヴァの教師を手にかけている。

　今のミネルヴァはユージン・ピットマンの死で大騒ぎになっているらしい。

　確かにこういう状況では、ミネルヴァの教師達が参加を見合わせるのも当然だ。

　唯一学園祭に足を運んだラザフォード教授は、対人戦に強く豪胆な人物である。恐らくは事件の聴取や情報の擦り合わせのために来たのだろう。

「あれっ、ラザフォード先生の付き添いじゃないなら、バーニーはどうやって招待状を……？」

「僕を誰だれだと思っているんです？　ジョーンズ家の人間なんですよ？　学園側に申請すれば招待状を貰うぐらい訳ありません」

「そ、そうなんだ……」

　モニカはあまり詳しく知らないが、バーニーの実家はリディル王国でも屈指の名家であるらしい。そのことをバーニーは誇りに思っていて、学生時代も「我がジョーンズ家は」と口癖のように言っていたものだ。

　そのことを懐かしんでいると、バーニーは心なしか早口で言い募った。

「そうそう、僕に話したいことがあると言っていましたね？　貴女あなたのことですから、どうせ『何な故ぜ、自分を庇かばってくれたのか？』と言いたいのでしょう」

「……うん」

　ユージン・ピットマンに成りすました刺客をモニカが撃退した後、バーニーはモニカの正体がばれないよう、刺客を撃退したのは自分だと噓うそをついた。

　さっきも、ラザフォード教授と出くわしそうになったところを引き留めてくれた。

　そのおかげでモニカは正体がばれずに済み、今もこうしてセレンディア学園にいられる。

（バーニーがわたしを庇う理由なんて、無いはずなのに……）

　モニカの疑問に、バーニーはまるで答えを用意していたみたいにスラスラと流りゆう暢ちように言った。

「最初は、なぜ貴女がセレンディア学園にいるのだろうと疑問に思っていたんですよ。どうせ七賢人様のお戯たわむれの学生ごっこなのだろうと。けれど、この学園に第二王子がいるということと、セレンディア学園に侵入者がいるという事実を踏まえれば、貴女が護衛のために派遣されたと考えるのが妥当でしょう？」

　返事を促すようにバーニーが目を向けたので、モニカは小さく頷うなずく。

　任務のことは極秘だが、今更バーニーを相手に誤ご魔ま化かすことはできないだろう。

「貴女が七賢人の仕事でこの学園に来て、第二王子の護衛をしているのなら、それを助けるのはリディル王国の貴族として当然の振る舞いでしょう？　貴女を庇った理由はそれだけですよ、七賢人様」

　友人のモニカだから助けたのではなく、貴族の義務で七賢人を助けたのだと、バーニーは殊更強く強調する。

　そうして彼は黙り込んでいるモニカの顔を覗き込んで、意地悪く笑った。

「納得しましたか、七賢人様？」

　やっぱりバーニーの中では、モニカはもう友人ではないのだ。

　バーニーはその事実を、執しつ拗ように何度も何度もモニカに突きつける。まるで言い聞かせるみたいに。

　きっともう、友人としてのモニカの言葉はバーニーには届かないのだろう。

　それでもモニカは、どうしても一つだけ彼に訊ききたいことがあった。

「これは、答えたくなかったら、答えなくていいんだけど……」

「おや、なんですか？　七賢人様のご命令ならジョーンズ家の人間として、お答えいたしますよ？」

　嫌味たっぷりに応じるバーニーに、モニカは一度だけ目を閉じ、そして開いた目でバーニーをまっすぐに見つめて問いかけた。

「バーニーは、どうして、チェス大会に出たの？」

　バーニーの顔から表情が抜け落ちる。

　モニカはバーニーと再会した時から、ずっと不思議で仕方がなかった。

　モニカがまだミネルヴァにいた頃、バーニーはチェスを「暇人達のお遊び」と馬鹿にし、魔術を極めることに時間を費やすべきだと主張していた。

　だからモニカはチェス大会でバーニーを目にした時、再会とは別の意味で驚いたのだ。

　モニカの疑問にバーニーは苦い顔をした。まるで痛いところを突つかれたみたいに。

　もしかして自分は酷ひどいことを言ってしまったのだろうか、バーニーを傷つけてしまったのではないかとモニカは不安になる。

「あの、答えたくなかったらいいの。変なこと訊いて、ごめんなさ……」

「僕、もうすぐミネルヴァを辞めるんですよ」

「えっ？」

　予想外の言葉にモニカは唇を半開きにして硬直した。

　驚き見上げたバーニーは、何かを諦あきらめたような、酷く疲れた笑い方をしている。

「先月、兄が事故死したんです。あぁ、陰謀とか暗殺とか、そういうのじゃありませんよ。乗馬が下へ手たなくせに見み栄えを張って遠乗りに出て、落馬して首の骨を折ったんです……あの兄に相応ふさわしい、くだらない死に方だ」

　モニカはバーニーの家庭の事情を詳しくは知らない。

　ただ彼がアンバード伯爵の次男で、兄が爵位を継ぐのだという話は耳にしたことがあった。

　だから爵位を継げないバーニーは、七賢人になって伯爵位相当の魔法伯の地位を得るため、ミネルヴァで猛勉強をしていたのだ。

　だがバーニーの兄が死んだのなら、当然に跡を継ぐのは次男のバーニーということになる。

「バーニー、七賢人になるの、諦めるの？」

「えぇ、冬には実家に帰って、次期伯爵になるための勉強に専念するので。だからチェス大会なんてお遊びに、ちょっとだけ付き合ってあげたんですよ」

　次男として生まれただけで自分は周囲から認められないと、怒りと承認欲求を燻くすぶらせて。

　不満をバネに血の滲にじむような努力をし、周囲に認められるだけの成績を積み上げて。

　それが一瞬で崩れ落ちた時、バーニーは何を思ったのだろう。

　幼い頃、欲しくて欲しくて仕方なかった次期伯爵の地位が、こんな形で転がりこんできても素直に喜べるはずがない。

　それなのに、バーニーの顔に怒りや苦悩は見当たらなかった。

「正直に言うとね、僕はホッとしたんですよ。これで……七賢人になるという夢を諦められるって」

　言葉を失うモニカに、バーニーはくたびれた顔で独り言のように呟つぶやく。

「僕は、本当はもうずっと前から、心のどこかで諦めていたんだ。七賢人になることを」

　バーニーの言葉が、モニカにはにわかに信じ難かった。

　バーニーは努力家だった。才能もあった。将来は一流の魔術師になると、誰もが信じて疑わなかった。

「わたしの、せい？」

　掠れた声で問うモニカに、バーニーは卑屈に歪んだ嘲ちよう笑しようを浮かべる。

　彼が嘲あざ笑わらっているのは愚鈍なモニカか、バーニー自身か……或あるいはその両方か。

「そうですよ。貴女のせいです。貴女が無詠唱魔術を披露して、圧倒的な才能の差を見せつけたから……あんなの、思い知らされるに決まってるじゃないですか。届くはずがない、敵かなうはずがないって」

　ははっと乾いた笑いを零こぼし、バーニーは眼鏡めがねの奥の目をクルリと回してモニカを見る。

「それなのに貴女は無邪気に僕に笑いかけてくるんですよ。褒めてほしいって顔で。ふざけるなって思いましたね」

　どんなに悪意と憎悪を並べ立てても、もうバーニーの口調に覇気は無かった。

　だって彼はもう諦めてしまったのだ。自分の思い描いていた七賢人としての未来を。

「貴女は僕のことを友人だと言い続けていましたけどね、僕は貴女の友人になりたかったわけじゃない」

　モニカはバーニーに期待されることを、もう諦めていた。

　それでもバーニーと一緒に学んだ日々を否定されるのは、やっぱり胸が痛い。

　俯うつむくモニカに、バーニーは告げる。

「僕は対等なライバルになりたかったんだ」

　モニカは瞬まばたきをし、ゆっくりと顔を持ち上げてバーニーを見上げた。

　バーニーはモニカの間の抜けた顔を見ると、いつもの彼みたいに嫌味っぽく鼻を鳴らして笑う。

「まぁ、僕は優秀ですから。いずれ歴代最高のアンバード伯爵として名を馳はせてやりますよ。あぁ、伯爵位ということは貴女と同じ地位ですね、エヴァレット魔法伯？」

「へ？　え？　あ、えっと……うん」

　バーニーの態度の変わりようにモニカがしどろもどろに頷くと、彼は腕組みをして高慢に笑った。

「いずれ、貴女が頼りたくなる有能な伯爵になってみせますよ。どうぞその時は、みっともなく僕を頼ってください」

　まるで捨すて台詞ぜりふみたいにそう言って、バーニーはモニカに背を向ける。もう話すことはないとばかりに。

　モニカとバーニーは、きっともう友達には戻れない。

　それでも、全すべてが失われたわけではないのだ。壊れてしまった友情の後でも、新しく芽生える関係はきっとある。

　モニカは遠ざかるバーニーの背中に頭を下げ、〈沈黙の魔女〉として告げた。

「……任務のご協力、心より感謝いたします。アンバード伯爵御令息バーニー・ジョーンズ様」

　バーニーは首を捻ひねってモニカを振り返り、小さく笑った。

　かつて「バーニー助けて」と泣きつくモニカに向けたような、仕方ないなぁと言いたげな懐かしい笑い方で。

「そうですよ、貴女なんて、ずーっと僕に感謝してればいいんだ」








四章　華麗なる悪役ファミリー









　バーニーと別れたモニカが裏庭に到着した時には、もう既に〈結界の魔術師〉ルイス・ミラーは校舎の壁にもたれて、モニカを待っていた。

「随分と遅かったですね、同期殿」

「すみません、ちょっと、色々あって……」

　ルイスは七賢人の正装用ローブを着崩すことなくきちんと身につけ、その手に杖つえを握りしめていた。

　一目で七賢人と分かる姿は、周囲に対する牽けん制せいの意味もあるのだろう。

　国の魔術師の頂点──しかも防御結界を得意とする〈結界の魔術師〉がいるともなれば、仮に侵入者がいたとして、相当に動きづらいはずだ。

「でも、あのぅ、良いんですか……陛下には、秘密裏に護衛しろって言われてるんです、よね？」

　だからこそ、ルイスはこっそり防御結界を仕込んだ魔導具を贈ったり、モニカを生徒として送り込んだりしたのである。

　それなのに堂々とセレンディア学園に乗り込んできて良いのだろうか、とモニカが疑問に思っていると、ルイスはふふんと鼻を鳴らした。

「問題ありません。私は正式に招待されて、この学園祭に来たのですから」

　てっきりバーニーのように学園に申請して招待状を発行してもらったのかと思いきや、そうではないらしい。

　ルイスは七賢人の中でも社交的なので、きっとなんらかの伝つ手てがあるのだろう。

「それより同期殿、わざわざ私を呼び出したからには相応の事情があるのでは？」

　あぁ、そうだ、言わなくては。秘密の護衛任務が〈深しん淵えんの呪じゆ術じゆつ師し〉にばれてしまったことを！

　モニカは俯き指をこね、ボソボソと歯切れの悪い口調で言った。

「実は、そのぅ、〈深淵の呪術師〉様が、セレンディア学園の近くに、いらっしゃってまして……」

〈深淵の呪術師〉の名にルイスは「はぁ？」と声を漏らし、訝いぶかしげに眉まゆ根ねを寄せた。

「あの呪術師殿は貴女に並ぶ引きこもりではありませんか。よく出てきましたね？　日光に当たって干からびていたのでは？」

　干からびてはいなかったが日に溶けると騒いでいたので、ルイスの指摘は概おおむね正しい。

「わたしが潜入中って、ばれちゃいましたっ。ご、ごめんなさいっ！」

　ルイスはピクリと眉まゆを動かしたが、モニカを威圧したり、恫どう喝かつしたりはしなかった。

「〈深淵の呪術師〉殿が、こんな所までやってきた理由は？」

「そのぅ、実はセレンディア学園に、オルブライト家の呪具が流入しているらしくって……」

　人の心から余裕を奪う呪具〈真紅の憤怒〉が流入した経緯をかいつまんで話すと、ルイスは口元に手を当てて、考え込むように目を伏せた。

「それは少々面倒なことになりましたね」

「……はい」

「しかし、これはオルブライト家に恩を売る絶好の機会です。きっちり呪具回収して、ついでに〈深淵の呪術師〉殿に護衛任務を手伝わせましょう」

　とりあえず、怒られずにすんだことに、モニカはホッとした。

　それにしてもルイスときたら、この状況でオルブライト家に恩を売ることを考えているあたり、なんとも豪胆である。

　心臓に毛がボーボーというリンの言葉を思い出しつつ、モニカはもう一つの連絡事項を口にした。

「それとですね、ルイスさんにもう一つ伝えなきゃいけないことがあって……」

「呪具の流入より厄介なことですか？」

「ミネルヴァの……ラザフォード先生が、学園祭に来ています」

「げっ」

　いつも気取った喋しやべり方をするルイスが、腹を踏まれた蛙かえるのようにしゃがれた声を出す。その顔は分かりやすく嫌そうに引きつっていた。

　心臓に毛がボーボーと評された男が、動揺したのには訳がある。

　魔術師養成機関ミネルヴァのギディオン・ラザフォード教授は、ルイスの師匠なのだ。

「あのジジイが……師匠が、来ている……」

　モニカはラザフォード教授の研究室に所属していたが、実技の指導は受けておらず、好き勝手研究していた身なので、ラザフォードのことを師匠とは呼ばない。あくまで恩師である。

　一方ルイスは直接魔法戦の手て解ほどきを受けているので、ラザフォードを師として仰いでいた。

　ルイスはしばし苦々しげに葛かつ藤とうしていたが、やがて腹を括くくったらしく、覚悟を決めた低い声で言う。

「分かりました。師匠は私が引きつけておくので、同期殿はその隙に……」

「はい」

「無詠唱魔術であのジジイにとどめを刺して、埋めてください」

　目が本気だった。

「あ、あのぅ……？」

「失礼、少々取り乱しました」

　ルイスはゆっくりと息を吐き、いつもの余裕の表情を取り繕うと、ふと思い出したように職員室の方角に目を向けた。

「そういえば、セレンディア学園にはマクレガン先生がいるそうですね。なんでも貴女あなたの正体には気づいていないのだとか」

「は、はい」

　セレンディア学園基礎魔術学のマクレガン教諭は、元ミネルヴァの教師だ。モニカもミネルヴァ時代に世話になっている。

　だが視力が悪いので、今のところ〈沈黙の魔女〉モニカ・エヴァレットの存在には気づいていないようだ。

「好都合です。師匠とマクレガン先生は旧知の仲……ジジイ二人が同じ空間にいたら、延々と茶飲み話をすると相場が決まっています。上う手まくあの二人を引き合わせるとしましょう」

　そう言って、ルイスはモニカの薄い両肩に手を置く。

　ルイスはいつもの彼らしい笑顔だ。笑顔なのだが、若干目が血走っていた。

「そういうことですので、私が師匠を引きつけてる間に……私の忍耐力が尽きる前に、同期殿は大至急呪具を回収してください」

「……は、はい」

　ルイスの忍耐力が尽きたらどうなるのかは、恐ろしいので訊きかないでおくことにした。
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〈深淵の呪術師〉レイ・オルブライトの説明によると、呪具〈真紅の憤怒〉はセレンディア学園の人間に売られたらしい。

　ここで重要なのは、セレンディア学園に通う生徒の家名ではなく、セレンディア学園の名前しか挙げられなかったという点だ。

　つまり個人で購入したのではなく、学園祭のいずれかの部門かクラブで必要となって購入した可能性が高い。

　そしてその手の装飾品を必要とする部門、クラブとなれば数は限られてくる。

　生徒会会計のモニカは購入した品目や金額に一通り目を通しているので、概ね予想はついた。

（多分、一番可能性が高いのは……舞台衣装）

　あと一時間ほどで、野外舞台で芝居が始まる。華やかな芝居は学園祭の目玉だ。衣装も凝った物が用意されているらしい。

　問題はどうやって衣装を確認するか。そして呪具を発見したら、どうやって呪具と複製品をすり替えるかだ。

（とりあえず……衣装部屋に急ごう。早くしないと着替えが始まっちゃう）

　モニカが早足で移動すると、丁度廊下の角を曲がってこちらに近づいてくるクラスメイトの少女──ラナの姿が見えた。

　今日も凝った髪型に可愛かわいらしい髪飾りをつけているラナは、モニカに気づくと手を振りながら駆け寄ってくる。

「モニカ、探したのよ！　……あら、それ」

　ラナはモニカの胸元に飾られている白薔ば薇らの花飾りを見て、なにやら意味深に目を細めた。

「へー、ふぅーん、そっかぁ」

「……？　どうしたの？」

　モニカが不思議そうに訊たずねると、ラナは口元に手を当てて、フフフと楽しそうに笑う。

「舞踏会の時はうんと可愛くしてあげるから、楽しみにしてて」

　よく分からないまま曖あい昧まいに頷うなずいたモニカは、ふと気づく。

　ラナは野外舞台の衣装に関わっているのだ。もしかしたら装飾品も覚えているかもしれない。

「ラナっ！」

　思わず大声を出して前のめり気味になるモニカに、ラナが驚いたように目を丸くする。

「な、なによ突然大声出して……」

「あのね、今日の舞台衣装で……赤い宝石の首飾りって、ある？　黒い装飾枠の……」

　これだけで伝わるだろうか、とモニカが不安に思っていると、ラナはあっさり頷いた。

「王妃アメーリア役の首飾りね。それがどうしたの？」

　流石さすがラナだ。服飾品に関する記憶力が良い。

（呪具は、アメーリア役の首飾り……）

　すり替えるなら、舞台が始まる前の今しかない。

「ラナ、衣装の着付けって、もう始まってる、かな？」

「もう終わってるわよ」

「えぇっ!?　ま、まだ一時間もあるのに!?」

　驚くモニカにラナは呆あきれの目を向けた。

「もう一時間しかないのよ？　終わってて当然でしょ。ただ衣装を着るだけじゃなくて、化粧やヘアメイクもあるのよ？　特に王妃役は時間がかかるんだから」

　モニカは自分の身支度に時間をかけないものだから、うっかり失念していた。

　貴族の令嬢の身支度には時間がかかるのだ。まして舞台衣装ともなれば尚なおのことである。

（もう王妃役の人が呪具を身につけてる……急いで回収しないと！）

「ねぇ、モニカ。そろそろお父様の馬車が到着する頃ころだから、迎えに行こうと思うんだけど、モニカも一緒に行かない？　お父様にモニカを紹介したいの」

　ラナがモニカを探していたというのは、そのためだったらしい。

　だが、モニカには呪具の回収という重要任務があるのだ。

「えっと、ごめん、わたし、ちょっとやることが……」

「生徒会の仕事？　お芝居が始まるまでには終わる？」

　一緒にお芝居観みましょうよ、と言うラナにモニカは小さく頷く。

「……うん。終わらせる」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやき、モニカはこっそり手袋をした手を握りしめた。

　衣装監修をしたラナが、この舞台をどれだけ楽しみにしていたのかをモニカは知っている。

（舞台を台無しになんて、させない）

　芝居が始まるまでに呪具の回収を終わらせて、舞台の幕を上げる。

　それが、七賢人が一人〈沈黙の魔女〉モニカ・エヴァレットの役目なのだ。







　……と己に言い聞かせて、舞台の控え室に向かったモニカだが、控え室の扉をノックする手前で早速頓とん挫ざしていた。

（呪具の場所は分かったけど、どうやって首飾りをすり替えたら良いの？　ちょっと見せてくださいってお願いする？　でも舞台関係者でもないわたしが、いきなりやってきてそんなこと言ったら警戒されるに決まってるし……そもそも王妃役の人とは面識無いし、どうしたら……）

　モニカが呪具の回収をしている間、ネロとリンはフェリクスの護衛をしているから協力は頼めない。ルイスはラザフォードの足止め中。

　だから、これはモニカが一人でなんとかしなくてはいけないのだ。

　悩むモニカの頭に、任務の協力者イザベルの言葉がよぎる。

『今回は相棒として！　お姉様をバッチリサポートいたしますので、お任せくださいませ！』

　イザベルに助けを求める時は、左耳に触るのが合図だ。

　だが、モニカは無意識に耳元に伸びた左手を右手でギュッと押さえ込んだ。

（駄目。呪具に関することはオルブライト家の秘密だから、イザベル様には話せない）

　イザベルを頼るのは、第二王子護衛の最中に正体がバレそうになった時だけだ。それ以外のことで頼るわけにはいかない。

（どうしよう……）

　焦りに冷たい汗が滲にじむ。

　無詠唱魔術の使い手であるモニカは、一言も発することなく竜を撃ち落とすことができるが、交渉事になると途端に無力な少女になる。

　以前のモニカなら呪具の回収を頼まれても、無理だと泣いて逃げ出していただろう。

　今のモニカは、危険な呪具を回収するためにも自分がなんとかしなくては──と己を奮い立たせることができる。

　だが、そこから先に進めない。なんとかしなくてはと思うものの、解決手段が分からない。

　頭の中を「どうしよう」という言葉がぐるぐる回ったまま、時間だけが過ぎていった。このままでは舞台が始まってしまう。

（どうしよう、どうしよう、どうしよう……）

　立ち尽くすモニカの背後で、カツンとヒールの音が響いた。それとサッと何かを広げる音も。

　その音をモニカは知っている。これは勢いよく扇子を広げる音だ。

「オーッホッホッホ！」

　自信と余裕を感じさせる高笑いに、モニカは勢いよく背後を振り返る。

　扇子を広げて微笑ほほえんでいるのは、自称悪役令嬢イザベル・ノートン。

「イザベル、様……」

　モニカが小さく名を呼ぶと、イザベルはオレンジ色の巻き毛をかき上げ、悪役令嬢に相応ふさわしい高慢さで言い放った。

「まったく、こんなところで何をグズグズしているのかしら？　貴女はわたくしの荷物持ちでしょう？　ほら、早くついてきなさい！」

　そう言って身を翻す直前、イザベルは小さくウィンクをしてみせた。

　周囲には、気の弱い少女が意地悪なお嬢様に振り回されているようにしか見えないだろう。

　だがモニカには、先を歩くイザベルの華きや奢しやな背中がなによりも頼もしく見えた。







　一般客は入れない閉鎖された廊下に移動したところで、イザベルは意地悪そうな笑みを引っ込め、しおらしくモニカに頭を下げる。

「勝手なことをしてごめんなさい、お姉様。ですが……お姉様がお困りのように見えましたの」

　イザベルはきっと、モニカが持ち上げた左手を下ろして、右手で押さえたところを見ていたのだ。

　そしてモニカが助けを求めるべきか葛藤していることを知り、自ら声をかけてくれた。

「悪役令嬢は、弱っている獲物を見逃さないのですわ」

　その弱っている獲物にこっそり手を差し伸べてくれるのが、この頼もしい悪役令嬢なのだ。

「イザベル様、わたし……その……っ」

　事情を話すべきか否かモニカが躊躇ためらっていると、イザベルはそれ以上の言葉は不要とばかりに首を横に振る。

「もし事情を話せないのでしたら、それでも構いません。わたくし達に何かできることはありませんか、お姉様？　どんなに些さ細さいな悩みでも、どんなに大きな困難でも……わたくし達は貴女の力になりたいのです」

　自分はなんて恵まれているのだろう、とモニカは思った。

　困っている時、立ち止まって動けなくなってしまった時、当たり前のように差し伸べられる手がある。それが、どれだけありがたいことか。

　こうして差し伸べられた好意を、誰かにもらった優しさを、この先何があっても絶対に忘れないようにしよう──そう胸に誓いながら、モニカはゆっくりと口を開く。

「事情は話せないんですが……王妃アメーリア役の首飾りは危険な物なので、こっそりこの複製品とすり替えたいんです」

　モニカがポケットから呪具の複製品である首飾りを取り出すと、イザベルは首飾りをまじまじと眺めて頷いた。

「なるほど、分かりました……アガサ！」

　イザベルが声をあげると、話を聞かれぬよう周囲を警戒していた侍女のアガサがすぐに返事をする。

「はい、お嬢様」

「わたくしの部屋からルビーの首飾りを持ってきてちょうだい。アンメル製で小さなダイヤを周囲にあしらった物よ」

　早口でアガサに指示を出し、イザベルはモニカを見つめてニッコリ微笑む。

　力強く、それでいてとびきり可愛らしい笑顔で。

「お姉様、わたくしにおまかせを！　ここは悪役令嬢的に華麗に解決してみせますわ！」
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　野外舞台の始まりまで、あと一時間を切った。

　衣装に着替えた役者達は、皆同じ大部屋の控え室に集まり、舞台が始まるのを待っている。

　王妃アメーリア役のレーンブルグ公爵令嬢エリアーヌ・ハイアットは、大部屋の隅にあるドレッサーの前に座り、鏡に映る己の顔をボンヤリと眺めていた。

　鏡の向こうからこちらを見ているのは、ふわふわした小麦色の髪にブルーグレイの目の可か憐れんな少女だ。

　身につけている舞台衣装のドレスはパニエでスカートを膨らませるのではなく、ローブのようにストンと真まっ直すぐに伸び、裾すそが花びらのように広がるデザイン。

　それはとても美しいドレスだったけれど、本当はもっと背が高くて大人っぽい女性に似合うドレスであることをエリアーヌは理解していた。

[image: ]

　例えば華やかな顔立ちに濃い金髪の令嬢ブリジット・グレイアムとか、或あるいは神秘的な美しさを持つ黒髪の令嬢クローディア・アシュリーとか。

　エリアーヌはブリジットとクローディアに並ぶ、学園三大美人の一人に数えられている。

　だが自分があの二人に比べて子どもっぽく、見劣りすることをエリアーヌは密ひそかに気にしていた。

　エリアーヌは高等科の一年、クローディアは二年、ブリジットは三年。エリアーヌが年下なのだから、当然と言えば当然だ。

　だがブリジットもクローディアも、中等科にいた頃ころから、他を寄せ付けない圧倒的な存在感があった。

　ブリジットは外交官の娘で語学に堪能。社交界の人気者で生徒会の書記に抜ばつ擢てきされている。

　クローディアは〈識者の家系〉の正統な末まつ裔えいで、昨年はチェス大会の代表選手も務めている優秀な頭脳の持ち主だ。

　エリアーヌは教養として音楽や魔術を一通り嗜たしなんでいるが、頭一つ抜けたものは何も無い。

　ただ可憐で愛らしいだけの少女が学園三大美人の一人に数えられているのは、エリアーヌが第二王子のはとこで王家の遠縁の娘だからだ。

（本当は、この場にいるみんなが思っているのだわ。わたくしよりも、ブリジット・グレイアムやクローディア・アシュリーの方が、王妃アメーリア役に相応しいと）

　今日の舞台はリディル王国の建国王、英雄ラルフの物語。エリアーヌはそんなラルフを支える王妃アメーリアの役だ。

　王妃アメーリアの人物像は、強く賢く、そして何よりも気高い女性。

　だが鏡に映る少女は、どんなに濃い化粧をして大人びたドレスを着ても、王妃アメーリアのイメージとは程遠い。そのことをエリアーヌ自身も嫌になるぐらいよく分かっていた。

　気が重いせいか、ティアラや首飾りがやけに重く感じる。

　金の装飾を贅ぜい沢たくに使ったティアラも、黒い装飾枠が美しい首飾りも、見れば見るほど自分に似合わない気がして苛いら々いらした。

（あぁ、嫌だわ、嫌だわ。気に入らないわ。せめて、殿下がラルフ役をしてくださったら良かったのに……）

　主役であるラルフ役を選ぶ時、誰だれもが一斉に口にしたのは第二王子フェリクス・アーク・リディルだ。

　エリアーヌもフェリクスがラルフ役になることを望んだ。

　だがフェリクスは生徒会の仕事が忙しいからと言って、あっさり辞退した。エリアーヌが可愛かわいらしくおねだりをしても、フェリクスは首を縦に振らなかった。

（わたくしが王妃役なら、国王役は殿下と決まっているじゃない。だって、殿下に一番相応しいのはわたくしなのだから）

　頭が緩やかに圧迫されるように軋きしむ。いつもより狭くなった視界が赤く明滅して見える。

　きっと緊張と苛いら立だちで、余裕を無くしているせいだ。

（あぁ、嫌だわ、嫌だわ、どうしていつも思い通りにならないのかしら）

　視界の端にラルフ役の男子生徒が映る。どうしてフェリクスではないのだろう。

（気に入らない、気に入らないわ、あぁ、とても気に入らない……）

　無意識に膝ひざの上で握った手に力がこもったその時、入り口の方で声が聞こえた。

「オーッホッホッホ！　ごきげんよう！」

　そこらの役者よりもよっぽど響く高らかな笑い声に、エリアーヌは思わず振り返った。他の役者達も同様に、目を丸くして声の方を見ている。

　扉の前に佇たたずんでいるのはオレンジ色の巻き毛の少女──ケルベック伯爵令嬢イザベル・ノートンだ。エリアーヌとはクラスメイトなので面識がある。

　イザベルの背後には、薄茶の髪の小柄な少女がオドオドと付き従っていた。

（確か彼女は生徒会役員の……そうだわ、会計のモニカ・ノートン）

　ノートン家の鼻つまみ者でパッとしない田舎いなか娘だが、高い計算能力を買われ、生徒会会計に抜擢されたと聞く。

　エリアーヌにとって、イザベルもモニカもあまり気分の良い相手ではなかった。

　イザベルの父ケルベック伯爵は、リディル王国東部でも有数の軍事力を持つ大貴族だ。竜討伐で世話になった貴族は多い。エリアーヌの父レーンブルグ公爵も例外ではなかった。ケルベックとレーンブルグは隣接こそしていないが、比較的領地が近いのだ。

　つまるところ、エリアーヌにとって東の大貴族の娘イザベル・ノートンは、伯爵令嬢でありながら自分よりも目立つ、それでいて邪険にもできない厄介な存在だった。

　そしてモニカ・ノートンは平民出身の癖に生徒会役員になり、フェリクスと毎日顔を合わせているのだ。気に入るはずがない。

　エリアーヌはそんな胸の内を隠し、立ち上がってイザベルの方に体を向けた。

「ご機嫌よう、イザベル様。貴女あなたは舞台部門ではないはずだけど、どなたかに御用が？」

　エリアーヌが品良く微笑ほほえみながら訊たずねると、イザベルは殊勝な態度で言った。

「お芝居の裏方がお忙しいと聞いて、何かお手伝いできることはないかと思って参りましたの。人手が必要なら遠慮なくお申し付けくださいまし。なにせ我が家には、暇を持て余した使用人がおりますので」

　最後の一言に悪意を滲ませ、イザベルは背後のモニカをチラリと見た。

　イザベルは実家の鼻つまみ者であるモニカが、学園祭をのうのうと楽しむことが気に入らないのだろう。だから、雑用を押し付けて高笑いするつもりなのだ。

（あらまぁ、良い趣味だこと）

　イザベルの要望通り、モニカに雑用を押し付けても良いのだが、それだとエリアーヌの印象が悪くなる。

　ここはイザベルを刺激しないようやんわり断りつつ、モニカに同情的な態度を見せるのが正解だろう。

　そうすれば周囲も、エリアーヌを心優しい令嬢なのだと勝手に思い込んでくれるはずだ。

「イザベル様、折角のお申し出ですけれど、舞台裏の人手は足りてますの……」

　エリアーヌがそう告げた瞬間、換気のために開けていた窓から強い風が吹いた。

　フワフワしたエリアーヌの髪が揺れて、首飾りの装飾に引っかかる。

　咄とつ嗟さに髪を引っ張ったらブツリと首飾りの細い鎖が切れた。赤い宝石をあしらった首飾りが、音を立てて床に落ちる。

　窓から吹いた風も鎖を切断した風の刃やいばも、イザベルの背後にいる少女が無詠唱で起こした魔術なのだが、当然エリアーヌは知る由も無い。

「きゃっ、やだ、首飾りが……っ」

　エリアーヌが拾おうとすると、イザベルがサッと首飾りを拾い上げた。

　そうしてイザベルは細い眉まゆをひそめて、大おお袈げ裟さに言う。

「まぁ、大変！　首飾りが壊れてしまったわ！　舞台が始まるまで、もう時間が無いのに！」

　鎖の損傷具合はイザベルの手に隠れているせいで分からない。

　だがイザベルは首飾りを見下ろして、「これは直すのに時間がかかりますわね」と深刻な顔で呟つぶやいた。

「そんな、困りますわ。王妃アメーリアが、首飾りの一つもつけていないなんて……！」

　焦ったエリアーヌが声を荒らげると、イザベルはエリアーヌを安心させるように優しい笑みを浮かべ、首にかけていた自身の首飾りを外してエリアーヌに差し出した。

「そういうことでしたら、わたくしの首飾りをお使いになって？　金細工で有名なアンメル製ですので、品質は保証いたしますわ」

　イザベルが差し出した首飾りは、金細工に大粒のルビーをあしらい、その周囲に小粒のダイヤをちりばめた美しい首飾りだった。

「この首飾りの方が、エリアーヌ様に似合うと思いますの」

　イザベルがエリアーヌの首に、そっと首飾りをあてがう。

　金の鎖はピンクがかった柔らかな色味で、エリアーヌの肌色によく馴な染じんだ。

（確かに悪くないかも……）

　揺らぐエリアーヌに、イザベルは手元の壊れた首飾りを見下ろしながら言う。

「それにほら、こちらの首飾りは少々……子どもっぽく見えてしまうでしょう？」

　子どもっぽく見える。それはエリアーヌのコンプレックスの一つだ。

　そこを的確に突つかれ、エリアーヌは咄嗟に口を開いた。

「え、えぇ、そうね、そうかもしれないわ……この首飾り、お借りしても良いかしら？」

「えぇ、勿もち論ろん。お役に立てて光栄ですわ！」

　ニコニコと微笑んでいたイザベルは、ふと思い出したようにモニカを見て、唇の片端を意地悪く持ち上げる。

「喜びなさい、貴女に仕事をあげるわ」

「へっ、え、あの……っ」

　突然声をかけられてオドオドとするモニカに、イザベルは壊れた首飾りを握らせた。

「この首飾りを直しておきなさい。ちゃんと元通りにするまで、学園祭にも舞踏会にも出ては駄目よ……いいわね？」







　モニカの手に壊れた首飾りを押し付ける瞬間、イザベルはモニカにだけ分かるようにウィンクをした。

　モニカははわわと唇を震わせる。

（イザベル様、すごい……！）

　首飾りをどうやって回収するかモニカは頭を悩ませていたが、イザベルは悪役令嬢を演じることで、モニカの手に首飾りが渡るようにしたのだ。

　モニカはイザベルの頭の回転の速さに感動しつつ、表情を悟られないよう俯うつむく。そうして神妙な態度で首飾りを受け取った。

「わ、わたし、首飾り、直してきますっ」

　声に出さず心の中でイザベルに礼を言い、モニカは控え室を出て外に向かう。

（あとは、これを〈深しん淵えんの呪じゆ術じゆつ師し〉様に渡して、複製品の首飾りを衣装班に返せば問題解決！）

　この時、モニカはあまりに順調に呪具が回収できたものだから、うっかり失念していた。

「おい、そこの娘さん。ちょっといいかい？」

　……遭遇してはいけない人物、恩師ギディオン・ラザフォードに対する警戒を。
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〈結界の魔術師〉ルイス・ミラーは裏庭でモニカと別れた後、己の師ギディオン・ラザフォードを探していた。

　ラザフォードは魔術師のローブを着ているから比較的目立つし、すぐに見つかるはず──そう思っていたのだが、セレンディア学園は敷地が広いので、なかなか思うように見つからない。

　ラザフォード探しに己の契約精霊であるリンも動員したいところだが、モニカが呪具回収で動けない今、リンを第二王子の警護から外すわけにはいかなかった。

　ルイスは早足で歩きながら、己の師の行動パターンについて考える。

（恐らく師匠は魔術に関する展示を一通り見て、人の少ないところで存分に煙管きせるを吸って、最後に旧知のマクレガン先生に会うために職員室に行くはず）

　そう考えて一番大きな展示室に向かったのだが、ラザフォードの姿は無い。

　ふとルイスは受付で貰もらったカードのことを思い出し、ポケットから取り出した。

　カードには魔法史研究クラブの展示物について案内されている。どうやら研究資料が多いので、別室で展示されているらしい。

　もしやと思い、ルイスがカードに記載された地図に従って、魔法史研究クラブの研究室へ足を運ぶと、丁度研究室から出てくる白しら髪が頭の老人がいた。ルイスの師〈紫煙の魔術師〉ギディオン・ラザフォードだ。

「いやぁ、実に興味深い研究だった。今度、ミネルヴァとセレンディア学園合同で研究発表ができないか、教授会で提案してみるか」

「ぐふっ、それは大変光栄でございます。ぐふふっ」

　グフグフと笑っている小太りの男子生徒に見送られ、ラザフォードは廊下を歩き出した。

　ルイスとラザフォードの距離は、呼び止めるには少しばかり離れている。

　早足で近づき、ラザフォードを呼び止めようとしたルイスは、ラザフォードの前方にモニカの姿を見つけ、頰をひきつらせた。

　モニカは無事に呪具を回収できたのか、外に向かおうとしているらしい。おそらく、ラザフォードの接近には気づいていない。

　その時、ルイスの頭に「師匠の後頭部に飛び蹴げりをかまし、全すべてを有う耶や無む耶やにする」という案が浮かんだ。我ながら素晴らしい解決策である。

　できれば即座に実行したいところだが、流石さすがにセレンディア学園で七賢人が暴力事件はまずいので、ルイスはラザフォードがモニカに気づかぬことを祈りながら、廊下を走った。







「おい、そこの娘さん。ちょっといいかい？」

　背後から聞こえる声に、モニカは呪具の首飾りを胸に抱いたまま硬直した。

　モニカはこの声を覚えている。ミネルヴァ時代に何度も聞いた声だ。

（ラ、ラザフォード先生──っ！）

　どうやらルイスがラザフォードを見つけて引き留める前に、遭遇してしまったらしい。

　まずい、これは非常にまずい。

　モニカは反射的に左耳に触った。だが、イザベルはまだ役者の控え室にいる。すぐには身動きが取れない。

（は、走って逃げ出す？　でもラザフォード先生なら、わたしの走り方を見たら、きっとすぐに気づく……っ！）

　絶望的に運動音痴なモニカのボテボテという走り方は、「遠くから見ても、一発でお前さんと分かるな」とラザフォードに評されたことがあるのだ。

「職員室はどっちに……」

　ラザフォードの言葉が終わるより早く、横から伸びた手がモニカの手を摑つかんだ。小さな少年の手だ。

「遅いじゃないか！　このボクを待たせるなんて、良い度胸だな！」

　甲高い声がモニカを叱しつ咤たする。

　モニカは目を丸くして、己を叱咤する人物を見た。

　いかにも良家の子息らしい、品の良い服を着た黒髪の少年だ。年齢は一一、二歳ぐらいだろうか。キリリと吊つり上がった目でモニカを睨にらみつけている。

（……え、え、誰だれ？）

　己の記憶を遡さかのぼったが、やはり記憶にない少年だ。

　そもそもモニカはこれぐらいの年の知り合いが少ないので、知人だったらまず忘れない。

　モニカが狼狽うろたえていると、少年はモニカの手をグイグイと引っ張りながら、外に向かって早足で歩き出す。

「中等科を案内してくれる約束だったじゃないか！　早く早く！　母様も待ってるんだぞ！」

「へ、えっと、は、はい……」

　慌ただしくその場を離れたモニカの背後で、「師匠！　お久しぶりです！」とラザフォードを呼び止めるルイスの声が聞こえた。どうやら間一髪間に合ったらしい。

（た、助かった、けど……）

　モニカは安あん堵どの息を吐く間もなく、己を引っ張る少年を見る。

（この子、誰ぇぇぇ!?）
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　謎の黒髪の少年に手を引かれ、高等科の校舎を出たモニカは、中等科の近くにある人のいない庭園まで連れて来られた。

　モニカの手を引く少年はキョロキョロと周囲を見回し、前方に人影を見つけてパッと顔を輝かせる。

「母様！」

　少年が駆け寄ったのは、日傘を手に佇たたずんでいる貴婦人だった。年齢は四〇歳手前ぐらいだろうか。オレンジ色の髪を上品にまとめており、細身の体に似合う燕えん脂じ色いろのドレスを身につけている。

「あ、あのぅ、えっと……」

　モニカがおずおずと声をかけると、貴婦人はニコリと微笑ほほえむ。

　上品さの中に親しみと茶目っ気を滲にじませた可愛かわいらしい笑顔には、既視感があった。

「お初にお目にかかります。〈沈黙の魔女〉モニカ・エヴァレット様。ケルベック伯爵アズール・ノートンの妻、シルヴィア・ノートンです」

「その息子のヘンリー・ノートンです。どうぞお見知りおきを。〈沈黙の魔女〉様！」

　ここまでモニカの手を引いてきた黒髪の少年が生意気そうな表情を引っ込め、幼いながら美しい所作で礼をする。

　モニカは思わず口をパクパクとさせた。

「それって、えっと、もしかしてイザベル様の……」

「母です」

「弟です！」

　イザベルが中等科にノートン家を配置したのは、きっと弟のヘンリー少年がいたからなのだと、モニカは密ひそかに納得した。

　弟がセレンディア学園への入学を検討しているとでも言えば、ノートン家の人間が中等科にいても不自然じゃない。

　くだんのヘンリー少年は目をキラキラと輝かせている。そういう表情が姉によく似ていた。

「あのっ、あのっ、〈沈黙の魔女〉様……モニカ姉様とお呼びしてもよろしいでしょうかっ！」

　イザベルと出会った時のことを思い出させる台詞せりふである。

　モニカが強こわ張ばった顔で頷うなずくと、ヘンリーは頰を薔ば薇ら色いろに染めて、心の底から嬉うれしそうに微笑んだ。

「ボク、モニカ姉様にお会いしたかったんです！　イザベル姉様から近況報告のお手紙をいただく度に羨うらやましくて羨ましくて……！　今日の学園祭ではモニカ姉様のお役に立つべく、えぇと、悪役令息？　の練習をいっぱいしてきたんですよ！」

　何な故ぜそこを頑張ってしまったのだろう、とモニカは思った。

　そもそもイザベルが悪役令嬢になる必要があったかも、モニカには甚だ疑問である。

　大方ルイスが「〈沈黙の魔女〉殿が貴族の子女の中で自然に振る舞える役といえば、やはりいじめられっ子役でしょう、はっはっは」とでも言ったのだろう。

　モニカが虚うつろな目で同期の邪悪な笑顔を思い浮かべていると、ヘンリーが期待に満ちた目でモニカを見上げる。

「モニカ姉様。ボク、上手に悪役できていましたか？」

　ヘンリーの演技は悪役というより、普通に生意気盛りの男の子という雰囲気だった。だが、期待に目を輝かせている少年に正直に告げるのも心苦しい。

　モニカは言葉を選びに選んで、口を開いた。

「えぇと、その、助けていただいて、とても助かりました……」

「お役に立てて光栄です、モニカ姉様！」

　嬉しそうなヘンリーの背後で、その母のシルヴィア夫人が窘たしなめるように言う。

「さぁ、ヘンリー。これ以上〈沈黙の魔女〉様を引き留めて、任務のお邪魔をしてはいけませんよ」

「はい、母様」

　ヘンリーが引き下がると、シルヴィア夫人はモニカに向き直った。

「〈沈黙の魔女〉様、お困りの時はどうぞお申し付けを。貴女あなたの道を妨げる者は、この悪役マダムが手玉にとって差し上げます」

　そう言ってシルヴィア夫人は日傘を少し傾けた。日傘がその顔に陰を落とし、笑顔に凄すごみを与える。

　イザベルが扇子の使い方を計算しているように、この自称悪役マダムも日傘の角度を計算しているのだ。役者である。

　何故この一家は悪役に謎のこだわりを抱いているのだろうと思いつつ、モニカはぎこちなく礼を言って、その場を後にした。
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　頼もしすぎる悪役親子に見送られながらモニカは庭園を後にし、学園の敷地の外に出た。

〈深しん淵えんの呪術師〉レイ・オルブライトは、すぐに見つかった。

　彼は今け朝さ会った場所からほんの少しだけ学園に近づき、木の根元に生えたキノコにブツブツと話しかけている。

「あぁ、キノコって良いな、生命力が強くて……その生命力が妬ねたましい……妬ましい……」

　いよいよキノコを妬みだした背中に、モニカは控えめに声をかけた。

「あのぅ、〈深淵の呪術師〉様」

　モニカに声をかけられたレイはビクッと体を震わせ、青白い指で顔を覆ったままモニカを振り返る。

　そうして、泣きそうな声で言い訳を捲まくし立たてた。

「待ってくれ、違う、違うんだ。呪具回収を〈沈黙の魔女〉に任せっぱなしってのは良くないから、俺なりに学園に入る方法を考えてて……」

　レイは喉のどを引きつらせて、不気味に笑う。

　青白い指の隙すき間まで、ピンク色の目がピカピカと輝いた。

「俺、思いついたんだ……セレンディア学園がキノコまみれになる呪のろいをかければいいって。キノコまみれの学園なら、俺でも自信を持って堂々と歩ける……そういうわけで、今から頑張ってセレンディア学園を呪うから、ちょっと待っててくれ……」

　呪具を回収するために学園を呪っては、本末転倒である。

　詠唱を始めたレイを、モニカは慌てて止めた。

「あのっ、あのっ、わたし、呪具、回収しましたぁっ！」

　モニカはポケットに入れていた呪具〈真紅の憤怒〉を取り出して、レイに差し出す。

　レイは感極まったようにピンク色の目を見開き、血の気の薄い唇を震わせた。

「あ、ありがとう、ありがとう……助かった……！」

　レイは細い指で首飾りを摘つまみ上げ、早口で詠唱をする。魔術の詠唱と似ているが、魔術を学んだ者ならすぐにそれが、似て非なるものであると分かるだろう。呪じゆ術じゆつは魔術とは別物なのだ。

　詠唱が終わると、レイの指に浮かぶ紫の呪印が、まるで木の根が成長するかのように指先を越えてスルスルと空中に伸びた。

　息を吞のむモニカの目の前で、紫の呪印は〈真紅の憤怒〉の赤い宝石を包み込む。

　刹せつ那な、細い枝のような呪印が一瞬大きく膨れあがった。その光景は、蛇が大きな蛙を丸まる吞のみにするのに似ている。

　レイの呪印が呪具に封じられた呪いを喰くらったのだ。

「呪いの回収、完了……」

　レイが呪具から指を離すと、さっきまで血のように赤かった宝石はくすんだ赤褐色になっていた。

　モニカは呪術に詳しくないが、おそらく宝石に宿る呪いを呪印を通じて吸い上げ、己の体に取り込んだのだ。

　その身に二〇〇を超える呪いを宿している男は、〈真紅の憤怒〉を取り込んでもケロリとしていた。

　いつも通り、今にも死にそうな顔で「あぁ、良かった、これで帰れる……疲れた……」と元気に愚痴をこぼしている。

「あのぅ、〈深淵の呪術師〉様は、このままお帰りになられるんですか？」

「あぁ、呪具も回収できたし、これ以上このキラキラ空間の近くにいたら俺は溶けてしまう……死因、キラキラ死……な、なんて呪術師に相応ふさわしい死に様なんだ……後世に語り継がれてしまう……」

　斬新な死因を口走るレイに、モニカはしばしモゴモゴと口ごもる。

　そうして葛かつ藤とうの末に、覚悟を決めて口を開いた。

「あのっ、〈深淵の呪術師〉様っ！」

　突如大声を出したモニカに、レイがビクリと肩を震わせる。

　モニカは前のめり気味になりながら、言葉を続けた。

「学園祭、すごいんです。魔法史研究クラブの発表内容がとても秀逸で……あっ、〈深淵の呪術師〉様のオルブライト家にも触れてるんですよっ！　あと、野外舞台のお芝居もすごく大がかりで、わたしの友達も衣装に関わってて……えっと、美お味いしい物もいっぱいあって……だから……」

　モニカはスーハーと息継ぎをし、拳こぶしを握りしめて声を絞り出す。

「〈深淵の呪術師〉様に、学園祭……ちょっとだけでも楽しんでもらえたら、嬉しい、です……」

　レイはセレンディア学園と相あい容いれないと言っていた。

　実を言うとモニカも初めてセレンディア学園に来た時は、似たようなことを思っていた。こんな学園に自分がいるなんて場違いだ、帰りたいと。

　だけどセレンディア学園で過ごして、みんなと一緒に学園祭の準備をして、モニカには欲ができてしまった。

　沢山の人に学園祭を楽しんでもらいたいという欲が。

「へ、変なこと言ってごめんなさい……し、し、失礼しまふっ」

　モニカはレイにペコリと頭を下げて、踵きびすを返した。これから学園に戻って、フェリクスの護衛を続けなくてはいけない。

　そしてセレンディア学園の一員として、この学園祭を成功させるのだ。







　ボテボテと走り去るモニカの背中を、レイはボンヤリとした顔で見送る。

　やがてモニカの背中が見えなくなると、レイはセレンディア学園に背を向けて歩き、数歩進んだ所で足を止め、チラチラと背後を振り返った。

　また数歩進んで足を止め、数歩進んでは足を止める。

　それを一〇回繰り返したところでレイはローブのフードを目深に被かぶり直し、日陰を渡り歩くようにしてセレンディア学園に向かい歩き出した。
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「いやぁ、お久しぶりですラザフォード師匠！　こんなところで会うなんて偶然ですね！」

　表情にも声音にも、これでもかと愛想を全部盛りして話しかけるルイスに、ラザフォードはボサボサの眉まゆ毛げをひそめ、胡う散さん臭くさいものを見る目を向けた。

「おめぇ……何企たくらんでる？」

「久しぶりに会った弟子に、開口一番辛しん辣らつすぎません？」

　ラザフォードは煙管きせる片手にケッと喉を鳴らした。そういう他者を威圧する態度が、実に様になっているご老人である。

「おめぇは第一王子派だろうがよ？　第二王子が生徒会長やってる学園に来るなんて……まさかと思うがお前、第二王子を暗殺しようとか思ってねぇだろうな？」

　不本意ながら、その第二王子の護衛中なのですよ──という言葉を飲み込み、ルイスはにこやかに言葉を返した。

「実は、私の弟子がこの学園に通っておりまして。今日は弟子の成長を見届けに来たのです」

「お前の弟子ってぇと……前に魔力暴走起こして俺の研究室をぶっ飛ばした、あのガキか？」

「はい。今では立派な魔術師見習いです」

　ルイスがそう語る間も、ラザフォードはどこか遠くの方を見ている。それは先ほど、モニカがノートン家の御令息に引っ張られていった方角だ。

「どうしたのですか、師匠？　何か気になることでも？」

「いや、さっき、エヴァレットに似た娘を見かけてな」

〈沈黙の魔女〉モニカ・エヴァレットの存在に、やはりこの老人は気づきかけていたのだ。

　目め敏ざといジジイめ、と声に出さずに毒づき、ルイスは殊更明るい声を出した。

「気のせいでしょう。〈沈黙の魔女〉殿は筋金入りの引きこもりですよ」

「あいつは七賢人になっても、まだ引きこもってんのか……」

　ラザフォードは短く刈った白しら髪がを雑にかくと、ギョロリと目を動かしてルイスを見る。

「おめぇの同期だろ。ちったぁ気にかけてやれ」

　師の言葉に、ルイスは取り繕うことも忘れて失笑した。

　このご老人は、自分に何を期待しているのだろう。

「私はあの小娘の保護者でも友人でもありませんので、彼女の人間性などどうでも良いのです。仕事さえキッチリやってくれれば、それで」

〈沈黙の魔女〉は人見知りで、人でなしだ。人間が数字の塊にしか見えていない、気持ちの悪い小娘だ。

　だが、それがなんだというのだろう。

〈沈黙の魔女〉は本物の大天才だ。その才能をルイスは認めている。それだけで充分ではないか。

　ルイスはモニカに、人間らしい格好をしろとか、会話を成立させる努力をしろなどと小言こそ言うが、根本的にモニカの人間性に期待していない。興味もない。

「同期とは、そういうものでしょう？」

　冷めた目で笑うルイスに、ラザフォードは心底嫌そうな顔で下唇を突き出し、鼻の頭に皺しわを寄せた。








五章　英雄の代役









　セレンディア学園の敷地内にある森の中を一人の娘が歩いていた。

　セレンディア学園の制服を着た一〇代後半の娘だ。黒髪で、同年代の娘より少しばかり太い眉毛をしている。

　冬が近い森の中、歩けば当然に足元の枯れ葉がカサカサと音を立てるが、それにしても娘の足音は静かだった。

　それはセレンディア学園に通う令嬢達の静かな足音とは違う、野生動物の静かさだ。

　やがて娘は大きなオークの木の前で足を止めると、木を見上げて口を開いた。

「ユアン、学園内を軽く偵察してきました」

「ありがと、ハイディ」

　木の上から聞こえる声は、男にしては甲高く、女にしては低い。蜂はち蜜みつを煮詰めて焦がしたように、甘ったるくザラついた声だ。

　この声の持ち主──ユアンは、その気になれば老若男女様々な声を使い分けることができる。

　それこそ声の高低だけでなく、微妙な訛なまりや口癖も正確に再現できるのだが、それでもユアンはハイディの前では、癖の強いこの喋しやべり方をする。

　大抵の者が不快感に顔を歪ゆがめそうな声だが、ハイディはこの声も喋り方も含めて、ユアンの在り方を愛していた。

　だから愛する人の期待に応こたえるべく、ハイディは己が見てきたものを粛々と報告する。

「厄介な人物を発見しました。七賢人〈結界の魔術師〉ルイス・ミラーです」

「あら嫌だ。七賢人の武闘派代表じゃなぁい。怖い怖い」

〈結界の魔術師〉はたまたま学園祭に招待されただけの可能性もあるが、ユアンがチェス大会に侵入したことで、警戒されていると考えるのが妥当だろう。

　そうでなくとも、警備兵の数がチェス大会より明確に増えている。

「作戦を延期しますか？」

「いいえ、予定通り決行よ。顔の準備もできたことだし……密やかに、速やかに、何事もなかったように終わらせましょう」
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〈深淵の呪術師〉レイ・オルブライトに回収した呪具を託したモニカは、その足で舞台関係者の控え室に向かい、「首飾りを直しました」と言って、複製品の首飾りを衣装係に渡した。

　控え室には数人の裏方が残っているだけで、既に役者の姿は無い。もう舞台裏に移動しているのだろう。

『〈沈黙の魔女〉殿』

　周囲に誰だれもいないのに、耳元で声が聞こえた。リンが直接モニカの鼓膜を揺らして声を伝えているのだ。

『第二王子が、他の来賓の方と共に舞台の観客席に着席したようです。また、ルイス殿はギディオン・ラザフォード氏を職員室に送り届けました。こちらは当面、遭遇の心配は無いかと思います』

　フェリクスが座るのは恐らく最前列に用意された席だ。

　ならばモニカは観客席の後ろの方に座って、フェリクスの動向を見守るのが無難だろう。

　リンとネロも舞台のそばで待機しているから、何かあったら全員ですぐに動ける。

　モニカは極々小さい声で「分かりました」と呟つぶやき、野外舞台に向かった。







　野外舞台で行われる劇はこの学園祭の最大の目玉だ。まだ開演まで時間があるのに、用意された椅子は殆ほとんど埋まっている。

　前方の席にはフェリクスの姿もあった。それと、生徒会書記であるブリジットとエリオットの姿も。二人とも家族連れらしく、それぞれ父親らしき男性が隣に座っていた。

（シリル様と、メイウッド様は……劇、観みないのかな）

　キョロキョロと見回していると、人混みの合間にシリルの姿がチラリと見えた。

　シリルはモニカがいるのとは反対側の端の方の席に一人で着席する。エリオットやブリジットのように、家族と一緒ではないようだった。

　声をかけようか少し迷っていると、誰かがモニカの肩を叩たたいた。

「モニカ、見つけた！」

「ラナ！」

　ラナは「こっちこっち！」とモニカの手を引いて、観客席に案内した。どうやらモニカの席を取っておいてくれたらしい。

　ラナが確保してくれた席は中央のやや左寄りの席だ。フェリクスの後ろ姿が見える席で、モニカにとっても都合が良い。

　モニカがラナの左隣に着席すると、ラナの右隣に座っていた恰かつ幅ぷくの良い紳士が、「おや」と目を丸くした。

「君がモニカ嬢だね。初めまして、ラナの父です」

　ラナの父──コレット男爵は口くち髭ひげを弄いじりつつ、ニコニコと愛想良くモニカに笑いかけた。

　顔立ちはラナとそんなに似ていないが、亜麻色の髪はラナと同じ色味だ。

　身につけている物は柄物の上着や金細工の装飾品など華美ではあるけれど、不思議と下品な感じはしなかった。恐らく組み合わせ方が上う手まいのだろう。そういう洒落しやれ者なところも娘にそっくりだ。

　モニカは緊張に体を強こわ張ばらせつつ、失礼の無いよう丁寧に挨あい拶さつをする。

「は、初めまして。ラナにはいつも良くしていただいて……っ」

「こちらこそ、いつも娘と仲良くしてくれてありがとう。ふむ……」

　コレット男爵はふっくらした顎あごを撫なでると、目を細めてモニカを見た。

　その表情は、モニカの服装や髪型をチェックする時のラナによく似ている。

「なるほど手紙に書いてあった通り……うん、ラナが一二歳の時のドレスなら、あの緑の夜会用が一番映えそうだ。あぁ、仕立て直したドレスはラナの部屋に運んでおいたからね。あとで確認しておくれ」

　どうやらラナは、今夜の舞踏会でモニカに貸すドレスの仕立て直しを、父親に依頼したらしい。

　コレット男爵は口髭を弄りながら、得意げに語りだした。

「あのドレスは、この年頃の子が着るには袖そでの形が子どもっぽかっただろう？　だから、針子に指示して袖を落とし、上半身はスッキリしたデザインにしてみたんだ。その代わり、腰の辺りに大きめのフリルをつけて、下半身にボリュームを出してみたよ。あと、最近輸入したレースがあのドレスに合いそうだったから、スカートに重ねてある」

「そうなの、そうなの！　最近は腰回りにボリュームを出したドレスが流行してて……！」

「ふふふ、我ながら良い仕事をしたと思うよ。期待しておくれ。ちなみに余った生地でリボンを作らせたんだ。髪に編み込んでみたら、素敵だと思わないかい」

「素敵！　絶対それやるわ！」

　ラナとコレット男爵の会話の内容がモニカには殆ど理解できなかったが、どうやらラナのお古のドレスにコレット男爵が色々と手を加えてくれたらしい。

　コレット男爵が娘を見る目は、とても優しかった。コレット男爵が娘に深い愛情を注いでいることが、そばにいるだけで伝わってくるようだ。

（お父さん……）

　流行に疎うとく社交的ではなかったモニカの父と、ラナの父親は似ても似つかない。それでも、娘に向ける優しい眼まな差ざしは同じなのだ。

　モニカが懐かしくも切ない気持ちで、父娘おやこのやりとりを静かに見守っていると、舞台の開始を告げる鐘が鳴り響いた。

　木造の舞台はかなり凝った造りをしていて、野外舞台なのに舞台前方と後方にそれぞれ幕を下ろせるようになっている。前方の幕は舞台と観客席を仕切る物。後方の幕は背景だ。

　スルスルと前方の赤い幕が左右に開き、舞台が露あらわになる。

　舞台の最初は砦とりでのシーンだ。砦の天てつ辺ぺんを模した櫓やぐらの上で、小麦色の髪の小柄な少女が祈りを捧ささげている。

「あぁ、水の精霊王ルルチェラ様。どうか我が部族をお導きください」

　祈りを捧げているのは、王妃アメーリア役のエリアーヌ・ハイアット。

　先ほど、呪具〈真紅の憤怒〉を回収した令嬢だ。勿もち論ろん今はその首に〈真紅の憤怒〉はなく、イザベルが貸した首飾りが揺れている。

　劇の内容はこの国の人間なら誰もが一度は聞いたことがある、英雄ラルフの有名な建国物語だ。

　かつてこの土地がまだ国の体を成しておらず、七つの部族が争い合っていた時代、大地の部族の青年ラルフが大地の精霊王アークレイドから「七つの部族を統合せよ」と命じられ、長い冒険の果てにそれを成し遂げる。そして最後は竜の棲すまう土地の暗黒竜を倒し、そこにリディル王国を築くのだ。

　長い物語なので、七つの部族の統合に至るまでの冒険と最後の竜退治とで、舞台は前後編に分けて行われる。

　主人公のラルフ役は背の高い金髪の男子生徒だ。本当は是非フェリクスにと熱望されていたらしいが、多忙ゆえに辞退したらしい。

　ラルフ役の男子生徒は、立ち回りはそれなりに様になっているが、台詞せりふがあまり上手くなかった。滑舌が悪く、声の張りが足りないのだ。だから世間一般の「雄々しい英雄王」というイメージに、今ひとつ届かない。

　それはアメーリア役のエリアーヌにも同じことが言えた。

　アメーリアは強く気高く美しい女性だ。だがそれを演じるエリアーヌは儚はかなげでか弱い、いかにも守ってあげたくなるような深窓の令嬢である。

　エリアーヌの演技が下へ手たなわけではないのだが、強く気高いアメーリアには程遠い。

　長い物語を上手くまとめた台本、凝った舞台装置、豪華な衣装に、花火を使った派手な演出──どれも一流の仕上がりなだけに、役者の華の無さがより鮮明に浮き彫りにされている。

　やがて前半の舞台が幕を閉じ、観客達は拍手を送った。

　まばらな拍手というわけではないのだが、観客達の反応に舞台に対する感動はない。

　誰もが知っているお決まりの物語を、名のある貴族の子息と令嬢が演じたから、拍手は送られるのだ。

　──やはり、ラルフ役は殿下こそ相応ふさわしい。

　──アメーリア妃役は、ブリジット様にすれば良かったのに。

　──あぁ、殿下が演じるラルフが見たかったわ！

　そんな声が、そこかしこから聞こえてくる。

（やっぱり、殿下とブリジット様ってお似合いなんだなぁ……）

　華やかな美び貌ぼうのフェリクスとブリジットは、並んで座るだけで絵になるのだ。

　なによりフェリクスの堂々とした振る舞いと、ブリジットの凛りんとした雰囲気は、どちらもラルフとアメーリアのイメージにピタリと合う。

　あの二人が舞台に上がっていたら、きっとこの拍手の質も変わっていたはずだ。

「モニカ、劇の後半まで少し間があるから、軽く何かを食べに行きましょうよ」

「あ、うん」

　ラナに促されて立ち上がったモニカは、首を捻ひねってフェリクスを探す。

　フェリクスの姿は人混みに紛れて見えなくなってしまった。

　追いかけるべきか判断に迷っていると、リンの声が聞こえる。

『第二王子はわたくしが見張ります。〈沈黙の魔女〉殿は、どうぞ栄養補給をなさってください』

　朝から休みなしで動き回っていたためか、モニカにしては珍しく少し空腹だった。

　モニカはリンの言葉に甘え、ラナと一緒に軽食を摂とることにした。
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「エリアーヌお嬢様、とても素晴らしい舞台でしたよ」

　舞台裏に下がったエリアーヌに、使用人達が口々に声をかける。

　エリアーヌは心ここにあらずといった表情で「そう」と短く相あい槌づちを打ち、羽織っていたベールを使用人に押しつけた。

（あぁ、嫌だわ、嫌だわ……）

　舞台の上からは、観客席がよく見える。彼女が最も執心している人物──フェリクス・アーク・リディルの姿も当然に。

　エリアーヌは演技の最中も常にフェリクスを目で追いかけていた。ラルフに告白するシーンでは、演技指導の指示を無視して、フェリクスの方を向いて演技をしたぐらいだ。

　フェリクスは確かに観客席からエリアーヌを見ていた。

　けれど、その目は舞台の役者を見る目だ。ラルフ役や他の端役を見るのと同じで、エリアーヌだけを見ていたわけじゃない。

（そんなのおかしいわ。だって、あの方はいずれわたくしの夫となる方なのに）

　頭を押さえつけられるような、頭痛一歩手前の圧迫感。

　じわり、じわりと視界が赤く染まり、気持ちがささくれだつ。

　エリアーヌは気づかない。ブルーグレイの己の目に、血のような赤が混じり始めていることに。

　呪のろいの欠片かけらであるその赤は、ほんの僅わずかな時間だけ浮かび上がり、また水底に沈むように消える。

（こんなのいけないわ。フェリクス様はわたくしだけを見ていてくれないと……もっともっと、わたくしだけを愛してくれないと）

　フェリクスと同じ舞台に立ちたくて、何度も監督役にフェリクスを主役にとねだったのに、とうとうエリアーヌの希望は通らなかった。

　生徒会が忙しいからという、素っ気ない理由で。

（わたくしはもっと愛されてないといけないの。だって、大伯父様がそう仰おつしやったのだから、フェリクス様はもっともっと、わたくしを愛さないといけないわ。そうするべきだわ）

　また、ブルーグレイの目に真紅の憤怒が滲にじんだ。頭を軋きしませる強い怒りは、理性の壁を容易たやすく破壊する。

　込み上げてくる怒りに突つき動かされるまま、エリアーヌは一人で舞台端に向かった。

　舞台端にはバルコニーを模したセットがある。観客席からは見えない位置にある梯はし子ごを上ると、このバルコニーに移動することができるのだ。

　エリアーヌは梯子に手を添えると、短く魔術の詠唱をする。

　そんなに大した魔術ではない。ほんの少し、木の板に亀裂を入れるだけの風の魔術だ。

　やがてエリアーヌは梯子から手を離すと、小麦色の髪に載せていたティアラを取り、舞台上のバルコニーに放り投げた。

　そしてラルフ役の男子生徒が近くを通ったところで、大おお袈げ裟さな悲鳴をあげる。

「きゃぁっ！」

　エリアーヌの悲鳴に気づいたラルフ役の男子生徒は、すぐに「どうしたのですか！」と駆け寄ってきた。

　エリアーヌは涙に潤む目で、バルコニーを模したセットの上を指さす。

「鳥が……わたくしのティアラをバルコニーに」

「おやおや、きっとその鳥はエリアーヌ嬢にかまってほしくて悪いた戯ずらをしたのでしょう」

　男子生徒は快活に笑い、バルコニーに繫つながる梯子をスルスルと上り始める。エリアーヌに良いところを見せようとしたのだろう。

　だが、バルコニーまであと少しといったところで、男子生徒が足をかけていた梯子に亀裂が入る。

「うわぁぁぁぁぁぁぁ!?」

　男子生徒は助けを求めるように、空中に手を伸ばした。だがその手を摑つかむ者は誰だれもおらず、その体は真っ逆さまに床に叩たたきつけられる。

　エリアーヌは両頰に手を添えて、絹を裂くような悲鳴をあげた。

「きゃあぁぁ──っ！　誰かっ、誰か来て──っ！」
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　ラナとモニカは、軽食を摂るために二人で高等科の校舎へ戻った。

　ラナの父親であるコレット男爵は、学園祭に来ている貴族達と商談の話があるらしい。

　夏の社交界シーズンが過ぎてパーティの減るこの時期、セレンディア学園の学園祭は招かれた者達にとっても重要な交流の場なのだ。

　学園祭の間は食堂が一般開放されているが、当然に混雑する。

　そこで幾つかの教室を開放して、軽食や茶会ができるスペースを学園側が提供していた。

「そういえば、グレンが軽食スペースの手伝いをしてるらしいわよ」

　ラナの言葉にモニカは目を丸くした。

　いつも元気なグレン・ダドリー君は、何を隠そう肉屋の倅せがれである。

　隙あらば学園の裏で肉を焼いている彼は、どうやら仲良くなった厨ちゆう房ぼうの人間の手伝いをしているらしい。

　折角だから見に行こうとラナが提案したので、モニカは素直に頷うなずいた。

　劇の前半が終わったばかりなので校舎内はそれなりに人が多いが、ラナは人混みを縫うようにスイスイと移動する。

　ラナについていけば、モニカでもさほど苦労せず人混みを抜けることができた。

「ラナは、人の多いとこ歩くの上手……」

「ふふっ、地元のバザールなんてもっとすごいのよ？　下へ手たすると一歩も動けなくなっちゃうんだから……あらっ？」

　ラナが足を止めて、前方に目を向けた。つられてモニカもそちらに目をやる。

　ラナの視線の先では、フェリクスが数人の生徒達に囲まれていた。

　フェリクスを囲っている顔ぶれにモニカは見覚えがある。劇の監督役や演出等の責任者達だ。

　衣装の監修で劇に携わっているラナが「何かあったのかしら？」と小首を傾かしげた。

　すると、フェリクスを囲っていた眼鏡めがねの女子生徒がラナに気づいて、大きく手を振る。

「ラナ・コレット嬢！　丁度良かった！　貴女あなたからも、衣装監修として殿下を説得してくださらない？」

「何かあったんですか？　メイベル先輩」

　ラナが訝いぶかしげに訊たずねると、メイベルと呼ばれた眼鏡の女子生徒は顔を真まっ赤かにして早口で捲まくし立たてた。

「ラルフ役の生徒が舞台のセットから転落して、怪け我がをしてしまったのよ。腕の骨が折れてて、続投は無理。代役が必要なの！」

　メイベルの言葉に、モニカもラナも仰天した。

　ラルフは劇の主役だ。そうそう簡単に代役が見つかるものではないだろう。

（舞台関係者が殿下のもとに集まってるってことは、つまり……）

　だんだんと事情が飲み込めてきたモニカは、ちらりとフェリクスを見上げる。

　フェリクスは困ったように、眉まゆを下げて言った。

「うん、私に代役をしてほしいと懇願されてね。少々困っているんだ」

　どうやらフェリクスは、代役にあまり乗り気ではないらしい。

　だが、メイベルは大袈裟なほど身振り手振りを交えて、フェリクスを説得しようと必死だった。

「殿下！　あぁ、もうこのような状況になったら、劇を中止するか、殿下に舞台に上がっていただくかの二択しかないのです！　芸術の神は常にわたくしに試練をお与えになるのですね！　でも、この試練を乗り越えた先にこそ、称賛の拍手は響き渡るのだわ！」

　若干陶酔気味のメイベルに、フェリクスが苦笑する。

　フェリクスとしても劇を中止にするのは本意ではないのだろう。学園祭最大の目玉なのだ。

　フェリクスはあくまで穏やかな態度で、メイベルに訊ねた。

「他に代役ができる人間はいないのかい？」

「主人公ラルフ役なんて、誰にでもできるものではありませんわ！　まず第一に、衣装に見合う長身の男性でなくてはなりません！　第二に、後半は台詞せりふこそ少ないものの竜退治のシーンがメイン。つまり身体能力の高さが求められるのです！　第三に声！　これが最も重要です。野外舞台では屋内ほど声が反響しません。つまり、よく響く声の方でないといけないのです！」

　なるほど確かにその条件を踏まえると、フェリクス以上の適任はいないように思えた。

　フェリクスはスラリと足の長い、体が黄金比で長身の美男子だし、剣技や乗馬の授業で教師に絶賛されるほど身体能力が高い。

　そして普段から人前で話すことに慣れている彼は、大勢に聞かせるための喋しやべり方というものをよく理解していた。決して大声を出しているわけではないのに、彼の声は不思議とよく響くのだ。

　なにより、この国の第二王子が初代国王役を演じることになれば、それだけで観客は大いに盛り上がるだろう。

　モニカはラナにこっそり耳打ちした。

「ラナ、衣装って……今から調整とかはできないの、かな？」

「難しいわね。元々、長身の男性に映えるデザインで作っているから、無理やり裾すそを詰めると不自然なことになるわ」

　そうなると、いよいよ選択肢は限られてくる。

　メイベル達はなにがなんでもフェリクスを逃すまいと必死だった。それはもう、獲物を狙ねらう蛇のような目をしている。

　張りつめた空気にモニカが狼狽うろたえていると、近くの教室の扉がガラリと開いた。

「肉ー！　肉ー！　美お味いしい肉はいかがっすかー！　タレ焼きが焼きたてっすよー！」

　下町訛なまりの大声と、食欲をそそる肉の匂においが、セレンディア学園の煌きらびやかな空気を上書きする。

　大声の主は周囲をぐるりと見回し、モニカとラナの姿を見つけると、ブンブンと手を振った。

「モニカー！　ラナー！　来てくれたんすか！　丁度肉が焼き上がったから食べていってほしいっす！　学園のシェフとうちの親おや父じが共同開発した秘伝のタレは絶品っすよ！　食べなきゃ損、損！」

　制服の袖そでをまくり、エプロンとバンダナを身につけたグレンは、とてもこの学園の生徒とは思えない格好だった。

　突然の乱入者に舞台関係者達が啞あ然ぜんとしていると、グレンがフェリクスを見て、更に大きな声をあげる。

「あっ、会長！　今日はうちの実家の肉を使ってくれて、ありがとうございます！　うちの親父もお袋も鼻高々で……オレ、一生分の親孝行したっす！」

　フェリクスの目が一瞬細められ、はしゃぐグレンの全身を観察したのをモニカは見た。あれは絶対に何かを企たくらんでいる。

「君が喜んでくれて私も嬉うれしいよ、ダドリー君」

「いやぁ、もう会長には感謝感謝っす！」

「そう？　それなら一つ私のお願いをきいてくれないかい？」

「勿もち論ろんっす！」

　二つ返事で頷くグレンに、モニカは密ひそかに頭を抱えた。

　モニカには、この後の展開が読めてしまったのだ。

　フェリクスはそれはそれは美しく優雅に微笑ほほえみ、メイベル達に向き直った。

「代役の条件は背が高くて、身体能力が高くて、声がよく通ること……だったね？」

「え、えぇ、そうですわ……」

「じゃあ、彼がぴったりじゃないか」

　そう言ってフェリクスはグレンの肩をポンと叩いた。

　なるほど確かにグレンは同年代の男子生徒の中でも背が高く、身体能力も高い。声の大きさは言わずもがな。

　この状況を理解していないグレンは、キョトンとした顔でフェリクスを見た。

「えーっと、代役？　会長の代役っすか？　あっ、もしかして一日生徒会長っ!?　オレがそのマントつけて、会長の振りをする感じっすかね？　オレ、会長みたく頭の良いこと言える自信が無いんすけど」

「いいや、それよりもずっと簡単だ。君は竜退治をして、未来の王妃アメーリアを守るんだよ」

　フェリクスの言葉に、グレンはキラキラと目を輝かせた。まるで骨付き肉を差し出された犬のように。

　彼の尻しりのあたりで尻しつ尾ぽがブンブンと揺れている幻覚が見えた気がする。

「竜退治……ヒロインを守る……なにそれ、すげー！　かっけー！」

「うんそうだね、格好良いね。なんと言っても今から君が演じるのは、この国の英雄だ。だから下町訛りは上手に隠しておくれ？」

「分かったっす！　……じゃなかった。分かったゼ！」

　これで下町訛りを隠せた気でいるのが既に危うい。

　だがフェリクスは何も問題はないだろうとばかりに、グレンをメイベル達の方へ押しやった。

「見ての通り、彼はやる気満々だ」

「よく分かんないけど、頑張るっす……じゃなかった。頑張るゼ！」

　メイベル達の顔は不安と困惑に彩られていた。彼女達だけではない。ラナもモニカもそれは同じだ。

　それなのに、グレンはやる気に満ちた顔で「それで、どんな竜と戦うんすか？」などと言っている。不安だ、不安しかない。

　かくして波乱の舞台後半が、今まさに始まろうとしていた。








六章　真紅に濁るブルーグレイ









「というわけで、彼がラルフ役の代役を務める、グレン・ダドリー君です」

　エリアーヌは己の耳を疑った。

　舞台裏に集められた役者達にメイベルが紹介したのは、金茶色の髪の人懐っこそうな青年である。フェリクスではない。

（あら、あら、あら？）

　エリアーヌは表向きはおっとり首を傾かしげつつ、ブルーグレイの目を暗くかげらせる。

（どうして代役がフェリクス様ではないのかしら？　わたくしがヒロインなのに、どうしてフェリクス様が代役をしてくださらないのかしら？　……あぁ、そうだわ。きっとこのグレン・ダドリーという男が、周りにわがままを言ってしゃしゃり出てきたんだわ。きっとそうに決まっているわ）

　エリアーヌが己にそう言い聞かせて心を鎮めていると、グレンを連れてきた演出担当のメイベルが眼鏡めがねの縁を持ち上げながら言った。

「ちなみにこのグレン・ダドリー君……フェリクス殿下が推薦された人物です」

　はぁ？　と令嬢らしからぬ声が出そうになるのをエリアーヌは必死で堪こらえた。

（フェリクス様が推薦した？　わたくしの夫役に、こんな男を？）

　そんなことが許されて良いのだろうか。良いはずがない。フェリクスはエリアーヌの夫となるべき人物なのに。エリアーヌに他の男をあてがうなんて許されるはずがない。

　それも、こんな品性の欠片かけらも無さそうな男を！

「グレン・ダドリーっす！　お芝居はやったことないけど、子どもの頃ころに英雄ラルフごっこは沢山やったんで自信はあるっす！」

　どうして子どもの頃のごっこ遊びでここまで自信を持てるのだろうと、この場にいる誰だれもが思った。エリアーヌもだ。

　他の役者達は不信感を隠さない目でグレンを見ている。エリアーヌもそうしたかったが、あえてたおやかな令嬢らしい笑みを浮かべ、グレンに話しかけた。

「アメーリア役のエリアーヌ・ハイアットです。どうぞ、よろしくお願いいたしますね。グレン様」

「アメーリア役？」

　グレンはパチパチと瞬まばたきをすると、僅わずかに驚いたような顔でエリアーヌを見下ろした。

　エリアーヌは公爵令嬢だ。そんな高貴な令嬢と舞台に立つことにグレンは驚き、萎い縮しゆくしているのだろう……と思いきや。

「カッコいいアメーリアと、なんかイメージ違うっすね」

　グレンの一言に役者達は凍りついた。

　エリアーヌもまた、柔らかな笑みはそのままに、ブルーグレイの目に怒りの火を灯ともす。

　エリアーヌがアメーリア役に相応ふさわしくないことは、誰もが理解していた。

　それでもエリアーヌが選ばれたのは、エリアーヌがフェリクスのはとこだからだ。エリアーヌにとって、クロックフォード公爵は大伯父にあたる。

　つまりクロックフォード公爵の支配下にあるこの学園で、エリアーヌはフェリクスに並ぶ高い地位にいた。だから周囲がそのことを考慮して、エリアーヌをヒロインに抜ばつ擢てきしたのだ。

　学園内で極秘に行われたヒロイン役の事前投票で、自分は三位にすら入らなかったことをエリアーヌは知っている。

　つまるところ、グレン・ダドリーの悪気のない一言は、完全にエリアーヌの怒りに触れた。

　無論、エリアーヌはそんな怒りを表情には出さず、あくまで高貴な令嬢らしく振る舞う。

「確かにわたくしでは偉大なるアメーリア妃に遠く及びません。それでも精一杯やらせていただきますので、どうぞよろしくお願いいたします」

　あくまで表面上は穏やかにエリアーヌは微笑む。

　笑顔の裏で悪意の刃やいばを鋭く研ぎ澄ませ、その目に真紅の憤怒を滲にじませながら。

（あぁ、なんて愚かな方でしょう。思い知らせてさしあげなくては……貴方あなたごときがわたくしの隣に立つなど、思い上がりも甚だしいと）
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「折角だから、特等席でダドリー君の勇姿を拝もうじゃないか」

　そう言ってフェリクスがモニカを連れてきたのは、あろうことか前半で彼が座っていた特等席であった。

「わ、わたしが座って、怒られませんか？」

「君は生徒会役員なんだ。何も問題はないだろう」

　ラナは衣装の微調整のために舞台裏に移動している。作業がギリギリまでかかるらしいので、観客席に戻ってくるのは難しいだろう。

　つまりモニカはフェリクスの隣の席で、グレンが舞台に立つところを観みるのだ。二重の意味で心臓に悪い。

　モニカが胃を押さえていると、フェリクスはモニカの胸元に飾られている白薔ば薇らの花飾りに目を向けた。

「その花飾り、もしかしてシリルに貰もらったのかな？」

「あ、はい。わたしが恥をかかずに済む、おまじないなんだそうです」

　モニカがコクコク頷うなずくと、フェリクスは驚いたように瞬きをした。

「……そう。シリルは君にそう言ったのか。まぁ、彼らしいと言えば彼らしいけど」

　フェリクスは独り言のように呟つぶやき、何故かモニカの首元をじっと見る。

　その目が少しだけ、本当に少しだけ不機嫌そうに細められたような気がした。

　それが、なんだか酷ひどく落ち着かない。

　モニカがソワソワしていると、フェリクスはすぐにいつも通りの優しげな笑みを浮かべた。

「初めての学園祭は、楽しんでいるかい？」

　正直に言うと、楽しむどころではなかった。

　フェリクスの護衛任務があることもそうだが、開始早々呪具の回収に走り回っていたのだ。

　だからモニカは曖あい昧まいに笑って、言葉を濁した。

「まだ、始まったばかりなので……えっと、殿下は楽しんでます、か？」

「私は楽しんでもらう側の人間だからね」

　この学園祭は第二王子のお披露目であり、彼の祖父であるクロックフォード公爵の権威を国内貴族達に示す場であることはモニカも知っている。

（でも、なんか……）

　フェリクスの言葉が、モニカには寂しかった。

　それはきっと、コールラプトンで過ごした夜を思い出したからだ。

　鐘鳴らしの祭りで彼はアイクと名乗り、モニカと共に夜の街を闊かつ歩ぽした。

　茶目っ気たっぷりに笑って、モニカを振り回して、好きなものについて饒じよう舌ぜつに語って──あの時の彼は、本当に楽しそうだったのだ。

「モニカ？」

　黙り込むモニカをフェリクスが気遣わしげに見る。

　少し眉まゆを下げたその顔は殿下なのか、それともアイクなのか、一瞬モニカは悩んだ。

　ここはセレンディア学園で、ここにいるのは第二王子フェリクス・アーク・リディルだ。

　だけどアイクを名乗る青年を、あの一夜限りの幻と言い切ってしまうのは、なんだか酷く寂しいことに思えた。

（いけない。今は護衛に集中しなきゃ）

　モニカは込み上げてくる寂しさを胸の奥に押し込め、ぎこちなく口を開く。

「えっと、グレンさんは大丈夫でしょうか……」

　無理やり話題を変えようとした感じは否めないが、それでもグレンのことが気になっていたのは本当だ。

　モニカの脳裏を過よぎるのは、社交ダンスの授業。

　とりあえず、見み様よう見み真ま似ねでやってみるっす！　と元気良く言い切ったグレンに豪快に振り回されたのは懐かしい思い出である。正直言ってこの舞台、なんとかなる気がしない。

　だがフェリクスは特に不安がる様子はなかった。寧むしろ、どこか楽しんでいるようですらある。

「大丈夫じゃないかな。ダドリー君は度胸があるからね。流石さすがは高名な魔術師のお弟子さんだ」

「……えっ」

　グレンが魔術師見習いであることは知っていたが、高名な魔術師の弟子というのは初耳だ。

（そういえば、グレンさんはお師匠様に言われて、この学園に来たんだっけ）

　しかし、フェリクスが高名と言い切るほどの魔術師とは一体何者だろう？

　モニカは自分が知る上級魔術師をぼんやりと頭に思い浮かべてみたが、どうにもピンとこない。

（そもそも高名な魔術師のお弟子さんなら、ミネルヴァに入学するのが普通なのに……どうしてグレンさんのお師匠様は、セレンディア学園を選んだんだろう）

　密ひそかにそんなことを考えていると、開幕を告げる鐘が鳴った。いよいよ後半の舞台が始まるのだ。

　ナレーター役の生徒がここまでの話の流れと、いよいよ主人公ラルフが暗黒竜のもとへ辿たどり着ついたことを解説する。

「どうやら、内容を少し省略したようだね」

　解説を聞いたフェリクスが小声で呟いた。

「そ、そうなんですか？」

「本来なら、暗黒竜のもとへ辿り着くまでの道中もやるはずだったけど、削ったんだろう」

　幕が開き、舞台の左手からハリボテの竜が姿を現す。木の骨組みに紙や布を貼り付けた代物だが、これが実に良くできていた。なにより大きい。中に数人の人が入って動かしているのだ。

　暗黒竜のけたたましい鳴き声が会場中に響き渡る中、舞台の右手から二人の人物が現れる。

　主人公のラルフと、ヒロインのアメーリアだ。

　グレン演じるラルフは腰の剣をスラリと抜き、その切っ先を暗黒竜に突きつける。

「『我こそは、七人の精霊王の加護を受けし者！　この地を蝕むしばむ暗黒竜よ、我が刃を受けるがいい！』」

　前半と役者が違うことに戸惑っていた観客達も、その台詞せりふを聞いた瞬間、一気に舞台に引き込まれた。

　グレンは飛び抜けて演技が上う手まいわけではないが、よく響く声や、きれのある動きに観る者を惹ひきつける力があるのだ。

「たぁっ！」

　グレンが高く飛び上がって、竜に剣を振り下ろす。そして着地と同時に横に一いつ閃せん。

　フェリクスがボソリと呟く。

「彼の剣、実戦で使うには大振りすぎるけれど、舞台では映えるね」

　グレンの剣術は、貴族特有の優美さとは真逆の粗野な剣術だ。だが長い手足が伸び伸びと動き、竜を斬りつけていく様は、なるほど確かに舞台映えした。

　英雄ラルフは精霊王の力を借りて、次第に暗黒竜を追い詰めていく。

　そして追い詰められた暗黒竜は最後の力を振り絞り、口から火を吹くのだ。

　それをヒロインのアメーリアが防御結界で防ぎ、ラルフが暗黒竜の眉み間けんを貫いてとどめを刺す。

　最後はアメーリアがラルフに駆け寄って、祝福の口づけをして幕が下りる、というのが定番の流れだった。

「『おのれ、目障りな人間め。我が炎で焼き尽くしてくれるわ！』」

　暗黒竜が大きく翼を広げると、丁度暗黒竜とラルフの中間地点で破裂音が響く。火薬を使った演出だ。

　ラルフが一歩後退すると、背後に控えていたアメーリアが声を張り上げる。

「『ラルフ様、わたくしが防御結界を張っている間に、竜の眉間を貫いてください！』」

　そう叫んで、アメーリアは結界を張るための呪じゆ文もんを詠唱する。無論、本当の詠唱ではない。演技のはずだ。

　だが、モニカは違和感を覚えた。

（……あれ？　あの詠唱って、ただの演技……だよね？）

　魔術の詠唱を聞いただけで魔術の内容を即座に理解できる人間は、そう多くない。まして舞台と観客席は離れているのだ。普通なら誰だれも気づかなかっただろう。

　だが、たまたま特等席で見ていたモニカは──魔術式に精通した〈沈黙の魔女〉は、その詠唱の内容を聞きとり、そして理解してしまった。

　エリアーヌが口にしているのは台詞でもなければ、防御結界の詠唱でもない。

（攻撃魔術の詠唱……っ!?）
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　エリアーヌが立っているのは、客席側から見て右端にある崖がけを模したセットの上だ。

　前半の劇ではバルコニーだった物を紙と布で覆って、切り立った崖のように見せている。

　エリアーヌは崖下で竜退治をするラルフを心配そうに見下ろす演技をしつつ、常に意識は観客席のフェリクスに向けていた。

　フェリクスの隣にいるのは来賓ではなく、女子生徒だ。それもブリジット・グレイアムではない。同じ生徒会役員の地味な女、モニカ・ノートン。

（何な故ぜ、あんなパッとしない子がフェリクス様の隣に座っているのかしら？　あそこはわたくしの居場所なのに）

　フェリクスがモニカに話しかける度に、エリアーヌの心は激しく乱れた。

　どうしてフェリクスはあんな娘を気にかけるのか。エリアーヌがこんなにも切なくフェリクスのことを見つめているのに。愛しているのに。彼に愛されるべきは自分なのに。

　暗黒竜とラルフの戦いは、いよいよ山場を迎えようとしている。

　暗黒竜の攻撃からラルフを守るため、エリアーヌ演じるアメーリアが防御結界を張るというのが、この後の展開だった。勿もち論ろんエリアーヌは結界術など使えないので、使う振りだけだ。

　このシーンでは、演出で火薬を使用する。その火薬にエリアーヌは目をつけた。

（思い知らせてあげないと。フェリクス様が選ぶのは、わたくしだと）

　真紅の憤怒が──呪のろいの残ざん滓しが、エリアーヌを本来の性格以上に攻撃的にさせていた。

　余裕を失い攻撃的になったエリアーヌは理性の囁ささやきに耳を塞ふさぎ、ブルーグレイの目を怒りに濁らせ、怒りのままに動きだす。

　エリアーヌは防御結界を張る演技をしつつ、火薬目掛けて風の魔術を放った。

　この芝居を観ている者は誰も気づかないはずだ。エリアーヌが舞台の上で本当の魔術を使っているなんて。

　風の塊が直撃した火薬の仕掛けは、炸さく裂れつの直前にグレンのそばに転がる。

　これでグレンはあの火薬の爆発に巻き込まれるだろう。

（わたくしを馬鹿にした、貴方が悪いのよ）

　炸裂した火薬は、グレン目掛けて火花と煙を撒まき散ちらした。

　あくまで演出用の火薬だから大怪け我がをすることはないだろう。だが、驚いて尻しり餅もちをつくぐらいはするはずだ。もしかしたら腰を抜かしてしまうかも！

　当然グレンが火薬に驚いて動きを止めれば、舞台も止まってしまうだろう。

　そこでエリアーヌは、高らかにこう告げるのだ。

　──あぁ、やはり、そこにいる貴方はラルフ様の偽物でしたのね！　わたくしの目は誤ご魔ま化かせないわ！

　そうしてエリアーヌは、客席にいるフェリクスに手を伸ばすのだ。

　──本当のラルフ様は、ほら……そこにいらっしゃる。

　こうすれば、舞台が滅め茶ちや苦く茶ちやになることを良しとしないフェリクスは、舞台に上がってくれるはずだ。

　火薬の事故は、使用人の不手際で起こったということにしてしまえばいい。

　そして、そんな不幸な事故で滅茶苦茶になりかけた舞台をエリアーヌの機転で成功させたことにすれば、誰もがエリアーヌをフェリクスに相応ふさわしい才女であると認めるはずだ。

　グレン・ダドリーなど皆の前で無様な姿を晒さらせばいい。

　モニカ・ノートンは舞台に上がったフェリクスを見て、真にフェリクスに相応しいのは誰かを思い知ればいい。

　エリアーヌは可か憐れんな顔にうっとりと夢見るような笑みを浮かべ、作り物の崖の上からグレンを見下ろす。







　エリアーヌには二つの誤算があった。

　一つ目の誤算は、魔術の素しろ人うとであるエリアーヌが放った風の魔術は、舞台の火薬を倒すのみにとどまらず、僅わずかな火に酸素を送り込んで大きな炎にしてしまったこと。

　そして二つ目の誤算は、この場に無詠唱魔術の使い手である〈沈黙の魔女〉がいたことである。
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　エリアーヌが舞台の上で攻撃魔術を詠唱していることに気づいたモニカは、咄とつ嗟さの判断に悩んだ。

　エリアーヌが何を狙ねらっているのかが、モニカには分からない。ただ、エリアーヌが誰かを攻撃しようとしていることだけは察し、モニカはエリアーヌの視線の先を追いかけた。

　エリアーヌが詠唱を口にしながら睨にらみつけていたのは、グレンだ。

　もしかしてエリアーヌはグレンを狙っているのではないか？　そう判断したモニカは、咄嗟にグレンの周囲に簡単な防御結界を張り巡らせる。

　結果、それはグレンの身を救った。

　エリアーヌの風の魔術で演出用火薬の僅かな火は大きく膨れ上がり、炎となってグレンに襲いかかったのだ。もしモニカが防御結界を張っていなかったら、グレンは大火傷やけどをしていた。

　事情を知らない観客達には、この僅か数秒の出来事が全すべて演出に見えていたらしい。

　アメーリアの防御結界が、ラルフを暗黒竜の炎から守ったのだと。

「いやぁ、流石さすがセレンディア学園。演出が派手ですなぁ」

「今のは火薬だけでなく、魔術ですわよね？」

「本物の魔術を使った演出とは、今年の劇は随分と凝っている！」

　観客達は吞のん気きに感心しているが、モニカはそれどころではない。非常事態はまだ終わっていないのだ。

　防御結界でグレンを火から守ったものの、舞台の上には紙や木など燃えやすい物が多い。

　モニカは全ての意識を集中して、それらの鎮火に努めた。

　火を消すには水をかけるのが一番手っ取り早いが、それだと魔術を使ったことがばれてしまう。

　故にモニカは飛び散った炎を、小さい結界で包み込んだ。以前、暗殺用魔導具〈螺ら炎えん〉を鎮火した時と同じ理屈だ。

　酸素を通さない小型の結界の中で、炎はみるみる内に消えていく。

　隣に座るフェリクスは真剣な目で舞台を見ていた。隣に座るモニカが舞台の消火活動に奮闘しているとも知らずに。

（残っている火は、あと幾つ!?）

　モニカが舞台に目を走らせたその時、舞台の右端で「きゃぁっ!?」と甲高い悲鳴が響いた。

　エリアーヌが立っている崖を模したセットが傾いている。足場を支える柱の一つが、今の火で焦げて崩れかけているのだ。

（いけないっ！）

　あのセットが崩れ落ちたら大惨事だ。上にいるエリアーヌも、その下にいるグレンも。下へ手たをしたら観客席にも被害が及ぶ。

　モニカが一度に維持できる魔術は二つまで。そして、モニカはまだ鎮火のために結界を二つ維持している──手が足りない。

　モニカが判断に悩んだ数秒の間に、更に事態は悪化した。

　風向きが変わり、火薬の煙が舞台の上を一時的に覆い隠してしまったのだ。これではグレンとエリアーヌの正確な位置を把握できない。

　煙の向こう側でメキメキと木の折れる音が聞こえた。もう時間がない。

（駄目、間に合わないっ！）

　モニカが青ざめたその時、煙の中から何かが飛び出してきた。

　それはエリアーヌを横抱きにしたグレンだ。

（飛行魔術……っ！）

　グレンは飛行魔術でエリアーヌを助け出し、煙の外に飛び出して上空に移動したのだ。

　飛行魔術は使い手の少ない貴重な魔術だ。まして人を抱えてとなると、難易度が格段に上がる。

　それを軽々とこなしてみせたグレンに、観客席がざわついた。

（鎮火は……駄目、まだ終わってない。ここで結界を解除したら、火が大きくなるっ！）

　焦るモニカの眼前で、舞台のセットが崩れ落ちる。だが、それが観客席に飛び散ることはなかった。強固な防御結界が、瓦が礫れきが周囲に飛び散るのを防いだのだ。

　観客席も舞台上の人間も全てを守るための、精せい緻ちな防御結界。こんな結界が張れるのは〈結界の魔術師〉の肩書きを持つ、防御結界の使い手。

（ルイスさんだぁ──！）

　おそらく、そばにいるルイスが咄嗟に結界を張ってくれたのだろう。

　ルイスの防御結界は発動速度こそ無詠唱のモニカに劣るが、その緻ち密みつさと強固さは他の追随を許さない。

　ルイスが結界を解除したのとほぼ同じタイミングで、モニカの鎮火作業も終わる。

（ま、間に合ったぁぁぁ…………）

　バクバクとうるさい心臓を制服の上から押さえ、モニカはこっそり冷や汗を拭ぬぐった。
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（なに？　なに？　なにが起こっているの？）

　グレンに横抱きにされたエリアーヌは、ただただ混乱していた。

　自分はちょっと火薬を倒してグレンを驚かせてやろうとしただけなのに、火薬の火は大きく膨れ上がり、セットの一部を焦がしてしまった。

　そうして焦げてしまったのが、運悪くエリアーヌが立っていた崖のセットだったのだ。

　エリアーヌが立っていたのは、言うなれば簡易櫓やぐらだ。柱が折れれば、当然倒壊する。

　だがエリアーヌが地面に投げ出される直前、地面に叩たたきつけられるのとは違う衝撃がエリアーヌを襲った。

　ぼふっと音を立てて、誰かの胸板がエリアーヌの頰に当たる。力強い腕がエリアーヌを抱き上げる。

　煙のせいで何が起こっているのか分からない。エリアーヌがコホコホと咳せき込みながら薄く目を開けると、そこには青空が広がっていた。

「……え」

「っはぁー……間一髪っすね！」

　その声はギョッとするぐらい近くから聞こえた。

　そこでようやくエリアーヌは、自分がグレンに横抱きにされていることに気づく。

　しかも、グレンの体は抱き上げたエリアーヌごと宙に浮いているのだ。

（なんなのこれ？　なんなのこれ？）

「危ないから、しっかり摑つかまっててほしいっす！」

「あ、貴方あなた、これは、一体……っ」

「飛行魔術っすよ！　それにしても、こんな演出があるなんて聞いてないんすけど……監督さん、説明が足りなすぎっす！」

　どうやらグレンは、この非常事態も演出だと思っているらしい。

　エリアーヌは思わず、声に出さずに叫んだ。

（こんな演出があるわけないでしょう!?）

　眼下の舞台は煙が晴れ、惨状が明らかになっていた。

　エリアーヌが立っていた崖のセットはバラバラに崩れて舞台に散らばっている。だが観客席にまで被害は及んでいないらしい。暗黒竜のハリボテも無事だ。

　今になってエリアーヌは、己がしでかしたことの恐ろしさに気づいた。一歩間違えば、舞台が台無しになるどころか死者が出ていたかもしれないのだ。

（わたくしは、なんてことを……）

　エリアーヌが青ざめ震えていると、グレンが「大丈夫すか？」と声をかけた。どうやら彼は、エリアーヌが高い所を怖がっているのだと思ったらしい。
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「オレ、飛行魔術には自信あるから安心して！　それでも怖かったら、しがみついてて良いっすよ！」

　誰だれが貴方なんかにしがみつくものですか、とエリアーヌは思った。

　そんなエリアーヌに、グレンは不敵な笑顔で言う。

「そんじゃまぁ、ここらでいっちょ仕上げっすね！」

「……は？　え？」

「ギュギューンといくっすよ！」

　次の瞬間、グレンの体は舞台に向かって急降下を始めた。

　エリアーヌはキャアキャア悲鳴をあげながら、グレンの首根っこにしがみつく。

　こんな男にしがみつくなんて不本意極まりないが、そうでもしないと振り落とされそうなのだから仕方ない。

　グレンは舞台すれすれまで下降し、舞台の上に投げ捨てられたラルフの剣を右手で拾い上げる。

　そして左手にエリアーヌ、右手に剣を握りしめたまま、グレンは飛行魔術で竜のハリボテの頭上に飛び上がった。

「『これで終わりだ、暗黒竜！』」

　ラルフの剣が竜の眉み間けんを貫く。

　竜のハリボテを動かしていた者達は、竜の断末魔の声をあげ、すぐさま舞台袖そでへと引っ込んでいった。

「『こうして英雄王ラルフは暗黒竜を退治し、支配されていた土地を解放したのです』」

　観客席はワッと盛り上がった。

　英雄王ラルフが飛行魔術を使ったなんて記述は、どの歴史書にもない。それでも、グレンの飛行魔術は演出として非常にインパクトがあった。

　舞台に向けられる拍手は前半の比ではない。誰もが舞台に夢中になり、そして歓声をあげている。

　エリアーヌはハッとした。

（そうだわ、まだわたくしの台詞せりふが残ってる……）

　ラストシーンでアメーリアはラルフを称賛し、その頰に口づけを贈るのだ。

　フェリクスではない男にキスをするなど、たとえ演技だとしても不愉快だ。それでも己の役目は果たさねばならない。

　エリアーヌは込み上げてくる怒りと不快感を腹の底に押し込め、その顔に美しい笑みを浮かべた。

「『あぁ、ラルフ様に精霊の祝福を……』」

　グレンに横抱きにされたまま、エリアーヌはグレンの頰に口づけをしようとした。勿もち論ろん寸止めにするつもりで。

　だがエリアーヌが唇を近づけると、グレンはサッと首を傾けてエリアーヌから遠ざかる。

　そうしてグレンは、啞あ然ぜんとしているエリアーヌの耳元で小さく囁ささやいた。

「そういうのは、好きな人にとっとかないと駄目っすよ」

　エリアーヌは白い頰をサッと薔ば薇ら色いろに染めて俯うつむく。

　観客達には、エリアーヌが恥ずかしさ故に俯いたように見えただろう。事実、彼女の体は小刻みに震えている。

　だが、エリアーヌの胸の中で渦巻いているのは羞しゆう恥ち心しんではない。怒りだ。

（わたくしが、このわたくしが、嫌々キスをしてさしあげてるというのにそれを拒んだ？　たかが代役風情が？）

　怒りのあまり、頭の奥でパチパチと火花が散りそうだ。

（わたくしに恥をかかせたわね……！）

　エリアーヌを蝕むしばんでいた呪具〈真紅の憤怒〉の残ざん滓しは、本来の呪のろいのほんの一ひと欠片かけらにも満たない弱い力である。それ故、一滴のインクが泉に落ちて霧散するように、エリアーヌがグレンに助け出されたあたりで既に自然消滅していた。

　つまり、今エリアーヌの頭を占めているのは、呪いとは関係のない、純然たる彼女自身の怒りである。

　盛大な歓声の中、エリアーヌはグレンを見上げ、怒りの炎を燃やした。

（許さない。絶対に許さないわ、グレン・ダドリー！）
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　観客達は皆、感動の表情で盛大な拍手を送っている。モニカの隣に座るフェリクスもまた、惜しみない拍手を送っていた。

「すごい舞台だったね……おや、顔色が優れないようだけど？」

　そう言ってフェリクスはモニカを見た。

　密やかな鎮火作業に全神経を集中していたモニカは、まだバクバクと鳴っている心臓を押さえながら呻うめく。

「とても心臓に悪い舞台で……ドキドキしました……」

「そうだね。舞台責任者には、聞き取りが必要のようだ」

　フェリクスも、あの炎やセットの崩壊が事故であると気づいているのだ。

（どうかどうか、わたしが鎮火したことが、ばれませんように……）

　モニカが密ひそかに祈っていると、フェリクスは首を捻ひねって己の背後にある観客席に目を向ける。

　そうして、ポツリと呟いた。

「ダドリー君は、すごいね」

「へっ？」

　モニカが声をあげても、フェリクスはまだ観客席を見つめている。

　その横顔にいつもの穏やかな笑みはない。冴さえ冴ざえとした無表情の中で、碧あおい目だけがゆっくりと動いて、人の群れを無機質に映している。

「あの非常事態で咄とつ嗟さに動き、舞台を成功に導いた──人々の記憶に残る英雄に相応ふさわしい行いだ」

　モニカは気づく。

　フェリクスが見ているのは、グレンが笑顔にした人々の表情だ。

　グレンがもたらした笑顔を見つめ、フェリクスは少しだけ口の端を持ち上げる。

「きっと彼のような人間が、英雄と呼ばれるのだろう」

　その虚うつろな碧い目に、薄い笑みに、静かな声に、モニカの胸はざわついた。

　観客席の人は群れとなって校舎に吸い込まれていく。天気が良くても、秋の野外は風が冷たい。

　モニカが無意識に己の腕をさすった、その時。

「会長ぉぉぉぉ、モニカぁぁぁぁ！」

　悲鳴にも似たグレンの声が聞こえた。声の方に目を向けると、舞台端から飛び出してこちらに駆け寄ってくるグレンの姿が見える。

　その顔はいつも朗らかな彼にしては珍しく、恐怖に引きつっていた。

「ダドリー君、どうしたんだい？」

　フェリクスが穏やかに声をかけると、グレンはフェリクスとモニカの背後にサッと回り込む。

「匿かくまってほしいっす！」

「か、匿う、ですか？」

　あまり穏やかではない単語にモニカが首を傾かしげた。

　グレンはフェリクスとモニカを壁にして、大きな体を縮めている。さっきまで舞台の上で喝かつ采さいを浴びていた彼に一体何があったというのだろう。

　モニカに代わってフェリクスが訊たずねた。

「ダドリー君。君は何から逃げているんだい？」

「そ、それが、さっきの舞台をオレの師匠が見てたらしくって……っ！」

　グレンの師匠と聞いて、モニカはフェリクスの言葉を思い出した。

　フェリクスが言うには、グレンは高名な魔術師の弟子であるらしい。

「『監督役のいないところで飛行魔術は使うな』っていう言いつけを破ったのが、ばれちゃったんすよ！　やばいやばいやばい、あれ絶対怒ってる……っ！」

　グレンの動揺ぶりから察するに、彼の師匠は相当におっかないらしい。

「グレンさんのお師匠様……そんなに怖い人なんですか？」

「そう！　そうなんす！　オレの頭を鷲わし摑づかみにして、窓の外にぶん投げるぐらい平気でするし……！」

　グレンは同年代の中でも長身の青年である。それを鷲摑みにしてぶん投げる魔術師とは一体何者だろう。

　モニカが筋骨隆々とした大男を思い浮かべていると、グレンが限界まで目を見開いて悲鳴をあげた。

「ぎゃあああああああ、しっ、しっ、ししょっ……」

　ドゴン、というくぐもった衝撃音がした。

　それは圧縮した空気の塊がグレンの脳天に叩きつけられた音である。殺傷力こそ抑えているが、立派な攻撃魔術だ。

　グレンが「ふげっ」とくぐもった悲鳴をあげて地面に這はいつくばった。あれは痛い。絶対痛い。

　モニカが震え上がったその時、背後から聞き覚えのある声が響いた。

「おやおや、グレン。師の顔を見るなり逃げ出すとは何事ですか？」

　まさかまさか、いやまさか……と思いながらモニカは振り向く。

　そこに佇たたずんでいるのは案の定、モニカの同期の七賢人〈結界の魔術師〉ルイス・ミラーであった。

　ルイスはモニカにもフェリクスにも目を向けず、地面に這いつくばっているグレンの後頭部を片手で鷲摑み、引きずり立たせる。やっていることが、ほぼチンピラだ。

　その美しい容姿と行動のギャップは、結構な視覚的暴力であった。

　なるほどルイスなら、片手でグレンを鷲摑みにしてぶん投げるぐらいはできるだろうし、実行も躊躇ためらわないだろう。

　ルイスの握力と腕力と容赦の無さを知っているモニカは、震えつつも納得する。

　後頭部を鷲摑みにされたグレンは、涙目で言い訳を捲まくし立たてた。

「さっきの飛行魔術は不可抗力っす！　使わなきゃ、マジでやばかったっていうか……っ！」

「えぇ、勿論。私は舞台の上での振る舞いを咎とがめているわけではありません」

　ギャンギャン泣き喚わめくグレンとは対照的に、ルイスはどこまでもお上品な口調であった。それが逆に薄ら寒い。

「グレン、お前……普段から実家と学園を行き来しているそうですね？　飛行魔術を使って」

「げげっ!?　なんでそれを……」

「先ほど、お前のご両親に挨あい拶さつをした際に聞いたのですよ。いやぁ、それはさぞ魔術の腕も成長したでしょうね。オツムの方はからっきしのようですが」

「ぎゃあああああ、痛い痛い痛い痛いっ！」

「飛行魔術に失敗して私の家に激突し、外壁にヒビを入れたことを忘れましたか？　あぁ？」

　最後の「あぁ？」だけ、やけに重低音なのがまた怖い。

（まさか、グレンさんがルイスさんの弟子だったなんて！）

　言われてみれば、納得のいく点は幾つもあった。

　グレンとモニカは編入時期が同じだ。おそらくモニカが目立たないようにするための囮おとりにされたのだろう。

　ルイスが学園祭に正面から入り込むことができたのも、グレン経由で招待状を貰もらったからと考えれば腑ふに落ちる。

　弟子の存在をモニカに話さなかったのは、演技の下へ手たなモニカに余計な情報を与えすぎない方が良いと判断してのことだろう。

　グレンがルイスの弟子だと最初から知っていたら、きっとモニカは自然に接することはできなかった。

（そ、それにしても、わたしはこの状況でどう振る舞ったら……殿下がここにいること、ルイスさん気づいている？　頭に血が上って気づいていないんじゃ……）

　モニカがオロオロしていると、グレンを折せつ檻かんしているルイスに、フェリクスがやんわりと声をかけた。

「ミラー魔法伯、我が校の生徒に暴力は感心しませんね」

　ルイスは一瞬、剣けん吞のんに目を細め、グレンの後頭部からパッと手を離す。

　グレンはこれ幸いとばかりに、「か、会長ぉぉぉ……！」と声をあげてフェリクスの背後に逃げ込んだ。

「おや、これはこれはフェリクス殿下ではありませんか」

　さっきまでのチンピラめいた言動はどこへやら。

　ルイスは優雅な笑みを浮かべてフェリクスと向き合うと、ローブの胸元に手を当てて芝居がかった態度で言う。

「セレンディア学園の学園祭は、実に素晴らしいですね。特に先ほどの芝居など……素晴らしい演出に驚きました」

　さっきのアレは事故だろう、とルイスは遠回しに言っているのだ。

　無論、この程度のことで動揺するフェリクスではない。

「舞台の成功は、ダドリー君の活躍があってこそですよ」

　そう言ってフェリクスは、背後に逃げ込んだグレンを見る。

　グレンは分かりやすく気を良くして、「へへへ、そうかな。へへへ……」とニマニマ笑った。単純である。

　ルイスはあっさり懐柔されている己の弟子をギロリと睨にらみ、すぐに笑顔を取り繕った。

　グレンを睨む顔の凶悪さと、フェリクスに向ける愛想笑いの温度差がすごい。

「そういえば今日の舞台、魔術を多用されていましたね。セレンディア学園では魔術教育にも力を入れているようで……殿下は魔術にお詳しいのですか？」

　ルイスの問いに、フェリクスは控えめな笑顔で応じる。

「いいえ、私は魔術は専門的に学んでいないので。七賢人である貴方に語れるような知識はありませんよ」

　世間話のような語り口だが、その水面下で行われているのはモニカの胃がキリキリするような探り合いだ。

　ルイスはフェリクスの護衛任務を命じられた当初、魔導具のブローチに居場所を追跡する魔術式を仕込み、国王経由でフェリクスに送りつけている。

　魔導具に仕込んだ魔術式など、素しろ人うとに読み取れるような物ではない。ルイスはそう考えていたのだろう。

　だがフェリクスはブローチに追跡の術式が組み込まれていることに気づき、ブローチを破壊した。偶然壊してしまったと言い張って。

　ルイスは追跡の魔術式を仕込んだことを、フェリクスは魔術式を理解した上で壊したことを、お互いに知らぬ存ぜぬで通している。

　──魔導具に仕込んだ追跡の魔術式に、気づいていたのですね？

　──魔導具で私を監視しようとしたのだろう？

　そんな二人の心の声が聞こえるかのようだ。

　モニカは息を吞のんで二人のやりとりを見守りつつ、密ひそかに考える。

（殿下は、どうして魔術に詳しいことを隠したがっているんだろう？）

　コールラプトンの街で、彼はこっそり教えてくれた。

　本当は魔術に興味があることを。そして〈沈黙の魔女〉の大ファンであることを。

（魔術は貴族にとって嗜たしなみだし、勉強をして不利になることはないはず……）

　それこそシリルのように魔術が使える人間は重宝されているし、セレンディア学園では魔術に関する授業やクラブも充実している。

　それなのに何な故ぜ、フェリクスが魔術に関する興味を隠しているのかが、モニカには分からない。

　モニカはコールラプトンの祭りで、お忍びのフェリクスと遭遇したことを、リン経由でルイスに報告している。

　だが、あの夜アイクが話してくれた彼の秘密までは報告していない。

　魔術が好きだという話も、〈沈黙の魔女〉のファンだという話も。

　あれは殿下ではなく、アイクのことだから──そう自分に言い訳をして、モニカはあの夜の出来事を己の胸に秘めた。

　ルイスに全すべてを報告したら、初めての夜遊び友達を裏切ってしまうような気がしたのだ。

　モニカが静かにフェリクスとルイスのやりとりを見守っていると、グレンが能天気な声をあげた。

「会長と師匠って、知り合いだったんすか？」

　フェリクスとルイスが、どちらもよく似た質の笑みを浮かべた。

　即すなわち肯定も否定もせず、どうとでも受け取れる笑顔である。

「それでは、私はこれで」

　そう言って先に話を切り上げたのは、フェリクスだった。多忙な彼は客人一人当たりに割ける時間が限られている。

　自ら話を切り上げることで、第一王子派の魔術師に使う時間は無いと示しているのだろう。

　ルイスもそれ以上会話を引き伸ばしたりはしなかった。

「えぇ、お祖じ父い様にどうぞよろしくお伝えください」

　意味深に微笑ほほえむルイスに、フェリクスもまた返事の代わりに笑顔を返す。

　短い言葉のやりとりと、その場の空気と、些さ細さいな表情の変化──それら全てが、牽けん制せいと腹の探り合いに繫つながっているのだ。

　ただその場にいるだけで、神経が削られるような心ここ地ちがする。

　固かた唾ずを吞んで見守るモニカに、フェリクスが声をかけた。

「私は舞台部門の人間に話があるんだ。君は引き続き、学園祭を楽しむといい」

「は、はい……」

　フェリクスはルイスに小さく会釈をして、その場を立ち去る。

　ルイスもまた逃げ出そうとしたグレンの首根っこを引ひっ摑つかみ、「さぁ、お説教の時間です」と言ってその場を立ち去った。

　一人その場に残されたモニカが、フェリクスとルイスの背中を交互に見送っていると、その肩に黄色い小鳥が舞い降りる。リンだ。

「〈沈黙の魔女〉殿、消火作業お疲れ様です」

　黄色い小鳥は、黄緑色の目でじぃっとモニカを見上げる。リンが人に化けた時と同じ色の目だ。

　その鮮やかな目を見つめ返しながら、モニカは小声で言った。

「あの、リンさん」

「はい」

「グレンさんって、ルイスさんのお弟子さんだったんですね……」

　小鳥は小さな頭を上下させた。

　おそらくリンもルイスに口止めされていたのだろう。モニカもそのことでリンを責めるつもりはない。

　ただ、どうしても確認したいことがあった。

「もしかしてグレンさんって……護衛任務のこと、何も知らされてないん、ですか？」

　ルイスとフェリクスが対たい峙じしている間、グレンはずっと何も分かっていない顔をしていた。

　もしかしたら、第一王子派と第二王子派の確執すら知らないのではないだろうか。

　モニカの疑問に、黄色い小鳥は淡々と告げる。

「グレン殿に陰ながらのサポートや、隠おん密みつ任務ができるとお思いですか？」

「……思わないです」

　良くも悪くも裏表がなく、底抜けに明るくて馬鹿正直なのがグレン・ダドリーという青年である。

「ルイス殿は貴女あなたを学園に送り込む際のカモフラージュのため、グレン殿を編入させたそうです」

　フェリクスは〈結界の魔術師〉が自分のそばを嗅かぎ回っていると考え、周囲を警戒していた。その矢先にモニカが編入すれば、モニカがルイスの手の者だと疑われてしまう。

　だからルイスは、モニカと同じタイミングでグレンを編入させたのだ。

〈結界の魔術師〉の弟子であるグレンが編入してくれば、当然、フェリクスの警戒はグレンに向けられ、モニカは疑われにくくなる。

「なお、そのことをグレン殿は何も知りません」

「…………」

　やはりルイスは何も知らない弟子を囮に使ったのだ。非情すぎる。

「グレン殿が〈沈黙の魔女〉殿の正体や任務を知ったら、周囲に隠し通せるとは思えません。黙っていた方が得策かと」

「……そうします」

　ルイスとグレンが師弟であることは驚きではあったが、グレンがモニカの正体を知らないことにモニカは密かに安あん堵どしていた。

　グレンがモニカに親しげに話しかけてくれるのは、任務だからではない。彼はモニカの正体を知らずに話しかけ、親切にしてくれたのだ。

　モニカを友達と言ってくれるグレンの言葉が、偽りではないことがモニカには嬉うれしい。

　できれば彼とは、これからも友達でいたいのだ。

（正体、ちゃんと隠さなきゃ……）

　自分でも驚くぐらい、モニカは今の生活を手放し難くなっていた。
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　セレンディア学園の職員室は次から次へと来賓が出入りしており、非常に賑にぎわっていた。

　最年少の女教師であるリンジー・ペイルは、来賓に紅茶を用意しながら、横目で来賓の顔ぶれを観察する。

　職員室にやってくる来賓はセレンディア学園の卒業生や、教師陣と縁ゆかりのある貴族など、いずれも名のある家の人間ばかりだ。

　特に最奥にいるクロックフォード公爵のもとには、入れ替わり立ち替わりで大物貴族達が挨拶に来る。

　大物貴族達が出入りするこの場においてもなお、クロックフォード公爵の存在感は抜きん出ていた。

　若かりし頃の華やかさを思わせる顔立ちには、孫であるフェリクスの面影がある。

　だが、いつも穏やかに微笑んでいるフェリクスと違い、クロックフォード公爵は常に真冬の湖に似た冷ややかさを漂わせていた。少しでも彼の怒りに触れたら、真冬の湖にドボンだ。

　クロックフォード公爵はリディル王国の発展に貢献した偉大な人物だが、リンジーとしては尊敬よりも畏い怖ふの念の方が強い。

（目をつけられないようにしましょ）

　そんなことを考えつつ、リンジーは用意した紅茶を盆に載せた。

　日当たりの良い窓際では〈水すい咬こうの魔術師〉ウィリアム・マクレガンが、ミネルヴァから訪れた〈紫煙の魔術師〉ギディオン・ラザフォードと共に談笑している。

　二人のそばに紅茶を置いたリンジーの耳に、老教師二人の会話が聞こえた。

「そういや、ルイスから聞いたんだがな。エヴァレットのやつ、まーだ引きこもっているらしい」

「ふぅん？」

「ミネルヴァの頃ころから何も変わっちゃいねぇ……卒業した以上、俺がアレコレ口出しするのもなんだが、どうにかならんのか、エヴァレットの人見知りは」

　どうやらラザフォードは、人見知りの誰かを気にかけているらしい。

（ミネルヴァの先生も大変なのねぇ）

　リンジーのクラスにも似たような性格の少女がいるので、気持ちは分かる。

　ただ、その少女──モニカ・ノートンは編入してきた当初に比べてずっと明るくなったし、それほど心配していない。
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　ラザフォード教授が気にかけているエヴァレットさんにも、お友達ができれば良いのだけれど……などとリンジーが密ひそかに考えていると、マクレガンが紅茶のカップを両手で持ち上げながら呟つぶやいた。

「ボクね、エヴァレット君なら、心配しなくて大丈夫だと思うよ」

「……あぁ？」

　訝いぶかしげな顔をするラザフォードに、マクレガンはズゾゾと音を立てて紅茶を啜すすり、のんびりした口調で言う。

「きっとね、チミが思ってるより楽しくやってるよ」








七章　彼は毎年、招待状を送り続けていた









　モニカはフェリクス周辺の警戒をリンとネロに任せて、一度野外舞台から離れた。舞台関係者でもないのにいつまでもその場に残っていては、不審に思われてしまうからだ。

（中等科の校舎はノートン家の方々が警戒してくれているし……ラザフォード先生がいる職員室を避けて、校舎を見て回ろうかな）

　そんなことを考えつつ校舎に向かっていると、背後からモニカを呼び止める声があった。

「よぅ、ノートン嬢」

「やぁやぁ、ご機嫌ようノートン嬢」

　振り向けばそこには、生徒会書記エリオット・ハワードと、その友人の音楽家ベンジャミン・モールディングの姿があった。

　モニカが「こんにちは」と挨あい拶さつをすると、エリオットが周囲を気にしながら訊たずねる。

「なぁ、ノートン嬢。シリルのやつを見てないか？」

「シリル様ですか？」

　学園祭が始まった後で、モニカがシリルを見たのは二回。

　学園祭開始直後に花飾りを貰もらった時と、劇の前半に観客席でチラリと見かけた時だけだ。それ以降は見ていない。

　モニカが正直にそう話すと、エリオットは眉まゆをひそめて頰をかいた。

「急ぎじゃないんだが、舞踏会が始まるまでにシリルに確認しておきたい案件があってな……てっきりノートン嬢と一緒に行動してるんだと思ってたんだが」

　エリオットの言葉に、モニカはキョトンと目を丸くした。

「わたしと、ですか？」

「だって、君とシリルは仲が良いだろ？」

「……？　ハワード様とシリル様の方が、仲が良いと思います」

　正直に思ったことを口にすると、何故かエリオットは仰天したように垂れ目を見開き、眉を持ち上げた。

「俺とシリルが仲良し？　おいおい冗談はよしてくれ」

　冗談でも嫌味でもなかったのだが、エリオットは不服そうだった。

　モニカが困惑していると、ベンジャミンが何かに気づいたような顔でポンと手を叩たたく。

「おぉ、そうか。ノートン嬢は編入生だったな。君は以前の二人のことを知らないのだから、無理もない」

　モニカが編入する前のシリルとエリオットは、今とは違う雰囲気だったのだろうか？

　モニカの知る限り、シリルとエリオットは普通に親しいように見える。

　というより、エリオットがシリルに対して比較的砕けた態度を取っているように見えるのだ。

「わたし、てっきり、二人はお友達、なのかと……」

「友達だって？　勘弁してくれ！」

　エリオットはいよいよ顔をしかめて首を横に振った。不快げというよりは、居た堪たまれないという雰囲気である。

　戸惑うモニカに、ベンジャミンが説明してくれた。

「エリオットは階級至上主義者だろう？　彼は己が貴族であることに誇りを持ち、同時に市井の者が貴族社会に足を踏み入れることを好まない。私は大衆から生まれた音楽が貴族階級に受け入れられることを非常に好ましく思っているのだが、彼は頭が固いから受け入れられないんだ」

「は、はぁ……」

　それはモニカも理解している。

　エリオットは中流階級以下の者と、上流階級の貴族が馴なれ合うことを好まない。

　それは決して中流階級以下の者を見下しているからではなく、己の本分を果たすために、互いの領域は侵さないことが最善だと考えているからだ。

　それ故、エリオットはモニカが編入したばかりの頃、攻撃的な態度を見せることが多かった。今は一応保留という扱いになっているようだが。

「あの、でも、そのこととシリル様に、何の関係が……」

「アシュリー副会長は、ハイオーン侯爵の養子だ。血縁者ではあるが、実父は爵位を持っていなかったらしい」

「……えっ」

　モニカは一瞬、耳を疑った。

　シリルはモニカが知る中でも特に、貴族らしい貴族だ。その堂々とした振る舞いも高慢さも。洗練された容姿や所作も。

　だから生まれつきの貴族なのだと疑いもしなかった。

「じゃあ、えっと、クローディア様とは……」

「あぁ、あそこの兄きよう妹だいは血が繫つながっていないのだよ。ハイオーン侯爵には実子がクローディア嬢しかいなかったから、跡継ぎにするために彼を養子にしたんだ」

　リディル王国では魔術が偏重されていた時代がある。そのため、魔術によって地位を得たり、古代魔導具の管理をしたりしてきた家では、魔術の才能がある子どもを養子にして跡継ぎにすることがしばしばあった。

　最近ではその風潮も薄れ、養子を跡継ぎにすることは稀まれになったが、ハイオーン侯爵は各方面を説得してシリルを養子にしたらしい。

（それで、ハワード様は……）

　だんだんとモニカにも事情が飲み込めてきた。

　シリルは生まれついての貴族ではない。そしてエリオットは成り上がり者が大嫌いなのだ。

　ベンジャミンは指揮棒を振るかのように人差し指を振りながら、言葉を続けた。

「昔のエリオットとアシュリー副会長は非常に仲が悪かった……というより、エリオットが一方的に突っかかっていた感じだな」

「おい、昔の話は勘弁してくれ」

「一方的に突っかかっておきながら、エリオットは筆記試験で完敗し……」

「やーめーろーって！」

　エリオットが片手で顔を覆いながら、反対の手をパタパタと振るが、一度回り出したベンジャミンの舌は止まらない。

「筆記試験で全敗したエリオットは、大人げなくもチェスでアシュリー副会長に勝負を挑んだのだよ。当時のアシュリー副会長はチェスの経験が浅く、エリオットに太た刀ち打うちできなかった。エリオットは踏ん反り返って、『チェスもろくにできないで、よくアシュリーの家名を名乗れるな』と……」

「なぁ、おい、その話は、シリルの醜態の部分だけ話せば良いだろ」

　性格の悪さを隠しきれていないエリオットの台詞せりふも、今のベンジャミンには届いていないようだった。

「ところがアシュリー副会長も、負けん気が強いから黙っていない。一ヶ月ほぼ寝ずにチェスを猛勉強してエリオットに再戦を挑んだアシュリー副会長は、かなり良いところまでエリオットを追い詰めたのだが、睡眠不足が祟たたって、対局中にチェス盤に倒れ込むように昏こん倒とうしてしまってね」

　その話はどこかで聞いた覚えがあった。確か、モニカがチェス大会の代表選手に選ばれたことを生徒会室で報告した時だっただろうか。

　シリルもエリオットも、タイプこそ違えどプライドの高さは良い勝負である。勝負事となれば、ムキになってヒートアップするのは想像に難くない。

「いやぁ、あの時のエリオットの動転ぶりは、今でも忘れないとも！」

「忘れてくれ。頼むから」

「まぁ結局その後、会長が仲裁に入って、二人は仲直りをしたというわけなのだよ」

　なるほど、とモニカが頷うなずいていると、エリオットがげんなりした顔で言い訳をした。

「いや別に仲直りをしたとかじゃなくてだな、とりあえず、あいつの努力と執念だけは認めてやったというか……」

「かくして結ばれる熱い友情！　身分の違いから生まれる諍いさかい！　そこから競い合い、高め合うことで生まれる、新たなハーモニー！　あぁっ、きた、きたきたきた！　曲が降ってきた！　これは一曲作れる……新しい曲が生まれるぞぅっ！」

　途中から自分の世界にトリップしてしまったベンジャミンに、エリオットは悲痛な顔で天を仰いだ。

「だから、友情とかじゃないって言ってるだろ！　ノートン嬢と同じだ！　とりあえず、一時的に様子見してやろうっていうだけで、いわば一時休戦！　あいつが何かヘマをしたら、俺は『ほら見たことか、元庶民が』って指をさして笑ってやるつもりなんだからな！」

「な、なるほど……」

　分かったような、よく分からないような、というのがモニカの本音だが、分かりやすく仲良しというわけでもないことは理解できた。

　エリオットは綺き麗れいに整えた鳶とび色いろの髪をぐしゃりとかき乱し、苦い顔をする。

「あぁ、まったく……なんでこんな話になったんだ。あぁそうだ、ノートン嬢のせいだぞ。君が、俺とシリルが友達だなんて勘違いをするからだ」

「す、すみません……」

　ただ、エリオットとシリルの仲が悪いのかと言われると、やはりモニカにはそうは思えないのだ。

　無論、正直にそう口にしたらエリオットが怒りそうなので、言うつもりはないが。

「寧むしろ、シリルは俺よりも君と仲が良いだろう、ノートン嬢？　仕事で一緒にいることが多いし……今日の学園祭も一緒に回ってたんじゃないのか？」

「いえ、本当に、朝ちょっと会っただけで……」

　モニカが首を横に振ると、エリオットはモニカの胸元の花飾りを指さした。

「でも、その花飾りはシリルに貰ったんだろ？」

「……？　どうして分かるんですか？」

　そういえば、フェリクスも同じことを言っていたような気がする。

　薔ば薇らの茎に結ばれた青いリボンは普段シリルが身につけているリボンタイだが、一目でそれと分かるほど特徴的な物ではない。

　リボンのどこかにシリルの名前でも書いてあるのだろうかとリボンを捲めくっていると、エリオットは呆あきれたような顔をした。

「なんだ、知らないのか？　花飾りは贈り手の髪や目の色に合わせることが多いんだ。俺みたいに地味な色のやつは、まぁ花の色は適当に選んで、無難にブラウンのリボンとかつけるけど。シリルなんて目立つ色だから、誰だれが見てもすぐに分かるだろう」

「そうだったんですか……」

　モニカは胸元の花飾りをマジマジと見下ろした。

　美しい純白の薔薇に青いリボンは、なるほどシリルの銀色の髪と青い目を思わせる。

「あ、そっか……そういうおまじないなんですね」

「うん？　なんだって？　おまじない？」

　モニカは随分昔に読んだ本を思い出した。

　なんでもリディル王国南東部のとある地方では、他人の一部──髪の毛などを身につけることで、その人の力を借りられると信じられていたという。

　故に高名な戦士や魔術師の髪の毛は、戦場に赴く者にとってありがたいお守りだったのだとか。

　この花飾りはその派生なのだとモニカは考えた。

「この花飾りを身につけていると、贈り主の力が借りられる……つまり、その人みたいに振る舞えるという、おまじないなんですね！」

「……お、おぅ？」

　だからシリルは「恥をかかずに済む、まじないだ」と言っていたのだとモニカは納得した。

　シリルのように振る舞うことができたら、モニカは舞踏会でも恥をかかずに済む。

「なんか、ちょっと勇気が出てきました……このお花を着けてたら、シリル様みたいに堂々と振る舞える、かも」

　エリオットはポカンとした顔でモニカを見ていたが、やがてゆっくりと体を折り曲げて腹を抱えると、全身をプルプルと震わせた。

「あの、ハワード様？　お腹なか、痛いんですか？」

「いや……くくっ、ははっ、あっはははは……いや、なんでもない……ふはっ……シリルみたいに振る舞うノートン嬢……なんだそれ、面白すぎるだろ……やめてくれ、笑い死ぬ……ぐふっ」

「ハ、ハワード様？　ハワード様？」

　痙けい攣れんするかのように体を震わせているエリオットに、モニカはオロオロする。

　やがてエリオットはゆっくりと上体を起こすと、垂れ目に滲にじんだ涙を拭ぬぐいながら言った。

「俺とシリルが仲が良いとか言った件は、今のでチャラにしてやろう。いやぁ、シリルを揶揄からかう良いネタができた」

「……へ？　あの、えっと……」

「とりあえず、あれだ。シリルの奴やつを見かけたら、俺が探してたって伝えてくれよ。俺は高等科の校舎の一階らへんにいるから」

「は、はいっ」

　モニカは小さく一礼すると、パタパタとその場を後にした。







　モニカの背中を見送りながら、エリオットは口元に皮肉っぽい笑みを浮かべる。

（まったく……あいつといい、シリルといい、ノートン嬢といい……俺の周りは、ああいう妙な連中ばっかりだ）

　貴族でない者が身分の垣根を越えてくることを、エリオット・ハワードは好まない。

　それでもそういった者達の全すべてを否定できなくなっているのも、また事実。

「それでも俺は、大衆音楽は好きじゃないんだ。曲を作るなら上品なやつにしてくれよ、ベンジャミン」

　エリオットの言葉に、ベンジャミンは答えなかった。

　木の枝で地面に音符を書き殴っているベンジャミンは、もうとっくに音楽の世界に旅立っていたからである。
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　エリオット、ベンジャミンと別れたモニカは人の少ないところまで移動すると、誰にも見られていないことを確認して木を見上げた。

「ネロ……いる？」

「おう、いるぜ」

　黒猫のネロは木の上からスルリと降りてくると、モニカの肩に飛び乗った。

　小鳥に化けているリンと違い、猫のネロに乗られるとそれなりに重いのだが、小声で会話をするためには仕方がない。

「あのね、シリル様を探してるんだけど……見なかった？」

「あぁ、あのヒンヤリ兄ちゃんか」

　魔力過剰吸収体質のシリルは、溜ため込んだ魔力を魔導具のブローチで常に放出している。その魔力は彼の得意属性である氷の魔力に変換されるので、ネロは彼のことをヒンヤリ兄ちゃんなどと呼んでいた。ネロは基本的に人の名前を覚える努力をしない。

「あいつなら、あのでかい建物で見かけたぜ」

　でかい建物、と言ってネロが前足で示したのは、舞踏会や式典で使われる大ホールだった。

　大ホールは校舎と渡り廊下で繫がっている。今モニカとネロがいる位置は、校舎とダンスホールの中間地点だ。

　大ホールは学園祭の後に行われる舞踏会の会場でもある。現在は一般開放はせず、夜の舞踏会の準備中のはずだ。

（あれ？　でも、舞踏会の準備担当はメイウッド様だったはず……どうしてシリル様がそっちにいるんだろう？）

　モニカは首を捻ひねりながら、肩の上のネロを抱き上げる。そろそろ肩が疲れてきたのだ。

　モニカに抱き上げられたネロは、前足でテシテシとモニカの腕を叩たたいた。

「おい、モニカ。なんか怪しい女がいるぞ」

「……えっ？」

「あそこだ、あそこ」

　ネロが目を向けた先では、一人の女がウロウロしていた。

　年齢は三〇代半ばぐらいだろうか。焦げ茶の髪の瘦やせた女で、身につけている物は質素な服とストール。

　その格好は、貴族の子女が通うセレンディア学園には少々不釣り合いだった。

　学園祭にやってくるのは大半が上流階級の人間か、その付き添いの使用人である。女の格好は貴族にも、その使用人にも見えない。

「なんかソワソワ、コソコソしてるし……あれだな！　人混みを歩いてるモニカがあんな感じだ！」

「どうせわたしは、ソワソワ、コソコソしてますよー、だ……」

　だがネロの言うことは実に的を射ていた。

　人と目を合わさぬよう俯うつむいて道の端を歩き、大勢の人がいるところでは怖おじ気け付いたように物陰に移動する。特に声の大きい集団がいると反射的に隠れてしまうので、いつまで経たっても目的地に辿たどり着つけない。

　その姿は人混みを歩くモニカにそっくりだ。

「どう見ても不審者だろ。もしかしたら侵入者かもしれないぜ」

　ネロはそう言うが、モニカには女が侵入者には見えなかった。

　もしあの女が刺客の類なら、もっと目立たない格好をするはずだ。質素すぎる女の格好は、この場では逆に浮いている。

　俯いている女の横顔は眉まゆを下げた暗い表情で、途方に暮れているようにも見えた。そういうところも、人混みの中のモニカにそっくりだ。

　もしかしたら、あの女性は何か困っているのではないだろうか。

「わ、わたし……声かけて、みるっ」

　人見知りのモニカにとって、初対面の人間に声をかけるのは非常に勇気のいることである。

　だが、どうしてもモニカはその女を放っておけなかったのだ。

　ネロはモニカを見上げ、ニンマリと機嫌良く笑った。

「成長したじゃねーか。おぅ、行ってこい、行ってこい」

　そう言ってネロはモニカの腕から飛び降りると、近くの木に飛び乗った。ネロの助けは借りず、一人で行けということなのだろう。

　モニカはキュッと拳こぶしを握りしめて、足を踏み出す。

　モニカは人の多いところが苦手だ。今だって人混みが怖い。知らない人が怖い。

　それでもモニカは、ラナのように人混みの中で誰かの手を引いてあげられるような優しい人に、ちょっとだけでも近づきたいと思ったのだ。

（大丈夫、今日のわたしには、シリル様のおまもりが、ついてる）

　モニカは胸元の白薔薇を見下ろす。

　シリルなら、来賓で困っている人間がいたら、きっと声をかけるはずだ。

（わたしは、生徒会役員なんだから……）

　モニカは女に近づくと、勇気を振り絞って声をかけた。

「あ、あのっ……な、なにか、お困りでひょうかっ！」

　嚙かんだ。

　シリルの堂々さとは程遠い現実にモニカが落ち込んでいると、女は戸惑うようにモニカを見る。

　地味で素朴な顔立ちの、どこにでもいそうな女性だ。言ってしまえば、モニカとよく似たタイプである。特徴と言えば、口元に黒子ほくろがあることぐらいか。

　女はためらうように一度睫まつ毛げを伏せ、小声でモニカに訊たずねた。

「シリル……シリル・アシュリーは、どこにいますか？」

　予想外の名前にモニカは目を丸くした。彼女はシリルの知り合いなのだろうか？

「えっと、シリル様は大ホールに……」

「大ホール？」

「あ、案内しまふっ！」

　また嚙んだ。
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　モニカの隣を俯き気味に歩くその女は、たまにチラチラと周囲を見ては、また気まずそうに下を向く。

　モニカは何か話しかけた方が良いのだろうかと悩み、口を開きかけては閉じ、開きかけてはまた閉じた。

（うぅっ、き、気まずい……）

　こういう時、どんな話をしたら良いのか分からない。

　ラナならきっと、そのストール素敵ですね、と身につけている物を話題にするのだろう。

　フェリクスなら、学園祭は楽しんでいただけていますか？　芝居は観みられましたか？　と相手の反応を見つつ、幅広い話題を提供するはずだ。

　グレンなら、うちの肉を食べていってほしいっす！　だろうか。

　こういう時、自分の知り合いならどうするかを想像してみたものの、モニカにはどれも真ま似ねできる気がしない。

　結局何も話題を提供できないままモニカが密ひそかに頭を抱えていると、女はモニカを見て、ポソポソと小声で言った。

「貴女あなたも、この学園の生徒さんなのかしら」

「は、はいっ、そうですっ、生徒ですっ！」

　モニカが頷うなずくと、女は何故か申し訳なさそうに「ごめんなさい」と謝る。

「失礼なことを訊きいてしまったわね。制服を見れば分かることなのに。貴女があまり……その、ここの生徒っぽくないように見えたから」

　確かに貴族の子らが通うセレンディア学園で、見るからに庶民のモニカは異質な存在だ。

　たとえ同じ制服を着ていても、立ち振る舞いを見ていれば、そういうのは自然と分かるものである。

「貴女は、シリルを知っているのかしら？」

「は、はいっ、いつもお世話になってます！」

　勢いよく頷くモニカに、女は躊躇ためらいがちに視線を彷徨さまよわせる。

　そうして最後はその視線を足元に落とし、ポツリと小さな声で言った。

「シリルは貴女みたいなおとなしい子に、威張ったり、怒鳴ったり、居丈高に振る舞ったりしているのではなくて？」

「え、えっと……」

　シリルが居丈高な態度を取るのは、おとなしいモニカにだけではない。フェリクスを除くほぼ全員、誰だれに対しても平等にあんな感じである。

　モニカはしばし、返す言葉に悩んだ。

　確かにシリルは高慢で怒りっぽい人だ。だけど、それだけじゃないことをモニカは知っている。

「シリル様は優しい、です」

　初めてシリルと会った時のことを思い出しながら、モニカはゆっくりと言葉を紡ぐ。

「わたしのこと、ちゃんと気にかけてくれました」

　あの時、彼は階段から転落したモニカを心配してくれた。

　誰に頼まれたわけでもないのに、モニカが階段から落ちた経緯を調べて、公平な裁定を下してくれたのもシリルだ。

「生徒会のお仕事、いつもすごくすごく丁寧に教えてくれます。わたしが倒れた時は、お仕事全部代わってくれて……あ、あと、美お味いしいチョコレートをくれました！」

　今まで俯き気味だった女が顔を上げて、モニカを見る。

　モニカはちょっとだけ胸を張って、胸に飾った白薔ば薇らの花飾りに指先で触れた。

「このお花も、シリル様がくれました。わたしが今日、恥ずかしい思いをしないようにって……勇気が出るおまじないをくれたんです」

　女の顔が一瞬、泣きそうに歪ゆがんだ。

「シリルが…………そう……」

　呟つぶやき、女は足を止める。

　シリルのいる大ホールはもう目と鼻の先だ。だが女は立ち止まったまま、それ以上進もうとしない。

「あの、シリル様はこの大ホールにいます、よ？」

　モニカがおずおずと声をかけると、女は小さく首を横に振った。

「いいえ、やっぱり……まだ、あの子には会えないわ」

　会えないと言いながら、それなのに女は穏やかで安心したような顔をしている。

　女は申し訳なさそうに眉を下げて、モニカを見た。

「せっかく案内してくれたのにごめんなさいね……私に声をかけてくれてありがとう。優しいお嬢さん」

「いえ、あの、あまりお役に立てなくて、すみません……」

　指をこねるモニカに、女は淡く微笑ほほえんだ。

「貴女の話が聞けて良かった。あの子が……貴女みたいな子にも優しくできるなら……」

　最後は独り言のように呟き、女は正門の方へ歩きだす。

　彼女が大ホールを振り返ることはなかった。
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「し、失礼します……」

　モニカが大ホールの扉を少し開けて中を覗のぞいてみると、シリルとニールが忙しそうに、使用人達に指示を出していた。

　食事や飲み物、食器の数の確認、楽団の待機位置や椅子の配置、その他諸もろ々もろ、舞踏会が始まるまでに確認すべきことは幾らでもある。

　あんまり忙しそうなので声をかけて良いものかどうか迷っていると、ニールがモニカに気づき、声をかけてくれた。

「あっ、ノートン嬢。どうされたんですか？」

「あのっ、シリル様に……用が、あって……」

　モニカがもじもじしながら答えると、ニールはすぐにシリルを呼んでくれた。

　シリルはリストを確認する手を止めて、モニカの方に早足で近づいてくる。ヒンヤリとした空気を足元に感じた。

「ノートン会計か。校舎の方で何かトラブルでもあったのか？」

「い、いえ、そうではないんですけど、ハワード様がシリル様を探してて……舞踏会前に確認したいことがあるから、声をかけてほしいと仰おつしやってました。あの、ハワード様は校舎の一階にいらっしゃるそうなので……」

「確認事項？　あぁ、楽団の方で何か変更があったのかもしれないな。分かった、ここの確認が終わったらすぐに行く」

　早口で答えるシリルは、束ねた髪が珍しく弛ゆるんでいた。リボンタイも外したままだ。普段、身なりにうるさいシリルだが、それだけ忙しいのだろう。

　先ほどからヒンヤリとした冷気を足元に感じるのは、恐らく余剰な魔力を冷気にして放出する魔導具のブローチが、ポケットに入っているからだ。いつもはもう少し上の方から冷気を感じる。

「シリル様は、お芝居、観ましたか？」

「あぁ、メイウッド庶務と一緒に、前半の芝居を途中まで……」

　シリルの言葉に、近くにいたニールが苦笑する。

「舞台そばで作業しながら観ていたので、しっかり観ていたとは言い難いですよ」

「まぁ、そうだな。ノートン会計は後半まで楽しめたか？」

　どうやら二人は舞台の後半は観ていないし、諸々のトラブルも知らないらしい。

　舞台が半壊状態になっていることを知ったらシリルが卒倒しそうなので、モニカは曖あい昧まいに笑って誤ご魔ま化かすことにした。

「シリル様、あの……さっき女性の方がいらっしゃって、シリル様を探してた、みたいで」

「私を？」

　今になってモニカは気がついた。自分はあの女性の素性はおろか、名前すら訊いていないのだ。

「ご、ごめんなさい。お名前聞きそびれちゃって……えっと、焦げ茶の髪で……あっ、そうだ、口元に黒子がありました」

　訝いぶかしげに眉をひそめていたシリルが、短く息を吞のんだ。

「その女性は、今どこに？」

「えっと、さっきまでご一緒してたんですけど、やっぱりまだ会えないからって、お帰りになられて……」

　シリルは片手を持ち上げて、顔を覆い隠す。

　指の隙すき間まから僅わずかに見えた顔は、泣き笑いのように歪んでいた。

「……来てくださったのか」

　ともすれば聞き逃してしまいそうな小さい呟きは、モニカに聞かせるためのものではない、独り言じみた呟きだ。

「シリル様？」

　モニカが戸惑いがちに見上げると、シリルは深々と頭を下げる。

「私の大事な客人を案内してくれたこと、感謝する」

　その声は、微かすかに震えていた。
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　正門からセレンディア学園を出たその女は、学園のそばに停とめてあった馬車に乗り込む。

　馬車に掲げられている紋章はハイオーン侯爵のもので、馬車も相応に立派な造りだった。

　自分には不釣り合いな馬車だ、とボンヤリ考えながら、女は座席の隅に縮こまるように座る。

　女は名をマイラ・ウェインといった。

　マイラは三〇代後半の、どこにでもいるつまらない女だ。身なりもありきたりな町民のそれで、立派なこの馬車には到底そぐわない。マイラ自身そのことを自覚しているから、馬車に触れる部分を少しでも減らそうと、体を縮こまらせて座っていた。

　この馬車の持ち主であるハイオーン侯爵が戻るまで、まだしばらくかかるだろう。

　マイラはしばし俯うつむきボンヤリとしていたが、やがて思い出したように鞄かばんから一通の手紙を取り出して広げた。




『お母様へ

　最近は吹く風も冷たく、寮の周りにも霜が降りるようになりました。

　殿下のお召し物も厚くなってきましたので、私のせいで殿下がお寒い思いをせぬよう、日々魔力制御の修行に明け暮れております。

　ゆくゆくはハイオーン侯爵の跡継ぎとして恥ずかしくない人間になれるよう、精進してまいります』




　それからしばらく、近況に触れる内容が続く。

　何回も読み直した手紙だ。本当は読まずとも内容を殆ほとんど覚えている。

　それでも、綺き麗れいな字で綴つづられた文面をマイラはゆっくりと目で追った。

　マイラは知っている。この手紙を書いた人物は、一つの手紙を書くのに何度も何度も推すい敲こうをするのだ。

　書き損じの裏紙を使って文面に頭を悩ませている姿が、マイラには容易に想像できた。




『今年も、セレンディア学園の学園祭の季節が近づいてまいりました。

　ご多忙かとは思いますが、もし都合が合いましたら、どうぞお立ち寄りください。

　ハイオーン侯爵も、馬車を出してくださると仰っています。

　私にとって今年が最後の学園祭です。生徒会長を務める殿下の素晴らしい采配にお力添えができるよう全力を尽くしますので、どうかお母様にも楽しんでいただければ幸いです。

　これから寒さも厳しくなってまいりますので、どうぞご自愛ください。

　先日、最新技術で作られたチョコレートをいただきました。ミルクに溶かして飲むととても美お味いしく、体が温まります。同封いたしますので、もし良かったらお試しください。


貴女の息子より』






　手紙を四回ほど読み直した時、馬車の扉がカタンと音を立てて開いた。

　乗り込んできたのは黒髪に口くち髭ひげの壮年の男性、ハイオーン侯爵。

　マイラとは比べものにならない、高貴な身分の人間だ。

「おや、もう戻っていたのかね」

「……はい」

「シリルとは」

　マイラが小さく首を横に振ると、ハイオーン侯爵は「そうか」と短く返す。

　肯定、否定のどちらの意図も感じさせない穏やかな相あい槌づちだった。

　馬車に戻ってきたということは、ハイオーン侯爵はもう用事を済ませたのだろう。それでも彼は、御者に発車の指示を出さなかった。

　マイラが黙り込んでいると、ハイオーン侯爵が口髭を弄いじりながら呟く。

「正直、貴女が学園祭に行きたいと申し出るとは思っていなかった……あぁ、貴女が来るのを迷惑だと言っているわけじゃない」

　反射的に謝ろうとするマイラを、ハイオーン侯爵は片手で制した。

　マイラは自分に非があろうが無かろうが「すみません、ごめんなさい」と謝罪の言葉を口にするのが癖になっている。

　マイラの亡き夫は、気に入らないことがあるとすぐにマイラを罵ば倒とうし、手をあげる人だった。

　だからマイラの視線はいつも足元を彷徨さまよっているし、たまに顔を上げても、無意識に誰かの顔色を窺うかがってしまう。

　今もマイラが侯爵の顔色を窺っていると、侯爵は青い目を伏せて言葉を続けた。

「貴女は息子を……シリルを持て余しているように見えた」

　その言葉がマイラの胸に突き刺さる。

　マイラは両手で顔を覆い、項うな垂だれた。

「えぇ、そうです。あの子はあまりにも……父親に似すぎていた」

　マイラの夫はアシュリー家の血を引いてはいたが、爵位は持っていなかった。

　それなのに自分は尊い貴族の血を引く人間なのだと威張りちらし、周囲から孤立して仕事を失い、最後は酒浸りになって体を壊して死んだ。

　マイラは、そんな夫によく似た容姿の息子をずっと持て余していた。

「……私は、あの子が学校で一番の成績を取ったのだと誇らしげに語る度に、あの子が父親のようになってしまうのではないかと、恐ろしくて仕方がなかったのです」

　幼いシリルは、ただ母に褒めてほしかっただけなのだろう。よく頑張ったね、と。

　だが、マイラはそんなありふれた褒め言葉すら口にすることができなかった。

　褒めれば、きっとこの子は増長して父親のように高慢な人間になる──そんな不安が頭をちらついて離れなかったのだ。

「成績なんて、普通で良かったのです。人並みであれば、それで……」

　だがシリルは努力家で、そして優秀だった。

　もっともっと頑張れば、いつか母が褒めてくれると信じて努力し続けた。

　その成果が認められ、ハイオーン侯爵が金銭支援と養子縁組の申し出をした時、きっとシリルはこう考えたはずだ。

　これでお母様も褒めてくださる。喜んでくださる、と。

　だが、マイラはシリルを突き放してしまった。

　──あぁ、貴方あなたはやっぱり、貴族の子なんだわ。

　その言葉を突きつけられたシリルの傷ついた顔が、マイラは今でも忘れられない。

「本当は、今日、最後にあの子の顔を見て……それで最後にして、二度と会わないようにしようと思っていたのです」

　シリルからは毎月手紙が届いているから、マイラは息子がどんな暮らしをしているのか知っている。

　第二王子の側近として見み出いだされ、生徒会副会長になったシリルは充実した学生生活を送っている。貴族の子に相応ふさわしい振る舞いで。周囲にもそれを望まれている。

　シリルは立派な貴族として生きているのだ。ならば、もう平民の母など必要ない──マイラはそう思いたかった。

「だけど……さっき会った女の子が、シリルのことを沢山褒めていたんです。シリルを、優しいって」

　見るからに大人しくて内気そうな、素朴な少女だった。そんな少女がモジモジしながら、それでも懸命にシリルのことを褒めてくれたのだ。

　マイラは一度だけ洟はなを啜すすり、掠かすれた声を絞りだす。

「その子は、シリルが花をくれたのだと言っていました」

　まだ夫が生きていた頃ころ、夫に罵ののしられて泣いているマイラに、幼いシリルは「お母様、綺麗なお花を見たら、きっと元気になれますよ」と言って、花を摘んできてくれた。

　シリルはいつだって、あの手この手で母を喜ばせようと一生懸命だったのだ。

　それなのにマイラはシリルを拒絶し、手紙に返事を出していない。

　少し前に送られてきたチョコレートも、まだ封を開けてすらいなかった。

「あの女の子の話を聞いて、ようやく気づいたんです……私は主人の面影を恐れるあまり、あの子の本質を見ようとしていなかった」

　ハイオーン侯爵は景け色しきでも見るかのように、窓の外に目を向けた。この人はマイラが真まっ直すぐに見据えられると萎い縮しゆくすることを知っているのだ。

　そうして窓の外に目を向けたまま、ハイオーン侯爵は独り言のような口調で言う。

「初めて会った時から、シリルは承認欲求の強い少年だった。だからこそ向上心が強い。知識量で妹のクローディアに敵かなわないと知った時も、それならば自分だけの武器を手に入れようと、彼は魔術を学び始めた」

　シリルが自分を追い込みすぎる性分なのだと侯爵が気づいた時には、シリルは無理のしすぎで魔力過剰摂取症になっていたのだという。

　その時のシリルは、自分が養父に見捨てられるのではないかと、酷ひどく怯おびえていたらしい。

「まだまだ未熟な点はあるが、真ま面じ目めで勤勉、向上心も強い。ゆくゆくは、正式に私の跡継ぎにするつもりだ」

　ハイオーン侯爵は一度言葉を切って、マイラの反応を窺った。

　この理知的な侯爵は、マイラが言葉の意味を理解して飲み込むのを急せかさず静かに待ってくれる。

　そういう聡そう明めいで優しい人がシリルの義父になってくれて良かったと、マイラはいつも思う。

「……ありがとう、ございます」

　マイラが掠れた声で呟つぶやくと、ハイオーン侯爵は一つ頷うなずき、言葉を続けた。

「私は、シリルが実母である貴女あなたに会うことを禁止するつもりはない。それなのにシリルは、いつも生家に帰ることを躊ちゆう躇ちよしている……貴女に拒絶されるのが怖いのだろう」

　マイラは膝ひざの上で握った手に力を込めた。

（ごめんなさい、ごめんなさい、弱い母親でごめんなさい。貴方を信じてあげられなくてごめんなさい）

　無言で震えることしかできないマイラに、穏やかな声が提案した。

「手紙を出してやるといい。すれ違った人間関係は早期修復するに限る」

　ハイオーン侯爵は、御者に馬車を出すよう指示した。

　ゆっくりと馬車が動きだす。その振動に身を委ねながら、マイラは目を閉じた。

　瞼まぶたの裏に蘇よみがえるのは懐かしい光景。

『お母様、なぜ、あの男はいつもお母様を叩たたくのですか』

『まぁ、シリル。お父様のことをあの男なんて言っては駄目よ』

『私には理解できません。私なら大事な人に手をあげたりなんてしない。大事な人が泣いたり、落ち込んだりしていたら、甘くて美お味いしい飲み物を淹いれてあげるのに』

『そうね。貴方に好きな女の子ができたら、きっとそうしてあげなさい』

　あの子は、母の言葉をきちんと覚えていたのだ。

　帰宅したら、まだ封を切っていなかったチョコレートを開けよう、とマイラはボンヤリ考える。

　そしてそれを飲みながら、息子に手紙を書くのだ。

　冬休み、貴方さえ良ければ帰っていらっしゃい、と。








八章　無慈悲な魔女









　生徒会長フェリクス・アーク・リディルは、舞台担当の責任者に聴取を行っていた。

　今年の舞台は素晴らしかった、あんなに迫力のある演出はそうそう見られるものではない。というのが観客達の感想だが、裏方の事情を知る人々からしてみれば想定外の連続も良いところである。

　調査結果によると、演出用の火薬が急な突風に煽あおられて倒れたらしい。

　火薬の装置はしっかり固定していたと裏方の者達は口を揃そろえて言うが、現場は崩壊が激しく、真偽のほどは定かではない。

　幸い火事にはならなかったものの、英雄ラルフ役のグレンが飛行魔術の使い手でなかったら、グレンもエリアーヌも大怪け我がをしていただろう。

「あぁ、殿下。わたくし、とても恐ろしかったですわ」

　聴取が一段落したところで、エリアーヌがフェリクスにすり寄ってきた。

　エリアーヌはハラハラと美しい涙を零こぼしながら、慰めてほしそうな顔でフェリクスを見上げている。

　それだけで、フェリクスは大体の事情を察した。

（あぁ、彼女の仕業か）

　大方ラルフ役の怪我も、エリアーヌの仕業なのだろう。

　愚かな真ま似ねをしたものだと冷めた目で思いつつ、フェリクスはエリアーヌを気遣うように言った。

「それでも舞台は成功した。君とダドリー君の名演技のおかげでね。初代国王夫妻に相応しいラルフとアメーリアだった」

「……ありがとうございます」

「おや、そういえば、君の英雄のダドリー君はどこに？」

「さぁ、存じませんわ」

　フェリクスがグレンを持ち上げると、エリアーヌの機嫌は分かりやすく下降した。

（ダドリー君には悪いけれど、彼に代役をやらせて正解だったな）

　フェリクスはグレンが七賢人の弟子であることを、入学当初から知っていた。

　だから彼なら、エリアーヌが何か仕掛けてきても対処できるだろうと考え、代役に推薦したのだ。

　何も知らないグレンは、見事にフェリクスの期待に応こたえてくれた。

（〈結界の魔術師〉が私のことを嗅かぎ回っているようだから、その弟子のダドリー君には警戒していたのだけど……彼はなかなか役に立つ）

　そんなことを頭の隅で考えつつ、フェリクスは舞台関係者に崩れたセットの撤去を命じた。

　エリアーヌは構ってほしそうにこちらを見ているが、フェリクスは多忙の身なのだ。彼女にかける時間が惜しい。

　さて、そろそろ舞踏会の準備に移らねば、と舞台を離れようとしたところで、エリアーヌがフェリクスの服の裾すそを引いた。

「フェリクス様……今年は、わたくしと一番に踊ってくださいますか？」

　今年は、とはよく言ったものだとフェリクスは胸の内で失笑する。

　エリアーヌは毎年舞踏会になるとフェリクスと最初にダンスを踊ることを所望するのだ。もはや恒例行事である。

　そして、フェリクスはそれを断れない。

　エリアーヌは第二王子フェリクス・アーク・リディルのはとこであり、クロックフォード公爵が推している婚約者候補筆頭だからだ。

「勿もち論ろん、君がそれを望むなら」

　無難に言葉を返しておけば、いつものエリアーヌなら満足してくれる。

　だが今日の彼女は、やけにしつこかった。

「わたくしは約束がほしいのです……目に見える約束が」

　エリアーヌが何を望んでいるかは言うまでもない。伝統の花飾りだ。彼女はそれがほしいとねだっている。

　フェリクスは今まで、一度もこの伝統行事に参加したことがない。

　多忙な彼は、その時の状況に合わせてダンスの相手を変えねばならないし、時に来賓を優先することもあるからだ。

　なにより彼が誰かに花飾りを贈るということは、婚約者を決めたという意思表示と受け取られかねない。

　ふと、フェリクスの頭を一人の少女がよぎった。

　これは恥をかかずに済むおまじないなのだと、はにかんでいたモニカ。その胸元に飾られていた白い薔ば薇ら。

　あの薔薇がダンスの誘いだと教えてやったら、モニカはどんな顔をしただろう。

　もしフェリクスが黄色い薔薇に碧あおいリボンをかけてモニカをダンスに誘ったら、彼女はどんな反応を見せていただろう？

　きっと彼女はエリアーヌみたいに頰を染めたりなんてしない。寧むしろ卒倒寸前のように真っ青になって「わ、わたしには荷が重いですっ、無理っ、無理ですぅぅぅっ」と頭がもげそうな勢いで首を横に振り続けるだろう。

（おまじないだなんて、ずるいじゃないか、シリル）

　フェリクスは誰かに薔薇を贈る自由すら、許されていないというのに。

　カチッと自分の奥歯が鳴る音が聞こえた。あぁ、いけない。奥歯を嚙かみ締しめていては綺き麗れいな笑顔は作れないのに。と自分に言い聞かせ、フェリクスはエリアーヌに笑顔を取り繕う。

（花飾りに思い入れは無いけれど……）

　笑顔の裏でフェリクスが思い浮かべるのは、コールラプトンの夜、彼を振り回した一人の女の子。

　──今のわたしは幽霊ですっ。どこにもいない、ただの幽霊のモニカです。だから……っ。

　恥ずかしそうに差し伸べられた小さな手。

　彼を想おもって紡がれた、優しく拙い誘い文句。

　──幽霊同士、一緒に夜遊びしましょう、ア……っ、アイクっ！

　花を贈るなら、あの少女がいいと思った。

（だって、きっと楽しい）
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　エリアーヌを適当にあしらったフェリクスは、舞踏会前の最終確認を済ませに校舎に寄った。

　冬が近いこの季節、日が傾くのは早い。窓の外に見える空は夕焼けの色に染まりつつある。

　まもなく、一般公開終了の鐘が鳴るだろう。そうしたら生徒達は一度寮に戻り、身支度を整えて、夜の舞踏会に参加するのだ。

　自分も最後の点検を終えたら寮に戻ろう。

　この後の段取りを考えながら、フェリクスは校舎一階の廊下を歩く。

「殿下」

　背後から声をかけられ、フェリクスは足を止めた。足早にこちらへ近づいてくるのは、銀髪をきちんと首の後ろで束ねた細身の青年。生徒会副会長シリル・アシュリーだ。

　そういえば、今日はあまり彼の姿を見かけなかった。去年までのシリルはフェリクスの護衛をするのだと言って、いつもフェリクスのそばに控えていたのに。

「やぁ、シリル。今日はあまり姿を見かけなかったね」

「申し訳ありません、少々立て込んでいまして」

　そう言って申し訳なさそうに眉まゆを下げたシリルが、ハッと何かに気づいたような顔をした。

「失礼、殿下……髪に虫が」

　シリルがフェリクスの髪に手を伸ばしたその時、窓の外から飛び込んだ黒い何かがシリルの腕に飛びついた。

　フシャァッ！　と鋭く息を吐くように鳴くその生き物は、金色の目の黒猫だ。

「猫？　迷い込んだのか……殿下、少々お待ちください。追い出します」

　シリルが困惑顔で腕を下ろし、黒猫を捕まえようとする。

　だが、シリルが床に膝をついて手を伸ばすと、黒猫はシリルの頭を踏み台にして跳躍した。そのまま黒猫はフェリクスの横をすり抜けるように走る。

「この……っ！」

　シリルが苛いら立だったような声をあげて振り向き、フェリクスの背後を見て目を丸くする。

　足音に気づいていたフェリクスも、ゆっくりと振り返った。

　窓から差し込む夕日で橙だいだいに染まった廊下を歩いてくるのは、薄茶の髪の小柄な少女。生徒会会計モニカ・ノートン。

　彼女は足元に駆け寄ってきた黒猫を無言で抱き上げ、窓の外に逃がした。

　その幼い横顔が、やけに無表情に見えたのは気のせいだろうか。

　フェリクスがモニカの名を呼ぼうとすると、それより早くモニカはフェリクスの背後にいるシリルに目を向ける。

「シリル様、あの、別室でお話ししたいことが……」

「何かトラブルか？」

　シリルが訊たずねると、モニカはボテボテと駆け寄り指をこねた。

　その鈍臭い走り方も、幼い仕草も、眉を下げた頼りなげな表情も、いつもの彼女のそれだ。

「えっと、トラブルではないんですけど、舞踏会前にどうしてもお伝えしなくちゃいけない、大事な話があって……」

　モニカは胸の前で手を握り、シリルを見上げて切羽詰まった表情で言った。

「シリル様じゃないと駄目なんですっ！　お、お願いしますっ！」

　モニカは必死の表情でシリルだけを見ていた。まるで、これから大事な告白をするかのように。フェリクスなど、目にも入れず。

　フェリクスは思わず、己の服の胸元を摑つかんだ。胸の奥で何かがチリチリと炙あぶられるような、そんな心ここ地ちがする。

「分かった、話を聞こう」

「あ、ありがとうございます、あの、他の人に聞かれたくないので、こっちで……」

　そう言ってモニカは、シリルの上着の裾を引く。

　モニカが自分から誰かに手を伸ばすことも、上着の裾を引くことも、珍しい行動だ。

　キシキシと胸の奥で何かが軋きしむ気がするのは、何な故ぜだろう。

「分かった、すぐに行く。殿下、失礼いたします」

「あぁ」

　フェリクスは無意識に片手を持ち上げ、口元を覆った。

　今の自分は、穏やかで優しい完かん璧ぺきな王子様の顔で笑えていない気がしたのだ。
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　モニカはシリルを近くの空き教室に案内すると、窓を背にシリルと向き合った。

　夕日が逆光となって、モニカの顔に陰を落とす。シリルは眩まぶしそうに目を細め、モニカに訊ねた。

「それで、私に話とは？」

「…………」

　モニカは何も言わない。シリルを見据える幼い顔は、数式やチェス盤に向き合う時と同じ無表情だった。

　シリルが苛立ったように眉まゆ根ねを寄せる。

　その時、リィンゴーン、リィンゴーンと鐘の音が聞こえた。学園祭の一般公開が終了したのだ。

　生徒達は舞踏会の準備のために、寮に移動しているだろう。校舎に人は殆ほとんど残っていないはずだ。

　──リィンゴーン、リィンゴーン、リィン、ゴーン……。

　最後の鐘の音に、バチバチという乾いた音が重なる。雷属性の魔術を発動した時特有の音だ。

　鐘の余韻が消えるより早く、シリルの周囲に金色の光が浮かび上がり、雷の檻おりとなって彼を閉じ込める。

「これは……一体、何の真ま似ねだ。ノートン嬢！」

「シリル様は、わたしのことをノートン嬢とは呼びません。フルネームか、ノートン会計と呼びます」

　夕日の逆光でかげる幼い顔の中、その目が緑がかった色に煌きらめく。

　感情の抜け落ちた声が静かに問う。

「あなたは、誰だれですか？」







　モニカはシリルからノートン会計と呼ばれるのが好きだ。生徒会役員の一人として認めてもらえたような気がして、自然と背筋が伸びる。

　だから、目の前の男のノートン嬢呼びに、胸がざらつくような感覚を覚えた。

「たかだか呼び方を違たがえただけで、貴様は人にこのような仕打ちをするのか？」

　雷の檻の向こう側からモニカを睨にらんでくるその男は、何から何までシリルに似ていた。

　意志の強そうな顔立ちも、癖のない銀髪も、細身の体も──数字だけで見れば、いつもの彼とほぼ同じだ。

　だけど、モニカは知っている。

「そのリボンタイは、朝からつけていた物ですか？」

「……それがどうした」

「シリル様のリボンタイは、ここにあります」

　モニカは己の胸元に飾られた花飾りのリボンに指先で触れる。

　なにより決定的なのは、目の前にいる男のリボンタイを留めるブローチ。

　シリルは魔力過剰吸収体質で、魔力放出のために魔導具のブローチを身につけている。

「シリル様のブローチは魔導具です。あなたのそれは、魔導具じゃない」

　感知の魔術を使えば一目で分かる。よくできているが、あれは見た目だけ似せた別物だ。

　チェスで相手を追い詰めるように、モニカは淡々と言葉を続ける。

「前半のお芝居、わたしは観客席に一人でいるシリル様の姿を遠くから見かけました。でも、その時シリル様はメイウッド様と一緒に作業をしていたと証言しています」

　おそらくモニカが観客席で見かけたシリルは、偽物だったのだ。

　この男は、そうやってフェリクスに近づく機会を虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっていたのだろう。

　そしてモニカは、目の前にいるこの男の正体も薄々気づいていた。

「この雷の檻を見た瞬間、わたしの仕業だと思ったのは何故ですか？　わたしは詠唱なんてしていないのに」

　無詠唱魔術を初めて見た人間は大抵、周囲に隠れた別の人間が魔術を使ったのだと考える。

　無詠唱魔術の使い手は世界でただ一人きり──それを目の前にいるモニカと結びつけられる人間など、そうそういない。

　だが目の前の男は、この雷の檻をモニカの仕業と断言した。

「この雷の檻をわたしの仕業だと思ったのは、貴方あなたが一度わたしの魔術を見ているからです。……チェス大会で」

　逃走したチェス大会の侵入者は、ミネルヴァの教師ユージン・ピットマンと瓜うり二ふたつだった。

　だからモニカは、元からピットマンとよく似た男なのだと思っていたが、おそらく違う。

「幻術は、移動しながら長時間維持できるものじゃない。シリル様そっくりに化けているそれも、肉体操作魔術ですか？　あの時の、竜化の魔術のように」

　目の前の男の唇がゆっくりと持ち上がり、三日月のような笑みを刻んだ。

　細い喉のどが震え、掠かすれた笑い声を漏らす。蜂はち蜜みつを煮詰めて焦がしたように甘ったるい声は、チェス大会の侵入者のそれと同じだ。

「ふ、ふふ……あははっ、流石さすがね。七賢人が一人、〈沈黙の魔女〉モニカ・エヴァレット。正直、今でも信じられないのよ？　まさか〈沈黙の魔女〉が、こ～んな小娘だったなんて！」

　信じがたいのはモニカも同じだ。モニカの知る限り、肉体操作魔術とは小さな傷を塞ふさいだり、一時的に肉体を強化する性質のものである。

　だがこの男は、チェス大会の時は竜化の魔術なるもので肉体を一時的に変へん貌ぼうさせ、今回はシリルそっくりに化けた。骨格や色素も弄いじっているのだ。

（帝国の肉体操作魔術……噂うわさには聞いてたけれど、まさかここまでできるなんて）

　医療用魔術の一環として、帝国で肉体操作魔術の研究が解禁されたのは、ここ一年ほどの話だ。

　モニカは魔術式の研究をしているから分かる。目の前の男の肉体操作魔術は、一年かそこらの研究でできるものじゃない。おそらくもっと前から、肉体操作魔術の研究は進められていたのだ。

　それが国家規模でのことなのか、この男が個人的にしていたことなのかは分からないけれど。

（それにしても気になるのは……この人の目的）

　フェリクスの暗殺が目的なら、他にやりようがあったはずだ。

　チェス大会といい、今回といい、この男の動きは何かがおかしい。

「あなたの目的は、本当に殿下の暗殺ですか？」

　まともな答えなど返ってくるはずがないだろうと思っていたが、案の定鼻で笑われた。

「聞き出してみたら？　力ずくで」

「大人しく捕まる気は、ありますか？」

　モニカが硬い声で問うと、男はニヤニヤ笑いを引っ込める。

　そうして冷ややかな目でモニカを睨み、シリルに似せた声で言った。

「貴様に私が攻撃できるのか、ノートン会計」

　たとえ偽物と分かっていても、親しい人間と同じ容姿の人間を攻撃するのは心理的に抵抗があるものだ。

　そうと分かっていて、男はモニカを挑発している。本物のシリルに敵意を向けられているのだと錯覚しそうな、声と表情で。

　だが、モニカに躊躇ためらいは無かった。

「できます」

　モニカはチェス盤を前にした時のような無表情で男を見据え、感情の抜け落ちた声で告げる。

「あなたを、数字の塊だと思えばいい」

　モニカは意図的に己の認識をずらし、数字の世界に没頭した。

　その目に映るのは、人間の体を構成する数字のみ。数字と魔術の世界に浸っている限り、モニカは幾らでも無慈悲に強く在れる。

　男がシリルの顔で忌々しげに舌打ちをした。その舌打ちも、苛立ちに歪ゆがむ顔も、モニカの心を揺さぶることはない。ただ音声を、表情の変化を数字で認識するだけだ。

　雷の檻に囲まれた男は、右腕を振るう。

「……なら、これはどう？」

　男は隠し持っていた小瓶をモニカ目がけて投とう擲てきした。

　中身は毒か、或あるいは酸か。

　小瓶は雷の檻の隙すき間まを潜くぐり抜け、モニカ目がけて飛来する。
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　シリルに化けた男──ユアンは勝利を確信して笑った。

　小瓶の中身は揮発性の高い毒だ。瓶が割れると同時に室内に広がり、吸い込めばたちまち意識が朦もう朧ろうとして立っていられなくなる。

　ユアンは毒に耐性をつけているので問題なく動けるが、この小さな魔女はひとたまりもないだろう。

　たとえ〈沈黙の魔女〉が防御結界を張ったとしても、空気に溶け込む毒は一般的な防御結界をすり抜ける。対毒用の防御結界を張ったとしたら、今度はそれを維持し続けなければならない。

　更に小瓶でモニカの意識を引きつけている間に、廊下で待機していた相棒のハイディが室内に飛び込んでくる。

　セレンディア学園の制服を着て生徒の振りをしていたハイディは、既に廊下で攻撃魔術の詠唱をほぼ終えていた。

　ハイディの指先には雷の矢。それが〈沈黙の魔女〉に狙いを定める。

（さぁ、どう動く？）

〈沈黙の魔女〉は自分に向かって飛んできた小瓶だけを見ていた。

　その小瓶が〈沈黙の魔女〉の足元に叩きつけられる直前、ふわりと風が吹いて小瓶を受け止める。どうやら防御結界で防ぐのではなく、小瓶を割らずに風で受け止める方法を選んだらしい。

　悪くない選択肢だが、これでユアンの勝利は確定した。

　ユアンは早口で詠唱を口にしながら、ほくそ笑む。

（チェック・メイトよ、おチビさん）

　戦闘はチェスと同じだ。手数が決まっている。

　一部の例外もあるが、魔術師が同時に維持できる魔術は二つまで。

　騎士が右手と左手にそれぞれ剣と盾を持って戦うように、魔術師も攻撃魔術と防御魔術を同時展開して戦うのがセオリーだ。

　そして今、〈沈黙の魔女〉はユアンの動きを封じる雷の檻の維持と、小瓶を受け止める風の魔術で二手使っている。

　無防備になった〈沈黙の魔女〉に、詠唱を終えたハイディが攻撃魔術を撃ち込み、同時にユアンが竜化して取り押さえて無力化する。それで決着だ。

「──『射抜け、雷』ッ！」

　ハイディが術式の最後の一節を口にすると同時に雷の矢が一五本、〈沈黙の魔女〉に飛来した。

　回避不可能なその攻撃を前に、〈沈黙の魔女〉は動かない。ただ無表情に雷の矢を見据え……。

「……解析完了」

　詠唱でもなんでもなく、独り言のようにポツリと〈沈黙の魔女〉が呟つぶやく。

　パチパチと細かな泡が爆はぜるような音がした。ユアンを囲っていた雷の檻が細く長く広がり、その形を変える。

（これは……）

　雷の魔術は極細の糸に形を変えて、〈沈黙の魔女〉の前で放射線状に広がった。そうして広がった糸同士を繫つなぐように、更に極細の糸が張り巡らされている。

　それは、雷の魔術で作った蜘く蛛もの巣すだ。

　ハイディが放った雷の矢は全すべて、その金色に輝く蜘蛛の巣に搦からめ捕とられた。のみならず、雷の矢はトロリと飴あめ細工のように溶けて、蜘蛛の巣と混ざり合う。

　その間、僅わずか一秒足らず──たったそれだけの時間で、雷の矢は蜘蛛の巣に喰くわれたのだ。

　ユアンもハイディも絶句した。他者が使った魔術を喰らう魔術なんて、見たことも聞いたこともない。

　言葉を失う二人に、〈沈黙の魔女〉は感情の抜け落ちた声で告げる。

「帝国のデュラン派の魔術師が好んで使う、カルゴディアス式魔素配列。特徴は短縮しやすく、発動が早いこと。そして……」

　緑がかった目が、金色に輝く蜘蛛の巣越しにこちらを見据える。

「欠点は、魔素配列が単純で読み取りやすいこと。だから、魔素配列が同じ術式を展開すれば、簡単に取り込まれてしまう」

　この魔女は、ハイディの詠唱の最後の一節を聞いただけで、その術式の系統を把握し、そして魔素配列を読み取って、それに合わせた蜘蛛の巣を展開した。

　理屈の上では可能だが、そんなの僅か数秒の間でできるようなことじゃない。

　ユアンの背筋がゾクリと震える。

　日が落ちかけた薄暗い室内に張り巡らされた、金色に輝く蜘蛛の巣。

　その向こう側にいるのは、圧倒的な力を持つ本物の捕食者だ。

　ハイディは果敢にも、別の魔術で〈沈黙の魔女〉を攻撃しようとした。

　だがハイディの詠唱が終わるより早く、蜘蛛の巣が広がり、ハイディを搦め捕る。

　金色に輝く糸は、一本一本が極細の雷の魔術だ。感電したハイディは「ぎゃうっ」と悲鳴をあげて、床に崩れ落ちる。

　その攻撃の間も、〈沈黙の魔女〉はハイディの方を見向きもしなかった。

　この少女はユアンを見据えたまま、ほんの片手間でハイディを無力化したのだ。

　ユアンは肉体操作魔術によって、己の体を自由に作り替えることができる稀け有うな魔術師だ。その特異性故に、人は彼のことをバケモノと呼ぶ。

　だが、ユアンに言わせれば、目の前にいるこの小さな少女の方がよっぽどバケモノだ。

（これが、リディル王国の七賢人……！）

























　ユアンはすぐに頭を切り替え、竜化の魔術を発動させた。

（……怯ひるむな。あの蜘蛛の巣は、殺傷力はそこまで高くない）

　シリル・アシュリーに似せていた細い腕が膨れ上がり、皮膚の上に青い鱗うろこが浮かぶ。指の骨格が変形し、爪が鋭く伸びて、竜の鉤かぎ爪づめのように変化する。

　竜化の優れた点は身体能力を飛躍的に高めることだけじゃない。竜のように、魔法攻撃に強い耐性を得ることができるのだ。

（雷の魔術程度じゃ、アタシの足止めにはならない）

　ユアンは弱点である眉み間けんを左手で覆って隠しつつ、前進した。

〈沈黙の魔女〉の無詠唱魔術は発動速度に優れているが、威力そのものは大したことないとユアンは判断した。特に室内では高威力の魔術は使えない。

　竜化の弱点である眉間さえガードしてしまえば、〈沈黙の魔女〉の攻撃は脅威じゃない。

「シャァッ！」

　ユアンの爪が金色の蜘蛛の巣を引きちぎる。腕がピリピリと痺しびれたが、動きに支障が出るほどじゃない。これなら突破できる。

　距離を詰めたユアンが腕を振り上げたその時、腕が見えない壁にぶつかった。

　ユアンの周囲を見えない壁が囲っている。おそらく封印結界の一種だ。

　以前、ユアンが使った水球結界よりも遥はるかに強度が高く、強化した爪でも簡単には破壊できない。

（結界に閉じ込めて、仲間を呼ぶための時間稼ぎでもするつもり？）

　ならば、その前に結界を破壊するまでだ。強固な結界でも、魔力密度の高い攻撃を一点に集中させれば破壊できる。

　だがユアンの爪が結界を破壊するより早く、〈沈黙の魔女〉がボソリと言った。

「これに、座標軸を固定した極小火炎魔術を合わせると、クッキーが焼けるのですが」

「……は？」

　思わず声をあげるユアンに、〈沈黙の魔女〉は熱の無い目を向ける。

「竜は寒さに弱いので、こっちにします」

　次の瞬間、結界内の温度が著しく低下した。氷の魔術の応用で、結界内の温度だけを下げているのだ。

　竜はごく一部の種族を除き、人間以上に寒さに弱い。体温が下がると著しく動きが鈍る。それは竜化したユアンにも適用された。

　氷室の中にいるような寒さに、ユアンの意識が朦朧とする。

「ぐぅ……っ、ぅ、あ……」

　ユアンは鋭く伸びた爪で、結界をガリガリと引っかいた。だが、指の動きも次第に弱まり、その体は結界にもたれるように崩れ落ちる。

　ユアンは霞かすむ目で、〈沈黙の魔女〉を見上げた。

　幼さの残るその少女は、無表情にユアンの体を覆う鱗を観察している。

　その目はユアンの肉体操作魔術を読み取ろうとしている、研究者の目だ。

（とてもじゃないけど、人間を見る目じゃないわ）

　ユアンは人を人と思わず、ただの的として殺あやめることができる。

　そして〈沈黙の魔女〉は人を人と思わず、数字の塊として処理できる。

　それの何が違うと言うのだろう。

　ユアンは血の気を無くした唇を動かし、皮肉げに笑った。

「チェスの駒を盤面から除のけるように、人の命も無慈悲に排除できる……それが貴女あなたの素顔ってわけね、〈沈黙の魔女〉モニカ・エヴァレット」







　シリルの顔と声をした男が、モニカの残酷さを突きつける。

　竜化の魔術の解析をしていたモニカの思考は、その言葉に少しだけ鈍った。

（この人の言うことは、きっと正しい）

　人間が数字の塊に見えるモニカは、これっぽっちも心を痛めず人を傷つけることができる……できてしまうのだ。

　どんなにラナのような優しい人を真似たところで、モニカはラナみたいにはなれない。

〈沈黙の魔女〉モニカ・エヴァレットは、人間が数字の塊に見える心無い魔女だ。

（それでも……）

　それで大事な人達が守れるなら、悪意の芽を摘むのに容赦する必要がどこにあるだろう。

　モニカは床に倒れる侵入者の男女二人を、氷の魔術で手足を床に張りつけるようにして拘束する。

（あとは、リンさん経由でルイスさんに報告を……）

「お見事です、同期殿」

「うひゃうっ!?」

　窓の方から聞こえた声に、思わずモニカは声をあげた。

　モニカが勢いよく振り向くと、窓枠に腰掛けていたルイスが、杖つえで肩を叩たたきながらニコリと微笑ほほえむ。一体、いつからそこにいたのやら。

　ルイスは身軽な仕草で窓枠から床に降り、前に垂れた長い三つ編みを背中に払った。

　片眼鏡の奥で灰紫の目がクルリと動いて、床に倒れている侵入者二人を見下ろす。

「竜化の魔術の使い手は、チェス大会の侵入者と同一人物ですか」

「は、はい……えっと、竜化も変装も、肉体操作魔術を使っているみたいで」

　ルイスは「ふむ」と呟き、剣けん吞のんに目を細める。

「やはり、帝国の……」

　呟くルイスの声に、粘着質な笑い声が重なった。床に倒れているシリルに化けた侵入者が、喉のどを痙けい攣れんさせるようにして笑っているのだ。

「ふふっ、あはっ、あはははは！」

　ルイスは眉まゆ一つ動かさず、男の後頭部を踏みつけた。

　そうしてグリグリと靴底を捻ねじ込みながら、口調だけは上品に言う。

「耳障りなので、少々黙っていただけますか？　お喋しやべりは拘置所で聞きましょう」

「あぁら、いいのぉ？　そんなにのんびりしてて……」

　その言葉に不吉なものを感じ、モニカは咄とつ嗟さに無詠唱で感知の魔術を発動した。

　侵入者の二人に、特別な魔力反応は無い。だが感知の範囲を広げると、男子寮付近に妙な魔力反応があった。

　徐々に膨れ上がる、渦を巻くような炎の魔力──それをモニカは以前目にしている。

「〈螺ら炎えん〉っ!?」

　モニカが悲鳴じみた声で叫ぶと、ルイスが目を見開き、鋭い声で「リンっ！」と声をあげる。

　数秒遅れてリンの声が聞こえた。

『男子寮のそばに、暗殺用魔導具〈螺炎〉らしき物を発見しました』

　こんな時でも淡々としたリンの言葉に、ルイスは舌打ちをして窓の外を睨にらむ。

「同期殿、ここは任せても？」

「は、はいっ」

　モニカが頷うなずくのとほぼ同時にルイスは短縮詠唱を口にし、飛行魔術で窓の外に飛び出していった。

　暗殺用魔導具〈螺炎〉の特徴は、その威力の高さにある。それこそモニカの防御結界すら貫通する威力なのだ。

　だが〈結界の魔術師〉であるルイスの防御結界なら、完封することができるだろう。ルイスは飛行魔術も得意なので、すぐに現場に駆けつけられる。

「ねぇ、おチビさん」

　ルイスがいなくなって、しんと静まり返った部屋の中、侵入者の男が口を開く。

　侵入者が少しでも不審な素振りを見せたり、詠唱を始めたらすぐに攻撃できるよう、モニカが警戒していると、男はうつ伏せに倒れたまま首を動かし、モニカを見上げた。

「アタシ達に、他に仲間がいる可能性は考えなかった？」

　ハッタリだ、とモニカは冷静に判断した。

　おそらくモニカの意識をこの二人以外に向けることで、この場から逃げ出そうとしているのだろう。

（〈螺炎〉は脅威だけど、ルイスさんなら問題無く処理できる。殿下の周囲はリンさんが警戒しているから、わたしはこの場を動かないのが正解）

　仮にこの男に仲間がいて、助けるためにモニカに攻撃を仕掛けたとしても、モニカの無詠唱魔術なら対処できる。

「おチビさん、本物のシリル・アシュリーは、今どうしてると思う？」

「……え？」

　モニカが本物のシリルを最後に見たのは大ホール。それ以降、モニカはシリルの姿を見ていない。

　モニカの肩がピクリと震えるのを、ユアンは見逃さなかった。

「今、この状況をアタシの仲間が監視しているわ。貴女がこれ以上アタシを攻撃したら、或あるいはアタシが合図を送ったら……アタシの仲間がこの顔の持ち主を殺す」







『──と、侵入者が〈沈黙の魔女〉殿を脅していますが』

　飛行魔術で男子寮に向かうルイスの耳に、リンの声が届いた。

「はったりです。ほうっておきなさい」

　あの同期は人間性に問題有りだが、頭は良い。その程度のことが分からぬほど馬鹿ではあるまい。

　モニカに侵入者の見張りを任せている間に、ルイスはなるべく人目につかないルートで男子寮を目指す。

　既に夕日は殆ほとんど沈み、空は夜の群青に染まりつつあった。地平線に見える橙だいだいが夜の色に変わるのも、時間の問題だろう。

　頰にあたる風は冬の訪れを感じさせる冷たさだったが、ルイスは耐冷気用の防御結界を張らず、代わりに感知の魔術を起動した。

（これは……）

　魔法兵団で実戦経験を積んでいるルイスは、モニカよりも感知の魔術の読み取りが得意だ。

　だから、感知結果の違和感にすぐに気づいた。

　感知の魔術に引っかかった魔力反応は、確かに〈螺炎〉のそれによく似ている。だが、よく観察すると魔力の膨張の仕方が不自然だ。

（ダミーか！）

　そもそも魔導具は非常に高価なものだ。特に高威力の〈螺炎〉など、そうそう簡単に手に入るものではない。

　おそらく男子寮に仕掛けられているのは、〈螺炎〉に見せかけるだけの安物の魔導具だ。魔力が渦を巻くように膨れ上がっても、それが破裂することはない。

　だが多少なりとでも炎を発する魔導具ならば、それは火災に繫つながる。

　リンを第二王子の護衛から外せない以上、ルイスはその魔導具を回収に向かうしかないのだ。

　嫌な感じだ、とルイスは顔をしかめた。

（敵にいいように動かされている気がする）

　あの状況で〈螺炎〉の存在を仄ほのめかされたら、結界術に長たけたルイスが〈螺炎〉の回収に行くのは明白。

（〈螺炎〉のダミーは私対策？　私をあの場から離脱させたかった？　だとしたら、連中の目的は……）

　ある考えが頭に浮かんだその時、リンが珍しく切羽詰まった声で告げた。

『ルイス殿、〈沈黙の魔女〉殿が──！』







「シリル・アシュリーがどうなってもいいの？」

　男の言葉に、モニカの思考が乱れた。

　計算に長けた頭脳は、男の言葉がはったりだと答えを出す。

　それなのに、モニカの心がこう主張する。

　もし、この男の言うことが本当だったら？

（シリル様が、死んじゃう……？）

　落ち着いて真偽を吟味するべきなのに、思考がまともに働かない。

　背中を冷たい汗が濡ぬらす。心臓の音がバクバクとうるさい。

　モニカはいつもシリルに助けられていた。だから学園祭を成功させることで、少しでも恩を返せたらと思っていた。

『学園祭、絶対、成功させましょう、ね』

　以前モニカはシリルにそう言ったのに。まだ何も返せてないのに。

「や……やだ……」

「脅しじゃないわよぉ。アタシが成り代わったユージン・ピットマンの末路は知ってるでしょう？」

　チェス大会でこの男に成り代わられたミネルヴァの教師ユージン・ピットマンは、惨むごたらしく殺された。

　この男は、必要ならば情け容赦なく、人を手にかけることができる人間だ。

（やだ、やだ、やだ……！）

　立ち尽くすモニカに、侵入者の男はシリルによく似た顔で、シリルが絶対にしない笑い方をする。

　相手を小馬鹿にした嘲ちよう笑しようを浮かべ、男は告げた。

「さぁ、シリル・アシュリーの命が惜しければ、この魔術を解除なさい」

（ルイスさんが戻ってくるまで、時間を稼がないと。でも、どうやって……）

　男の言葉に動転し、モニカは気づいていなかった。

　ペラペラと喋る男の陰で、もう一人の侵入者──眉まゆ毛げの太い女が、ごくごく小さな声で詠唱をしていたことに。

　女は魔術で小さな火を起こし、右手を拘束する氷を少しずつ炙あぶって溶かしていた。やがて氷が薄くなったところで、女は自由になった右手を動かし、袖そでに隠した小瓶の蓋ふたを開け、モニカの足元に転がす。

　小瓶の中身は、先ほど男が投とう擲てきしたのと同じ揮発性の高い毒だ。

　モニカが異臭に気づいた時には、もう遅い。

「……あ、うぁ……え、あ……？」

　頭の奥が痺しびれ、ぐにゃりと視界が歪ゆがむ。

　攻撃を受けていると理解したモニカは、咄嗟に魔術式を展開しようとした。

　だが意識が朦もう朧ろうとし、思うように計算ができない。

　美しい数式が、魔術式が、歪んで壊れて崩れていく。

「ぁ……ぁっ……ぁあ……」

　床に崩れ落ち、手足を痙攣させるモニカの前で、侵入者の男女が氷を破壊して立ち上がった。

「アタシ達の目的は二つ。一つは第二王子。そして、もう一つは……」

　シリルに化けた男は膝ひざをつくと、モニカの前髪をグシャリと握り、顔を近づけて残虐に笑う。

「〈沈黙の魔女〉モニカ・エヴァレットの確保」








九章　引き出しいっぱいの宝物









　モニカは朦朧とする意識の中、男の言葉の意味を反はん芻すうした。

（わたしの確保？　なんで？）

　疑問は声にならず、ただ呻うめき声となって唇から漏れる。

　そんなモニカの疑問に答えるように、男は語った。

「アタシも魔術師の端くれよ。だから分かる。無詠唱魔術なんて人間業じゃない」

　モニカにとって無詠唱魔術とは、人前で声を発さなくて良いように身につけた苦肉の策だ。

　発動が早くて便利だけれど、それ以上の価値を見み出いだすようなものではない。

　だが、侵入者の男は歌うような口調で、無詠唱魔術を賞賛する。

「無詠唱魔術は奇跡だわ。我が主あるじに献上したら、きっとお喜びになられる……もう一つの目的も達成したことだしね」

（……もう一つの、目的？）

　男は目的が二つあると言っていた。一つは第二王子。一つはモニカ。

（殿下絡みの目的は、達成した？　どういうこと？）

　やはり、男の目的はフェリクスの暗殺ではないのだ。

　だがそれなら何のために、シリルに化けてフェリクスに近づいたのだろう？

「ユアン、例の件は確認できたのですか？」

　凛り々りしい眉毛の女がシリルに化けた男に問う。

　ユアンと呼ばれた男は小さく頷いた。

「えぇ、接触こそできなかったけれど、至近距離で確認したから間違いない。痕こん跡せきがあった。あれは裏切り者のアルトゥールの仕事よ。やはり、あの方の読みは正しかった」

　アルトゥール。その名を口にした瞬間、どこか飄ひよう々ひようとしたユアンの声に明確な怒りと憎悪が滲にじんだ。

（この人は、殿下を至近距離で確認したかった？　それが目的？　でも、なんでそんなことを？　痕跡？　アルトゥール？　あの方？　誰だれのこと……？）

　モニカは途切れそうになる意識を必死で繫ぎ合わせ、思考を巡らせようとした。

　だが、情報を整理したいのに意識が朦朧として、考えがまとまらない。

　手のひらに掬すくった水が指の隙すき間まからこぼれ落ちていくように、単語が、情報が、すり抜けていく。

「さぁ、〈結界の魔術師〉が戻ってくる前に撤収よ。ハイディ、あの薬を」

「はい、ユアン」

　ハイディと呼ばれた凛々しい眉毛の女が、制服のポケットから小瓶を取り出しユアンに渡す。

　ユアンはモニカの目の前で小瓶を揺らした。小瓶の中では透明な液体がチャプチャプと揺れている。

「貴女あなたが良い子になるためのお薬よ」

　瓶の中身はおそらく、中毒性と依存性の高い薬だ。

　摂取した直後は強い酩めい酊てい感に満たされるが、薬が切れると禁断症状を起こし、更なる量の薬を欲してしまう。そういう薬で他者を言いなりにする者達がいることを、モニカは知っている。

　モニカは咄とつ嗟さに歯を嚙かみ締しめて抵抗しようとした。

　だが、ろくに力の入らぬ口をユアンがこじ開け、ハイディがモニカの口元に薬瓶を添える。

　薬液がモニカの唇に滴り落ちそうになったその時、窓の方から声がした。

「オレ様の主人あるじを傷つけたな？」

　窓枠に足をかけているのは、短い黒髪にギラギラと輝く金の目の、古風なローブを着た長身の青年。

「ネ、ロ……」

　モニカが掠かすれた声で呻くと、ネロは人間離れした脚力で距離を詰め、モニカを拘束していたユアンを容赦なく殴り飛ばした。

　そうしてモニカを抱き上げようとするネロの顔面に、ハイディが薬瓶の中身をぶちまける。

　ネロは特に動揺するでもなく、口元に垂れてきた薬をベロリと舐なめた。

　その光景に、ハイディが太い眉毛を持ち上げ、ギョッと目を見開く。

「一舐めで、意識が飛ぶ劇薬なのに……」

「オレ様にこの程度の薬が効くかよ」

　ネロはモニカを抱き上げたまま、ユアンとハイディを睥へい睨げいする。

　ネロの喉のどがシュゥッと爬は虫ちゆう類るいの吐息じみた音を漏らした。人の姿を模したネロの肌は、その左半身が黒いモヤに覆われている。怒りのあまり、変化が解けかけているのだ。

「オレ様の主人に手を出した愚かな人間ども。骨の欠片かけらも残さず塵ちりになる覚悟はできてるんだろうな？」

「アタシに手を出したら、シリル・アシュリーの命は……」

　ユアンの言葉をネロは鼻で笑い飛ばす。

「それがどうした。オレ様、モニカ以外の人間がどうなろうが知ったこっちゃねーんだよ」

　ネロの金色の目は、人間にはありえない細い瞳どう孔こうをしていた。その非人間的な目が二匹の獲物を交互にねめつける。

「お前らにも興味ねぇから、命いのち乞ごいは聞いてやんねぇ。死ね」

　ネロの左半身のモヤが人の形を取り戻す。

　前傾姿勢になったネロは床を滑るように走り、モニカを抱くのと反対の手でユアンの顔面を摑つかみ指を食い込ませる。

　そのままユアンの後頭部を壁に叩たたきつけようとしたネロは、眉まゆをひそめた。

「なんだこりゃ？」

　ユアンの顔に食い込んだ指が、まるで粘土を握ったかのように皮膚に埋もれていく。

　ネロが咄嗟に手を離すと、ユアンはグニャグニャに歪んだ顔に手を添えた。そこに最も早はやシリル・アシュリーの面影は無い。

「酷ひどいじゃなァイ。顔を作るのってェ、結構大変なのヨォ？」

　唇の周囲も歪んでいるせいで、ユアンの声は酷くくぐもっていた。

　ユアンは両手で顔をこねて、いびつな皮膚を頭ず蓋がい骨こつに添わすかのように整える。

　そこにあるのは見知らぬ男の顔だった。

　この国ではあまり見かけない平へい坦たんな顔はユアン本人なのか、それとも、これすらも他人のものなのかはモニカにも判断がつかない。

　ネロはユアンの顔に触れた手を、グーパーと開いて顔をしかめた。

「なんだありゃ。摑んだらグニャッてしたぞ。気持ち悪わりぃ」

　モニカは朦朧とする意識の中、なんとか声を絞り出した。

「ネロ、気をつけ、て……あれは、肉体操作、魔術……」

　男が操る肉体操作魔術は、竜化も、他者に化ける術も未知の技術だ。油断はできない。

　ネロはユアンの肉体操作魔術を警戒し、攻撃の手を止めてユアンとハイディの動向を探る。

　一方、ユアンとハイディもすぐに攻撃を仕掛けようとはしなかった。ネロが普通の人間ではないことに気づいているのだろう。

　膠こう着ちやく状態の中、先に口を開いたのはユアンだった。

「ね～ぇ、黒髪のお兄さん。アタシと取引しましょ？　〈沈黙の魔女〉に嗅かがせた薬の中和剤をあげるから、み、の、が、し、て？」

　そう言ってユアンは小さな小瓶を取り出し、ネロの前で揺らしてみせた。

　ネロはにんまりと凶悪な笑みを浮かべる。

「オレ様は気に入った人間としか取引しねーんだよ。中和剤があるんなら、お前をぶっ殺して薬を奪えば解決だ」

「あら、怖ぁい。じゃあ、こうしちゃいましょ」

　ユアンの手から瓶が滑り落ちた。瓶はパリンと音を立てて割れ、周囲に白い煙を撒まき散ちらす。煙からは刺激臭がした。恐らく毒物の類だ。

「アタシとハイディは耐性があるから、この程度の毒は効かないけど……〈沈黙の魔女〉様には辛つらいんじゃなぁい？」

「──！」

　ネロはハッと腕の中のモニカを見た。

　毒の効きづらいネロと違い、モニカは普通の人間だ。ましてモニカは既に別の薬も嗅がされている。

「かは……っ、ぁぅっ……ぅーっ」

　喉を搔かきむしって身み悶もだえするモニカを抱え込み、ネロは毒煙から逃れるために窓から外に飛び出した。

　その背中にユアンの高笑いが響く。

「じゃあね、〈沈黙の魔女〉様と、そのナイトさん？　──貴方あなた達がおぞましい真実に気づいたのなら、その時はまた会いましょ？」

　ユアンとハイディ、二人の足音が白煙の向こう側に遠ざかっていく。おそらく、廊下側の扉から学園内を通って逃げるつもりだ。

（このままじゃ、逃げられる……っ）

　無力さに打ちひしがれるモニカの耳に、ボソボソと何かを呟つぶやく声が聞こえた。ユアンとハイディの声じゃない。ネロともリンともルイスとも違う、世界を呪のろうような陰いん鬱うつな声。

「お前が生涯で最も苦しいと感じた痛み……それを再現してやろう」

　ドサッと誰かが床に倒れる鈍い音がした。少し遅れて「ユアンっ！」とハイディの悲鳴が響く。

　窓の外に流れ出していた白い毒煙が次第に薄くなると、教室の床をのたうちまわるユアンの姿が見てとれた。

　ユアンの額には、紫色の紋様が浮き出ている。あれは呪いを受けた者に現れる呪印だ。

「あづい、熱っ、あぁあ、わたくしの肌が、肌がぁあああっ、あっ、あぁっ、うあ、やめろやめろやめろっ、あぁっ、がぁあっ！」

　口の端から泡を吹き、尋常ならざる悲鳴をあげるユアンと、寄り添うハイディの体に、窓から忍び込んだ何かが絡みついた。

　それは紫色に変色した植物の蔓つるだ。毒々しい色合いの蔓が、ユアンとハイディの体を搦め捕り、窓の外に引き摺ずり出す。

（一体、何が……）

　モニカは重たい頭を動かして、蔓の根元に目を向ける。

　ユアン達を搦め捕っている紫色の蔓は、小さな植木鉢から伸びている物だった。恐らく、元は薔ば薇らの花だったのだろう。

　だが植木鉢の花は黒と紫の斑まだらに染まり、花びら一枚一枚が肉のヒダのように膨れ上がって、ブルブルと震えている。

　あれは呪いに汚染され、異形化した花だ。

　その植木鉢を胸に抱き、モニカ達から少し離れた所に佇たたずんでいるのは、七賢人のローブを身に纏まとった紫の髪の青年──七賢人が一人〈深しん淵えんの呪じゆ術じゆつ師し〉レイ・オルブライト。

　夜闇の中、レイはピンク色の目を爛らん々らんと不気味に輝かせて告げた。

「呪い殺すのは三流呪術師の仕事……オルブライト家の呪いの真髄は、生きた人間を殺さず苦しめることにある……」

「ユアンっ！　ユアンっ！」

　ハイディが必死の形相でナイフを振りかざし、己とユアンの体を拘束する紫色の蔓を切断する。

　だが、ユアンの絶叫は止やまない。額に浮かんだ呪印が、ユアンを蝕むしばんでいるのだ。

「さぁ、深淵がもたらす絶望の底で、もがき苦しむがいい……！」

　レイが細い指先をユアンに向ける。ユアンの額の呪印がより一層強く輝き、ユアンの絶叫が金切り声に変わる。

　被術者の体に傷一つつけず、ありとあらゆる責め苦を再現する恐ろしい呪術の使い手。それが〈深淵の呪術師〉だ。

　魔術と似て非なる呪術は、レイが当主を務めるオルブライト家が独占している技術。故に魔術では解除できない。

　悲鳴をあげていたユアンは歯を食いしばり、ギョロリと目を動かしてレイを睨にらみつけた。

「やってくれたわね、七賢人んんん……痛み分けというには、痛すぎるじゃない……」

　フゥフゥと荒い息を吐くユアンを、ハイディが横から支えて、早口で詠唱をした。

　二人の姿を風が包み込む。飛行魔術だ。

「いいわ、目的の一つは達成したのだから……いずれこの国に訪れる戦禍に、絶望なさい……！」

　憎々しげに吐き捨てるユアンを抱き抱え、ハイディが飛行魔術で浮かび上がる。

　だが自分以外の人間を抱えて飛ぶのは、非常に困難なことだ。まして、自分より大柄な男性ともなれば尚なおのこと。

　飛行魔術で空を飛ぶ二人の姿は、死にかけの鳥のようにふらついている。

　いつものモニカなら容易たやすく撃ち落とせるが、毒で意識が朦もう朧ろうとしている今は、初級魔術すらろくに使えない。

　呪術の専門家であるレイも、一般的な魔術師が使う飛行魔術の類は使えなかった。

「ネロ……追いかけ、て……」

　モニカがネロのローブを摑んで頼むと、ネロは鼻の頭に皺しわを寄せた。

「この状態のお前を放ってか？」

「わたしは、大丈夫だから……お願い……」

　ネロはむぅっと唇を曲げてしかめっ面をしたが、やがて諦あきらめたようにモニカを地面に下ろし、校舎の壁にもたれるように座らせた。

「ご主人様の命令なら仕方ねーな。おい、そこの紫色。モニカを死なせるなよ」

　そう言い残して、ネロは一陣の風のように走り出した。どこまで追跡できるかは分からないが、何もしないよりはましだろう。

　紫色呼ばわりされたレイは「なんだ、あいつ……」とブツブツ呟きつつ、異形化した花の植木鉢を胸に抱いて、モニカに歩み寄る。

　異形化した花は、今はもう黒ずみ萎しおれていた。

　レイは植木鉢を見下ろして、悲しそうな顔をする。

「あぁ……枯れてしまった……折角、女の子が勧めてくれた花なのに……女の子に話しかけられた記念に買ったのに……」

　あの植木鉢は、園芸クラブが販売している薔薇の苗だ。

　よく見ると、レイのローブのポケットからは、チャリティバザーで販売しているぬいぐるみやクッキーの小袋が飛び出している。

　どうやら、彼なりに学園祭を満喫してくれたらしい。

　レイは枯れてしまった花からモニカに目を向け、ボソボソと話しかけた。

「状況が分からないけど、とりあえず敵っぽいから、呪っておいたんだが……」

「助かり、ました」

「さっきの奴やつらは、第二王子の命を狙ねらう刺客、なのか？」

　レイの疑問にどう答えるか、モニカは悩んだ。

　あの二人組──ユアンとハイディの目的は暗殺ではなかった。ユアンはフェリクスに接近して、何の痕こん跡せきを確かめたというのだろう。

　よく分からない、そう口にしようとしてモニカはヒゥッと喘あえいだ。まだ酸素を上う手まく取り込めていないのに、無理に喋しやべったせいだ。おまけに周囲にはまだ毒の霧が残っていて、風向き次第ではこちらに飛んでくる。

　真っ青な顔で浅い呼吸を繰り返すモニカに、レイはオロオロと狼狽うろたえた。

「ち、〈沈黙の魔女〉！　えっと、こういう時はどうしたらいいんだ……っ、俺にできることは呪いしか……一体俺は何を呪えば良いんだ……！」

「この状況を招いた刺客を、呪っておいてください」

「もう呪った！」

　叫んだレイはハッと振り返る。

　レイの背後に佇んでいるのは、杖を肩に担いだルイスだった。よほど飛ばしてきたらしく、髪が酷ひどく乱れている。

「げぇっ、〈結界の魔術師〉……」

　レイの嫌そうな声を笑顔で黙殺し、ルイスは校舎の壁にもたれるモニカに目を向ける。

　そうして細い眉をひそめて、短縮詠唱を口にした。彼が杖を振り上げると、モニカ達の周りを透明な結界が包み込む。おそらく毒煙を防ぐための防毒結界だ。

　一般的な防御結界は呼吸できるように、ある程度空気を通す造りになっている。そのため空気中に毒を散布されると、それが結界内に入り込んでしまうという弱点があった。

　毒素を取り除き、綺き麗れいな空気だけを取り込む防毒結界は非常に扱いが難しい。それをルイスは短縮詠唱で再現してみせたのだ。〈結界の魔術師〉の名に相応ふさわしい技術である。

　モニカはゆっくりと深呼吸をし、綺麗な空気を取り込むと、重い瞼まぶたを持ち上げてルイスを見上げた。

　ルイスはしかめっ面でモニカを睨んでいる。当然だ。モニカのせいで刺客を取り逃がしたのだから。

「ルイス、さん、ごめんなさい……わたし……」

　掠かすれる声に嗚お咽えつが滲にじんだ。

　洟はなを啜すすって俯うつむくと、胸元に飾られた白薔薇の花飾りが目に入る。

　その花飾りを見たら、ますます己の不ふ甲が斐いなさに泣けてきた。

「数字のことだけ考えてたら、簡単だったのに……シリル様の命を盾にされたら、何も、計算できなく、なりました……」

　敵も味方も、周囲の人間を全すべて数字に置き換えてしまえば、モニカは幾らでも計算高く在れた。冷静に判断が下せた。

　だけどモニカは周囲の人々を──この学園で出会った優しい人達を、ただの数字に置き換えることができなかった。できなくなってしまった。

「ごめんなさい……ごめんなさい……」

　泣きじゃくりながら謝るモニカに、ルイスは片眼鏡を指先で押さえながら苦い顔で言う。

「今回の失態は私の作戦ミスです。私の読みが甘かった。その責任を貴女あなたのような小娘に押し付けるほど、私は狭量ではありません」

「でも……」

「私は貴女の人間性などどうでもいいのですよ、同期殿」

　それは辛しん辣らつに突き放すような言葉だが、モニカが人間を数字の塊と見み做なす人でなしでも、そうでなくとも、どちらでもいいと言っているように聞こえた。

　ルイスらしい言い回しにモニカが苦笑していると、ルイスは「ただ、まぁ」と呟き、横目でレイを見る。

「少なくとも貴女が数字扱いしなかったから、そこの呪術師殿はここにいて、貴女を助けたのでしょう？」

　話を振られたレイは歯茎を剝むき出だしにして、ルイスを威嚇するように睨んだ。

「どうせお前は俺のことを数字扱いこそしないが、ナメクジ扱いするんだろう……知ってるんだからな……」

「あっはっは」

「否定しろよぉぉぉぉぉぉ！　な、なんて性格が悪いんだ……もしかして俺が呪うべきは、こいつだったんじゃ……」

　ブツブツと文句を垂れ流すレイに、ルイスはボソリと一言。

「オルブライト家の呪具流出」

「げぇっ」

　レイが呻うめいて、ピンク色の目を剝く。

　ルイスは美しく微笑ほほえんだ。

「これからも殿下の護衛に協力してくれますよね、呪術師殿？」

「ひ、人の心が無い……同僚を脅迫するなんて、こいつは本当に人の心が無い……！　くそぅ、くそぅ、いつか呪ってやる……五分に一回、足の小指をぶつける呪いとか」

「それ、相手の足を踏み砕いた方が早くないですか？」

「ま、魔術師の発想じゃない……物騒すぎる……っ！」

　慄おののくレイを爽さわやかに無視し、ルイスはローブのポケットから小さな紙包みを取り出す。

　そしてそれを、彼にしては優しい手つきでモニカの手に載せた。

「ルイスさん、これは……？」

「貴女が数字扱いできなかった、どこかの誰かさんからです」

　モニカは痺しびれの残る指で、紙包みをそっと開く。

　中に入っているのは、ありふれた白いハンカチだった。ただ隅の方に黄色い花の刺し繡しゆうが施されている。

「…………あ」

　脳裏によぎるのは、快活な笑顔。

　──うちの故郷じゃ、黄色い花は幸せのシンボルでね。よく刺繡するの。

　──乗馬と刺繡の約束……守れなくて、ごめんね。

　かつて第二王子暗殺を目もく論ろみ、モニカに看破され、そしてセレンディア学園を去ったブライト伯爵令嬢ケイシー・グローヴ。

　暗殺未遂事件の顚てん末まつを知ってもなお、モニカはケイシーを切り捨てられず、ルイスとの交渉の末に彼女は修道院送りになった。

（覚えててくれたんだ……ケイシー……）

　春を思わせる可愛かわいらしい黄色い花に、パタリ、パタリと涙の雫しずくが落ちる。

　モニカはハンカチを握りしめながら、自覚した。

　きっと自分はもう、大事な人達を数字だけで見ることはできない。

　──世界は数字でできている。

　父が遺のこしてくれたこの言葉を、言い訳や逃げ道にしてはいけないのだ。
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　夜の舞踏会は、ルイスとリン、それと巻き込まれた不ふ憫びんなレイが警備をしてくれるのだという。

　ルイス曰いわく。

『私は毒をくらった小娘に仕事をさせるほど、非道ではありません。貴女はとっとと部屋に戻って休みなさい』

　その言葉に甘えて屋根裏部屋に戻ったモニカは、ベッドに横たわった。

　窓の外は既に完全に日が沈み、群青の空に小さな星々が輝いている。新月故にか、いつもより星が鮮明に見えた。

　ぼんやり窓の外を見ていると、夜空の星を黒い影が遮る。黒い影の正体は黒猫──ネロだ。

　ネロは器用に前足で窓を開けて室内に入り込むと、ベッドに飛び乗りモニカを見下ろした。

　猫の顔は人間とは違うけれど、なんだか少しションボリして見える。

「モニカ、悪い。逃げられた」

　ネロが言うには、ユアンとハイディは途中で隠していた馬車に乗って逃げたのだという。

　人型になったネロは人間離れした脚力の持ち主だが、流石さすがに馬に追いつけるほどじゃない。

「……そっか。うん、でも大丈夫。〈深淵の呪術師〉様の呪のろいは、しばらく解けないだろうから」

　レイが言うには、断続的に激痛を与えるあの呪術は、最低でも一ヶ月は持続するとのことだった。その間は、ユアンの襲撃は心配しなくて良いだろう。

　モニカはゆっくり呼吸を整え、言葉を続ける。

「ネロ、今日はいっぱい助けてくれて、ありがとう」

「お前はもう大丈夫なのか？」

「うん」

　頷うなずき、モニカはベッドの上で上半身を起こす。

　本調子というほどではないが、立ち上がって歩き回れるぐらいに体は回復していた。

　モニカがベッドから降りて立ち上がると、ネロが早口に言う。

「おい、まだ寝てた方が良いんじゃないのか？」

「ううん、わたし、ラナの部屋に行かなくちゃ……舞踏会の支度しないと」

　ネロは尻しつ尾ぽをピンと立て、金色の目を見開いた。

「そんなフラフラの体で、なに言ってんだ！　護衛なら、あの性悪ルンタッタに……」

「違うの」

　ネロの声をモニカは静かに遮る。

　モニカが舞踏会に出るのは、護衛のためじゃない。

「これは、わたしの我わが儘ままなの」

　モニカはくしゃりと顔を歪ゆがめ、呟つぶやいた。

「だって、来年の舞踏会に、わたしはいないから」

　モニカは机の前にしゃがみ、鍵かぎ付きの引き出しを開ける。

　学園に来たばかりの頃ころ、引き出しの中身は父の形見のコーヒーポットだけだった。

　それが、今は引き出しいっぱいに宝物が増えている。

（わたしの、大事な宝物）

　ラナがくれた手紙とリボンも。

　フェリクスがくれた本とペンダントも。

　ケイシーがくれた刺繡のハンカチも。

　そして、胸元を彩っている白薔ば薇らの花飾りも。

　どれも〈沈黙の魔女〉に贈られた物じゃない。モニカ・ノートンという、一人のちっぽけな少女に贈られた物だ。

　モニカは祈るような気持ちで目を閉じる。

（ごめんなさい、ごめんなさい……今だけだから……この学園にいる間だけだから、許してください）

　自分は誰だれに対して謝っているのだろう。

　任務を命じたルイスに対して？

　それとも、騙だましている友人達に対して？

　……きっと、その全すべてだ。

　モニカはいつのまにか、モニカ・ノートンでいる時間を手放し難くなってしまった。

　みんなを騙していると、知りながら。

（それでも、わたしはもう少しだけ……モニカ・ノートンでいたい）








十章　私は貴方のもの









　モニカがネロを説得してラナの部屋を訪ねると、ラナは目を丸くしてモニカの顔をまじまじと見た。

「なんか具合悪そうよ。ねぇ、大丈夫？　少し休む？」

　モニカなりに背筋を伸ばして、表情を取り繕っていたつもりだったのだが、一目見ただけで具合が悪そうに思われる程、モニカの顔色は酷ひどかったらしい。

　モニカは初めての学園祭に浮かれて遊び疲れたのだと言い訳をし、ラナにドレスを着せてもらった。

　ラナがモニカに貸してくれた夜会用のドレスは、ラナの父が針子に仕立て直しをさせた際に、だいぶ手を加えたらしい。

　落ち着いた色味の緑のドレスは、上半身は装飾が控えめでスッキリしたデザインだ。

　スカート部分はレースを重ねた生地が裾すそに向かって美しく流れていて、一歩歩く度に光沢のある生地がサラサラと揺れる。

　全体的に可愛らしいけれど、幼すぎない。さりげなく華やかだけど、華美ではない。

　細かなところまで計算され尽くしたドレスは、この手の物に疎うといモニカの目から見ても、自分によく似合っていると素直に思えた。

　更にラナはモニカの髪にドレスと同じ色のリボンを結って、髪と一緒に編み込んでいく。

　そして一房残した髪を、細い三つ編みにした。

「その三つ編みは、どうするの？」

「ふふん、見てなさい」

　ラナはにんまりと笑うと、三つ編みを軽くほぐしてクルクルと巻き、ピンで固定する。

　そうして全体の形を整えると、三つ編みが花のようになった。

「すごい！　髪の毛がお花に……！」

「最近流は行やってるスタイルなのよ」

　得意げに胸を張るラナの髪も、サイドが同じように花の形でまとめられている。

　モニカは思わず、へにゃりと頰を緩めた。

「……えへ、お揃そろい」

「そ、そうね！　可愛かわいいでしょ！」

「うん。えへへ」

　ラナがセットしてくれた髪型は派手な髪留めが無くとも華やかだし、何より非常に手が込んでいた。

　髪をセットし終えると、ラナは手際良くモニカの顔に化粧を施していく。チェス大会の時よりも少し華やかに見える化粧だ。

　化粧が全て終わったところで、モニカは白薔薇の花飾りを胸元に留めた。

　ドレスは上半身がシンプルなデザインだからこそ、白い薔薇がよく映える。

「これで、アシュリー副会長も喜ぶはずよ！」

　化粧道具をしまいながら言うラナに、モニカは首を捻ひねった。

（なんでシリル様が喜ぶんだろう？）

　身み嗜だしなみがきちんとしていれば生徒会役員として恥ずかしくないから、シリルも喜ぶということだろうか。

　モニカがそう自問自答していると、ラナは白薔薇の花飾りを見て、ニンマリと口角を持ち上げた。

「頑張ってね」

「……う、うん？」
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　レーンブルグ公爵令嬢エリアーヌ・ハイアットは、今日の舞踏会のためにドレスを新調していた。

　名のある職人に仕立てさせた桃色のドレスはふんわりと柔らかな生地で、繊細で可か憐れんなエリアーヌの魅力を引き立ててくれる。

　ふわふわとした小麦色の髪は可愛らしくまとめて花の飾りを散らしており、まるで妖よう精せい姫ひめのようだと使用人達は口々に褒めちぎった。

　エリアーヌは第二王子のはとこで、セレンディア学園の三大美人の一人で、今日の劇のヒロインだ。

　当然、会場に一歩足を踏み入れれば、誰もがエリアーヌに注目するはずだった。

　それなのに耳に飛び込んでくる賞賛の声は、エリアーヌに向けられたものじゃない。

「あぁ、やはりブリジット嬢がいらっしゃると、それだけで華やかだなぁ」

「クローディア嬢のお美しいこと……あの方がいらっしゃると、まるでそこだけが別世界のようだわ」

　エリアーヌは人々の視線の先を目で追う。

　まず視界に飛び込んでくるのは、来賓と和やかに談笑している生徒会書記のシェイルベリー侯爵令嬢ブリジット・グレイアム。

　デコルテにレースをあしらった葡ぶ萄どう色いろのドレスは着る者を選ぶデザインだが、彼女はそれを難なく着こなしていた。

　なんと言っても目を惹ひくのは、ドレスに負けぬ華やかな美び貌ぼうと、美しい金の巻き毛。

　派手なドレスを着ても下品に見えないのは、彼女の知性と品性ある振る舞い故だろう。

　なにより来賓の素性や関係性を全て把握し、相手に合わせた話題を振る話術は、誰にでも真ま似ねできるものではない。

　エリアーヌは扇子の陰で目を動かし、ブリジットがいるのとは反対側の壁に目を向ける。

　壁際に用意された休憩用のソファにもたれ、物憂げな顔をしているのは、ハイオーン侯爵令嬢クローディア・アシュリー。

　身につけているのは濃いブルーの細身のドレスで、それが彼女の美しさを上品に引き立てている。

　艶つややかな黒髪は美しく結われ、大振りの髪飾りでまとめて一房だけサイドから垂らしていた。その一房の髪すら美しく見えてしまうのは、彼女の神秘的な美貌故か。

　人形のような無表情で座っている彼女が僅かに身み動じろぎし、ほんの少し瞬まばたきするだけで、周囲の男達は何かを期待するかのように彼女に熱い視線を送る。

　華やかな舞踏会の場で、ブリジットとクローディアの美貌は際立っていた。

　エリアーヌは、ブリジットとクローディアに並ぶ学園三大美人だ。だが、どうしても二人に比べると見劣りする。

（それがなんだと言うの。家柄や振る舞いだって、令嬢として評価されるポイントだわ。わたくしは誰だれよりも高貴な家柄だし、振る舞いだって、あの二人に劣ってなんかいない）

　エリアーヌは近くにいる男子生徒達に微笑ほほえみかけた。

　そうすれば彼らは頰を緩めてエリアーヌを囲い、褒めちぎってくれる。

　春の精のようだ。なんて可憐なのでしょう。愛くるしさに胸が潰つぶれてしまいそうです──そんな言葉に気分を良くしつつ、エリアーヌは扇子の陰でフェリクスを探す。

　フェリクスの姿はすぐに見つかった。この場の誰より圧倒的な存在感のある人なのだ。探すのは難しくない。

　できればフェリクスに近づいて、ドレスの感想を聞きたいところだが、フェリクスは祖父であるクロックフォード公爵と話し込んでいた。

　ここで無理やり割り込んでは令嬢の振る舞いとして失格。あくまで控えめかつ自然にフェリクスに近づいて、彼から自分に話しかけさせるのが正解だ。

　フェリクスは絶対にエリアーヌを無視したりはしない。エリアーヌはフェリクスに一番相応ふさわしい令嬢なのだから。

（……あら？）

　エリアーヌはふと、奥の方のテーブル周辺が賑にぎわっていることに気がついた。女子生徒達が一人の男子生徒を囲っているのだ。

　囲まれているのは、今日の舞台で英雄ラルフ役を務めたグレン・ダドリー。背の高い彼の姿は、令嬢達に囲まれていてもすぐに分かった。

　どうやら今日の劇で主役を務めた彼に、令嬢達は興味津々らしい。

（あらあら、まぁまぁ……あんな粗野で下品な男のどこが良いのかしら？　フェリクス様に相手にされない人達って可か哀わい想そうね）

　グレンをチヤホヤしている令嬢達を内心小馬鹿にしつつ、エリアーヌは彼女達の会話に耳を傾けた。

　令嬢達はキャアキャアと甲高い声で今日の芝居がいかに素晴らしかったかを語り、その合間にグレンのことをあれこれ詮せん索さくしている。

　ある令嬢が頰を薔薇色に染め、うっとりした顔でグレンに訊たずねた。

「ダドリー様は、七賢人〈結界の魔術師〉様のお弟子さんとお聞きしたのですが……」

「そうっすよ！」

　その言葉にエリアーヌは衝撃を受けた。

（な、なんですって……！）

　グレン・ダドリーと言えば、高等科二年の編入生で、貴族らしからぬ振る舞い故に周囲から浮いている生徒だ。ただその愛あい嬌きようのある性格故か、友達がいないわけでもないらしい。

　エリアーヌに言わせれば、グレン・ダドリーはセレンディア学園に相応しくない不良だ。

　それなのに何故か生徒会役員の一部と交流があるし、フェリクスも目をかけている。

（七賢人の弟子？　それも〈結界の魔術師〉と言えば社交界でも人気の有望株だわ。七賢人になれば伯爵位相当の地位になるし、なによりも国王陛下の相談役……重鎮中の重鎮よ。ゆくゆくはグレン・ダドリーも？）

　エリアーヌは自分を褒める取り巻きの言葉を半ば聞き流し、グレン達の会話に意識を向けた。

「ダドリー様の今日のお召し物、とてもよくお似合いですわ」

「えっへへ、この礼服も師匠が見立ててくれたんっす！」

　グレンが着ている礼服が一流の仕立て屋で作られた物だということは、誰の目にも明らかだった。襟の形やシルエットなどで流行を押さえた細身のジャケットは、手足の長い彼によく似合っている。

　彼の師であるルイス・ミラーは、社交界でも貴婦人方に評判の良い洒落しやれ者だ。その彼が見立てただけあって、グレンの礼服姿は非常に垢あか抜ぬけている。

　金茶色の癖っ毛がピョンピョン跳ねているのが惜しいと言えば惜しいが、グレン・ダドリーはこの場にいる若者の中でも、フェリクスに負けないぐらいの存在感があった。図ずう体たいと声が大きいというのも理由ではあるが。

　令嬢の一人がはにかみながら、グレンに問う。

「ダドリー様はどなたと踊るか、もうお決めになりましたの？」

「うーん、オレ、ダンスはそんなに得意じゃないし。とりあえず、お腹なかいっぱいご飯が食べたいっすね」

「まぁ、ダドリー様ったら！」

　令嬢達は、グレンの奔放な振る舞いすら楽しんでいるようだった。

　また別の令嬢が冗談交じりに訊ねる。

「ねぇ、ダドリー様はどのような女性が好みなのです？」

「まぁ、わたくしもお聞きしたいわ！」

「わたくしも！」

　えぇ、わたくしも是非お聞かせ願いたいわ。とエリアーヌは耳に全意識を集中した。

　グレンは腕組みをして、うーんと唸うなり、視線を宙に彷徨さまよわせながら口を開く。

「アメーリアっすかね」

　初代国王ラルフの妻アメーリア──今日の舞台でエリアーヌが演じた役である。

　それ即すなわち、アメーリアを演じたエリアーヌを慕っていると宣言したも同然ではないか。

（まぁ！　まぁ！　そういうことは、わたくしの前で仰おつしやってくだされば良いのに！）

　そうしたらエリアーヌは、グレンにこう言ってやるのだ。

　──わたくしはラルフよりフェリクス様が好きですわ、と！

　そんな意地悪いことを考えているエリアーヌの耳に、グレンの声が届く。

「子どもの頃ころに初代国王物語を読んだ時から、ずっとアメーリアみたいなカッコいい女の人が好きなんすよね。クールで仕事ができて、悪いことは悪いってビシッと言ってくれて、でも、オレの話を真剣に聞いてくれて……オレが怪け我がすると『仕方ないわね』って怒りながら手当てしてくれる、年上の人がタイプっす！」

　エリアーヌは思わず、あんぐりと口を開けそうになった。

　グレンが挙げた条件は、何から何までエリアーヌと正反対だ。

　おまけにエリアーヌは高等科の一年生なので、グレンより年下である。

　思わず引きつった頰を隠すように、エリアーヌは扇子を傾けた。

　取り巻きの男子生徒達が「具合が悪いのですか？」と声をかけてきたので、エリアーヌはすぐに美しく可憐な笑顔を取り繕って、上目遣いに男子生徒達を見上げる。

「皆様が沢山褒めてくださるから、つい恥ずかしくなってしまいましたの」

　そう言ってニッコリ微笑むエリアーヌに、周囲の者は皆デレデレと頰を緩める。

　ほら、これこそがあるべき姿なのだ。グレン・ダドリーは見る目が無いにも程がある。こんなにも可憐な共演者がそばにいるというのに、褒め言葉どころか挨あい拶さつの一つも無いなんて！

　こっちを向いて挨拶の一つでもしたら……そしてエリアーヌのことを褒めてくれたなら、少しは見る目があるのだと認めてやってもいい。

　そんなエリアーヌの思いが通じたのか、グレンはパッと顔を上げてエリアーヌの方を見た。

　無論、エリアーヌの方から声をかけてやるつもりなんてない。声をかけてきても、最初の内は相手になんてしてやるものか。あら、どちら様でしたっけ？　ぐらい言ってやる。

「おーい！」

　グレンはズンズンと大おお股またでエリアーヌに近づき、その横を颯さつ爽そうとすり抜けて、入り口付近に立っていた小柄な少女に声をかけた。

「あっ、やっぱり、モニカだ！　そのドレスがラナの言ってたやつ？　似合ってるっすよ！」

「あ、ありがとうございます……えへ」

　思わず扇子を取り落としたエリアーヌに取り巻き達が心配そうに声をかけるが、彼らの声はエリアーヌに届いていなかった。

　エリアーヌはブルーグレイの目に静かな怒りを宿して、グレン・ダドリーとモニカ・ノートンを凝視する。

　こうなったらもう、なりふりなど構っていられない。

　エリアーヌは早足でフェリクスのもとへ向かった。





＊　＊　＊






　モニカがグレンと話をしていると、周囲からチラホラと羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けられた。

　主に女子生徒達がグレンに話しかけたそうにしている。きっと今日の舞台の影響だろう。

　舞台の最後に送られた盛大な拍手とその裏のドタバタを思い出し、モニカはこっそり苦笑する。

「そういやモニカ、今日はラナは一緒じゃないんすか？」

「えっと、それが……」

　この大ホールに来るまでは、ラナも一緒だったのだ。

　だがラナは会場に着くなり、「わたしがいたら、誘いづらいでしょ」と言って別行動を取ったのである。

　モニカが困惑気味にそのことを話すと、グレンが首を捻ひねった。

「誰だれが誰を、何に誘うんすか？」

「わたしにも、よく分からないです……」

　ラナの意味深な笑顔を思い出し、モニカもグレンと同じように首を捻る。

　とりあえず、この件についてはこれ以上考えても答えが出る気がしないので、モニカは考えることをやめた。

「グレンさん、えっと、その服とっても素敵ですね」

　モニカはこの手の服飾品に疎うといが、それでもグレンの礼服姿はとてもよく似合っていると感じた。

　モニカが素直に褒めると、グレンは照れ臭そうに癖っ毛をかく。

「へへっ、実はこれ、師匠が用意してくれたんすよ」

「ル……〈結界の魔術師〉様が？」

　うっかり「ルイスさんが」と口走りそうになり、モニカは慌てて言い直す。

　グレンはルイスとモニカが同期であることも、モニカの正体も知らないのだ。

「オレ、舞踏会は制服で参加するもんだと思ってて、礼服用意してなかったんすよね。そしたら今け朝さ、師匠の契約精霊さんが礼服一式届けてくれて」

　今朝、モニカが屋根裏部屋を抜け出して〈深しん淵えんの呪じゆ術じゆつ師し〉レイ・オルブライトに会う少し前、リンはルイスに呼ばれて屋根裏部屋を離れていた。

　どうやら、リンがルイスに呼ばれた理由は、この礼服を届けるためだったらしい。

（ルイスさん、まめだなぁ）

　モニカも少し前に、ルイスから外出着とコートを貰もらったばかりである。

　モニカに潜入任務を押し付けたり、弟子を本人にも言わず囮おとりにしたりと、ルイスは傍若無人な男だが、妙なところで律儀なのだ。

　その時、グレンが「あっ」と声をあげてモニカの背後を見た。つられてモニカもグレンと同じ方向を見る。

　グレンの視線の先では、紺色の礼服姿のシリルが周囲を見回しながら早足で歩いていた。その表情は少し焦っているようにも見える。何かトラブルだろうか。

　モニカが声をかけるより早く、グレンがブンブンと手を振って声をあげた。

「副会長、こんばんはーっす！　なんか、困り事っすか？」

「む？　グレン・ダドリーとノートン会計か」

　シリルは二人のもとに歩み寄ると、またキョロキョロと周囲を見回す。

　そうして、いつも吊つり上げている眉まゆを少し下げた困り顔で言った。

「この辺りで楽団の指揮者を見ていないか？」

　シリルが言うには、楽団の指揮者が手洗いに行ったまま迷まい子ごになってしまい、演奏が始められずにいるらしい。

　モニカは周囲に目を向け、シリルに訊ねた。

「シリル様、その方の容姿は、分かりますか？」

「身長は私と同じぐらいだ。年齢は五〇過ぎで小太り。毛先をカールさせた白髪。黒の礼服」

「えっと、足や腕の長さとか、顔のパーツの正確なサイズが分かると、精度が上がるのですが……」

「分かるかっ！　……いや待て、精度とは何だ。精度とは」

　モニカはシリルの問いには答えず、こっそり無詠唱で遠視の魔術を発動した。

　これで遠く離れたところまで見渡すことができる……のだが、背が低いモニカでは人の背中が邪魔をして遠くまで見えない。

「う～……」

　モニカが背伸びをすると、グレンが心得顔でモニカの脇の下に手を突っ込み、その小さい体を持ち上げた。

　シリルがギョッと目を剝むく。

「貴様は何をしているんだ!?」

「こうすれば遠くまで見えるっすよ！　モニカ、指揮者さんはいたっすかー？」

　グレンに持ち上げられているのは少し──否、だいぶ恥ずかしいが、おかげで遠くまで見回すことができた。

　モニカは人間の身長や手足の長さを、見ただけで正確に割り出すことができる。

　多少離れていても、距離や角度を計算すれば、ある程度正確な数値の算出は可能だ。

　グレンに持ち上げられたモニカは、視線を固定したまま口を開いた。

「該当する男性を三名見つけました。髪を後ろで結んでいる人、鷲わし鼻ばなの人、隣にご婦人を連れている人の三名です。二番目の方は腕の長さが左右で少し違うので、何か楽器をされていたのではないかと思うのですが……」

「その鷲鼻の人物は襟元にピンを着けているか？　楽団の人間なら必ず着けているはずだ」

　常人なら見えない距離であるが、遠視の魔術を使っているモニカには、その男性の襟元もよく見えた。

　術を調節してピントを合わせると、その男性の襟元のピンがバイオリンを模した形であることまで見てとれる。

「バイオリンのピン、着けてます」

「間違いない、その人物だ。すまないが案内を頼む」

「は、はいっ！」

　モニカは持ち上げてくれたグレンに礼を言い、シリルとともに指揮者のもとへ向かった。

　指揮者との距離はだいぶ離れている。シリルはモニカが示した方向を目を細めて睨にらみ、訝いぶかしげに呻うめいた。

「よくこの距離で見えたな」

　まさか遠視の魔術を使ったと言うわけにもいかないので、モニカは曖あい昧まいに笑って誤ご魔ま化かした。

「えっと、わたし、目が良い、ので」

　これはまるっきり噓うそではない。モニカは普段から暗いところで書き物ばかりしている割に、視力はそこそこに良いのだ。流石さすがに会場の端から端まで見渡せる程ではないが。

　指揮者はすぐに見つかった。シリルが声をかけ、二人で指揮者を楽団のもとに送り届ける。

　無事に曲の演奏が始まると、シリルはホッとした様子で胸むねを撫なで下おろした。

「正直助かった。感謝する。今年は例年より楽団の規模が大きくてな……その分、予想外の事態が多い」

「あのぅ、楽団関係はメイウッド様の担当では？」

　基本的に舞踏会の裏側の仕事はニールの担当である。

　そういえば、準備の段階からシリルはニールを手伝っているようだったが、モニカの知らないところでトラブルでもあったのだろうか？

「あの、メイウッド様に何かあったんですか？　わたしも手伝った方が……」

「いや、そういうわけじゃない」

　シリルはゆるゆると首を横に振り、少しだけ気まずそうに視線を彷徨わせる。

「メイウッド庶務が自由に動ける時間を捻ねん出しゆつしたくて、私が交代を申し出たんだ」

「……？」

　何な故ぜ、シリルがそんなことをするのだろう、と考えてモニカはふと気づく。

　今日の学園祭で、モニカは比較的自由時間が多かった。会計は当日の仕事が少ないというのも理由の一つではあるが、その気になれば生徒会役員として、もっと仕事を振ることもできたはずだ。

　学園祭開始前、フェリクスはモニカにこう言った。

『君にとっては、初めての学園祭だったね。今日は存分に楽しむといい』

（わたし、仕事が少なくなるように、気を遣ってもらってたんだ……）

　そしておそらく、シリルはニールに対しても同じ気遣いをしているのだ。多忙なニールが、この舞踏会を少しでも楽しめるように。

　そのことに全く気づかなかった己をモニカが密ひそかに恥じていると、受付役の生徒がシリルのもとに早足で近づき、なにやら耳打ちした。

　シリルは細い眉をピクリと動かし「そうか、すぐに行く」と告げる。

　そしてシリルはモニカの顔と胸元の花飾りを交互に見て、苦い顔で言った。

「ノートン会計、一つ頼まれてもらえないだろうか」

「は、はいっ！　なんでしょうかっ！」

「受付の方でトラブルがあった。早急にそちらの対処に向かいたいが、厨ちゆう房ぼうの連絡役が足りていない。交代の生徒が来るまで、厨房の連絡役を頼まれてほしい」

　厨房の連絡役は、主に会場と厨房をつなぐ係だ。

　基本的には給仕と料理人が直接やりとりをするのだが、そのどちらでも対応できない事態の時、連絡役が必要な物を手配したり、トラブルを解決したりする。

　今までシリルは、この手の仕事をモニカに割り振ったことがない。対人能力の低いモニカに割り振られるのは、いつも裏方の数字を扱う作業だった。

　だからこそ、シリルも不安なのだろう。当然モニカもだ。

　今までだったら「む、無理ですっ、無理っ」と首を横に振っていた。

（でも、今のわたしには、おまじないがあるんだから……！）

　モニカは胸元の白薔ば薇らを見つめる。シリルがくれた、恥をかかないおまじない。それをしっかりと目に焼き付けて、モニカは顔を上げた。

「や、やりますっ」

　シリルはやはり苦い顔をしていた。彼も葛かつ藤とうしているのだろう。モニカの人見知りぶりは筋金入りだ。任せて良いものか不安に違いない。

「……何事もなければ、ただ待機しているだけでいい。トラブルがあったら、私を呼べ」

「は、はいっ！」

　いつもより力を込めて声を出すと、一瞬目め眩まいがした。

　毒は抜けたけれども、体調は万全じゃない。一日中、学園を駆け回った疲労も蓄積している。

　それでも、疲れているのはシリルだって同じはずなのだ。

　モニカはコルセットをした背中を伸ばし、大ホールに併設されている厨房へ向かった。
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　舞踏会の会場の隅で、フェリクスは祖父であるクロックフォード公爵と二人で、静かに言葉を交わしていた。

「今日の舞台を、諸侯らは高く評価している」

　常と変わらぬ厳かさのクロックフォード公爵に、フェリクスは祖父に褒められた孫の顔で微笑ほほえむ。

「それは良かった。お祖じ父い様にも楽しんでいただけたのなら光栄です」

「主役を演じたのは、〈結界の魔術師〉の弟子だと聞いた」

「高等科二年のグレン・ダドリー君。非常に優秀な生徒ですよ」

「存分に労ねぎらうがいい」

　それ即ち「第一王子派である〈結界の魔術師〉の弟子を懐柔せよ」という意味だ。

　フェリクスは柔らかな笑みはそのままに、目を細める。

「はい、お祖父様」

　この国で最も権力のある大物貴族と、その孫の王子。二人のやりとりは常に注目されている。

　誰だれもが二人に話しかけたそうにしている中、颯さつ爽そうと近づき、淑女の礼をした少女がいた。

　レーンブルグ公爵令嬢エリアーヌ・ハイアットだ。

「ご機嫌よう、閣下」

「エリアーヌ嬢か。今日の舞台、初代国王妃アメーリアに相応ふさわしい華やかさであった」

　クロックフォード公爵の言葉に、エリアーヌはパッと顔を輝かせる。

「まぁ、光栄ですわ！　お父様とは、もうお話しになられまして？」

「あぁ、先ほど少し」

「今年の冬至休みには、是非、我が領に遊びに来てくださいな。殿下もご一緒に」

「考えておこう」

　クロックフォード公爵はエリアーヌを「初代国王妃アメーリアに相応しい」と言って褒めた。

　それはエリアーヌこそ国王妃に相応しい、と暗に示しているとも言える。

　エリアーヌもそのことを分かっているのか、これ以上ないほど嬉うれしそうに頰を染めていた。

　やがて楽団の演奏が始まると、クロックフォード公爵はフェリクスとエリアーヌを見て言う。

「ダンスが始まったな。踊ってくるがいい」

　エリアーヌは分かりやすく勝ち誇った態度は見せず、あくまで控えめな淑女の顔でフェリクスを見上げた。

「フェリクス様……わたくしと踊ってくださる？」

「勿もち論ろん、喜んで」

　フェリクスは甘く美しく微笑み、ダンスホールにエリアーヌを誘う。

　二人が踊りだすと、たちまち二人に周囲の視線が集中した。

　美び貌ぼうの王子と公爵令嬢のダンスに、誰もがうっとりとしている。

　完かん璧ぺきなダンスを披露する二人は、進行方向を切り替える僅わずかな瞬間、各々視線を周囲に巡らせた。

　エリアーヌはグレンの姿を探した。グレンは軽食テーブルで肉を頰ほお張ばっている。当然、ダンスホールなど見てもいない。

　フェリクスはモニカの姿を探した。モニカはシリルとなにやら話し込んでいる。当然、ダンスホールなど見てもいない。

（あら、あら、あら……わたくしよりも食事に夢中なんて、どういう神経をしているのかしら？　こちらを見て羨うらやましがりなさいグレン・ダドリー。わたくしと殿下のダンスを指を咥くわえて見てなさい。腸詰め肉なんて咥えてないで！）

（モニカは花飾りの意味を理解していなかったようだけど……意味を教えず「おまじない」と言って花飾りを贈って、ちゃっかりモニカをダンスに誘うのは狡ずるくないかな、シリル？）

（わたくしがフェリクス様と踊っているのよ？　もっとこっちをご覧あそばせ？　わたくしに興味を持ちなさい？）

（きっと私が誰と踊っても、興味が無いんだろうなぁ、うん知ってたけれど。この間、一夜を共にした仲なのだから、もう少し意識してくれても良いんじゃないかな？）

　再び視線を交わしたフェリクスとエリアーヌは、互いに非の打ち所がない完璧な笑顔を向ける。

「こうして殿下と踊れるなんて、夢のようですわ」

「それは光栄だ」

　二人は各々違う方向を気にしながら、ダンスを続けた。
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　黒髪の令嬢クローディア・アシュリーはソファにもたれ、鬱うつ々うつとした空気を撒まき散ちらしていた。

　その陰いん鬱うつさたるや、今日身内に不幸がありましたと言われたら、うっかり信じてしまいそうな程である。

　だが、どんなに暗い顔をしていても、彼女の美貌が損なわれることはない。

　殊に恋にのぼせる男達の目には、陰鬱な様子も物憂げで儚はかなげに映るらしい。

「クローディア嬢、どうかわたくしの薔薇を受け取ってもらえませんか？」

　クローディアの前に跪ひざまずき薔薇の花飾りを差し出す男は、本日九人目の挑戦者であった。

　クローディアは扇子の陰で、ふぅっと息を吐く。

「二ふた桁けた目前ね……」

「はい？」

　ゴミ箱に捨てられる花の数である。

　クローディアは肘ひじ掛かけにもたれていた体をゆっくりと起こすと、差し出された赤い薔薇をじっと見つめた。

「花は好きよ」

「貴女あなたに相応しい薔薇を選びました。これは我が家で栽培されている新しい品種で、香りが強く……」

「えぇ、良い香り……」

　クローディアは人形じみた顔に、薄い笑みを浮かべる。

　それだけで周囲の者がハッと息を止めて魅入られるほど、彼女は美しかった。

　神秘的な美貌の令嬢は美しい笑みをたたえたまま、花を捧ささげた男に告げる。

「……香りが強すぎて、身につける気もおきないわ」

　男の顔がピキリと強こわ張ばった。このやりとりに聞き耳を立てていた者達は、堪こらえきれずクスクスと笑いだす。

　大抵の者はこれで心が折れるところだが、九人目の挑戦者はなかなかに執念深かった。

「わたくしの家は、アシュリー家と縁ゆかりも深く……」

「三世代前の話ね」

「以前からクローディア嬢とは、ゆっくり話をしたいと思っていたのです」

「アシュリー家と繫つながりが欲しいなら、兄に擦り寄った方が早いわよ」

「いえ、わたくしが興味があるのはクローディア嬢です。貴女のように美しい女性を、わたくしは初めて見ました」

　男が情熱的な目でクローディアを見つめる。

　クローディアは瑠る璃り色いろの目を細めて、口元を扇子で隠した。

「まぁ、見聞が狭い方って、す、て、き……新しい女に会う度に、その台詞せりふが言えるもの」

　賑にぎやかなこの会場で、クローディアの座るソファ周辺だけが寒々しい空気に包まれている。

　グッと黙り込む男の背中に、控えめに声をかける者がいた。

「あのー、すみません……」

　男の背後で気まずそうに佇たたずんでいるのは、礼服姿の小柄な少年──生徒会庶務ニール・クレイ・メイウッド。

　クローディアが無表情にニールを見た。

「どうして婚約者の貴方あなたが、順番待ちをしているのかしら？」

「えぇっ!?　いくら婚約者だからって、横入りは駄目ですよ！」

　真ま面じ目めである。

　クローディアに言い寄っていた男も、ニールが婚約者であることは分かっている。男は顔に薄っぺらい愛想笑いを貼りつけて、すごすごと引き下がった。

　クローディアは自分に言い寄っていた男には目もくれず、ニールを見上げる。

　生徒会役員のニールは、行事の時はいつも多忙だ。今もまだ仕事があるのだろう。だからこうして仕事中に話しかけてくるだけでも珍しい。

「なにかあったの？」

　クローディアが問うと、ニールはコホンと下手くそな咳せき払ばらいをして、背中に隠していた右手を差し出した。

　彼の手に握られているのは、オレンジ色の薔薇にブラウンのリボンをあしらった花飾り。

　ゆっくりと目を見開くクローディアに、ニールははにかみながら告げる。

「僕と、踊ってくれませんか？」

　クローディアはニールの言葉の意味を飲み込むのに、数秒ほど時間を要した。

　決して彼を馬鹿にしようとしたわけじゃない。本当に言葉が喉のどにつっかえて、すぐに出てこなかったのだ。

「その薔薇は、ダンスの直前に贈るのではなく、予約の証あかしだったと思うのだけど」

　嬉しいわ、喜んで、という言葉よりも先に出てきたのは、そんな可愛げのない言葉だった。

　だがニールは気を悪くした様子もなく、むしろ申し訳なさそうな顔をする。

「わ、す、すみません。当日、ダンスをする時間がとれるかどうか分からないのに、予約の証なんて贈ったらクローディア嬢に失礼かと思って……」

　ニールはまるっきりシリルの予想通りのことを言った。

　クローディアは見開いた目を、柔らかな笑みの形に細める。

「花飾り、着けてくれる？」

「はい！」

　ソファに座るクローディアの前でニールは身を屈かがめ、ドレスの胸元に手を伸ばした。

　クローディアの体に触れないよう慎重な手つきなのが、いかにも真面目な彼らしい。

　花飾りを留め終えると、ニールは小さく苦笑する。

「今日の青いドレスに合わせるなら、違う色の薔薇の方が良かったですね。すみません……自分の好きな色、選んじゃって」

「……私は好きよ」

　こんな時でも、自分色に染めることよりクローディアに似合う物を、と気を遣ってしまう彼のことが。

（もっと貴方色に染めてくれていいのに）

　クローディアはニールのものなのだと、執着してほしい。周りに見せつけてほしい。

　そうしてクローディアは、予約の証である薔ば薇らを誇らしげに周囲に見せびらかすのだ。

　──私はニールのものなのよ、と。

　クローディアが手を差し出すと、ニールは自然な動作でその手を取る。

　並んで立つと、クローディアの方が幾分背が高い。クローディアはあえてヒールの低い靴を選んでいるけれど、それでも身長差は誰だれの目にも明らかだ。

「背の高い女と踊るのは、嫌なのかと思ってたわ」

「えっ!?　す、すみません、僕が小さいから踊りづらいですよねっ？　あの、辛つらかったら言ってくださいね？」

　ほら、こんな時でもニールはクローディアを気遣ってしまうのだ。

　なんて憎らしくて可愛かわいらしくて、愛いとおしい人だろう。

「私は、朝までだって踊れるわよ？」

「あっ、すみません、それは無理です」

　即答するニールを少しだけ恨めしげに睨にらむと、彼は困り顔で言った。

「アシュリー副会長が、僕の仕事を代わってくれてるんです。副会長、自分も忙しいのに、朝から僕の仕事をずっと手伝ってくれてて……」

　そこまで言ってニールはハッと己の口を片手で塞ふさぐ。

　そうして気まずそうにクローディアを見上げた。

「クローディア嬢には内緒にしろって言われてるんだった……すみません、どうか今のは内緒に……」

「…………」

　クローディアが周囲を見回しても、ダンスホールにシリルの姿は無かった。

　大方、ニールのために裏方で走り回っているのだろう。自分のことは二の次にして。

（なんて、あの人らしいのかしら。朴念仁の癖に変な気の利かせ方をして……嫌になるわ）

　どこかで借りは返さねば、とクローディアは密ひそかに考える。

　できることなら、あの兄がとびきり嫌そうな顔で礼を言う、そんな借りの返し方がいい。








十一章　数式よりも、魔術式よりも……









　厨ちゆう房ぼうと給仕の連絡役という役目を託されたモニカは、舞踏会の会場から廊下に出て、大ホールに併設されている厨房に向かった。

　大ホールの厨房はこういった大規模な催し物の時にのみ使われるもので、設備自体は校舎の厨房の方が充実しているらしい。それ故、料理の一部は校舎の厨房で作られ、大ホールに運ばれてくる。

　開きっぱなしになっている厨房の扉の向こう側を覗のぞきこむと、料理人達が忙しそうに動き回っているのが見えた。その熱気たるや、パーティ会場以上だ。

（こ、こういう時は、ちゃんと挨あい拶さつした方がいいのかな。ドレスを着た女子生徒が突然入ってきたら、何しに来たって思うよね、ちゃんと自己紹介を……でも、みんな忙しそうだし……）

　忙しそうに働いている人達に声をかけるというのは、人見知りにとって極めて高い壁である。

　モニカが悩んでいると、大柄な料理人がモニカを見て声を張り上げた。

「なんだい、嬢ちゃん！　迷まい子ごか!?」

「い、いいいいいいえっ、あのっ、わたしっ、生徒会役員で……連絡役を……」

　か細い声で言うと、料理人はパッと顔を輝かせた。

「おぉ、丁度いい！　今日は天気が良かっただろう？」

「は、はいっ……」

「うちの若いのが、氷菓を冷やすための氷を出しっぱなしにしててな。それがよりにもよって日向ひなただったもんだから、全部溶けてしまったんだ。だから生徒会の副会長さんに、氷を作ってほしいんだよ」

　シリルは何も無ければ、ただ待機しているだけで良いと言っていたけれど、そうそう甘くはないらしい。

　料理人の男は大きなタライをモニカに差し出した。大の大人が両手で輪を作ったぐらいはある。

「これいっぱいに欲しいんだ。頼んだよ！」

　頼まれてしまった。

　モニカは腕を限界まで伸ばしてタライを受け取り、ヨロヨロと廊下の端に寄る。

（魔術の氷で良いってことは、直接口に入れる物ではなくて、あくまで冷やすための物ってこと、だよね）

　魔術で作り出した氷は魔力を含んでいるため、食用には向かない。魔力に耐性の無い人間が大量に摂取すると魔力中毒を起こすからだ。

　ただ、氷菓の器の外側に置いて冷やすために使うのなら、魔術の氷でも問題ない。

　料理人は氷の魔術が得意なシリルを頼るつもりだったのだろうけれど、シリルは多忙の身だ。できれば忙しい彼の手を煩わせたくない。

　モニカはフンスと鼻から息を吐くと、タライを抱えたまま人の少ない廊下の奥に移動し、無詠唱魔術で氷を作った。

（なるべく不純物を排除した、綺き麗れいな氷の方が喜んでもらえるよね）

　モニカの手にかかれば、氷でタライを満たすなど一〇秒もかからない。

「できた……」

　モニカは満足げに息を吐き、タライに手をかけ、持ち上げようと力を込める。

「うぎゅぅぅぅぅ、ふっ、うぅー……っ」

　今更気がついた。タライが重くて持ち上がらない。

　七賢人の称号が疑わしくなるほどの凡ミスである。

　モニカはひとしきり奮闘していたが、結局タライを持ち上げることは諦あきらめ、その場にしゃがんでタライを両手で押した。

　風の魔術を使えばタライを持ち上げることもできるが、誰かに見られたら魔術師だとばれてしまう。だから、モニカは一人で黙々とタライを押す。

（こんなことで、誰かの手を煩わせるのは、嫌だ……）

　フェリクスやシリルは、モニカが初めての学園祭を楽しめるように仕事を減らしてくれた。気を遣ってくれた。

　そんな優しい人達に、自分のミスで迷惑をかけたくない。迷惑をかけて、嫌われたくない。ガッカリされたくない。

　この役目は自らの意思で引き受けたのだ。きちんとやりとげなくては、とモニカは己に言い聞かせる。

　少し前に、判断ミスで刺客を逃すという大失敗をしたばかりだから尚なおのこと、モニカは失敗することや、迷惑をかけることを恐れていた。

「ふぅっ……ふぅっ……うぅぅぅ……」

　幸い厨房までの距離はさほど遠くない。頑張ればなんとか辿たどり着つけるはずだ。

　フゥフゥと荒い息を吐きながらタライを押し続けていたモニカは、不意に頭痛を覚えた。強い目め眩まいに視界が歪ゆがむ。

（……あ）

　一日駆け回り、戦闘をし、毒を吸わされ疲弊したモニカの体は、まだ激しく動き回れるほどに回復はしていなかった。

　頭痛は治るどころか、ますます酷ひどくなる。視界が一瞬パッと白くなって、次の瞬間真っ暗になる。

（やだ……まだ、駄目……だって、わたし、まだ……）

　タライにかけた指が滑る。そのままモニカの小さい体は力を失って、くたりと床に崩れ落ちた。

　すぅっと血の気が引いていき、意識が遠ざかる。

（まだ、役に立ててない、のに……）





＊　＊　＊






　受付の行き違いによるトラブルを解消したシリルは、早足で厨房に向かった。

　会場をざっと見た限り、問題は起こっていないように見える。だが大きな行事ほど、目の行き届きにくいところで小さな問題が幾つも起こるものだ。

　そういった小さな問題を放置すると、後々大きなトラブルになる。だから、フェリクスの手を煩わせぬようこの手の問題を解決していくのが、フェリクスの右腕であるシリルの役割なのだ。

（メイウッド庶務と、クローディアが踊る時間はなんとか捻ねん出しゆつできたが……楽団の演奏が一段落したら、また忙しくなるな）

　この後の段取りを考えつつ廊下を曲がったシリルは、厨房の扉の前に人の輪ができていることに気づいた。

　厨房の人間達が誰かを囲っている。人の輪の隙すき間まから僅わずかに見える緑色のスカートに、シリルの背筋が冷たくなった。

「何事だ！」

　駆け寄ったシリルは、すぐに己の想像が正しかったことを理解する。

　床に倒れ、厨房の人間に介抱されているのはモニカだ。

　厨房の料理人が、心配そうにモニカを見ながら言った。

「副会長さん、この子が廊下に倒れていて……」

　シリルは膝ひざをつき、モニカの手袋を脱がせて脈を確認した。脈はあるけれども弱い。おまけに手は指の先まで冷え切っている。

（化粧をしているから、顔色に気づかなかった……）

　疲労と緊張、あとは貧血だろうか。なんにせよ、こんなところで寝かせておくのは忍びない。

　大ホールの二階には、休憩用の小部屋が幾つかある。そこにいけば、毛布の類もあるはずだ。

「私が控え室に連れて行く。全員、持ち場に戻ってくれ」

　厨房の人間に指示を出し、シリルはモニカを抱き上げる。あまり腕力に自信はないが、二階の控え室までならなんとか一人でも運べるだろう。

　モニカを抱いて立ち上がったシリルの目に、床に置きっぱなしになっているタライが映る。タライには純度の高い美しい氷がいっぱいに詰まっていた。あれはおそらく、魔術で作った氷だ。

「……その氷は？」

　シリルが疑問を口にすると、大柄な料理人がタライを持ち上げながら言う。

「料理に使う氷が溶けてたから、その子に手配を頼んだんだ。副会長さんが魔術で氷を用意してくれたんだろう？　助かったよ。これだけあれば、しっかり氷菓を冷やせる」

　氷はシリルが用意したものではない。だとしたら、モニカはどこで氷を調達したのだろうか？

（校舎の厨房から運んできたのか？　その割に、殆ほとんど溶けていないようだが……）

　シリルは眠るモニカをじっと見下ろす。

　モニカの腕は抱き上げた拍子に曲がり、くたりと腹の上に載っていた。

　脈を測った時に手袋を脱がせた右腕は、小枝のように細い。その手はシリルよりもずっと小さく、中指にはペンダコがある。これは一日に何時間もペンを握る人間の手だ。

　シリルはしばしその手を見つめていたが、すぐに控え室に向かい歩きだした。
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　遠くから微かすかに音楽が聴こえる。

（ダンスの授業で聞いた曲……ワルツの三進法……）

　三拍子だからね、三拍子。とモニカに苦笑したのはケイシーだったか。

　友人達とダンスの練習をした日々を思い出しながら、モニカはゆっくりと目を開く。

　霞かすむ視界に見えるのは、こちらを心配そうに見る青い目。

「……シリル、様」

　もつれそうになる舌で呟つぶやくと、シリルはホッとしたように息を吐いた。

　ノロノロと起き上がったモニカは、自分が置かれた状況を把握する。モニカは毛布に包くるまれて、ソファに横たわっていたのだ。

　そしてソファから少し離れたところで、シリルはモニカを見ている。

「寒くはないか？」

　その一言で、シリルがやけに距離を空けている理由が分かった。

　魔力過剰吸収体質で、余分な魔力を冷気にして放出しているシリルは、自分がそばにいることでモニカが寒い思いをしないか気にしているのだ。

「あの、シリル様、わ、わたし……」

　見回した室内には見覚えがある。大ホールの二階にある休憩室だ。

　どうして自分はここに寝かされているのだろう？

（わたし、氷を運ぼうとして……）

「厨房の前で倒れていた。覚えていないのか？」

「……っ！」

　モニカはハクハクと口を動かし、血の気の引いた顔を両手で覆った。

　まだ動ける、大丈夫だと思っていたけれど、モニカの体は本人が思っている以上に疲弊していたらしい。

　それなのに自分を過信し、迷惑をかけた。

「ご、ごめんなさい……シリル様の手、煩わせて……」

　頼られた仕事を一人でこなせるつもりだった。だが、結果はこの様だ。

　失敗した原因は明白だ。自分の体力を過信したこと。そして、迷惑をかけて嫌われることを恐れて、誰かを頼る手間を惜しんだことだ。

　人見知りのモニカは、誰かに手伝ってほしいと頼むのが億おつ劫くうだった。

　誰かに嫌な顔をされるぐらいなら、一人でなんとかした方がずっといい。

　そうして自分一人でなんとかしようとして、失敗した。

（わたし、手伝うどころか迷惑かけたんだ……）

　ポタリと落ちた雫しずくが、胸元の花飾りの花弁を濡ぬらす。

「ごめん、なさい……」

　俯うつむき嗚お咽えつを嚙かみ殺ころしていると、シリルのため息が聞こえた。

　あぁ、きっと呆あきれているのだとモニカは体を震わせる。

「体調が悪かったのか？」

　肯定も否定もできず、モニカが俯いたまま洟はなを啜すすっていると、シリルはポツリと言った。

「氷、助かったと厨房の者達が感謝していた」

　モニカはハッと顔を上げて、シリルを見上げる。

　シリルは怒っているというよりは、困っているような顔をしていた。

「ノートン会計に交渉役や連絡役が向かないのは分かっていた。その上で自ら手伝いを引き受けたことを、私は評価している」

「……ぅ、ぇ？」

「今回は体調管理が不充分でこうした結果になったが、最低限なすべき仕事はしたのだ」

　モニカが涙の粒のついた睫まつ毛げを上下させていると、シリルはいつもの彼らしく眉まゆを吊つり上あげて言った。

「無論、このままでは困るので、いずれは交渉役もできるようになってもらうぞ！　次は体調不良の時は早めに報告しろ！　人手がいる時は周囲を頼れ！」

「は、はいっ！」

「殿下は来年度の生徒会長にメイウッド庶務を推している。メイウッド庶務が会長になれば、役員経験のあるノートン会計も次期役員に指名されるだろう」

　今の生徒会役員で二年生はニールとモニカだけ。それ以外は全員三年生だ。

　フェリクス達が卒業した後でニールが会長になるのなら、生徒会経験者であるモニカを役員に選ぶのはおかしなことじゃない。

「メイウッド庶務が会長になったら、貴様はその右腕になるんだ。だから苦手な対人関係も克服していく必要がある。そのことを胸に刻み、今後も精進を……」

　シリルはモニカが来年も学園にいるのが当然のような口調で語る。

　だけど、モニカ・ノートンに来年はないのだ。

　モニカがこの学園にいるのは、フェリクスを護衛するため。

　フェリクスが卒業してしまえば、モニカがこの学園にいる理由はなくなる。

　フェリクスやシリルが卒業するのと同時に、モニカもこの学園を去り、七賢人が一人〈沈黙の魔女〉モニカ・エヴァレットに戻るのだ。

（だから今年の舞踏会では、役に立ちたかったんだけどな）

　モニカが消沈していると、シリルがなにやら気まずそうに咳せき払ばらいをする。

「それと、生徒会役員としての職務のことはさておき……だな」

「……？」

　口ごもるシリルを見上げると、シリルはモニカの胸元の花飾りをチラチラと見た。

「ダンスを楽しみにしていたのだろう？　……仕事を手伝わせて悪かったな」

「へ？」

　モニカは予想外の言葉にキョトンとした。

　自分はダンスを楽しみにしているなどと、言っただろうか？

（あ、今け朝さ、生徒会室で……）

　ようやくモニカは思い出した。

　早朝、女子寮を抜け出していたところをブリジットに目撃されたモニカは、隠れてダンスの練習をしていたと皆の前で言い訳したのだ。

（まさか、シリル様、そのことを気にして……っ！）

　モニカは申し訳なさに青ざめた。

　そもそもモニカは、舞踏会でダンスがしたかったわけじゃない。

　それよりも生徒会会計のモニカ・ノートンとして、誰かの役に立ちたかったのだ。失敗してしまったけれど。

「あの、わたし、やっぱりダンスはいいんです……その、下へ手ただから、相手の方に恥をかかせちゃうので……」

　ぎこちなく笑うモニカに、シリルは何故かムッとしたような顔をした。

　何な故ぜ、彼がムッとしているのだろう？　モニカが不思議に思っていると、シリルはソファに歩み寄る。

　そうしてモニカの前で膝をつき、手を差し伸べた。

「ここなら誰だれも見ていないから、恥をかくこともないだろう」

　美しい青い目に、ポカンとしているモニカが映る。

「私と踊っていただけますか、レディ？」

　その眼まな差ざしに射抜かれたモニカは、差し伸べられた手に己の手を重ねた。

　遠くから聞こえる楽団の演奏に合わせて、シリルがモニカを導く。

　こうしてシリルと踊るのは、社交ダンスの練習をした時以来だ。

　やはりリードの上う手まいシリルは、拙いモニカを自然と導いてくれた。

　モニカがクルリとターンをすると、レースをあしらったスカートがふわりと広がる。ターンの後にふらつくモニカの体をシリルが支え、またステップを踏みだす。

　モニカは体を動かすことは苦手だ。それなのに今は、素直に楽しいと思えた。
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　やがて曲が終わるより早く、シリルは足を止めてダンスを終わらせる。

　モニカの体調に配慮してのことかと思いきや、シリルは細い眉をひそめて低い声で呻うめいた。

「以前より下手になっているのは、どういうことだ……」

　そのジトリとした顔は、ダンス中の貴公子然とした態度とは程遠い、いつものシリル・アシュリーであった。

　わぁ、いつものシリル様……と妙な安心感を覚えつつ、モニカはボソボソと言い訳をする。

「す、すみません。数式のことを考えて頭を空っぽにすれば、もう少しましに踊れるんです、けど……」

　実際にそのやり方で社交ダンスの再試験も合格したのだ。

　モニカの場合、頭であれこれ考えるより、数式のことだけ考えてリードに身を任せる方がよっぽど踊りやすい。

　けれど、モニカはそうしなかった。

「数字で頭をいっぱいにしちゃうの……勿もつ体たいなくって……」

　モニカにとって、最も美しいのは数字の世界だ。

　数式や魔術式よりも夢中になれるものをモニカは知らない。

　それでも今だけは、数式よりも、魔術式よりも、モニカ・ノートンとして過ごせるこの時間を記憶に焼き付けておきたかった。

　モニカが眉をへにゃりと下げると、シリルは視線を彷徨さまよわせて、ぶっきらぼうに言う。

「来年の舞踏会までに、もう少しましに踊れるようになっておけ」

　モニカは泣きたい気持ちを隠し、曖あい昧まいに微笑ほほえんだ。

（ごめんなさい、シリル様。来年のこの場所に……わたしはいないんです）

　だからモニカは数式よりも、魔術式よりも、思い出がほしい。

　引き出しいっぱいの宝物みたいに、キラキラ光る思い出が。








エピローグ　星になった英雄の幸福









　シリルはモニカをソファに座らせると、ソファの隅に落ちていた毛布を広げて、モニカの肩にかけてくれた。

「私はそろそろ現場に戻る。ノートン会計は体調が良くなるまで、ここで休んでいろ」

「はい、あの……いろいろすみません、でした」

　力になるつもりが、逆に助けられてしまった。

　しかもモニカのためにシリルがあれこれと気を回していたのだと思うと、申し訳ない気持ちで胸がいっぱいである。

　だがシリルはいつもの彼らしく、腕組みをして高慢に鼻を鳴らした。

「この程度、殿下の右腕である私にとって、大した問題ではない。じきにメイウッド庶務も戻るしな」

　最初の頃ころはシリルの高慢な振る舞いを威圧的に感じていたけれど、最近は寧むしろ妙に安心する。

　モニカは胸元の花飾りから垂れるリボンに指先で触れ、シリルを見上げた。

「シリル様、おまじない、ありがとうございました……おかげで、今日はいつもより頑張れました」

　シリルの目元が少しだけ柔らかくなる。

　その唇の端には、小さな笑みが浮かんでいた。

「……そうか」

　嚙み締めるみたいに呟つぶやいて、シリルは部屋を出ていく。

　静かに扉が閉まる音を聞きながら、モニカは肩に羽織った毛布をギュッと手繰り寄せた。

　目め眩まいはだいぶ治まっているけれど、倒れたばかりなのだ。もう少し休んでいた方が良いだろう。

　なんとはなしに窓の外を見たモニカは、夜空を煌きらめく星にホゥッと感嘆の吐息を零こぼす。

　今いま頃ごろは〈星詠みの魔女〉も夜空を見上げて、この国の行く末を見守っているのだろうか。

（そういえば、この間〈星詠みの魔女〉様が言っていたのは、どういうことだろう）

　以前、〈星詠みの魔女〉の屋敷を訪れた時、彼女は物憂げな顔で言っていた。

『あたくし、国の未来と王族に関する部分を重点的に見ているのだけど……もう一〇年ぐらい前から、フェリクス殿下の運命だけが、読めなくなってしまったのよぉ』

　ここしばらくフェリクスの周囲では、大きな事件が続いている。

　ケイシーによる暗殺未遂、チェス大会の侵入事件、そして今日、再び現れたユアンとハイディという刺客。

　どれ一つとっても大きな事件である。それなのに〈星詠みの魔女〉は、それらの事件を一つとして予知することができなかった。

（あのユアンっていう侵入者が言ってたことも気になる……あの人の目的は殿下の暗殺じゃなかった。なら、何のために学園に侵入したんだろう？）

　ユアンは言っていた。

『接触こそできなかったけれど、至近距離で確認したから間違いない。痕こん跡せきがあった。あれは裏切り者のアルトゥールの仕事よ。やはり、あの方の読みは正しかった』

　ユアンは至近距離で、フェリクスの何を確認したのか？　裏切り者のアルトゥールとは何者なのか？　ユアンの言う、あの方とは誰なのか？　考えれば考えるほど、疑問は尽きない。

　モニカは窓枠に近づき、瞬く星をぼんやり眺める。

　あの星のどこかに、フェリクスの運命はあるのだろうか。

「……あれっ？」

　モニカは夜空にフェリクスの運命を見ることはできない……が、その真下にある木のそばにフェリクスの姿を見つけた。

　一瞬我が目を疑い、モニカは慌てて遠視の魔術を起動する。

　視認できたその人物の体は、まごうかたなく黄金比だった。

「なっ、なんで、あんなところに殿下が!?」

　モニカは仰天しつつフェリクスの動向を見守る。

　舞踏会の会場を抜け出して、一体何をするつもりなのだろうと思いきや……彼は周囲を見回し、あろうことか礼服姿で木に登り始めたではないか。

「えぇぇぇぇっ!?」

　この舞踏会の主役とも言える人物が、会場を抜け出して何をやっているのか。

　なんにせよ護衛であるモニカには見過ごせない事態である。

　モニカは慌てて部屋を飛び出し、フェリクスのもとへ向かった。
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　フェリクスが登った木の形をモニカは覚えていたので、会場の外に出たモニカは、すぐにその木を見つけだすことができた。

　よくよく目を凝らすと、美しい金色の髪が葉の隙すき間まから見える。

「でんっ、ででっ、殿下ぁ……」

　モニカが木を見上げて声をかけると、葉っぱがガサガサと音を立てて揺れた。

「君は、僕を見つけるのが上う手まいな」

　木の上からモニカを見下ろしてクスクスと笑うその人は、身軽に木の上から飛び降りて、モニカの前に着地した。

　あんなに高いところから飛び降りて大丈夫なのかとモニカはハラハラしたが、フェリクスはケロリとした様子で髪についた葉を指先で摘つまんでいる。

「殿下、ぶ、舞踏会は……？」

「お祖じ父い様が会場を離れたから、ちょっとだけ外の空気を吸いたくてね」

「ちょっとだけ外の空気を吸うのに、木に登る必要はないのでは……？」

　モニカが恐る恐る訊たずねると、フェリクスは悪いた戯ずらっぽく笑う。

　それは、コールラプトンの夜に見せた、アイクの笑みだ。

「今日は星が綺き麗れいに見えそうだったから」

「星が、お好きなんですか？」

「いいや」

　フェリクスはあっさり否定すると、頭上に広がる星を見上げて目を細める。

「僕はそれほど興味があったわけじゃないけれど、友人が詳しくてね。話を聞かされている内に、すっかり詳しくなってしまった。そのせいか星がよく見える日は、つい外に出たくなる」

　フェリクスはごくごく自然な仕草でモニカの手を取ると、反対の手をモニカの腰に添えた。まるで、これからダンスでも始めるかのように。

「あの、殿下、会場に戻らないと……」

「少しだけ付き合っておくれ。どうせ君は、会場では僕と踊ってくれないのだろう？」

　図星だったので、モニカは大人しくフェリクスにリードされることにした。

　それはダンスというよりは、曲に合わせて歩くだけに近い。

　モニカのステップは出で鱈たら目めなのに、彼は寧ろ楽しそうですらあった。

「以前、君にダンスを教えた時のことを思い出すね。あの時の君は、宝石の反射率のことを考えていたのだっけ？」

「う……」

「僕のことは、考えてはくれない？」

　今のモニカはフェリクスのことで頭がいっぱいである。

　主にどうやって護衛するかとか、何な故ぜ〈星詠みの魔女〉は運命が見えないのかとか。

　無論、馬鹿正直に言うわけにもいかないのでモゴモゴと口ごもっていると、フェリクスは意地悪く笑って、モニカの耳元に唇を寄せた。

「そのドレス、とてもよく似合ってる。可か憐れんで、でもさりげなく華やかで、君の魅力を引き立てているね。やっぱり君には緑色が似合う。うん、深い森の緑も良いけれど、春の若葉のような色もいい」

「あ、ありがとうございます……」

　ドレスを褒められるのは照れ臭いけれど、ドレスを用意してくれたラナが褒められたみたいで嬉うれしい。

「髪型も可愛かわいいね。その花のようなまとめ髪は、お友達がやってくれたのかい？」

「はいっ、ラナとお揃そろいなんです！」

　モニカが少しだけ得意げに言うと、フェリクスは唇の片端を小さく持ち上げて笑う。

　優しげな笑顔なのに、その表情が暗くかげって見えるのは夜闇のせいだろうか。

「少し、妬やけるな」

「……え？」

　モニカの腰を抱く手に、力がこもる。

　音楽はまだ続いているのにステップが止まった。

　フェリクスの碧あおい目が、どこか無機質にモニカの胸元の花飾りを見る。そうして彼は腰を抱く手はそのままに、反対の手をモニカの首元に伸ばした。

　手袋をした指先が、モニカの首をつぅっとなぞる。

「僕が贈ったペリドットは、着けてくれなかったのに」

　耳を震わす低い声にモニカの体は無意識に跳ねた。

　今になってモニカは、フェリクスが舞台を一緒に観みた時に、モニカの首元をやけに気にしていた理由に気づく。

　どこか拗すねたような声は、コールラプトンの街で会った彼と同じだ。

「……アイ、ク」

「うん」

「わたし……まだ、お洒落しやれ上級者ではない、ので」

「それでも、あの首飾りを着けている君が見たかった」

　これではまるで、ラナが施してくれたまとめ髪やシリルが贈ってくれた花飾りに、フェリクスが嫉しつ妬としているみたいだ。そんなことあるはずがないのに。

　混乱するモニカを、フェリクスは妙に熱のこもった目で見つめる。

「宝石の輝きと星の輝きはよく似ているね。たとえ今夜が流星群で夜空を星が流れていても、君があの首飾りを着けてくれたなら……僕は星より君に目を奪われていただろう」

　甘く整った顔に至近距離で見つめられ、モニカは目をグルグルと回しながら必死で思考を巡らせた。

「な、なな、なっ……」

「うん？」

「流れ星はわたし達の足元に落ちている小石よりも小さくて軽いんですけれども、何故あんなに綺麗に輝くのかと言うと、一秒の間にこの国から隣国まで移動するぐらいの途方もない速さで移動しているからなんです。高速で移動する物体が発光する理由と、宝石が輝く理由は別物です。そもそも宝石は魔力付与した物でもない限り、自分から発光しているのではなく光の反射で……」

　フェリクスは口元に手を添えて、肩を震わせた。

　クツクツと喉のどを鳴らしていたかと思えば、フハッと息を吐くように笑う。

　その笑い方は、アイクの笑い方だ。

「君は数字だけじゃなく、星のことにも詳しいんだな」

「……えぇと」

　モニカは天文学を専門的に学んだわけではないが、〈星詠みの魔女〉の依頼で、星の軌道の計算をしていたことがある。なので、天文学に関する基礎知識はそれなりにあった。

「生物学は突き詰めていくと極小の数字の積み重ねなんです。それに対して天文学は、国家予算よりも遥はるかに大きい膨大な数字ばかりで……その、どちらも数学的にとても面白いです」

「君は将来、学者になりたいのかな？」

「……どうでしょう」

　フェリクスの問いにモニカは言葉を詰まらせ、曖あい昧まいに笑う。

　モニカは何になりたいか分からないまま、人に怯おびえて、流されて生きて……気がついたら七賢人になっていた。

　七賢人になってからは、山小屋に引きこもって魔術の研究三ざん昧まい。

　そういう意味では、既にモニカは魔術の研究者であると言っても良い。それも恐らく国内最高峰の。

　モニカが黙り込むと、フェリクスは真しん摯しな態度でモニカに告げた。

「君が専門で進みたい道があるというのなら、ケルベック伯爵に話をつけようか？」

「い、いえ、そこまで、していただかなくても……」

「セレンディア学園を卒業した女子生徒の進路は、大半が結婚だ。ケルベック伯爵が君を嫁がせるつもりかどうかは分からないが……君は、誰かと結婚したいと思っている？」

　フェリクスの問いに、モニカは即答した。

「いいえ」

　これだけは明確に否定できる。

　恋も愛も分からない。それどころか人間が恐ろしくて仕方ない魔女に、どうして温かな家庭を築く未来があるだろう。

　きっと自分はセレンディア学園を去った後は、また山小屋に引きこもる日々に戻るのだ。

　そうして、数式や魔術式と向き合って生きていく。

　このセレンディア学園での思い出を、宝物のように胸に抱えたまま。

　モニカが虚うつろな目で俯うつむいていると、フェリクスがモニカの手を取った。

　瞬まばたきをしてフェリクスを見上げるモニカに、彼は柔らかく微笑ほほえむ。

（これは殿下の笑い方？　それともアイクの笑い方？）

　答えを出せぬモニカに、彼は告げる。

「以前、僕が友人から貰もらった言葉を君に贈ろう。『他の誰だれのためでもなく、君自身のために、夢中になれるものを見つけてほしい。君だけの好きなものを、楽しいものを、いっぱい見つけてほしい』」

　それは鐘鳴らしの祭りの夜に、アイクが口にした言葉だ。

　だから彼は自分が夢中になれるものを探しているのだと、そう言っていた。

「きっと、僕に残された自由は少ないから。この願いは君が引き継いでくれると嬉しい」

　そう言って寂しく笑う顔は、アイクの笑い方だ。

「あなたは……アイクは？」

　彼はずっと胸に抱いていた友人の言葉を諦あきらめようとしている。その言葉に込められた願いを、全すべてモニカに託して。

　そう気づいた瞬間、モニカは初めて目の前にいるこの青年に、危うさのようなものを感じた。

「そのお友達は、アイクに好きなことを見つけてほしいって言ったんですよね？　それを、やめちゃうんです、か？」

　ぎこちなく言葉を紡ぐモニカに、彼は静かに呟く。

「友人の願いを反ほ故ごにしてでも、叶かなえたい願いがあるんだ」

　手袋をした指先が、東の空で一際大きく輝く星々を示した。

「ご覧、あそこの大きい星を台形に二つ繫つないだのが、英雄ラルフ座だ。初代国王ラルフは死の間際に、自分の存在が人々に忘れられていくことを恐れていた。だからラルフの妻アメーリアは、闇の精霊王エルディオーラに頼んで、死んだラルフを星座にしてもらったんだ。夜空を見上げれば、人々がラルフのことを思い出すように」

　何な故ぜ、急に神話の話などするのだろう？

　最初はモニカの問いをはぐらかすためなのかと思ったが、そうではないとモニカの勘が囁ささやいている。

　恐らくモニカは今、目の前にいる青年の根幹に関わる何かに触れている。

　英雄の星を見上げる碧い目は、どこか恍こう惚こつとしていた。

「死してなお、英雄ラルフのようにその輝きを夜空に残せるとしたら……それは、とても幸せなことだと思わないかい？」

　モニカの首筋が、ゾクリと粟あわ立だつ。

　フェリクスはいつだって穏やかに優しく微笑んでいた。たとえクロックフォード公爵の傀かい儡らいと言われても、彼はお行儀の良い人形のように模範的な王子様だった。

　だが今、目の前で星を見上げている青年の目には、確かな執着の火が宿っている。

　そこにモニカは、静かな妄執を感じた。

　フェリクスは視線を星空からモニカに戻すと、いつもの彼らしい穏やかで優しげな笑みを浮かべる。

「そろそろ冷えてきたね。寒かっただろう？　中に戻ろうか」

　その甘い声も、優しい笑顔も、全ては彼の本心を隠すためのものだ。

　きっとこれ以上訊ねても、彼は本心に触れさせてはくれない。

　モニカは青白い顔で頷うなずき、フェリクスの後に続いた。
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　パーティ会場を抜け出したフェリクスとモニカを、遠く離れたバルコニーから見下ろしている人物がいた。

　その人物とは生徒会書記ブリジット・グレイアム。

　扇子を握る彼女の手は微かすかに震えている。寒さのせいじゃない。込み上げてくる激情故にだ。

　琥こ珀はく色いろの目を底光りさせ、美び貌ぼうの令嬢は感情を押し殺した声で低く呟つぶやく。

「……返してもらうわ。あたくしの殿下を」
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「……っ、くちゅっ！」

　満天の星の下、舞踏会が行われている大ホールの屋根の上で、〈結界の魔術師〉ルイス・ミラーは小さくクシャミをして体を震わせた。

　頰に当たる風は冬の訪れを感じさせる北の風だ。こんなにも長時間、屋根の上に居座ることになるのなら、防寒着を持ってくるのだったとルイスは密ひそかに反省する。

「おぉ、寒い寒い……」

　ぼやきつつ、ルイスは懐から小さな酒瓶を取り出して中身をあおった。手っ取り早く体を温めたい時は強い酒に限る。

　舞踏会の会場に入り込めれば、こんな寒い思いをせずに済むのだが、夜の舞踏会はクロックフォード公爵直々のお誘いが無いと入場することはできないのだ。

　当然、第一王子派のルイスが出入りできるはずもない。

　だからこうして寒さに耐えながら、屋根の上で警護をしているというわけである。

（まぁ、舞踏会に侵入する奴やつなんて、まずいないでしょうけど……）

　来賓はクロックフォード公爵が厳選しているし、当然に警備も厚い。

　ここで事件を起こす者はいないだろうけれど、まぁ念のためにというやつだ。

（……それにしても）

　ルイスは遠視の魔術を起動し、大ホールのそばにある庭園に目を向ける。

　そこで話し込んでいるのは、くだんの護衛対象である第二王子と〈沈黙の魔女〉モニカ・エヴァレット。

（休んでろと言ったのに、随分と職務熱心なことで）

　会話が聞こえるところまで近づいたら、勘の良い第二王子に気づかれかねない。だからルイスは遠視の魔術で様子を窺うかがう程度にとどめた。

（第二王子から信頼を勝ち取ったのは喜ばしいが……あの小娘は、第二王子に入れ込みすぎている気がする）

　この先は、そのことも折り込んで作戦を立てる必要がありそうだ。

　そんなことを考えつつ酒瓶をあおるルイスの背後に、音もなくメイド服姿のリンが降り立った。

　本当は小鳥の姿の方が目立たないのだが、夜だから構わないだろう。ルイスはリンには目を向けず、遠視の魔術で第二王子とモニカを観察しながら訊たずねた。

「学園内に異常は？」

「ありません。それと、学園外の見回りをしている〈深しん淵えんの呪術師〉殿から伝言がございます」

　あの陰気な呪術師の顔を思い出し、ルイスは顔をしかめた。

「要点だけまとめなさい」

「ルイス殿への愚痴、愛されたいという要望、己を愛してくれない世界に対する呪じゆ詛そ、菌糸類への嫉しつ妬と、学園周辺に不審者はいないという報告……以上です」

　想像通り、九割は聞く価値の無い話であった。

　学園周辺に不審者がいないのは良いことだが、そもそもあの陰気な呪術師が最大の不審者である。

　まぁ、誰かに見み咎とがめられても、七賢人のローブを着ているから捕まることはないだろう。多分。

（しかし、刺客の目的は一体何だったのやら。第二王子の暗殺が目的なら、もっと簡単なやり方があっただろうに）

　刺客がしたことと言えば、変装をして第二王子に近づいただけだ。

　あの後、学園中を調べたが、ルイスが回収した〈螺ら炎えん〉もどき以外、魔導具の類が仕掛けられていることもなかった。

「リン、お前は刺客と〈沈黙の魔女〉殿の会話を聴いていますね？　その刺客は今回の潜入の目的について、何か口を滑らせてはいませんでしたか？」

「はい、ツルッと滑らせておりました」

　リンは一つ頷くと、抑揚の無い声で会話を再現する。

「侵入者達はこのような発言をしておりました。

『ユアン、例の件は確認できたのですか？』

『えぇ、接触こそできなかったけれど、至近距離で確認したから間違いない。痕こん跡せきがあった。あれは裏切り者のアルトゥールの仕事よ。やはり、あの方の読みは正しかった』

　……以上です」

　アルトゥールというのは帝国の人間に多い名前だ。やはり、あの刺客は帝国の息のかかった人間と考えるのが妥当だろう。

　だが、帝国の人間がわざわざ第二王子に接近した理由は？　裏切り者のアルトゥールとは？

（……まさか）

　一つの仮説が、ルイスの頭をよぎる。

　それはあまりにも突飛で、馬鹿げた仮説だ。

　だが、これがもし真実だとしたら、〈星詠みの魔女〉が第二王子の運命を読むことができなくなった事実と辻つじ褄つまが合う。

（陛下はこのことに薄々勘付いていた？　だから尻しつ尾ぽを摑つかませるために、私を送り込んだのか？）

　だが、これは軽率に国王に訊ねられるものではない。下へ手たをしたら不敬罪でルイスの首が飛ぶ。

　なによりこの仮説が真実なら、これは国を揺るがす大事件だ。

　そう考えたら、自然とルイスの口の端が持ち上がる。ルイスは口元に手を添えて、喉のどをククッと鳴らした。

「ルイス殿、顔が悪巧みをしている極悪人のようです」

「悪巧みとは人聞きの悪い。クロックフォード公爵の破滅を想像したら、ついつい嬉うれしくて笑顔になってしまっただけです」

　ルイスの仮説が正しければ、クロックフォード公爵は第二王子諸もろ共とも破滅するだろう。

　ルイスはクロックフォード公爵にも第二王子にも良い感情がないので、容赦をする理由が無い。

（ただ、〈沈黙の魔女〉には秘密にしておくか。……あの小娘は、だいぶ情に絆ほだされやすくなっている）

　第二王子が破滅すると知ったら、モニカがどう動くか分からない。

　ならば、ギリギリまでこの推測は伏せておくのが妥当だろう。

　ルイスは乾いた唇をペロリと舐なめて、凶悪に笑った。

「これだから、強い者苛いじめはやめられない」





＊　＊　＊






　セレンディア学園の学園祭の翌日、リディル王国南東部の街道を走る一際立派な馬車があった。

　馬車はただ大型なだけでなく、振動を抑える最新技術の魔導具が用いられている。

　そんな快適な大型馬車に乗っているのはレーンブルグ公爵夫妻と数人の使用人、それと旅装の男が一人。

　旅装の男はレーンブルグ公爵の真向かいに座り、愛想笑いを浮かべながらよく回る舌で喋しやべっていた。

「わっはー、いやぁ、すみませんねぇ。俺みたいな小汚いのを、こんな立派な馬車に乗せてもらっちゃって」

　旅装の男の名はバルトロメウス。短い黒髪にバンダナを巻いた、二〇代半ばの男だ。

　そんな彼の話に相あい槌づちを打つレーンブルグ公爵は、線の細い中年男性である。上品と言えば聞こえは良いが、どことなく頼りない雰囲気があった。

　レーンブルグ公爵は、馬車の車輪の音にかき消されてしまいそうな声で言う。

「いやいや、気にしないでおくれ。こうして馬車が快適に進んでいるのは君のお陰だよ。バルトロメウス君」

　昨日、セレンディア学園の学園祭に出席したレーンブルグ公爵夫妻の馬車が、領地に戻る帰路の途中で不調をきたした。馬車の振動を抑える魔導具の一部が破損し、揺れが普通の馬車以上に酷ひどくなってしまったのだ。

　魔導具を使った馬車は便利ではあるが、修理できる人間が少ないのが難点だ。まして街道の途中ともなれば、尚なおのこと。

　レーンブルグ公爵一行が困り果てていたその時、たまたま通りすがったのがバルトロメウスだ。

　旅の技術者である彼は事情を聞くと、手持ちの工具であっという間に馬車を修理してしまった。なんでも以前、魔導具工房に勤めていたことがあるのだという。

　かくしてレーンブルグ公爵はバルトロメウスに大変感謝し、自分の屋敷に彼を招くために馬車に乗せたというわけだ。

「屋敷に戻ったら、君にはお礼をさせておくれ」

「いやぁ、そいつぁありがてぇ。ありがてぇついでに、旦だん那なにお願いしてぇことがあるんです。この通り、俺ぁ技術屋なんですがね、ちょいと仕事にあぶれてまして……」

　仕事を斡あつ旋せんしてほしいと遠回しに言うバルトロメウスに、レーンブルグ公爵はおおらかに頷うなずいた。

「だったら、我が家で働かないかね？」

「良いんですかい！　いやぁ～助かります！　俺ぁ手先の器用さだけが取り柄なんで、雑用があったらなんでもお申し付けくだせぇ。壁塗りでも、馬小屋修理でも、服のお直しでも、なんでもやらせていただきますぜ！」







　レーンブルグ公爵領へと向かう馬車の中、密ひそかに焦りを嚙かみ殺ころしている男がいた。

　男はかつてオルブライト家に取り入り、呪術と呪具を持ち出して逃げた呪術師である。

（まさか、もうオルブライト家に嗅かぎつけられていたとは……）

　三代目〈深淵の呪術師〉がセレンディア学園の学園祭に向かうところを目撃してしまい、男は非常に焦っていた。

　オルブライト家に捕まったら最後、自分は二度と日の目を見ることは叶かなわないだろう。

　まだ若い現当主はともかく、先代当主はその気になればいくらでも非道になれる老婆だ。

　きっと、ありとあらゆる責め苦で自分を苦しめるに違いない。

　オルブライト家の教えに則のつとり、死に逃げることを許さず。生きたまま苦しめ、辱める残忍なやり方で。

　先代当主の邪悪な笑みを思い出し、男は体を震わせた。

（あの方は……閣下は私をオルブライト家から守ってくれるはず。だが、研究の成果が出せぬままでは、いずれ私を見限るだろう。現に、精神干渉魔術の方面からアプローチをしていたヴィクター・ソーンリーは切り捨てられた）

　セレンディア学園の元教師ヴィクター・ソーンリーは、セレンディア学園の予算横領と準禁術使用罪で投獄された。おそらく二度と魔術師として返り咲くことはないだろう。

（一刻も早く傀かい儡らい呪じゆを完成させなくては。閣下が私を見限る前に）

　こんなところで終わってたまるか。と男は膝ひざの上で拳こぶしを握り締める。

　今まで散々手を汚してきたのだ。もう後戻りはできない。

「バルトロメウス君は器用なんだねぇ。あんな短時間で魔導具仕様の馬車を直してしまうなんて」

　レーンブルグ公爵の褒め言葉に、バルトロメウスは大きく口を開けて、「わっはー！」と笑った。いちいち声の大きい男だ。

　バルトロメウスは顎あご髭ひげを撫なで、もっともらしい口調で語り出す。

「いやぁ、そんなに大したことじゃありやせん。魔導具ってぇのは、緻ち密みつな計算の上に成り立ってるから、何か一つ欠けるだけでバラバラになっちまう。俺ぁ、その欠けてるところをチョイと埋めてやっただけでさぁ」

「ほう、計算とは……」

「魔導具っつーか、魔術式ってのが、突き詰めていきゃあ数学の世界なんすよ。数字でできてるって言ってもいい」

　バルトロメウスが何気なく口にしたその言葉に、正体を隠した呪術師は息を吞のむ。

　──世界は数字でできている。

　それは、彼にとって最も忌々しい男の口癖だった。

（あぁ、あぁ……死してなお、お前の言葉は私を苦しめる……お前の存在は呪のろいのようだ、ヴェネディクト）

　投獄された元教師ヴィクター・ソーンリー。

　そして、火刑にされたヴェネディクト・レイン。

　破滅した者達の姿を頭に浮かべ、男は己に言い聞かせる。

（私は失敗しない。絶対に……）

　呪術とは、人の心の深淵より湧き出いずる毒なのだという。

　その毒が自分の精神をゆっくりと蝕むしばんでいるのを自覚しつつ、それでも男は呪術に縋すがった。

　自分にはもう、これしかないのだ。
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『サイレント・ウィッチ』四巻をお手に取っていただき、誠にありがとうございます。

　今巻は一冊まるまる学園祭編です。

　Ｗｅｂ版で約八万字あった学園祭編は、次のエピソードとくっつけることも、当初は視野に入れていました。

　打ち合わせで、一冊まるごと学園祭編をやって良いと言われた私は、「いっぱい加筆できる！」と喜び、のびのび加筆しました。

　のびのびしすぎて、また文字数がギリギリになりました。

　……こうして歴史は繰り返されるんですね。




　学園祭編が一段落し、次の五巻は冬休み編です……が、その前に学園祭後～冬休み前のエピソードを書いた、書き下ろしの四巻アフターを出していただけることになりました。

　正式タイトルは『サイレント・ウィッチ Ⅳ －ａｆｔｅｒ－ 沈黙の魔女の事件簿』です。

　モニカの周りの人々も活躍する、スットコドタバタ……賑にぎやかなエピソードの詰め合わせとなっております。

　黒猫とメイドが本でいらん知識増やしたり、会長が隠れファンしてたり、副会長が叫んだり、垂れ目が振り回されたり、肉屋の倅が元気に飛び回ったり、悪役令嬢が悪役令嬢したり……。

　大体いつもの『サイレント・ウィッチ』です。

　そんな感じの四巻アフターは二〇二二年一〇月発売予定です。

　このページの二次元コードまたはＵＲＬからプロローグの試し読みができます。

　こちらも、お楽しみいただければ幸いです。





https://kadokawabooks.jp/blog/SW4-a_prologue.html




※二〇二二年八月現在の情報です。

※システム等のやむを得ない事情により予告なく公開を終了する場合があります。

※ＰＣ・スマートフォン対象（一部機種ではご利用できない場合があります）。
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　また現在、桟たなとび先生が作画を担当してくださっているコミカライズ版も、単行本一巻が発売中です。

　コマ割りやふきだしの使い方の工夫、間の取り方、メリハリの付け方、キャラクターの魅せ方……漫画ってすごい技術だ、と社会科見学で職人技を目の当たりにした小学生の顔をしている原作者が私です。

　そんなコミカライズ版『サイレント・ウィッチ』も、どうぞよろしくお願いいたします。

　私は「ほんぎゃらぶっぼー」した後のネロが大好きです。




　藤ふじ実みなんな先生、今回も美しいイラストをありがとうございます。

　髪型、凝ってる……すごい凝ってる……！　可愛かわいい！　とカラー口絵を見て感動しました。

　おしゃれに疎うといモニカでも、鏡を見た瞬間、「わぁ……っ！」と目を輝かせるような、素敵な仕上がりだと思います。

　実際に絵にしていただくと、やはり感動もひとしおですね。

　私は見開きカラー絵の、モニカの頭の上で毛玉になっているネロがとても好きです。




　たくさんの方の応援のおかげで、こうして無事に四巻を出すことができました。読者の皆様に、厚く御礼申し上げます。

　素敵なファンレターや季節のカードを送ってくださった方にも、この場でお礼申し上げます。

　感想や、応援のお言葉、とても嬉うれしかったです。

　私は便びん箋せんを見るのが好きなので、繊細で美しい柄も、元気が出る可愛い柄も、どれも見ていて飽きません。

　初めて見る可愛いゆるキャラさんの便箋には、思わず頰ほおが弛ゆるみます。

　封ふう蠟ろうで封をされたお手紙は、いつも開封する時に背筋が伸びますね。

　可愛い栞しおりや素敵なイラストをつけてくださる方もいて、素敵なケースにしまいたいなぁ、と日々ケース探しをしております。本当に本当に、ありがとうございます。

　これからも精一杯書かせていただきますので、また次巻でお会いできれば幸いです。


依い空そらまつり



























異世界ウォーキング　～エレージア王国編～　電子特別お試し版　（著：あるくひと　イラスト：ゆーにっと）
















　異世界に召喚された日本人、ソラが得たスキルは「ウォーキング」。「どんなに歩いても疲れない」というしょぼい効果を見た国王は彼を勇者パーティーから追放した。

　だがソラが異世界を歩き始めると、突然レベルアップ！

　ウォーキングには「１歩歩くごとに経験値１を取得」という隠し効果があったのだ。鑑定、錬金術、生活魔法……便利スキルも次々取得して、異世界ライフはどんどん快適に！

　拾った精霊も一緒に、のんびり旅はじまります。








プロローグ









「それじゃソラ君。今日はこれを頼むよ」

　顔かお馴な染じみの依頼者から渡されたのは、登山にでも行けそうなくらい大きなバックパックが一つ。誇張なく言うと、幅は俺の体の倍以上もあり、さらにはバックパックに載せるように追加で荷物が縛られている。まるで限界にでも挑戦しているようだ。

　ショルダーストラップを持つとズッシリと重い。見た目を裏切らない重量物が詰まっているようだ。

　背負えば見た目通りの負荷が肩に、体にかかる。この世界の人の平均的な体力は分からないが、以前これと同じような大きな物を運ぶ時に、大の大人が数人で苦労していたのを見たことがあるから、今の俺の体力は一般の大人よりも多いのだろう……違うな、それ以上か。

　それでも気を抜けば思わずよろけてしまいそうなほど重いが。




「おぉ、マジか」

「あれを持ち上げるのか!?」

「なんてこった……」

　持ち上げると依頼人から感嘆の声が上がる。賭かけ事ごとの対象になっていたのか、その後ろでは従業員らしき人たちが喜んでいたり、悔しそうにしていたりする。賭けをするためにあえて荷物を増やしているなんてことはないよね？




「それじゃ行ってきます」

　声を掛け、一歩踏み出す。

　すると今まで重くのしかかってきた重さが噓のように消えて、丸まっていた背中がピンとなる。

　スキル「ウォーキング」の効果「どんなに歩いても疲れない」が発動した。これこそが異世界に召喚された俺が持っていた唯一無二のスキルだ。もっとも俺を召喚した奴らには不評だったが。

　その姿を見て周囲から再び感嘆の声が上がるが、立ち止まることなく先を急ぐ。




　歩き出すと、白い物体がフワフワと近付いてきた。

　正体不明のそれは、聞いた話を信じるなら精霊。色は雪のように真っ白で、見た目は丸々としていて毛がモコモコしている。

　本来精霊は普通の人には見えないらしいが、何な故ぜか俺は見ることが出来ている。そして何故か俺の後をついてくる。理由は依然として謎だが、害はないから放っておいている。

　噓です。時々チラ見してその様子を眺めながら癒いやされています。ペットを飼ったことはないが、きっとペットを飼う人たちはこんな気分ではないだろうかと思っている。気分屋で、時々姿を消してはいなくなるところは、猫に似ているのかな？　見た目はアンゴラ兎うさぎっぽい感じだけど。

「それじゃ今日も一緒に行くか？」

　俺の囁ささやき声に、楽しそうに周囲を飛び回りながらついてきた。




　ギルドで受けた複数の配達依頼の荷物は、背負しよい子こにまとめて持っているから、一件回るごとに徐々に重さが緩和されていく。荷物が減っていくからね。もっともスキルの恩恵で歩いている時は重さを感じないから苦にならないけど。

　他人からは重い荷物を持って大変そうに見えるけど、俺自身は余裕がある。周囲の物珍しい景色に目を向けることだって出来るし、何よりスキルの隠し効果である「一歩歩くごとに経験値１取得」もあるから、配達で歩けば歩くほど楽しみが増える。

　だってウォーキングスキルのレベルが上がるとスキルポイントが獲得出来、そのポイントを使って新しいスキル……【鑑定】【生活魔法】【気配察知】【剣術】などを覚えることが出来たのだから。さらにステータスも上昇するから、歩けば歩くほど勝手に強くなっていく。

　この世界は地球と違い自動車や電車なんていう便利な交通手段がない。乗り物と言えば馬車だ。

　だからこそどれだけ歩いても疲れないというのは物もの凄すごい価値がある、と俺は思っている。




　途中で寄った道具屋で荷物を受け取り歩き出す。昼時ということで次の届け先への通り道である、屋台の立ち並ぶ通りを目指した。通称屋台街。勝手に俺が命名しているだけだから非公式の名前だ。向こうの世界の人が見たら、きっと何の祭りだと言うに違いない。

　大きな荷物を持っての歩行は本来なら邪魔になるが、何故か道行く人が俺を避けて先を譲ってくれる。

「今日のスープは一味違うぜ。一杯どうよ」

「ソラちゃん、そっちのスープよりウチのスープの方がいいよ。まけとくよ！」

　ライバル店同士が互いを罵ののしっているけど、いつもの光景だ。それにこの二人、こんなんでも夫婦で、初めて聞いた時は驚いた。一緒にやればいいのにと思ったら、譲れないものが二人の間にはあるようで別々に屋台を出しているそうだ。

「喉のどは渇いてないか？　冷えた果実水があるぞ！」

「ソラ君。今日は野菜と肉の炒いため物が安いよ～」

　道の両脇に並ぶ屋台の店主たちから声を掛けられるが、手を振って応えるだけ。好意的な声がそこかしこから飛んでくるが、今日は何を食べるかを既に決めている。

　目的の店舗前には既に精霊が待機していた。いつの間に。別に俺がここで買うというのを知っているわけではなく、何日か前からここの前で立ち止まっては作っている料理を眺めていた。興味津々のようだ。

「おっちゃん、新作の串くし二本よろしく」

　俺の言葉に精霊の表情が明るくなったような気がする。少し垂れ気味だった耳がピンと立った。

「おう、ソラじゃねえか。相変わらずデッカイもん背負ってんな」

　近付くと肉の香ばしい匂いがお腹を刺激する。

　支払いの準備のため立ち止まり、小銭入れからお金を取り出そうとして違和感を覚えた。

「ん？　どうした」

　動きを止めた俺に心配そうに声を掛ける屋台の店主、グレイに何でもないと言ってお金を渡す。

　串焼きを受け取りながら、視界の片隅でステータスを確認する。

　その違和感は、立ち止まった時に感じた荷物の重さ。体に感じる負荷が和らいだと思ったら、案の定、スキル「ウォーキング」のレベルが上がって、ステータスが増えていた。順調な成長に、自然と笑みがこぼれる。




　受け取った串焼きを持って食事の出来そうな場所を探した。精霊は今にも肉串に飛び付きそうな感じだが必死に我慢している。さすがに屋台街の近くは人通りが激しいから、一度横道に入って人ひと気けのないところに。背の低い住宅が立ち並ぶ一角に、腰を下ろせそうな場所があったから今日はそこで食事を摂ることにした。

　この辺りの家は煉れん瓦が造りで平屋が多い。一般的な造りの住宅で、木造の家の多かった地元とどうしても見比べてしまう。今でこそ慣れてきたが、中世ヨーロッパを彷ほう彿ふつさせる街並みは、異世界を歩いているような気分にさせる。実際に異世界なんだけど。




　一本は俺の、もう一本は精霊の分だ。精霊が串焼きを食べると、料理が突然消えたようになるから、人前で食べるわけにはいかない。

　以前訪れた村では精霊様の降臨だとお祭り騒ぎになった。あの村で料理の味を覚えたのか色々な屋台でつまみ食いをするものだから、一時騒ぎになった。怒声や叫び声に驚いた精霊は逃げるように姿を晦くらまし、再び戻ってきたのはその数日後だった。

　その数日間に何があったかは謎だが、戻ってきてからは勝手に料理を食べるようなことはなくなった。本当、何があったんだろう？

　そんなことを考えていたからか、気付いたら食べ終わっていた。肉串一本がお昼。言葉だけだと少ないように思うけど大きさが違うから。子供の拳こぶしほどの大きさの肉が四つ刺さっていてボリューム満点。あの厚み、あの大きさで柔らかく焼く腕はさすがの一言。屋台で売るのがもったいないと思うほどの味だ。タレも長年注つぎ足して使っているようで、深みがあるし侮れない。今回はそれにプラスして隠し味の調味料を使っているとかで……鑑定したら普通に何を使っているかは分かってしまったが、そこは企業秘密だよね。




　食休みを挟んで午後の配達へと戻る。立ち上がると満足そうに休んでいた精霊が顔を上げ目が合った。少し眠そうに瞼まぶたが下がっているが、フラフラと浮かび上がり、やがてフードの中にイン。定位置とばかりにすっぽりと収まる。こちらからは触れないのに、どうなっているか不思議だ。

　科学では解明出来ない謎！　みたいな感じか？　さすが異世界といったところだが、いつか解明してそのモコモコに触れて堪能したいとは思っている。




　配達中、よく利用する南門の前を通れば、旅装をした冒険者や商人らしき者の姿が。彼らは門の受付を済ませて入場したら、そのうちの何人かが近くに控える魔術師風の恰かつ好こうをした人たちのもとに近付き小銭を支払っている。

　何をしているかというと、生活魔法の「洗浄」で汗や服に付いた汚れをとっているのだろう。魔法を使える人の中で一番使用者が多いのが生活魔法だが、それでも総人口に比べたら魔法を使える人の数は少ない。そのため自前で使える仲間がいない人たちは、ああしてお金を払って洗浄してもらっている。

　一応風ふ呂ろもあるが、やはり利用出来るのはお金を持っている人たちになる。貴族や大商人が宿泊するような宿になら付いているが、そんな宿に一泊するお金でどれだけの日数を生活することが出来るやら。風呂好きというわけではないが、それでも何十日も入らないと恋しくなるがさすがに手が届かない。今宿泊している宿にはもちろん風呂なんてものはないし。

　俺はスキルの恩恵で殆ほとんど汗をかくことがないが、それでも道を歩けば衣服は汚れていく。

　当初困った俺は、スキルポイントで生活魔法も覚えることが出来ると知って飛びついた。

　そのため彼らのお世話になったことはない。安いとはいえ、一日一回利用すれば塵ちりも積もればで結構な出費になっただろう。生活魔法を使えると知った冒険者仲間から、よく鍛練後に洗浄を頼まれて感謝されるが、使えば使うほどスキルの熟練度が上がるから、俺としても利点がある。

　本当にスキル「ウォーキング」様々だ。

　他にも素人の俺でも剣が使えるようになった剣術や、冒険に役立つ収納魔法を使うことが出来るようになる空間魔法もスキルポイントで覚えた。将来的にはポーションを自作するための錬金術や、街の外に出た時にも美お味いしいものが食べられるように料理のスキルなんかも覚えたいと思っている。




　その日の配達は、結局予定よりも早く終了した。たぶんレベルアップで歩く速度が上がったからだろう。一人で移動する時は自分のペースで歩けるからいい。後はギルドに報告したら完了だ。

　空を見上げれば太陽の位置はまだ高い。基本的に日が暮れるまでに宿に戻るようにしているが、それでも時間はまだまだありそうだ。追加で配達依頼を受けるか悩むところだ。




「ソラ？」

　悩んでいたら不意に声を掛けられた。

　振り返るとそこには二人の少女が立っている。少女と言っても歳は俺と大差ないんだけど。

　俺は手を上げて応えると、二人のもとに向かって歩いていく。

　その時、二人の後方に聳そびえ立たつ王都の象徴である王城が視界に入った。

　今でこそ知り合いも増え、スキルのお陰でそれなりに上う手まくやっていけている。

　それでも召喚された当初は大変だった。

　あの城を見ていると、その時のことが鮮明に蘇よみがえってきた。








第１章









「我の呼びかけに応えし者たちよ。よくぞ参った！」

　視界が回復したと思ったらそこは見たことのない場所だった。高校に行くために電車に乗っていたはずなのに、ここは何処だ？　手に持っていたはずの鞄かばんはないし、制服のポケットの中を確認したがあるはずのものが何一つない。あ、ハンカチはある。

　目の前には大仰に手を広げた派手な服を着たおっさんが、興奮したように震えている。頭にのっているのは王冠？

　その周囲には髭ひげを蓄えた恰かつ幅ぷくの良い中年が。左右には整列して佇たたずむ鎧よろい姿の騎士っぽい人たちが、警戒しながらこちらの様子をうかがっている。

　俺の周囲には、同じような……服装じゃないな。学生服やスーツ姿、カジュアルな軽装をした男女が、俺を含めて七人いる。男が三人、女が四人だ。

　誰もが戸惑い、中には不安そうな顔をした者もいる。

　そもそも呼びかけに応えた覚えはないし、勝手に呼び出したのだろう。原理は謎だ。

「ここは何処ですか？　それにあなたは誰ですか？」

　一人の学生君（たぶん）が一歩前に出て問いかけた。

　その瞬間騎士が動きを見せようとしたが、目の前のおっさんが手をかざして止めた。

「ここはエレージア王国。そして余はエレージア王国国王である。此度は我が王国に伝わる秘術、異世界召喚によって、そなたたちをここに呼び寄せさせてもらった」

　長々と退屈な話を聞かされた。

　要約すると、召喚された者は優れたスキルの恩恵があるので、その力を使って復活した魔王を討伐してくれとのこと。

　学生君が魔王を討伐したら元の世界に戻れるか聞いたら、魔王の持つ魔石を使用することで元の世界に戻ることは可能らしい。魔石とは人間でいうところの心臓。殺して奪えということか？

　説明が曖あい昧まいなのは、あくまで文献に魔石を使用して帰還した勇者がいるとの記録が残っていたからだと、彼らは主張した。

「では、勇者よ。ステータスオープンと唱え、その力を我に示すがよい！」

　周囲からステータスオープンという呟つぶやきが聞こえる。

「ステータスオープン」

　俺も逆らわずに言う。

　言葉とともに透明なパネルのようなものが目の前に浮かび上がった。

　そこにはゲームでいうステータスのようなものが表示されている。

　驚き周囲を見たが、他の人のものは見えない。ただ集中して宙を見る様から、同じようにパネルは見えているようだ。


名前「藤宮そら」　職業「無職」　レベルなし

ＨＰ10／10　ＭＰ10／10　ＳＰ10／10

筋力…１　　体力…１　　素早…１

魔力…１　　器用…１　　幸運…１




スキル「ウォーキング」　効果「どんなに歩いても疲れない」



「なんだこのステータスは……」

　弱キャラだ。最弱モンスターにも勝てるかどうかも怪しい？

　向こうの世界では学生だったが今は無職。何もしていないからか？

　そもそもレベルなしってなんだよ。最初はそういう仕様なのか、それとも文字通りないのか。なかった場合、これ以上の成長は見込めないということになるのか？

「確認は済みましたかな？　済んだなら一人ずつ、この水晶に手を触れるがよい」

　王の傍かたわらに立っていたローブ姿の老人の指し示す先には、豪華な台に置かれた水晶があった。

　これに触れると、触れた者のステータスを他者が見ることが出来るようになるという。

　一人一人。順番に水晶に触れていく。

　まずは先ほど国王に質問していた、学生服をしっかり着込んだ少年。

　ラフな格好で、少し眠そうな女性。

　スーツをビシッと着こなしたお姉さんと、その女性とは真逆の、おちゃらけた印象を受けるスーツを着た男性がその後に続く。

　腰まで伸びる長い黒髪が目立つブレザーの制服を着た少女が水晶に触れ、最後に茶髪のおかっぱヘアーの子が、背を丸めて恐る恐る水晶に近付く。

　ステータスが次々と表示され、それを見た王様と老人、その周囲にいる人たちから、次々と歓声があがる。

「剣王」「魔導王」「聖騎士」「剣聖」「聖女」「精霊魔法士」

　職業の呟きと共に、そのレベルにも驚きの声が上がる。

　高い者で既に50。一番低くても30だ。

　スキルだって皆複数持っている。

　多い者だと一〇個以上もあるだと？　一番少ない者でも六とか……改めて自分のステータスと見比べて思う。この差は残酷過ぎません？

　期待するように見てくる無数の視線が痛い。

　しかし逃げることも出来ず、一歩二歩と歩いていき、諦あきらめて水晶に触れた。

　一瞬ノイズのようなものが走ったが、同じようにステータスパネルが他の人たちにも見えるように表示されたようだ。

　誰もがその表示に言葉を失う。悪い意味でだけど！

　それは同じように召喚された同郷の者たちからも、だ。さっきまであった熱狂が波を引くように収まっていく。

「何じゃこのステータスとスキルは！」

　王様の叫びはごもっとも。

　むしろ俺が聞きたい！　やり直しを要求する。

　ざわつく周囲と自分のダメっぷりに心が折れそうになったその時、ふとステータスパネルに表示されたある箇所が目にとまった。

「……あれ？」

　さっきまでと違っている。


スキル「ウォーキングＬｖ[image: ]」

効果「どんなに歩いても疲れない（一歩歩くごとに経験値１取得）」

経験値カウンター　21／１０００

スキルポイント　０



　しかし水晶の方に表示されるステータスを見ると追加された項目の表記がない。

　歩くだけでレベルが稼げるとか……けどレベルなしだったからこれは何の経験値なんだ？　あ、スキルにＬｖって付いているからこれか？

　ただ経験値カウンターの数値は０ではなく21となっている。

　水晶まで歩いた歩数がカウントされたのか？

　しっかり覚えていないがそれぐらいの歩数を歩いたような気がする。あとは気になるのがスキルポイントか。

　考え事をしていたらいつの間にか周囲が静かになっていた。

　顔を上げて王様を見ると顔を逸らされた。

　次にローブの老人を見たら同じように顔を逸らされた。

「うむ。此度は六人の選ばれし勇者を無事呼び出すことが出来た。これより歓迎の宴を開こうと思う！　勇者の皆様はこちらへ」

　どうやら俺のことはなかったことにするようだ。

　召喚された同郷の人たちは、困惑する者、視線を逸らす者、心配そうにする者とそれぞれいたが、最終的には強制的に連れていかれた。

　職業が立派でも、レベルが高くても、戦う術なんてない社会で生活していたんだ。武装した騎士に囲まれたら従うしかないのだろう。

　一人残された俺の目の前に、同じく残っていた騎士が近付いてきて小さく「ついてきてください」と呟き、返事も聞かずに歩き出した。

　結果は、ハイ、城から追い出されました。

　王城の扉の前までついていくと待つように言われて、三〇分ぐらい見張りの監視のもと待たされた。

　やがてそれなりに豪華そうな馬車がやってきて、中に押し込まれ、行き先も告げられずに動き出した。

　窓にはカーテンが付けられていて外は見えない。まさかこのまま何処かに監禁とか？

　目の前には屈強な騎士が二人座り、両隣にも挟むように座っている。逃げる隙はない。もっとも隙があっても何処に逃げればいいのか分からないが。揺れた時に触れる金属鎧が痛いんですけど。

「降りろ」

　馬車が停まると、掃き出されるように外に追いやられた。

　振り返るとそこには立派な門があり、今は開いている。門の向こう側には立派な城があり、城に続く道には豪華な、煌びやかな大きな家が道を挟んで立ち並んでいる。

　啞あ然ぜんとその光景を見ていたら、遅れて馬車から下りてきた騎士の一人から、「餞せん別べつだ」と小さな袋を投げ付けられた。

　どうにかキャッチして確認すると、銀色に輝く硬貨が二枚と、銅色の硬貨が一〇枚入っていた。

　これが多いのか少ないのか判断出来ないが、騎士に目を向けるとニヤニヤと馬鹿にしたようにこちらを見ている。悪意を感じるのは気のせいか？

　やがて騎士が乗り込んだ馬車は門の中に消え、開いていた門がゆっくりと閉まっていった。




「世界は違っても人は人か……」

　何処の世界でも嫌な奴はいるなと思いつつ、どうせもう会うこともないだろうと街中に目を向ければ、今まで見たことのない世界が広がっていた。

「…………っ!?」

　圧倒されて言葉が出ない。

　ほんの少し前まで抱いていた嫌な感情が一気に吹き飛んだ。

　何も知らなければ仮装のパレードと思ったかもしれない。道行く人は剣や杖つえを持ち、服装もゲームで出てきそうな鎧を身に着けた人や、物語の中の魔女が被るような鍔つばの広いとんがり帽子の人もいる。異国情緒を思わせる服装は、まるで自分がゲームの世界にでも入ってしまったような不思議な感じにさせる。

　立ち並ぶ建物も石材やレンガを積み重ねて造られていて、一瞬タイムスリップでもしたんじゃないかと錯覚させられた。本やネットでしか見たことがない、中世ヨーロッパのような風景が広がっている。

　しばらく我を忘れて見み惚とれていたが、多くの視線を感じて我に返った。

　最初金髪ばかりの中に黒髪の男がいるのが珍しいのかと思ったが、相手と自分の服装を見て、明らかに浮いているのを感じた。場違い感が半端ない。確かに制服姿の俺は物珍しく目立っている。

　逃げるようにその場を離れながら、今置かれた状況を考える。ドキドキする鼓動を必死に抑えながら、現実的に。

　第一に、お金の価値を早急に知る必要がある。特にこのお金でどれぐらい生活が出来るか。すぐになくなるようなら何かしらの手段でお金を稼ぐ必要がある。

　第二に拠点となる場所の確保。やっぱ宿かな？　さすがに野宿とかは怖い。街行く人を見れば軽装の人もいるけど、普通に武器を持っている人の姿が視界に入る。寝ているところを襲われたら、一瞬で命がなくなりそうだ。

　あとは……この世界についての根本的な知識か。

　そこまで考えて不意に足が止まった。

「この美味しそうな匂いは……何？」

　キョロキョロと周囲を見回し、発生源を見付けると無意識に足が動いた。

[image: ]

「なんだ兄ちゃん。冷やかしなら向こうへ行ってくれ」

　ジッと眺めていたら怒られた。

　お腹が空いていないはずなのに、無性に食べたくなった。その漂う匂いに、抗う術がない。

「これで一つもらえるか？」

　ある意味チャンスだと思い、銀貨と銅貨をそれぞれ一枚差し出す。

　あ、凄すごく変な顔された。

「おいおい、兄ちゃん。銀貨なんて出されても俺じゃ釣りなんて出せねえよ。銅貨なら、銭貨八枚の釣りだな」

　俺は銅貨を差し出し、串くし焼やき一本と銭貨八枚を受け取った。

　色々と聞きたいが、まずは一口。と思い手が止まった。

　一見すると何でもない肉の串焼き。他の人も普通に食べているから食べられるものであるのは違いない。しかし……外国の屋台で食事する番組で、あとからその材料を聞いて驚きよう愕がくする芸能人。それを何故か思い出した。

　思わず買っちゃったけど、本当に食べても大丈夫なのか？

　匂いだけなら間違いなく美う味まい。断言出来る。脳は食べろと指令を発しているが、手がこれ以上動かない。

　そんな俺を訝いぶかしげに見てくる屋台のおっさん。間違いなく今の俺は不審者だ。

　どうする……どうする？

　助けてくれる人は誰もいない。

　その時呼び出したままだったステータスパネルの一部に視線が釘くぎ付づけになった。


スキル「ウォーキングＬｖ１」

効果「どんなに歩いても疲れない（一歩歩くごとに経験値１取得）」

経験値カウンター　１４９／２０００

スキルポイント　１



　ウォーキングのレベルが上がってスキルポイントが増えている。

　さらに習得可能スキルというリストが新たに表示されている。

　そのリストの先頭にあるスキル……【鑑定】を見た瞬間。考えるよりも先に選んでいた。

　スキルポイントを使用して覚えますか？　との問いにハイと答える。もちろん心の中でだ。

　そのスキルを使用すれば、





【ウルフ肉の串焼き】食用の魔物肉。品質・良






　と吹き出しのように文章が見えた。

　これがスキル!?

　一部気になる単語はあったが、金縛りにあっていた手が動いた。

「……美味い」









　この続きは現在配信中の『異世界ウォーキング　～エレージア王国編～』にてお楽しみください


[image: ]Rio Kamiyama, Taranboman 2019


















サイレント・ウィッチ Ⅳ




沈ちん黙もくの魔ま女じよの隠かくしごと








依い空そら まつり





カドカワBOOKS





2022年8月10日　発行





ver.001





©Matsuri Isora, Nanna Fujimi 2022





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

カドカワBOOKS『サイレント・ウィッチ Ⅳ　沈黙の魔女の隠しごと』

2022年8月10日　初版発行





発行者：青柳昌行

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















OEBPS/Images/embed0029_HD.jpg
wEZOD

MATSURIISORA

RUMDEHANHY 474 LT0 B, B
DERE AT B DL BRI 3 TS,

lstation BRTEAE
Deson SRBADI+E TR (hINTH57492)

SAVETS 3

F 2 ARRTORAKME # X 212, BoEFOBRBH
DI OFRFIRAIT - £ A LRREFRI D000, €=
BB AES RER OB & MRTEHM RO TV <.

Lo LR hs i Bbn: S HoW, tRA Elo

AT 2 b AR AR AL &M DAY |

BT oM. RAOFER, ERORE—E=pi12t>T
B TREOFRFE LI ROIYE L RTEEO01?
MK OB WD H AURES B, MIRAERS - 9 |





OEBPS/Images/embed0012_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0006_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0031_HD.jpg
s
{ -
s s
s “.,,.. \\
! 1.%"
> £f \,w\%
B L
/50N .m.m

i






OEBPS/Images/embed0025_HD.jpg
'\
Walking
n another\w

CZ20 T

7EAT7BOOKS





OEBPS/Images/embed0019_HD.jpg
RVttt B

HE<R | < (iR SEK) ° DIk IHE | S M-iiniee
WL MRS OWHIIWO M SRS b RROH< R

o

I % 6 49 4o 0@

LRERBS°

n7?44w,00000000

N DA N

SIRTIHESHRI [HIN° 8D N TR I b B 4 UK B L2 4 O 4K 38
WELRESDEEe

S+ oL M LAVEP NS —VEeNR

Vj- . .fv W7a7j-1P. GOODCBOOOBDOOSS

HKIEQRIER) * IhEMK b BK SEIfo M N M NV IIw

PiE<r|<(
N IR R

BN CP—PRNHELER O RUSBHREE<" D0
WHERK O 540°

hVanW.VJHanylu0000000000000000

v — NEKEREBI (HEM) ° i Gk
PPEERR LR 01U S0P LT OM S0

4 o Fo | MEBS 5T LR
°RE RS

L2 4p°





OEBPS/Images/embed0015_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0022_HD.jpg
CHATALLLTS s sre s i

1“./7..!3 . ﬂ}-y?\P;OO;

A AN 2D QHEERE NHOA XS B 1) I KK<S | <° & 0
VDONEHUNR VI LN NN CRIEV HEQURKKRE S
RECR NI IHEIX®

‘.ﬂ.l. f— o)y m .I-wv“} B

NAL — - TR0 RS SRR ER 1 N JDNPL S H 1| R SIHK®
KSEWE WA ID N B hER R © B 2 S o’ [
FRE S RO RIBL b 540°

AvaRlg - P V:ﬂ N ececccsccccce

P NIRY NP E MR RE RN S KIE L HRIRER Bk (¥ K SlE
8) X F SELUR T KU T LT L F 0 AT L 004 HI S K X4
TR SHR | <HEi O42°

n&\mjlu.fv./ s NPRN KR —2-sssssscsecs

MEBRRER NIDNSKE L HRIBER ER (KB cEE
8) R_rKSEEPH I RSRE’ BinSH B RWE P it o
RSN






OEBPS/Images/embed0009_HD.jpg
14

A
P~
=
iR
A

v






OEBPS/Images/embed0005_HD.jpg
The "Silent Witch" is shy and fmpersonal.
She's a creepy little girl who sees people as

nothing more than a bunch of numbers,

(KRB ) A ARMYCT, ATRLK,
A FoclsRez<ere, AFvo B/ RR,

But what does it matter?
Ras, ZNBROARewIDKRSS,
The "Silent Witch" is a true genins.

(BB RK) WAWORKF K.

\/

\/

RNBoEHKoRBL C Y

Secrets of the Silent Witch





OEBPS/Images/embed0013_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0030_HD.jpg
AT

BOOKY~WALKER





OEBPS/Images/embed0016_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0002_HD.jpg
i

ol VER T [ v & < A v DD

']
/0> 7.‘;‘/04% zlé
£k i B

< /%

(=

LA IS MO S| 1 HC B

Q(Pb v

& ABIoRNG
%/3 ERES
LEOFE Y
Tl B
—Ch\blj
SR ELE U
e
£ 35 =31
m‘a‘%ﬁ
eI
SR =, 8y
LT ad@:
t‘%‘@
5 7





OEBPS/Images/embed0008_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0004_HD.jpg
|} |} |} |} O }

| ]

@ ﬂ n t B n tﬁ Secrets of the Silent Witch

§
RiPOEHURBLAK % (= 8 ] EHRSRY

O 3 % [ R # ] S2EINTIOHMS
HOIMIZLES % [+ # ) ®HEEike»9

Ko SE K BARIONTIR % [ =18 )] REso» BEEsopeeeee-
B OHRNN e — % [Hop—a ] DESOKIREQHHIE

Lt N m o] RMBR=OREERR

S L BONR—ANN % VOIS

RERE BV NARBOWIK N
S

N RDG
)





OEBPS/Images/embed0010_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0027_HD.jpg





OEBPS/Images/embed0020_HD.jpg
CHATACLLTS s sre s i

W= XDy — THRP I H TR - H SRR S b7 FhEERK L+

SR HENUSHHRE Dt ho VIV B v R O42°

e B RN Rl

NN D - BRER R IE° HE IS (MRS fvk) S<EE° HiiF S -
INNRE N RVEIRQUS UE L VRNV HEREHR -0 | m
o Re o

,7..”./‘”«7} . jVj.v/A COTCTOTO SO

AHY R —KEEPEC HE R PR KISRESwiks
ORWIE OBV VAR S RORESUT LD O DS VIR
IO SURIBEV O VIS A0 R O°

MA N~ BREECHE 1R U= AL O 5 b EioE b
KU SN [ LKESRVIEP VNS [voo [ X
WX B PR o 54U°






OEBPS/Images/embed0017_HD.jpg
3 CoBYAY





OEBPS/Images/embed0024_HD.jpg
P4 n/t/l}w%rjf“
Y ~after-

R Ko HFH MO HE

§ﬂ€§i’ob st EEL AL

HEATBOOKS

2022£E

10H7Bﬁafm





OEBPS/Images/embed0001_HD.jpg





OEBPS/nav.xhtml



Navigation




		プロローグ 数字 の 世界 に 逃げ た 少女


		一章 私 の 王子 様


		二 章 紫色 の 愛さ れ た がり


		三章 だから 貴女 は 永遠 の ライバル


		四 章 華麗 なる 悪役 ファミリー


		五 章 英雄 の 代役


		六 章 真紅 に 濁る ブルー グレイ


		七 章 彼 は 毎年 、 招待状 を 送り 続け て い た


		八章 無慈悲 な 魔女


		九 章 引き出し いっぱい の 宝物


		十 章 私 は 貴方 の もの


		十一 章 数式 よりも 、 魔術 式 よりも … …


		エピローグ 星 に なっ た 英雄 の 幸福









Guide



			Cover


    		本編


    		目次








OEBPS/Images/embed0007_HD.jpg
4
\"/»/(\H//
k. \\t/&h/ )
\’ldﬂ 3 e :
N\ L L
N A oas, g /
‘ //,‘ W \\\ ? [ // )
[k ¢ S\ by [ K5
I\*'/‘/@St‘w//@\h/// ~\\\/\/\/ g % \
g% "o N e G TN A ,
(ake \ ;{M/f = \dul// ('\§\\Bl\}/\\//‘§\_ K %

I 77 ey G TN
Nl — 1 s \\h/ﬁ\m7‘\\‘1/1//\7,\\‘(/\;\[‘// i






OEBPS/Images/embed0011_HD.jpg
7
3
\
7
A
4






OEBPS/Images/embed0003_HD.jpg
VAV

ViyT
IV

ABRoBHOBL ¢ ¥

Serrets of the Silent Witch

LTSN
Illust
BHELRAL





OEBPS/Images/embed0023.jpg





OEBPS/Images/embed0028.jpg





OEBPS/Images/embed0026.gif





OEBPS/Images/embed0018_HD.jpg
CHATACLLTS s sre s i

PR HRARANL coscecsscococes

PE<R I < (RECIRK) * YT SR <HITW OLR PHERI]
RAN—= A\ 50K QHFTEY D KL O S VEI O b 500°

PI<R < (BEKSEER) BIH Q0 (S SIRER) !
ROBS VRPREN D0R/DIF YD ZQ -0 1E

3\4 U COPPPP P00 0P00009000000O0OO000

HOR S S #8° fhBRRk - 1 | MK O S B DA NREB VR SRS
LERR 1N 41 ) VRN O R AR 0 54 ) vk 0 5°

n./J‘/ﬂAN lel..r COCTOCOOOCOOOOO

2N NKVURKE OV 50 E S Y HEEE° ShEKH 48 0401) 040 1) IR s
FIMP SN R SRR S O M\ KT & EPHEL BRI EDE S|\ 510°






OEBPS/Images/embed0021_HD.jpg
SACONTHHEEE B 1 RSHBSHERN BRI R wi-fEK LK e
R S QEBERSHEHL S OB SRS ( N\ —VBEHOER®
[ TRHIBR (RESHEK) NRAN°

&U]wT.AvJ. N T SN— eecsceccccee

INE—NKEERE N S#RE L 1| — 2 SR IFEKH B XV
QWS W O R BEIHS HrET 4 07 4o O W i S W 1 R M1 O
SRR

PANIRY NI EIEHZE | | RIS HM- I XSRMN°Rv-KE
RLEHLT<LDOMIRE L KL D\ VR EFERE R

“N R AT We— W&J.A ./y POV

PANINY NI BB HEE 11| 2 B8 Ho K e S WM P YKE- 18 L <
OANUZSOPVREMAIMU-DON 2N DIHN[WIMSUN A






OEBPS/Images/embed0014_HD.jpg
o






OEBPS/Images/embed0000_HD.jpg
[ZFhio
Rﬁ‘r il ]

LA
AT A |

UF 1 IVEETHE— DRI DR R
AT 74 P ROBYE, BEiffE
BTHARZRM BT 25N EBED
RHAMELTWVWS, EBADFTE

EEREET. 20FECE-00%
BABMENDZHATFIh TV,

w20 B XK

Secrets of the Silent Witeh





